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i 

「速達！」 

ひる 

三月 三日の 午 ごろに、 一 通の 速達郵便が わたしの 家 

の 玄関に 投げ込まれた。 

拝啓。 春 雪 霏々、 この ゆうべに 一 会な かるべ けんや 

と 存じ 候。 万障 を排 して、 本日 午後 五 時 頃より 御 参会 


くだされ 度、 ほかに も 五、 六 名の 同席 者 あるべく と存 

これな く 

じ 候。 但し 例の 俳句 会に は 無 之 候。 

まず は 右 御 案内まで、 早々、 不一。 

三月 三日 朝 

青蛙 堂 主人 

話の 順序と して、 まず この 差出人の 青蛙 堂 主人に つ 

い  かわず 

いて 少し 語らなければ ならない。 井の 中の 蛙と いう 

意味で、 井蛙と 号す る 人 はめず らしくな いが、 青い と 

いう 字 を かぶらせた 青蛙 〔# 「青蛙」 は 底本で は 「井蛙 匕 

の 号 はすくない らしい。 彼 は 本姓 を 梅 沢 君と いって、 


年 はもう 四十 を 五つ 六つ も 越えて いるが、 非常に 気の 

若い、 元気の いい 男で ある。 その 職業 は 弁護士で ある 

が、 十 年 ほど 前から 法律事務所の 看板 を はずして し 

まって、 今では 日本 橋 辺の ある 大 商店の 顧問と いう 格 

で 納まって いる。 ほかに も 三、 四の 会社に 関係して、 

相談役と か 監査役と かいう 肩書 を 所持して いる。 まず 

ひとかど 

一 廉の 当世 紳士で ある。 梅 沢 君 は 若い ときから 俳句の 

趣味が あつたが、 七、 八 年 前から いよいよ その 趣味が 

深くな つて、 忙しい 閑 をぬ すんで 所々 の 句会へ も 出席 

きんか 

する。 自宅で も 句会 を ひらく。 俳句の 雅号 を 金 華と 称 

して、 あっぱれの 宗匠 顔 をして いるので ある。 


梅 沢 君 は 四、 五 年 前に、 支那から 帰った 人の みやげ 

として 広東 製の 竹細工 を 貰った。 それ は 日本で はとて 

も 見られな いような 巨大な 竹の 根 を くりぬいて、 一匹 

力 ま 

の 大きい 蝦 蟆 を斿ら えた ものであるが、 そのが ま は 

力なえ 

鼎の ような 三本足であった。 一本の 足 は あやまって 

折れた ので はない、 初めから 三本の 足で あるべく 作ら 

れ たものに 相違ない ので、 梅 沢 君 も 不思議に 思った。 

呉れた 人に も その 訳 はわから なかった。 いずれに して 

も 面白い もの だとい うので、 梅 沢 君 は そのが ま を 座敷 

の 床の間に 這わせて おくと、 ある 支那 通の 人が 教えて 

くれた。 


「それ は 普通の がまで はない。 青蛙と いう もの だ ご 

しん  げんきせ い 

その 人 は 清の 阮葵 生の 書いた 「茶 余 客 話」 という 書 

物 を 持って来て、 梅 沢 君に 説明して 聞かせた。 

それに はこうい うこと が 漢文で 書いて あった。 

—— 杭 州に 金 華 将軍なる もの あり。 けだし 青蛙の 二 

字の 訛リ にして、 その物 はき わめて 蛙に 類す。 ただ 三 

足なる のみ。 その あらわる る は、 多く 夏 秋の 交に あり _ 

降る ところの 家 は 秫酒 ー盂を 以てし、 その 一 方 を 欠 

ばんきょ  くら 

いて これ を祀 る。 その物 その 傍らに 盤踞して 飲み 啖ゎ 

ず、 しかも その 皮膚 はおの ずから 青より 黄と なり、 さ 

らに 赤と なる。 祀る もの は 将軍す でに 酔えり といい、 


それ を 盤に のせて 湧 金 門外の 金 華 太 侯の 廟 内に 送れば、 

たちまちに その 姿 を 見う しなう。 而 して、 その 家 は 数 

う  うんぬん 

日のう ちに 必ず 獲る ところ あり、 云々。  

これで 三本足の がまの 由来 はわかった。 それの みな 

らず 更に 梅 沢 君 を よろこばせ たの は、 その 霊 あるが ま 

が 金 華 将軍と 呼ばれる ことであった。 梅 沢 君の 俳号 を 

金 華と いうのに、 あたかも そこへ 金 華 将軍の 青蛙が 這 

い 込んで 来たの は、 まことに 不思議な 因縁で あると い 

うので、 梅 沢 君 は その 以来 大いに このが ま を 珍重す る 

ことにな つて、 ある 書家に たのんで 青蛙 堂と いう 額 を 

書いて もらった。 自分自身 も 青蛙 堂 主人と 号す るよう 


になった。 

その 青蛙 堂からの 案内 をう けて、 わたし は 躊躇した。 

案内状に も 書いて ある 通り、 きょうは 朝から 細かい 雪 

が 降って いる。 主人 はこの 雪 をみ て 俄かに 今夜の 会合 

を 思い立った ので あろうが、 青蛙 堂 は 小石 川の 切支丹 

坂 をの ぼ つ て、 昼で も 薄暗い ような 木立ちの 奥に ある。 

こういう 日の ゆう 方から そこ へ 出かける の は、 往きは 

ともあれ、 復リが 難儀 だと 少しく 恐れた からで ある。 

例の 俳句 会なら ば 無論に 欠席す るので あるが、 それで 

はない と わざわざ 断り書き がして ある 以上、 何 かほ か 

に 趣向が あるの かも 知れない。 三月 三日で も 梅 沢 君に 


雛祭り をす るよう な 女の子 はない。 まさかに 桜 田浪士 

の 追悼会 を 催す わけで も あるまい。 そんな こと を 考え 

あんばい 

ている うちに、 いい 塩梅に 雪 も 小 降りに なって 来たら 

しいので、 わたし は 思い切って 出かける ことにした。 

午後 四時 頃から そろそろと 出る 支度 を はじめる と、 

あいにくに 雪 はまた はげしく 降り出して 来た。 その 景 

色 を 見て わたし はまた 躊躇した が、 ええ 構わずに ゆけ 

と 度胸 を 据えて、 とうとう 真っ白な 道 を 踏んで 出た。 

小石 川の 竹 早 町で 電車に わかれて、 藤 坂 を 降りる、 切 

支 丹 坂 をの ぼる、 この 雪の 日に はかなり に 難儀な 道中 

をつ づけて、 ともかくも 青蛙 堂まで 無事にた どり 着く 


と、 もう 七、 八 人の 先客が あつまつ ていた。 

「それでも 皆ん な 偉い よ。 この 天気に この 場所 じゃあ、 

せいぜい 五、 六 人だろう と 思って いたと ころが、 もう 

七、 八 人 も 来て いる。 まだ 四、 五 人 は 来る らしい。 ど 

う も 案外の 盛会に なった よご と、 青蛙 堂 主人 は、 ひど 

く 嬉しそうな 顔 をして 私 を 迎えた。 

一 一階へ 案内され て、 十 畳と 八 畳 をぶ ちぬき の 座敷へ 

通されて、 さて 先客の 人々 を 見 わたす と、 そのな かの 

三人 ほど を 除いて は、 みな 私の 見識らない 人た ちば か 

りであった。 学者ら しい 人 も ある。 実業家ら しい 人 も 

ある。 切 髪の 上品な お婆さん もいた。 そうかと 思う と、 


えた い 

まだ 若い 学生の ような 人 も ある。 なんだか 得体の わか 

ら ない 会合で あると 思いながら、 まず ひと 通りの 挨拶 

をして 座に 着いて、 顔なじみの 人た ちと 二つ 三つ 世間 

話な ど をして いるう ちに、 私の あとから また 二、 三人 

の 客が 来た。 その ひと リは識 つてい る 人で あつたが、 

ほかの 二人 は どこの 何とい う 人 だか 判らなかった。 

やがて 主人から、 この 天気に ようこそと いうよう な 

挨拶が あって、 それから 一座の 人々 を 順々 に 紹介した。 

それが 済んで、 酒が 出る、 料理の 膳が 出る。 雪 はすこ 

し 衰えた が、 それでも 休みな しに 白い 影 を 飛ばして い 

るの が、 二階の 硝子 戸越し に うかがわれた。 あまりに 


酒 を 好む 人がない とみえて 酒宴 は 案外に 早く 片付いて、 

さらに 下座 敷の 広間へ 案内され て、 煙草 をす つて、 あ 

つい レモン 茶 をす すって、 しばらく 休息して いると、 

主人 は 勿体ら しく 咳き して 一 同に 声をかけた。 

「実は このような 晚に わざわざ お越し を 願い ましたの 

ほか 

は 外で も ございません。 近頃 わたくし は 俳句 以外、 怪 

談に 興味 を 持ちまして、 ひそかに 研究して おります。 

いっせき 

就きましては 一 夕 怪談 会 を 催しまして、 皆 さまの 御高 

話 を 是非 拝聴いた したいと 存じて おりました ところ、 

あたかも きょうは 春の 雪、 怪談に は 雨の 夜の 方が ふさ 

わしい かと も 存じ ましたが、 雪の 宵 もまた 興 ある こと 


と 考えまして、 急に 思い ついて お呼び立て 申した よう 

な 次第で ございます。 わたくし ばかりでなく、 これに 

も 聴き 手が 控えて おります から、 どうか 皆 さまに、 一 

席ず つ 珍しい お 話 をね がいたい と 存じます が、 いかが 

で ございましよう かご 

主人が 指さす 床の間の 正面に は、 かの 竹細工の 三本 

足の がまが 大きく うずくま つていて、 その 前に は 支那 

焼ら しい 酒 壷が 供えて ある。 欄間に は 青蛙 堂と 大きく 

書いた 額が 掛かって いる。 主人の ほかに、 この 青蛙 を 

聴き 手と して、 われわれ はこれ から 怪談 を 一 席ず つ 弁 

じなければ ならない ことにな つたので ある。 雛祭りの 


夜に 怪談 会 を 催す も 変って いるが、 その 聴き 手に は 三 

本 足の 金 華 将軍が 控えて いるな ど は、 いよいよ 奇抜で 

ある。 主人の 注文に 対して、 どの 人 も 無言のう ちに 承 

諾の 色目 をみ せた が、 さて 自分から まず 進んで その 皮 

切り を 勤めよう という 者 もない。 たがいに 顔 をみ あわ 

せて 譲り合って いるよう な 形で あるので、 主人の 方 か 

ら 催促す るよう に 第 一 番に 出る 人 を 指名す る ことに 

なった。 

「星 崎さん。 いかがでしょう。 あなた からまず 何 かお 

話し 下さる わけに は …… 。 この 青蛙 を わたくしに 教え 

て 下す つたの は あなたで すから、 その 御 縁で あなた か 


らまず 願いましょう。 今晩は 特殊の 催しです から、 そ 

ういう 材料 をた くさん お持ち あわせの 方々 ばか リを選 

んで お招き 申した のです が、 誰か 一番に 口 を 切る かた 

がない と、 やはり 遠慮 勝に なって お 話が 進行し ません 

ようです から ご 

真っ先に 引き出された 星 崎さん というの は、 五十ぐ 

らいの 紳士で ある。 かれは 薄白くな つてい る髯 をな で 

ながら 微笑した。 

「なるほどそう 言われる と、 この 床の間の 置物に はわ 

たしが 縁の ふかい 方 かも 知れません。 わたし は 商売の 

都合で、 若い ときには 五 年 ほど も 上海の 支店に 勤めて 


いた ことがあ リ ます。 その後に も 二 年に一度 ぐらい は 

必ず 支那へ ゆく ことがあ るので、 支那の 南北 は 大抵 遍 

歴 しました。 そういう わけで 支那の 事情 もす こし は 

知っています。 御主人が 唯今 おっしゃった 通り、 その 

青蛙の 説明 をいた したの も 私です ご 

「それです から、 今夜のお 話 はどうしても あなたから 

お始めく ださい ご と、 主人 はか さねて 促した。 

「では、 皆 さま を 差 措いて、 失礼ながら 私が 前座 を 勤 

める ことにしましょう。 一体 この 青蛙に 対する 伝説 は 

杭 州 地方ば かりで なく、 広東 地方で も 青蛙 神と いって 

尊崇して いるよう です。 したがって、 昔から 青蛙に つ 


いて はいろ いろの 伝説が 残って います。 勿論、 その 多 

く は 怪談です から、 ちょうど 今夜の 席上に はふ さわし 

いか も 知れません。 その 伝説の なかで も 成るべく 風 変 

わりの もの をち よ つと お話し 申しましょう ご 

星 崎さん は ひと 膝 ゆすり 出て、 まず 一座の 人々 の 顔 

を しずかに 見 まわした。 その 態度が よほど 場馴れて い 

るら しいので、 わたし も 一種の 興味 を そそられて、 思 

わず その 人の 方に 向き 直った。 

支那の 地名 や 人名 は 皆さんに お馴染みが 薄くて、 

却って 話の 興 を そぐ かと 思います から、 なるべく 固有 


名詞 は 省略して 申 上げる ことにしましょう。 と、 星 崎 

へ きとう 

さん は 劈頭 に まず 断 つ た 。 

みん 

時代 は 明の 末で、 天下が 大いに 乱れん とする 時のお 

話 だと 思って ください。 江 南の 金 陵、 すなわち 南京の 

城内に 張訓 という 武人が あった。 ある 時、 その 城 を あ 

ず かってい る 将軍が 饗宴 を ひらいて、 列席の 武官と 文 

官 一 同に 詩 や 絵 や 文章 を 自筆で かいた 扇子 一本ず つ を 

くれた。 一同 ひどく 有難が つて、 めいめいに 披 いてみ 

る。 張訓 もお なじく 押し頂いて 披 いて 見る と、 どうし 

たわけ か 自分の 貰った 扇 だけ は 白扇で、 なにも 書いて 

ない。 裏に も 表に もない。 これに は 甚だ 失望した が、 


この場合、 上役の 人に 対して、 それ を 言う の も 礼 を 失 

うと 思った ので、 張訓 はな にげなく お礼 を 申して、 ほ 

かの 人た ちと 一緒に 退出した。 しかし 何だか 面白くな 

いので、 家へ 帰る とすぐ に その 妻に 話した。 

「将軍 も 一度に たくさんの 扇 を かいたので、 きっと 書 

き 落した に 相違ない。 それが あいにくに おれに 当った 

の だ。 とんだ 貧乏く じ を ひいた もの だ ご 

詰まらな そうに 溜 息をついて いると、 妻 も 一旦 は 顔 

の 色 を 陰らせた。 妻 はこと し 十九で 三年 前から 張と 夫 

婦 になった もので、 小作りで 色の 白い、 右の 眉の はず 

れに 大きい ほくろの ある、 まことに 可愛らしい 女で 


あつたが、 夫の 話 をき いて 少し 考えて いるう ちに、 ま 

ただん だんに いつもの 晴れ やかな 可愛らしい 顔に 戻つ 

て、 かれは 夫 を 慰める ように 言った。 

「それ は あなたの おっしゃる 通り、 将軍 は 別に 悪意が 

あってな された 事で はなく、 たくさんの なかです から 

きっとお 書き落し になった に 相違ありません。 あとで 

気がつけば 取換え て 下さる でしよう。 いいえ、 きっと 

取換え てくだ さいます ご 

「しかし 気がつく かしら ご 

はずみ 

「なに かの 機 に 思い出す ことがない とも 限りません。 

それにつ いて、 もし 将軍から 何 かお 尋ねで も ありまし 


たら、 その ときには 遠慮なく、 正直に お答え をな さる 

方が ようご ざいます ご 

「むむ ご 

夫 は 気のない 返事 をして、 その 晚 はまず そのままで 

寝て しまった。 それから 二日 ほど 経つ と、 張訓は 将軍 

の 前によ び 出された。 

「おい、 このあいだの 晚、 おまえに やった 扇に は 何が 

書いて あつたな ご 

こう 訊かれて、 張訓は 正直に 答えた。 

「実は 頂戴の 扇 面に は 何も 書いて ございません でし 

た ご 


「なにも 書いて ない。」 と、 将軍 はしば らく 考えて いた 

が、 やがて、 しずかに うなずいた。 「なるほど、 そうだ つ 

たか も 知れない。 それ は 気の毒な こと をした。 では、 

その代り にこれ を 上げよう ご 

前に 貰った のよりも 遥かに 上等な 扇子に、 将軍が 手 

しち ごんせ つ く 

ずから 七 言 絶句 を 書いた の を くれたので、 張訓 はよ ろ 

こんで 頂戴して 帰って、 自慢ら しく 妻に みせる と、 妻 

もお なじよう に 喜んだ。 

「それ だから、 わたくしが 言った のです。 将軍 はな か 

なか 物覚えの いいかたで すから。」 

「そうだ、 まったく 物覚えが いい。 大勢の なかで、 ど 


うして 白扇が おれの 手に はいった こと を 知ってい たの 

かな ご 

せんさく 

そうは 言っても、 別に 深く 設索 する ほどの ことで は 

ない ので、 それ はまず そのままで 済んで しまった。 そ 

ちん ぞく 

れ から 半年 ほど 経つ と、 かの 闖賊 という 怖ろ しい 賊軍 

が 蜂起して、 江 北 は 大いに 乱れて 来たので、 南方で も 

警戒し なければ ならない。 太平が 久しく つづいて、 誰 

も 武具の 用意が 十分で あるまい というので、 将軍から 

部下の 者 一 同に 鎧 一 着ず つ を 分配して くれる ことに 

なった。 張訓も その 分配 をう けたが、 その 鎧が また 悪 

い。 古い 鎧が 破れて いる。 それ を かかえて、 家へ 帰つ 


て、 またもや 妻に 愚痴 を こぼした。 

「こんな ものが、 大事のと きの 役に立つ もの か。 いつ 

そ 紙の 鎧 を 着た 方が まし だ ご 

すると、 妻 はまた 慰める ように 言った。 

「それ は 将軍が 一 々あらためて 渡した わけで もないで 

しょうから、 あとで 気がつけ ばき つ と 取換え て 下さる 

でしよう ご 

「そうか も 知れない な。 いっかの 扇子の 例 も あるか 

らご 

そう 言って いると、 果して 二、 三日の 後に、 張訓は 

将軍の まえに 呼び出されて、 この間の 鎧 はどうで あつ 


き 

たかと、 また 訊かれた。 張訓 はや はり 正直に 答える と、 

将軍 は 子細 ありげ に 眉 をよ せて、 張の 顔 を じっと 眺め 

ことば 

ていたが、 やがて 詞を あらためて 訊いた。 

「おまえの 家で は 何 かの 神 を 祭って いるか ご 

「いえ、 一 向に 不信心で ございまして、 なんの 神 ほと 

け も 祭って おりません ご 

「どうも 不思議 だな ご 

将軍の ひたいの 皺 はいよ いよ 深くな つた。 そのうち 

に 何 を 思い付い たか、 かれは また 訊いた。 

「おまえの 妻 は どんな 女 だ ご 

突然の 問いに、 張訓は いささか 面喰らつ たが、 これ 


は 隠すべき 筋で もない ので、 正直に 自分の 妻の 年頃 や 

人相な ど を 申立てる と、 将軍 は 更に 訊いた。 

「そうして、 右の 眉の 下に 大きい ほくろ はない かご 

「よく 御存じで …… ご と、 張訓 もお どろいた。 

「むむ、 知っている ご と、 将軍 は 大きく うなずいた。 

「おまえの 妻 はこれ まで、 一 一度 も おれの 枕 もとへ 来た。」 

驚いて、 呆れて、 張訓 はしば らく 相手の 顔 を ぼん や 

リと 見つめて いると、 将軍 も 不思議 そうに その子 細 を 

説明して 聞かせた。 

「実は 半年 ほど 前に、 おまえ 達 を 呼んで おれの 扇子 を 

やった ことがある。 その 明くる 晚 のこと だ。 ひとりの 


女が おれの 枕 もとへ 来て、 昨日 張訓に 下さいました 扇 

子 は 白扇で ございました。 どうぞ 御 直筆の ものと お 取 

換え をね がいます と、 言う かと 思う と 夢が さめた。 そ 

こで、 念のために お前 を よんで 訊いて みると、 果して 

その 通り だとい う。 そのと きに も 少し 不思議に 思 つ た 

が、 まず そのまま にしておくと、 また ぞろ その 女が ゆ 

うべ も 来て、 先日 張訓に 下さいました 鎧 は 朽ち 破れて 

いて 物の 用に も 立ちません。 どうぞし かるべき 品と お 

取換え をね がいます と言う。 そこで、 おまえに 訊いて 

みると、 今度 もまた その 通り だ。 あまりに 不思議が つ 

づ くので、 もしゃと 思って 詮議す ると、 その 女 はま さ 


しくお 前の 妻 だ。 年 ごろと いい、 人相と いい、 眉の 下 

の ほくろ までが 寸分 違わない の だから、 もう 疑う 余地 

はない。 おまえの 妻 はいった いどうい う 人間 だか 知ら 

ない が、 どうも 不思議 だな ご 

子細 をき いて、 張訓 もい よいよ 呆れた。 

「まったく 不思議で ございます。 よく 詮議 をいた して 

みまし ようご 

「いずれにしても 鎧 は 換えて やる。 これ を 持って ゆ 

け ご 

将軍から 立派な 鎧 を わたされて、 張訓は それ を かか 

えて 退出した が、 頭 は ぼんやりして 半分 は 夢の ような 


心 持であった。 三年 越し 連れ添って、 なんの 変った こ 

ともない 貞淑な 妻が、 どうして そんな 事 をした のか。 

さりと て 将軍の 詞に噓 があろう と は 思われない。 家へ 

帰る 途中で いろいろ 考えて みると、 なるほど 思い当る 

ことがある。 半年 前の 扇子の 時に も、 今度の 鎧の 問題 

にも、 妻 はいつ でも 先 を 見越した ような こと を 言って 

自分 を 慰めて くれる。 それが どうもお かしい。 たしか 

に 不思議 だ。 これ は 一 と 詮議し なければ ならない と、 

張訓は 急いで 帰って くると、 妻 は その 鎧 を 眼 早く 見つ 

けて につ こり 笑った。 

その 可愛らしい 笑い顔 は 鬼と も 魔と も 変化と も 見え 


ない ので、 張訓 はまた 迷った。 しかし 彼のうた がい は 

まだ 解けない。 殊に 将軍の 手前に 対しても、 なんとか 

この 解決 を 付けなければ ならない と 思った ので、 かれ 

は 妻 を 一 と 間へ 呼び込んで、 まず その 夢の 一 条を 話す 

と、 妻 も 不思議 そうな 顔 をして 聞いて いた。 そうして、 

こんな こと を 言った。 

「いっかの 扇子のと きも、 今度の 鎧に ついても、 あな 

たは 大層 心 もち を 悪く してお いでのよ うでした から、 

どうかし てお 心 持の 直る ようにして 上げたい と、 わた 

くし も 心から 念じて いました。 その 真心が 天に 通じて、 

自然に そんな 不思議が あらわれ たの かも 知れません。 


わたくし も 自分の 念が とどいて 嬉し ゆう ございま すご 

そう 言われて みると、 夫 も その上に 踏み込んで 詮議 

の 仕様 もない。 唯 わが 妻の まごころ を 感謝す る ほか は 

ない ので、 結局 その 場 は うやむやに 済んで しまったが、 

張 訓はど う も 気が 済まない。 その 後 も 注意し て 妻の 挙 

動 をう かが つ ている うちに、 前に も 言う 通りの わけで 

世の中 はだん だんに 騒がしくなる。 将軍 も 軍務に 忙し 

いので、 張訓の 妻の ことな ど を 詮議しても いられな く 

なった。 張訓 もまた 自分の 務めが 忙しい ので、 朝 は 早 

く 出て、 夕 はお そく 帰る。 こうして 半月 あまり を 暮ら 

している と、 五月に はいって 梅雨が 毎日 ふり 続く。 そ 


れも 今日はめ ずらしく 午後から 小 やみに なって、 夕方 

に は 薄 青 い 空の 色が みえて 来た。 

張訓も 今日はめ ずらしく 自分の 仕事が 早く 片付いて、 

まだ 日の 暮れ 切らない うちに 帰って くると、 いつも は 

すぐに 出迎え をす る 妻が どうして か 姿 をみ せない。 内 

へ はいって 庭の 方 を ふとみ ると、 庭の 隅に は 大きい 

ざくろ 

柘榴の 木が あって、 その 花 は 火の 燃える ように 紅く 咲 

きみ だれて いる。 妻 は その 花の 蔭に 身をかがめて、 な 

にか 了 $ になが めて いるら しいので、 張訓は そっと 庭 

に 降り 立って、 ぬき 足 をして 妻のう しろに 近寄る と、 

柘榴の 木の下に は 大きい がまが 傲然と して うずくま つ 


ている。 その 前に 酒壺を そなえて、 妻 は 何事 を か 念じ 

ている らしい。 張訓 はこの 奇怪な ありさまに 胸 をと ど 

ろかして なお も 注意して 窺う と、 そのが ま は 青い 苔の 

ような 色 をして、 しかも 三本足であった。 

それが 例の 青蛙で ある こと を 知っていたら、 何事 も 

なしに 済んだ かも 知れなかった が、 張訓は 武人で、 青 

蛙 神 も 金 華 将軍 もなん にも 知らなかった。 かれの 眼に 

映った の は 自分の 妻が 奇怪な 三本足の がま を 拝して い 

る 姿 だけで ある。 このあいだからの 疑いが 初めて 解け 

たような 心 持で、 かれは たちまちに 自分の 剣 をぬ いた 

かと 思う と、 若い 妻 は 背中から 胸 を 突き 透され て、 ほ 


とん ど 声を立てる 間 もな しに 柘榴の 木の下に 倒れた。 

その 死骸の 上に 紅い 花が はら はらと 散った。 

張訓 はしば らく 夢の ように 突 つ 立って いたが、 やが 

て 気が ついて 見 まわす と、 三本足の がま は どこへ か 姿 

を 隠して しまって、 自分の 足 もとに ころげて いるの は 

妻の 死骸ば かりで ある。 それ を じっと 眺めて いるう ち 

に、 かれは 自分の 短慮 を悔 むような 気に もな つた。 妻 

の 挙動 は 確かに 奇怪な ものに 相違なかった が、 とも か 

くも 一 応の 詮議 をした 上で、 生かす とも 殺す とも 相当 

いちず 

の 処置 を 取るべき であった のに、 一途に はやまって 成 

敗して しまったの は あまりに 短慮であった とも 思われ 


た。 しかし 今更 どうに もなら ない ので、 かれは 妻の な 

きがら の 始末 をして、 翌日 それ を ひそかに 将軍に 報告 

すると、 将軍 はうな ずいた。 

「おまえの 妻 はや はり 一 種の 鬼で あつたの だ ご 

二 

それから 張訓の 周囲に はいろ いろの 奇怪な 出来事が 

続いて あらわれた。 かれの 周囲に はかならず 三本足の 

がまが 付き まとって いるので ある。 室内に いれば、 そ 

の榻の そばに 這って いる。 庭に 出れば、 その 足 もとに 


這って 来る。 外へ 出れば、 やはり その あとから 付いて 

くる。 あたかも 影の 形に したがう が 如き ありさまで、 

どこへ 行っても かれの ある 所に はかならず、 青い がま 

のす がた を 見ない こと はない。 それ も 最初 は 一 匹で 

あつたが、 後に は 二 匹と なり、 三 匹と なり、 五 匹と な 

り、 十 匹と なり、 大き いのも あれば 小さ いのも ある。 

それが ぞろぞろと 繫 がって、 かれの あと を 付け まわす 

ので、 張訓も 持て あました。 

その 怪しい がまの 群れ は、 かれに 対して 別に 何事 を 

する ので もない。 唯 のそのそと 付いて 来る だけの こと 

であるが、 何分に も 気味が よくない。 もちろん、 それ 


は 張訓の 眼に みえる だけで、 ほかの 者に はなん にも 見 

えない ので ある。 かれ も 堪らなく なって、 ときどきに 

剣 をぬ いて 斬り 払おうと する が、 一向に 手 ごた えがな 

い。 ただ 自分の 前にいた がまが うしろに 位置 を かえ、 

左に いたのが 右に 移る に過ぎないので、 どうに もこう 

にも それ を 駆逐す る 方法が なか つ た。 

そのうちに 彼ら はいろ いろの 仕事 を はじめて 来た。 

張 訓が夜 寝て いると 大きい がまが その 胸のう えに 這い 

あが つ て、 息が 止る かと 思う ほどに 強く 押し付け るの 

である。 食卓に むかって 飯 を 食おうと すると、 小さい 

青い がまが 無数に あらわれて、 皿 や 椀の なかへ 片っ端 


から 飛込む ので ある。 それが ために 夜 も おちおち は 眠 

られ ず、 飯 も碌々 に は 食えない ので、 張訓も 次第に 痩 

せ おとろえて 半病人の ようになって しまった。 それが 

人の 目に 立つ ように もな つたので、 かれの 親友の 羊 得 

というの が 心配して、 だんだん その 事情 を 聞きた だし 

た 上で、 ある 道士 をた のんで 祈禱を 行なって もらった 

が、 やはり その 効 はみ えないで、 がま は 絶えず 張訓の 

周囲に 付き まと つていた。 

ちん ぞく  しょうけ つ 

一 方、 かの 闖賊は 勢います ます 猖獗 になって、 都 も 

やがて 危 いとい う 悲報が 続々 来る ので、 忠節の あつい 

将軍 は 都へ むけて 一 部隊の 援兵 を 送る ことにな つた。 


張訓も その 部隊のう ちに 加えられた。 病気 を 申立てて 

辞退したら よかろうと、 羊 得 はしき りに すすめた が、 

かたぎ 

張 訓は肯 かずに 出発す る ことにした。 かれは 武人 気質 

えた い 

で、 報国の 念が 強いのと、 もう 一 つに は、 得体 も 知れ 

ない がまの 怪異に 悩まされて、 いたずらに 死 を 待つ よ 

り も 帝 城の もとに 忠義の 死屍 を 横たえた 方が 優しで あ 

ると も 思った からであった。 かれは 生きて 再び 還らな 

い 覚悟で、 家の ことな ども 残らず 始末して 出た。 羊 得 

も 一 緒に 出発した。 

その 一隊 は 長江 を 渡って、 北へ 進んで ゆく 途中、 あ 

る 小さい 村落に 泊る ことにな つたが、 人家が 少ない の 


で、 大部分 は 野営した。 柳の 多い 村で、 張 訓も羊 得 も 

柳の 大樹の 下に 休息して いると、 初秋の 月の ひかりが 

あざ や 

鮮 かに 鎧の 露 を 照らした。 張 訓の鎧 はかれの 妻が 将 

軍の 夢 まくらに 立って、 とりかえて もらった もので あ 

る。 そんな こと を 考えながら うっとりと 月 を 見 あげて 

いると、 そばに いる 羊 得が 訊いた。 

「どう だ。 例の がま はま だ 出て 来る かご 

「いや、 江 を 渡って から は 消える ように 見え なくなつ 

た ご 

「それ はいい あんばいだ ご と、 羊 得 も よろこばしそう 

に 言った。 


「こっちの 気が 張って いるので、 妖怪 も 付け込む すき 

が なくなつ たの かも 知れない。 やっぱり 出陣した 方が 

よかった なご 

そんな こと を 言って いるう ちに、 張訓は 俄かに 耳 を 

かたむけた。 

「あ、 琵琶の 音が きこえる ご 

それが 羊 得に はちつ ともき こえない ので、 大方お ま 

えの 空耳で あろうと 打ち消し たが、 張訓 はどうしても 

聞え ると 言い張った。 しかも それ は 自分の 妻の 撥音に 

相違ない、 どうも 不思議な こと も ある もの だと、 かれ 

は その 琵琶の 音に ひかれる ように、 弓矢 を 捨てて ふら 


ふらと あるき 出した。 羊 得 は 不安に 思って、 あわてて 

その あと を 追って 行った が、 張の 姿 はもう 見えな かつ 

た。 

「これ は 唯 事で ない らしい ご 

羊 得 は 引つ 返して 三、 四 人の 朋輩 を 誘って、 明るい 

月 をた よりに そこら を 尋ね あるく と、 村 を 出た ところ 

に 古い 廟 があった。 あたり は 秋草に 掩 われて、 廟の軒 

も 扉 も おびただしく 荒れ 朽ちて いるの が 月の 光りに 明 

ら かに 見られた。 虫の 声 は 雨の ようにき こえる。 もし 

やと 思って 草む らを搔 きわけ て、 その 廟の まえまで 迪 

りつく と、 さきに 立 つ ている 羊 得が あ つ と 声 を あげた _ 


廟の 前に はが まの ような 形 をした 大きい 石が 蟠 

まっていて、 その 石の 上に 張訓の 兜が 載せて あった。 

それば かりで なく、 その 石の 下に は 一匹の 大きい 青い 

がまが あたかも その 兜 を 守る が 如くに うずくま つてい 

るの を 見た ときに、 人々 は 思わず 立ちす くんだ。 羊 得 

は それが 三本足で あるか どうか を 確かめよう とする 間 

もな く、 がまの すがた は 消える ように 失せて しまった。 

人々 は 言い 知れない 恐怖に 打 たれて、 しばらく 顔 を 見 

合せて いたが、 この 上 はどうしても 廟内を 詮索し なけ 

れ ばなら ない ので、 羊 得 は 思い切って 扉 を あける と、 

他の 人々 も 怖々 ながら 続いて はいった。 


張 訓は廟 のなかに 冷たい 体 を 横たえて、 眠った よう 

に 死んで いた。 おどろいて 介抱した が、 かれはもう そ 

の 眠りから 醒めなかった。 よん どころ なく その 死骸 を 

運んで 帰って、 一体 あの 廟には 何 を 祭って あるの かと 

村の ものに 訊く と、 単に 青蛙 神の 廟 であると 言い伝え 

られ ている ばかりで、 誰も その 由来 を 知らなかった。 

廟内 はまった く 空虚で 何物 を 祭って あるら しい 様子 も 

なく、 この 土地で も 近年 は 参詣す る 者 もな く、 ただ 荒 

れ るが ままに 打ち捨てて あるの だとい うこと であ つ た _ 

青蛙 神 —— それが 何で あるか を 羊 得ら も 知らな か つ た 

が、 大勢の 兵卒のう ちに 杭 州 出身の 者が あって、 その 


説明に よって 初めて その子 細が 判った。 張訓の 妻が 杭 

州の 生れで ある こと は 羊 得 も 知っていた。 

「これで、 このお 話 はおし まいです。 そういう わけで 

すから、 皆さん もこの 青蛙 神に 十分の 敬意 を 払って、 

怖る ベ き 祟り をう けない よう 御用 心 をね がいます ご 

こう 言い 終つ て、 星 崎さん は ハンカチ— フで 口の ま 

わり を 拭きながら、 床の間の 大きい がま を 見 かえった。 


i 

星 崎さん の 話の すむ あいだに、 また 三、 四 人の 客が 

来たので 座敷 は ほとんど いっぱい になった。 星 崎さん 

を 皮切りに して、 これらの 人々 が 代る代るに 一 席ず つ 

の 話 をす る ことにな つたので あるから、 まったく 怪談 

そうじ ま い 

の惣 仕舞と いう 形で ある。 勿論、 その なかには 紋切形 

の もの もあった が、 なに か 特色の ある もの だけ を 私 は 


ひそかに 筆記して おいた ので、 これから 順々 に それ を 

紹介した いと 思う。 

しかし 初対面の 人が 多い ので、 一度 その 名 を 聞かさ 

はっきり 

れ ただけ では、 どの 人が 誰であった やら 判然 しないの 

も ある。 また その 話の 性質 上、 談話 者の 姓名 を 発表す 

るの を 遠慮し なければ ならな い ような 場合 も ある の で 

皮切りの 星 崎さん は 格別、 ほかの 人々 の 姓名 はすべ て 

省略して、 単に 第二の 男と か 第三の 女と かいう ことに 

してお きたい。 

そこで、 第二の 男 は 語る。 


きょうほ  が し 

享 保の 初年で ある。 利根 川の むこう 河岸、 江戸の 方 

角から いえば 奥州 寄りの 岸の ほとりに 一 人の 座頭が 

立って いた。 坂 東太郎 という 利根の 大河 もこ こ は 船 渡 

ぼうか わ 

しで、 江戸時代に は 房 川の 渡しと 呼んで いた。 奥州 街 

道と 日光 街道との 要所で あるから、 栗 橋の 宿に は 関 

所が ある。 その 関所 をす ぎて 川 を 渡る と、 むこう 河岸 

は 古河の 町で、 土 井家 八 万 石の 城下と して 昔から 繁昌 

している。 かの 座頭 は その 古河の 方面の 岸に 近くた た 

ずんで いるので あった。 

座頭が 利根 川の 岸に 立って いる。 —— ただ それだけ 

のこと ならば 格別の 問題に もなら ないか も 知れない。 


かれは 年の ころ 三十 前後で、 顔色の 蒼 黒い、 口の す こ 

しゅがんだ、 痩 形の 中背の 男で、 夏で も 冬で も 浅黄の 

ずきん  わらじ 

頭巾 を かぶって、 草鞋ば きの 旅すが た をして いるので 

あるが、 朝から 晚 まで この 渡し場に 立ち 暮らして いる 

ばかりで、 かって 渡ろうと はしない。 

相手が 盲人で あるから、 船頭 は 渡し賃 を 取らず 渡し 

て やろうと 言つ て も、 彼 は 寂しく 笑いながら 黙つ て 

頭 を ふるので ある。 それ も 一日 や 二日の ことで はな 

く、 一年、 二 年、 三年、 雨風 をい とわず、 暑 寒 を 嫌わ 

ず、 彼 はいかなる 日で も かならず この 渡し場に その 痩 

せた 姿 を あらわす のであった。 


こうなる と、 船頭 ども も 見の がす わけに はいかない。 

一体なん のために 毎日 ここへ 出て くるの かと、 しばし 

ば 聞きた だした が、 座頭 はや はり 寂しく 笑って いるば 

かりで、 さらに 要領 を 得る ような 返事 を あたえな かつ 

た。 しかし 彼の 目的 は 自然に 覚られ た。 

奥州 や 日光の 方面から 来る 旅び と はこ こから 渡し船 

に 乗って ゆく。 江戸の 方面から 来る 旅び と は 栗 橋から 

渡し船に 乗り込んで ここに 着く。 その 乗り降りの 旅人 

を 座頭 は 一 々に 詮議して いるので ある。 

「もし、 このな かに 野村彦 右衛門と いうお 人 はおいで 

なされぬ かご 


野村彦 右衛門 —— 侍らし い 苗字で あるが、 そういう 

人 はかって 通リ 合せない とみえて、 どの 人 もみな 答え 

ずに 行き過ぎて しまう ので ある。 それでも 座頭 は 毎日 

この 渡し場に あらわれて、 野村彦 右衛門 をたず ねて い 

る。 それが 前に もい う 通リ、 幾年と いう 長い 月日の あ 

いだ 一日 も かかさな いので あるから、 誰でも その 根気 

のよ いのに 驚かされずに はいられなかった。 

「座頭さん は 何で その 人 をたず ねる の だ ご 

こうした 質問 も 船頭 ど もから しばしばく リ 返された 

が、 彼 はた だいつ もの 通り、 笑って いるば かりで、 決 

して その 口 を 開こうと はしなかった。 彼 は 元来 無口の 


男らしく、 毎日 この 渡し場に 立ち 暮らして いながら、 

顔 は 見えず とも 声 だけ はもう 聞き慣れ ている はずの 船 

ことば 

頭 どもに 対しても、 かって 馴れ なれし ぃ詞を 出した 

ことはなかった。 こちらから 何 か 話しかけても、 彼 は 

黙って 笑う かうな ずく かで、 なるべく 他人との 応答 を 

避けて いるよう にもみ える ので、 船頭 ども も 後に は馴 

れて しまって、 彼に 向って 声をかける 者 もない。 彼 も 

結局 それ を 仕 合せと している らしく、 毎日た だ ひとり 

で 寂しく たたずんで いるので あった。 

いったい 彼 は どこに 住んで、 どういう 生活 をして い 

るの かそれ も 判らない。 どこから 出て 来て、 どこへ 帰 


るの か、 わざわざ その あと を 付けて 行った 者 もない の 

で、 誰に もよ く 判らなかった。 ここの 渡し は 明け六つ 

に 始まって、 ゆう 七つに 終る。 彼 は その あいだ ここに 

立ち 暮らして、 渡しの 止まる の を 合図に どこへ か 消え 

るよう に 立 去って しまう ので ある。 朝から 晚 までこう 

していても、 別に 弁当の 用意 をして 来る らしく もみえ 

ない。 渡し 小屋に 寝起き をして いる 平 助と いう 爺さん 

が 余りに 気の毒に 思つ て、 あるとき 大きい 握り飯 を 一 一 

つ こしらえて やる と、 その 時ば かり は 彼 も 大層 よろこ 

んで その 一 つ を 旨そう に 食った。 そうして、 その 礼 だ 

と 言って 一 文 銭 を 平 助に 出した。 もとより 礼 を 貰う 料 


簡 もない ので、 平 助 はいらな いと 断った が、 彼 は 無理 

に 押 付けて 行った。 

それが 例と なって、 平 助の 小屋で は 毎日 大きい 握り 

飯 を 一 つ こしらえて やる と、 彼 はきつ と 一文の 銭 を 置 

やす 

いて 行く。 いくら 物価の 廉ぃ 時代で も、 大きい 握り飯 

ひとつの 値が 一文で は 引合わない わけで あるが、 平 助 

の 方で は 盲人に 対する 一種の 施しと 心得て、 毎日 ここ 

ろよ くその 握り飯 を こしらえて やる ばかりでなく、 湯 

も 飲ませて やる、 炉の 火に も あたらせて やる。 こうし 

た 親切が 彼の 胸に もしみ たと 見えて、 ほかの 者と は ほ 

とん ど 口 をき かない 彼 も、 平 助 じいさん だけに は 幾分 


か 打 解けて 暑さ 寒さの 挨拶 をす る こと もあった。 

往来の はげしい 街道で あるから、 渡し船 は 幾 艘も出 

る。 しかし 他の 船頭 ども は 夕方から 皆め いめいの 家へ 

引 揚げて しまって、 この 小屋に 寝 泊り をして いるの は 

平 助 じ いさんだ けで あるので、 ある 時 彼 は 座頭 に 言 つ 

た。 

「お前さん は どこから 来る のか 知らないが、 眼の 不自 

由な 身で 毎日 往 つたり 来たりす るの は 難儀だろう。 

いっそ、 この 小屋に 泊る ことにしたら どう だ。 わたし 

の ほかに は 誰も いないの だから 遠慮す る こと はない ご 

座頭 はしば らく 考えた 後に、 それで はこ こに 泊ら せ 


て くれと 言った。 平 助 は ひとり 者で あるから、 たとい 

盲目で も 話し相手の 出来た の を 喜んで、 その 晚か ら自 

分の 小屋に 泊ら せて、 出来るだけの 面倒 をみ て やる こ 

とに した。 こうして、 利根の 川端の 渡し 小屋に、 老い 

たる 船頭と 身許 不明の 盲人と が、 雨の ふる 夜 も 風の 吹 

く 夜 も 一緒に 寝起きす るよう になって、 ふたりの 間 は 

いよいよ 打 解けた わけで あるが、 とかくに 無口の 座頭 

は あま リ 多く は 語らなかった。 勿論、 自分の 来歴 や 目 

的に ついては、 堅く 口 を 閉じて いた。 平 助の 方で も 無 

理に 聞き出そうと もしなかった。 しいて それ を 詮議す 

れば、 彼 はきつ とこ こ を 立 去つ てし まう であろうと 察 


したから である。 

それでも 唯一度、 なに かの 夜話の ついでに、 平 助 は 

彼に 訊いた ことがあった。 

「お前さん はかた き 討 かえ ご 

座頭 はい つもの 通りに さびしく 笑って 頭 を ふった。 

その 問題 も それぎ リで 消えて しまった。 

平 助 じいさんが 彼 を 引取った の は、 盲人に 対する 同 

情から 出発して いたに は 相違なかった が、 そのほかに 

幾分 かの 好奇心 も 忍んで いたので、 彼 は 同宿 者の 行動 

に対して ひそかに 注意の 眼 を そそいで いたが、 別に 

変った こと もない ようであった。 座頭 は 朝から 夕まで 


渡し場へ 出て、 倦まず 怠らずに 野村彦 右衛門の 名 を 呼 

びつ づけて いた。 

平 助 は 毎晚ー 合の 寝酒で 正体 もな く 寝入って しまう 

ので、 夜半の こと はちつ とも 知らなかった が、 ある 夜 

ふけに ふと 眼 を さます と、 座頭 は 消え かかって いる 炉 

の 火 をた よりに、 何 か 太い 針の ような もの を 一心に 磨 

いでいる ようで あつたが、 人一倍に 勘の いいら しい 彼 

は、 平 助が 身動きし たの を 早く も覚 つて、 たちまちに 

その 針の ような もの を 押 隠した。 

その 様子が ただなら ないように みえた ので、 平 助 は 

素知らぬ顔 をして 再び 眠って しまったが、 その 夜半に 


かの 盲人が そっと 這い 起きて 来て、 自分の 寝て いる 上 

に 乗り かかって、 かの 針の ような もの を 左の 眼に 突き 

透す とみて、 夢が 醒めた。 そのうな される 声に 座頭 も 

眼 を さまして、 探りな がらに 介抱して くれた。 平 助 は 

その 夢に ついて なんにも 語らなかった が、 その 以来な 

ん となく かの 座頭が 怖ろ しくな つ て 来た。 

彼 はなん のために 針の ような もの を 持って いるの か、 

盲人の 商売道具 であると い えば それまで であるが、 あ 

れ ほどに 太い 針 を 隠し持って いるの は 少しく 不似合い 

にせめ くら 

のこと である。 あるいは 偽 盲で 実は 盗賊の たぐいで 

はない かな どと 平 助 は 疑った。 いずれにしても 彼 を 同 


宿させる の を 平 助 は 薄気味悪く 思うよう にな つ たが、 

自分の 方から 勧めて 引 入れた 以上、 今更 それ を 追 出す 

わけに もい かないので、 まず そのまま にしておくと、 

ある 秋の 宵で ある。 

この 日 は 昼から 薄 寒い 雨が ふりつづいて、 渡し を 越 

える 人 も 少なかった が、 暮れて はまった く 人通り も 絶 

えた。 河原に は 水が 増したら しく、 そこらの 石 を 打つ 

音が 例よりも 凄まじく 響いた。 小屋の 前の 川柳に 降リ 

そそぐ 雨の 音 も 寂しく きこえて、 馴れて いる 平 助 もお 

のず と 佗しい 思い を 誘い出される ような 夜で あつ た。 

肌寒い ので 炉の火 を 強く 焚いて、 平 助 は 宵から 例の 一 


合の 酒 をち びりち びりと 飲み はじめる と、 ふだんから 

下戸 だとい つ ている 座頭 は 黙 つ て炉の 前に 坐 つていた。 

「あご 

座頭 はやが て 口のう ちで 言った。 それに 驚かされて、 

平 助 も 思わず 顔 を あげる と、 小屋の 外に は 何かぴ ちゃ 

ぴ ちゃい う 音が 雨の なかに きこえた。 

「何 かな。 魚 かな ご と、 座頭 は 言った。 

「そうだ。 魚 だ ご と、 平 助 は 起ち あがった。 「この 雨 

で 水が 殖えた ので、 なに か 大きい 奴が 跳ね あがった と 

見える ぞ。 」 

みの  すく 

平 助 は そこに かけて ある 蓑 を 引っかけて、 小さい 掬 


い 網 を 持って 小屋 を 出る と、 外に は 風 まじりの 雨が 暗 

く 降りしきって いるので、 いつも ほどの 水明 か リも見 

ぴき 

えなかった が、 その 薄暗い 岸の 上に 一 尾の 大きい 魚の 

跳ね まわって いるの が、 おぼろげに うかがわれた。 

すすき 

「ああ、 鱸 だ。 こいつ は 大きい ぞご 

鱸 は 強い 魚で ある こと を 知ってい るので、 平 助 も 用 

心して 抑えに かかった が、 魚 は 予想 以上に 大きく、 ど 

うしても 三尺 を 越えて いるら しいので、 小さい 網で は 

所詮 掬う こと は 出来そう もなかった。 うっかり すると 

網 を 破られる おそれが あるので、 彼 は 網 を 投げす てて 

その 魚 を だこうと すると、 魚 は 尾鰭 を 振って 自分の 敵 


を 力強く 跳ね 飛ばした ので、 平 助 は 湿れて いる 草に す 

ベ つ て 倒れた。 

その物 音 を 聞きつ けて 座頭 も 表へ 出て 来たが、 盲目 

の 彼 は 暗い なか を 恐れる はずはなかった。 彼 は 魚の 跳 

ねる 音 をた よりに 探り 寄った かと 思う と、 難なく それ 

てぎわ 

を 取 抑えて しまったので、 盲人と して 余りに 手際が よ 

いと、 平 助 はすこし 不思議に 思いながら、 ともかくも 

大きい 魚 を 小屋の 内へ かかえ 込む と、 それ は 果して 鱸 

であった。 鱸の 眼に は 右から 左へ かけて 太い 針が 突き 

透され ている の を 見た ときに、 平 助 は 何と はなしに 

ぞっとした。 魚 は 半死半生に 弱って いた。 


「針 は 魚の 眼に 刺さって います かごと、 座頭 は 訊いた。 

「刺さって いるよ ご と、 平 助 は 答えた。 

「剌 さりました か、 確かに、 眼 玉の まん 中に …… ご 

見えない 眼 をむ き 出す ようにして、 座頭 はに やりと 

笑った ので、 平 助 はまた ぞっとした。 

二 

盲人 は 勘の よい ものである。 そのな かで もこの 座頭 

は 非常に 勘の よいら しい こと を 平 助 も かねて 承知して 

てぎわ 

いたが、 今夜の 手際 をみ せられて 彼 はいよ いよ 舌 を ま 


いた。 もとより 盲人で あるから、 暗い も 明るい も 頓着 

は あるまい が、 それにして もこの 暗い 雨の なかで、 勢 

いよく 跳ね まわって いる 大きい 魚 をつ かまえて、 手 探 

りながら に その 眼の まつ 只 中 を 突き 透した の は、 世の 

つねの 手練で ない。 彼が 人の 目 を 忍んで 磨ぎす まして 

いる あの 針が、 これほどの 働き をす るかと 思う と、 幾 

たび かうな された。 

「とんだ 者 を 引摺リ 込んで しまった ご 

平 助 は 今 さら 後悔した が、 さリ とて 思い切って 彼 を 

追い出す ほどの 勇気 もなかった。 却って その後 は 万事 

に 気をつけて、 その 御機嫌 を 取る ように 努めてい るく 


らいであった。 

座頭が この 渡し場に あらわれてから 足 かけ 三年、 平 

助の 小屋に 引取られてから 足 かけ 二 年、 あわせて 丸 四 

年 ほどの 年月が 過ぎた のちに、 彼 は 春 二月の はじめ 頃 

から 風邪の ここちで 患い 付いた。 それ は 余寒の 強い 

年で、 日光 や 赤 城から 朝夕に 吹きお ろして 来る 風が、 

広い 河原に ただ 一 軒の この 小屋 を 吹き倒す かと も 思わ 

れた。 その 寒 いのもい とわずに、 平 助 は 古河の 町まで 

薬 を 買いに 行って、 病んで いる 座頭に 飲ませて やった。 

そんな からだで ありながら、 座頭 は 杖に すがって 渡 

し 場へ 出て ゆく こと を 怠らなかった。 


「この 寒い のに、 朝から 晚 まで 吹き さらされ ていて は 

たま 

堪 るまい。 せめて 病気の 癒る まで は 休んで はどう だ 

ね ご 

さ 

平 助 は 見 かねて 注意した が、 座頭 はどうしても 肯か 

なかった。 日 ましに 痩せ衰えて くる 体 を 一本の 杖に あ 

やうく 支えながら、 彼 は 毎日 とぼとぼと 出て 行った が、 

その 強情 もとうと う 続か なくなって、 朝から 晚 まで 小 

屋 のなかに 倒れて いるよう になった。 

「それ だから 言わない ことで はない。 まだ 若い のに、 

からだ を 大事に しなさい ご と、 平 助 じいさん は 親切に 

看病して やった が、 彼の 病気 はいよ いよ 重くな つて 行 


くらし か つ た。 

渡し場へ 出られ なくなつ てから、 座頭 は 平 助に たの 

びき 

んで 毎日 一 尾ず つの 生きた 魚 を 買つ て 来て もらった。 

冬から 春に かけて は、 ここらの 水 も 枯れて 川魚 も 捕れ 

ない。 海に 遠い ところで あるから、 生きた 海魚な ど は 

なおさら 少ない。 それでも 平 助 は 毎日 さがして あるい 

て、 生きた 鯉 や 鮒 や 鰻な ど を 買って くると、 座頭 はか 

の 針 をと り 出して 一 尾ず つ その 眼 を 貫いて 捨てた。 殺 

してし まえば 用 はない、 あと は 勝手に 煮る とも 焼く と 

もして くれと 言った が、 座頭の 執念の こもつ ている よ 

うな その 魚 を 平 助 はどう も 食う 気に はなれな いので、 


い つも それ を 眼の 前の 川へ 投げ込んで しまった。 

一 日に 一 尾、 生きた 魚の 眼 を 突き 潰して いるば かり 

でな く、 さらに 平 助 を おどろか したの は、 座頭が その 

魚 を 買う 代金と して 五 枚の 小判 を 彼に 渡した ことで あ 

ひるめし 

る。 午 飯に 握り飯 一 つ を 貰って いた 頃に は、 毎日 一文 

ずつ の 代 を 支払って いたが、 小屋に 寝起き をす るよう 

になって から は、 平 助と 一 つ 鍋で 三度の 飯 を 食って い 

ながら、 座頭 は 一文の 金 を も 払わ なくなった。 勿論、 

平 助の 方で も 催促し なかった。 座頭 は 今にな つて それ 

を 言い出して、 お前さんに はたく さんの 借りが ある。 

ついては わたしの 生きて いる あいだ はこの 金で 魚 を 


買って、 残った分 は 今までの 食料と して 受取って くれ 

と 言った。 あしかけ 二 年の 食料と いったと ころで 知れ 

たもので ある。 それに 対して 五 枚の 小判 を 渡されて、 

きも 

平 助は胆 をつ ぶした が、 ともかくも その 言う 通りに あ 

ず かってお くと、 座頭 は 半月ば かりの 後に いよいよ 弱 

リ 果てて、 きょうか あすかと いう 危篤の 容体に なった。 

旧暦の 二月、 あした は 彼岸の 入りと いうのに、 こと 

しの 春の 寒さ は 身に こたえて、 朝から 吹き 続けて いる 

あかぎ おろし 

赤 城 嵐 は、 午過ぎから 細かい 雪 さえ も 運び出して 来た。 

時候 はずれの 寒さが 病人に 障る こと を 恐れて、 平 助 は 

例よりも 炉の火 を 強く 焚いた。 渡しが 止まって、 ほか 


の 船頭 ども は 早々 に 引 揚げて しまう と、 春の 日 もやが 

て 暮れ かかって、 雪 はさの みに も 降らない が、 風 はい 

よいよ 強くな つ た。 それが 時々 にごうごうと 吼ぇ るよ 

うに 吹きよ せて 来る と、 古い 小屋 は 地震の ように ぐら 

ぐらと 揺れた。 

その 小屋の 隅に 寝て いる 座頭 は 弱い 声で 言った。 

「風が 吹きます ね ご 

「毎日 吹く ので 困る よご と、 平 助 は炉の 火で 病人の 薬 

を 煎じながら 言った。 「おまけに 今日はす こし 雪が 降 

る。 どうも 不順な 陽気 だから、 お前さんなん ぞは尚 さ 

ら 気をつけなければ いけない ぞご 


「ああ、 雪が 降ります か。 雪が …… ご と、 座頭 は 溜息 

をつ いた。 「気をつけ るまで もな く、 わたし はもう お 

別れです ご 

「そんな 弱い こと を 言って はいけ ない。 もう 少し 持ち 

こたえれば 陽気 もき つと 春めいて 来る。 暖かに さえな 

れば、 お前さんの からだ も、 自然に 癒る にき まってい 

る。 せいぜい 今月 いっぱいの 辛抱 だよ ご 

「いえ、 なんと 言って 下す つても、 わたしの 寿命 はも 

う 尽きて います。 しょせん 癒る はずはありません。 ど 

ういう 御 縁 か、 お前さんに はいろ いろのお 世話になり 

ました。 つきましては、 わたしの 死にぎ わに 少し 聴い 


ておいても らいたい ことがあ るので すが …… ご 

「まあ、 待ちなさい。 薬が もう 出来た 時分 だ。 これ を 

飲んで から ゆっくり 話しな さいご 

平 助に 薬 をの ませて もらって、 座頭 は 風の 音に 耳 を 

かたむけた。 

「雪 はま だ 降って います かご 

「降って いるよう だよ ご と、 平 助 は 戸の 隙間から 暗い 

表 を のぞきながら 答えた。 

「雪の ふるたび に、 むかしのことが ひとしお 身にしみ 

て 思い出されます ご と、 座頭 はしず かに 話し 出した。 

「今まで 自分の 名 をい つたこと もありませんで したが 


わたし は 治平と いって、 以前 は 奥州 筋の ある 藩 中に 

わかとう 

若党 奉公 をして いた 者です。 わたしが ここへ 来たの は 

三十 一 の 年で、 それから 足 かけ 五 年、 今年 は 三十 五に 

なります が、 今から 十三 年 前、 わたしが 二十 二の 春、 

やはり 雪の 降った 寒い 日に この 両方の 眼 をな くして し 

まった のです。 わたしの 主人 は 野村彦 右衛門と いって、 

その 藩 中で も 百 八十 石 取りの 相当な 侍で、 そのと き は 

二十 七 歳、 御新造 は お徳さん といって、 わたしと 同年 

キ J り よ ラ 

の 二十 二でした。 御新造 は 容貌 自慢 …… いや、 まった 

く 自慢しても いいくら いの 容貌よ しで、 武家の 御新造 

として はちつ と 派手 過ぎる という 評判で したが、 御 新 


造 はそんな ことに 頓着な く、 子供の ない の を 幸いに せ 

いせい 派手に 粧 つてい ました。 その美し い 女振り を 一 

つ 屋敷で 朝に 晚に 見て いるう ちに、 わたしに も 抑え 切 

ぼんのう 

れ ない 煩悩が 起り ました。 相手 は 人妻、 しかも 主人、 

とても どうに もなら ない こと は 判り 切つ ている のです 

が、 それが どうしても 思い切れな いので、 自分で も 気 

がおかし くな つたので はない かと 思われる ように、 た 

だ 無暗に いらいらして 日 を 送って いると、 忘れ もしな 

い 正月の 二十 七日、 この 春 は 奥州に めずらしく 暖かい 

日が つづいた のです が、 前の 晩から 大雪が ふり 出して 

たちまちに 二 尺 ほど も 積もって しまいました。 雪国で 


すから 雪に 驚く こと もありません。 ただ そのまま にし 

ておいても よいので すが、 せめて 縁 さきに 近いと ころ 

ほうき 

だけで も 掃き よせてお こうと 思って、 わたし は 箒 を 

持って 庭へ 出る と、 御新造 はこの 雪で 持病の 癩 気が 

起った という ことで、 六 畳の 居間で 炬燧 にあたってい 

ましたが、 わたしの 箒の 音 をき いて 縁 さきの 雨戸 を あ 

けて、 どうで 積もる と 決まって いるもの を わざわざ 掃 

くの は 無駄 だから やめろ というの です。 それだけなら 

ばよ かった のです が、 さぞ 寒いだろう、 ここへ 来て 炬 

鐽に あたれと 言って くれました。 相手 は 冗談 半分に 

言った のでし ようが、 それ を 聞いて わたし は 無暗に 嬉 


しくなりまして、 からだの 雪 を 払いながら 半分 は 夢中 

で 縁側へ あがりました。 灰の ような 雪が 吹き込む ので、 

すぐに 雨戸 をし めて 炬燧の そばへ はいり 込む と、 御 新 

造 はわた しの 無作法に 呆れた ようにた だ 黙って ながめ 

ていました。 まったく その 時には わたし も 気が 違って 

いたので しょうご 

死に かかって いる 座頭の 口から、 こんな 色めいた 話 

を 聞かされて、 平 助 じいさん も 意外に 思った。 


座頭 はまた 語りつ づけた。 

「わたし はこの 途を 外して はならない と 思って、 ふだ 

ん から 思 つてい る こと を 一 度に みんな 言つ てし ま いま 

した。 家来に 口説かれて、 御新造 はいよ いよ 呆れた の 

かも 知れません。 やはり なんにも 言わずに 坐って いる 

ので、 わたし は 焦れ 込んで その 手 を 捉えよう とすると、 

御新造 は 初めて 声を立てました。 その 声 を 聞きつ けて、 

ほかの 者も龃 けて 来て、 有無 をい わさずに 私 を 縛り あ 

げて、 庭の 立 木に つないで しまいました。 両手 をく く 

しょせん 

られ て、 雪の なかに さらされて、 所詮 わが 命 はない も 

のと 覚悟して いると、 やがて 主人 は 城から 退って 来 ま 


した。 主人 は 子細 を 聞いて、 わたし を 縁先へ 引出させ 

ゆる 

て、 貴様の ような 奴 を 成敗す るの は 刀の 汚れ だから 免 

してやる が、 左様な 不埒な 料簡 をお こすと いうの も、 

ひ つ きょう 

畢竟 は その 眼が 見える からだ。 今後 ふたたび 心得 違 

い をいた さぬ ように 貴様の 眼 だま を つぶして やる と 

言って、 小柄 をぬ いて わたしの 両方の 眼 を 突き刺し ま 

した ご 

今 も その 眼から 血の なみだが 流れ出す ように、 座頭 

は 痩せた 指で 両方の 眼 をお さえた。 平 助 もこの むごた 

しおき 

らしい 仕置に 身ぶ るいして、 自分の 眼に も 刃物 を剌さ 

れ たように 痛んで 来た。 彼 は 溜 息をつきながら 訊いた。 


「それから どうしな すった ご 

「にわか 盲に されて 放逐され て、 わたし は 城下の 親類 

の 家へ 引渡されました。 命に は 別条な く、 疵の 療治 も 

済み ましたが、 にわか 盲で はどうす る こと も 出来 ませ 

ん。 宇都 宫に 知りび とが あるので、 そこへ 頼って 行つ 

て 按摩の 弟子に なりまして、 それから また 江戸へ 出て、 

けんぎよ う 

ある 検校の 弟子に なりました。 二十 二の 春から 三十 

かたき 

一 の 年まで 足 かけ 十 年、 その あいだに 一 日で も 仇 の 

こと を 忘れた ことはありませんでした。 仇 は 元の 主人 

の 野村彦 右衛門。 いっそ 一と 思いに 成敗 するならば 格 

別、 こんなむ ごたら しい 仕置 をして、 人間 ひとり を 一 


生の 不具者に した かと 思う と、 どうしても その 仇 を 取 

ら なければ ならない。 といって、 相手 は 立派な 侍で、 

武芸 も 人並 以上に すぐれて いる こと を 知っています か 

ら、 眼の みえない 私が 仇 を 取る に はどうし たらよ いか、 

いろいろ 考え抜いた 揚句に、 思いつい たのが 針でした。 

宇都 宫 でも 江戸で も 針の 稽古 をして いました から、 そ 

の 針の 太いの を こしらえ ておいて、 不意に 飛び かかつ 

ひま 

て その 眼 玉 を 突く。 そう 決めてから、 暇 さえ あれば 針 

で 物 を 突く 稽古 をして いると、 人の 了 $ は おそろしい 

もので、 しまいに は 一 本の 松葉で さえ も 狙い を はずさ 

ずに 突き刺す ようにな りました が、 さて 今度 は その 相 


手に 近寄る 手 だてに 困りました。 彦 右衛門 は 屋敷の 用 

向きで 江戸と 国許 の あいだ を たびたび 往復す る こと を 

知っていました ので、 この 渡し場に 待って いて、 船に 

乗る か、 船から 降りる か、 そこ を 狙って 本意 を 遂げよ 

うと、 師匠の 検校に は 国へ 帰る といって 暇 を 貰い まし 

て、 ここへ 来まして から 足 かけ 五 年、 毎日 根気よ く 渡 

のぼ くだ 

し 場へ 出て 行って、 上り下りの 旅人 を 一 々にあら ため 

てい ましたが、 野 村と も彦 右衛門 ともいう 者に どうし 

て も 出逢わな いうちに、 自分の 命が 終る ことにな リま 

した。 いや、 こんな こと は 自分の 胸 ひとつに 納めて お 

けばよ いのです が、 誰かに 一度 は 話して おきたい よう 


な 気 もしました ので、 とんだ 長話 をして しまいました _ 

かえすがえす も お前さんに は 御世話になりました。 あ 

ら ためて お礼 を 申します ご 

言う だけの こと を 言つ てし ま つ て、 彼 はにわ かに 疲 

労したら く、 そのまま 横向きに なって 木 枕に 顔 を 押し 

付けた。 平 助 も 黙って 自分の 寝床に はいった。 

夜半から 雪 もやみ、 風 も だんだんに 吹き やんで、 こ 

の 一軒家 を おどろかす もの もなかった。 利根の 川 水 も 

凍った ように、 流れの 音を立てなかった。 

河原の 朝 は 早く 明けて、 平 助 はいつ もの 通りに 眼 を 

さます と、 病人 はしず かに 眠って いるら しかった。 あ 


まり 静かな ので、 すこし 不安に 思って 視 いてみ ると、 

くぴ 

座頭 はかの 針で 自分の 頸す じ を 突いて いた。 多年 その 

道の 修業 を 積んで いるので、 彼 は 脈 どころ の 急所 を 

知ってい たらしく、 ただ 一本の 針で 安々 と 死んで いる 

のであった。 

他の 船頭 どもに も 手伝って もらって、 平 助 は 座頭の 

死骸 を 近所の 寺へ 葬った。 勿論、 かの 針 も 一緒にう ず 

めた。 平 助 は 正直者で あるので、 座頭が 形見の 小判 五 

枚に は 手 を 触れず、 すべて 永代の 回向 料と して その 寺 

に 納めて しまった。 


それから 六 年、 かの 座頭が この 渡し場に 初めて その 

姿 を あらわしてから 十一 年 目の 秋で ある。 八月の 末に 

霖 雨が 降り つづいた ので、 利根 川 は 出水して 沿岸の 

村々 はみ な 浸された。 平 助の 小屋 も 押し流された。 そ 

れが ために 房 川の 船渡し は 十日 あまり も 止って いたが、 

九月に なって 秋晴れの 日が つづいた ので、 ようやく 船 

を 出す ことになると、 両岸の 栗 橋と 古河と にっかえ て 

いた 上り下りの 旅人 は 川の あくの を 待ち かねて、 さき 

を 争って 一 度に 乗り出した。 

「あぶね えぞ、 気をつけ ろよ。 水 はま だほん とうに 引 

いていね えのに、 どの 船 もみん な いっぱい だからな ご 


平 助 じいさん は 岸に 立 つ てし きりに 注意して いると、 

古河の 方から 漕ぎ出した 一 艘の船 はま だ 幾 間 も 進まな 

いうちに、 強い 横波の あおり をう けて、 あれと いう 間 

に 転覆した。 平 助の いう 通り 水 はま だほん とうに 引い 

ていないので、 船頭 どもの ほかに も 村々 の 若い者ら が 

用心の ために 出張って いたので、 それ を 見る と 皆 ばら 

ばらと 飛び込んで、 あわや 溺れそう な 人々 を 見あたり 

次第に 救い出して、 もとの 岸へ かつぎあげた。 手当 を 

加えられて、 どの 人 もみな 正気に かえった が、 そのな 

かで ただ ひとりの 侍 はどうしても 生きなかった。 身な 

り も 卑しくない 四十 五六の 男で、 ふたりの 供 を 連れて 


いた。 

供の 者 はいずれ も 無事で、 その 二人の 口から、 かの 

溺死者の 身の上が 説明され た。 かれは 奥州の 或る 藩 中 

の 野村彦 右衛門と いう 侍で、 六 年 以前から 眼病に か 

かって、 この頃で は ほとんど 盲目 同様にな つた。 江戸 

に 眼科の 名医が あると いうの を 聞いて、 主君へ も 届け 

済みの 上で、 その 療治の ために 江戸への ぼる 途中、 こ 

わざ わ 

こで 測らず も禍 いに 逢った ので ある。 盲目 同様で あ 

るから、 道中 は 駕籠に 乗せられて、 ふたりの 家来に た 

すけられて 来たので あるが、 この場合、 相当に 水練の 

心得 も ある はずの 彼が どうして 自分 ひとり 溺死した か 


と、 家来 も 怪しむ ように 語った。 

それと はまた すこし 違った 意味で、 平 助 じいさん は 

彼の 死 を 怪しんだ。 ほかの 乗合い がみん な 救われた 中 

で、 野村彦 右衛門と いう 盲目の 侍 だけが どうして 溺れ 

死んだ か、 それ を 思う と、 平 助 はまた にわかに ぞっと 

した。 彼 は 供の 家来に むかって、 このお 方に は 奥 さま 

が あるかと ひそかに 訊く と、 御新造 さま は 遠い むかし 

に 御 離縁に なった と 答えた。 いつの 頃に どういう こと 

で 離縁に なった のか、 そこまで は 平 助 も 押して 訊く わ 

けに はいかなかった。 

旅先の ことで あるから、 家来 ども は 主人の なきがら 


を 火葬に して、 遺骨 を 国許へ 持ち帰る と 言って いた。 

平 助 は 近所の 寺へ まいって、 かの 座頭の 墓に あき 草の 

花 を そなえて 帰った。 


0 ようだい  たまし 

兄妹の 魂 


i 

第三の 男 は 語る。 

ほうちゃく 

これ は 僕 自身が 逢着 した 一 種 奇怪の 出来事で ある 

から、 そのつ もりで 聴いて くれた まえ。 僕の 友 だち の 

赤 座と いう 男の 話 だ。 

赤 座 は 名 を朔郎 といって、 僕と 同時に 学校 を 出た 男 


だ。 卒業の 後 は 東京で 働く つもりで あつたが、 卒業の 

半年 ほど 前に 郷里の 父が 突然死ん だので、 彼 はどうし 

て も 郷里へ 帰って、 実家の 仕事 を引嗣 がなければ なら 

ない 事情が できて、 学校 を 出る とすぐ に 郷里へ 帰った。 

赤 座の 郷里 は 越後の ある 小さい 町で、 彼の 父 は 〇〇教 

の 講師と いう もの を 勤めて いて、 その 支社に あつまつ 

て 来る 信徒た ちに 向って その 教義 を 講釈して いたので 

あった。 〇〇 教の 組織 は 僕 もよ く 知らない。 素人の 彼 

が 突然に 郷里へ 帰って すぐに 父の 跡目 を 受嗣ぐ ことが 

出来る もの かどう か、 その 辺の 事情 はくわし く 判らな 

かった が、 ともかくも 彼が 郷里へ 帰って から 僕のと こ 


ろへ よこした 手紙に よると、 彼 はと どこお りなく 父の 

あと を 襲って、 〇〇 教の 講師と いう ものに なったら し 

ヽ o 

レ 

もっとも、 彼 は 僕と おなじく 文科の 出身で、 そうい 

う 家の 枠 だけに、 ふだんから 宗教に ついても 相当の 研 

究を 積んで いたらし いから、 まず 故障な しに 父の 跡目 

相続が 出来た のであろう。 しかし 彼 は その 仕事 を あま 

リ 好んで いないら しく、 仲の いい 友 だち 七、 八 人が 催 

した 送別会の 席上で も、 どうしても 一旦 は 帰らな けれ 

ばなら ない 面倒な 事情 を 話して、 しきりに 不平 や 愚痴 

をなら ベ ていた。 


「なに、 二、 三年のう ちに 何とか 解決 をつ けて、 また 

出て 来る よ。 雪の なかに 一 生 うずめられて 堪る もの 

ゝ o  _ 

力 」 

こんな こと を 彼 は 言って いた。 郷里へ 帰った 後 も わ 

れ われのと ころへ、 手紙 を しばしば よこして、 いろい 

ろの 事情から 容易に 現在の 職 を なげうつ ことが 出来な 

いなどと、 ひどく 悲観した ような こと を 書いて 来た。 

赤 座の 実家に は 老母と 妹が ある。 この ふたりの 女 は 

無論に 〇〇 教の 信仰者で、 右 ひだりから 無理に 彼 をお 

さえつけ て、 どうしても その 職 を 去る こと を 許さない 

らしい。 それに 対して、 彼に も 非常の 煩悶が あったら 


しく、 こんな ことなら、 なんの ために 生きて いるの か 

判らない。 いっそ 自分の あずかつ ている 社に 火 をつ 

けて、 自分 も 一緒に 焼け死んで しまった 方が まし かも 

知れない などと、 ずいぶん 過激な こと を 書いて よこし 

たこと もあった ように 記憶して いる。 送別会に 列席し 

た 七、 八 人の 友 だち も 職業 や 家庭の 事情で 皆 それぞれ 

に 諸方へ 散って しまって、 依然 東京に 居残って いる も 

の は 村 野と いう 男と 僕と たった 二人、 しかも 村 野 は ひ 

ぷ しょう たち 

どく 筆不精な 質で、 赤 座の 手紙に 対して 三度に 一 度ぐ 

らいし か 返事 を やらない ので、 自然に 双方の あいだが 

うと 

疎くな つて、 しまいまで 彼と 手紙の 往復 をつ づけて い 


る もの は 僕 一 人であった らしい。 

赤 座の 手紙 は、 毎月 一度ぐ らいず つ 必ず 僕の 手に と 

どいた。 僕 も その都度に かならず 返事 を かいて やった。 

こうして 一 一年 ほど つづ いている 間に、 彼の 心機 はどう 

転換した もの か、 自分が 現在の 境遇に 対して 不満 を訴 

える ことが、 だんだんに 少なくな つた。 しまいに は 愚 

痴 らしい こと は 一 と 言 もい わず、 むしろ その 教えの た 

めに 自分の 一 生涯 を ささげようと 決心して いるら しく 

も 思われた。 〇〇 教 というの は どんな 宗教 か 知らない 

が、 ともかくも 彼が その 信仰に よって 生きる ことが 出 

来れば 幸いで あると、 僕 も ひそかに よろこんでいた。 


彼が 郷里へ 帰って から 三年 目に 母 は 死んだ。 その後 

も 妹と 二人 暮らしで、 支社に つづいた 社宅の ような 家 

に 住んで いる こと を 僕 は 知っていた。 それから また 二 

年 目の 三月に、 彼 は 妹 を 連れて 上京した。 勿論、 それ 

は 突然な ことで はなく、 来年の 春は教 社の 用向きで ぜ 

ひ 上京す る。 妹 もま だ 一 度 も 東京 を 知らないから、 見 

物ながら 一緒に つれて ゆく という こと は、 前の 年の 末 

から 前触れが あつたので、 僕 は 心待ちに 待って いると、 

きょうだい 

果して 三月の 末に 赤 座の 兄妹 は 越後から 出て 来た。 

汽車の 着く 時間 はわ かってい たので、 僕 は 上野まで 出 

迎えに ゆく と、 彼が 昔と ちっとも 変って いないのに ま 


ず おどろかされた。 

〇〇 教の 講師 を 幾年 も 勤めて いると いうので あるか 

ぎょうじゃ 

ら、 定めて 行者 かなん ぞ のように、 長い 髪で も 垂れて 

いるの か、 髯 でもぼう ぼうと 生やして いるの か、 冠の 

ような 帽子で も かぶって いるの か、 白い 袴で も 穿いて 

いるの か。 —— そんな 想像 は みんな はずれて、 彼 はむ 

かし 通りの 五分刈り 頭で、 田舎 仕立てながら も 背広の 

新しい 洋服 を 着て、 どこに も 変った 点 はちつ とも 見い 

ひげ 

だされなかった。 ただ 鼻の 下にう すい 髯を たくわえた 

のが 少しく 彼 を もったい らしく 見せて いる だけで、 彼 

はや はり 学生時代と おなじように 若々 し い 顔の 持主で 


あった。 

「や あご 

「や あご 

こんな 簡単な 挨拶が 交換され た 後に、 彼 は 自分の そ 

ばに 立って いる 小柄の 娘 を 僕に 紹介した。 それが 彼の 

妹の 伊佐子と いうので、 年 は 十九で あるそう だが、 い 

かに も 雪国の 女 を 代表した ような 色白の むすめで、 可 

愛らしい 小さい 眼と 細い 眉と を もっていた。 

「いい 妹さん だね ご 

うち 

「むむ。 母が いなくな つてから、 家の こと は みんな 

此 女に 頼んで いるんだ ご と、 赤 座 はに こに こしながら 


言った。 

一緒に 電車に 乗って 僕の 家まで 来る あいだに も、 こ 

の 兄妹が 特別の 親しみ を もっている らしい こと は 僕に 

もよ く 想像され た。 それから 約 一 力 月 も 僕の 家に 滞在 

して、 教 社の 用向き や 東京 見物に 春の 日 を 暮らして い 

たが、 たしか 四月の 十日と 記憶して いる。 僕 は 兄妹 を 

誘って 向島の 花見に 出かける と、 それほどの 強い 降リ 

でもなかった が、 その 途中から 俄雨に 出逢った ので、 

よん どころ なしに 或る 料理屋へ 飛び込んで、 二 時間ば 

かり 雨 やみ を 待って いる あいだに、 赤 座 は 妹の 身の上 

に ついて こんな こと を 話した。 


「こんな 者で も 相応な ところから 嫁に 貰いたい と 申込 

んで 来る が、 何しろ 此女 がいなくなる と 僕が 困る から 

ね。 この 女 も 僕の 家内が きまる まで は 他へ 縁付かない 

と 言って いる。 ところで、 僕の 家内と いうの がまた 

ちょっと 見つからない。 いや、 今までに も 二、 三人の 

候補者 を 推薦され たが、 どうも 気に入った のがな いん 

でね。 なにしろ、 僕の 家内と いう 以上、 どうしても 同 

きりょう 

じ 信仰 を もった 者で なければ ならない。 身分 や 容貌な 

ど はどうで もい いんだが、 さて その 信仰の 強い 女と い 

うのが 容易に 見あたらな いので 困って いる ご 

彼 は 最初の 煩悶から まったく 解脱して、 今では その 


教義に 自分の 信仰 を 傾けて いるら しかった。 しかし、 

とうてい 教化の 見込み はない と 思った のか、 僕に 対し 

て は、 その 教義の 宣伝 を 試みた ことはなかった。 東京 

の 桜が みんな 青葉に なった 頃に、 赤 座 兄妹 は 僕に 見送 

られて 上野 を 出発した。 

それぎ りで、 僕 はこの 兄妹に 出逢う ことが 出来な 

かった のか、 それとも 重ねて 出逢って いるの か、 いま 

だに 消えない その 疑問が、 この 話の種 だと 思って もら 

いたい。 

二 


郷里へ 帰る と、 赤 座 はすぐ に 長い 礼状 を 書いて よこ 

した。 妹から も 丁寧な 礼状が 来た。 妹の 方が 赤 座より 

もずつ と 巧い 字 を かいてい るの を 僕 はお かしく も 思つ 

た。 その後 も 相 変らず 毎月 一 度ぐ らいの 音信 をつ づけ 

ていたが、 八月に なって 僕 は 上 州の 妙義 山への ぼって、 

そこの 宿屋で 一 と 夏 を 送る ことにな つた。 妙 義の絵 葉 

書 を 赤 座に 送って やる と、 兄妹から 僕の 宿屋へ あてて、 

すぐに 返事 をよ こした。 暇が あれば 自分 も 妙義へ 一 度 

登って みたい が、 教務が 多忙で 思う に まかせな いなど 

と、 赤 座の 手紙に は 書いて あった。 


九月の はじめに 僕 は 一度 東京へ 帰った が、 妙 義の宿 

がなん となく 気に入つ たのと、 東京の 残暑 はま だ 烈し 

いのと で、 いっそ 紅葉の 頃まで 妙義に ゆっくり 滞在し 

て、 やりかけた 仕事 を みんな 仕上げて しまおうと 思い 

直して、 僕 は その 準備 をして 再び 妙義の 宿へ 引 揚げた。 

妙義へ 戻った 翌る 日に、 僕 は 再び 赤 座のと ころへ 絵 葉 

書 を 送って、 仕事の 都合で 十月の 末 ごろまで はこつ ち 

に 山籠り をす るつ もり だと 言って やった。 しかし それ 

に対して は、 兄から も 妹から も 何の 返事 もなかった。 

十月の はじめに、 僕 は 三た び 赤 座のと ころへ 絵葉書 

を 送った が、 これ も 返事 を 受取る ことが 出来なかった。 


赤 座 は 教務で どこへ か 出張して いるの かも 知れない。 

それにしても、 妹の 伊佐子から 何とか 言って 来そう な 

もの だと 思った が、 別に 深く も 気に とめないで、 僕 は 

はかど 

自分の 仕事の 涉 るの を 楽しみに、 宿屋から 借りた 古 

机に 毎日 親しんで いた。 その 月 も 中 ごろに なると 紅葉 

見物の 登山客が ふえて 来た。 ことに 学生の 修学旅行 や、 

各地の 団体旅行 などが 毎日 幾 組 も 登山す るので、 しず 

かな 山の 中 もに わかに 雑沓す るよう になった が、 大抵 

は その 日のう ちに 磯部へ 下る か、 松 井田へ 出る かして、 

ここに 一泊す る 群れ は あまり 多くない ので、 夜 はいつ 

ものよう に 山風の 音が さびしかった。 


「お 客 さまが おいでになりました ご 

宿の 女中が こう 言って 来たの は、 十月 ももう 終りに 

近い 日の 午後 五 時 頃であった。 その 日 は 朝から 陰って 

こさめ 

いて、 霧 だか 細雨 だか 判らない ものが 時 どきに 山の 上 

から 降って 来て、 山 ふところの 宿 は 急に 冬の 寒さに 囲 

まれた ように 感じられた。 丁度 その 時に 僕 は 二階の 座 

敷 を 降りて、 入口に 近いと ころに 切って ある 大きい 炉 

の 前に 坐って、 宿の 者と なに か 例のお しゃべり をして 

いる 最中であった ので、 坐った ままで 身体 をね じむけ 

て 表の 方を視 いてみ ると、 入口に 立って いるの はかの 

赤 座であった。 彼 は 古ぼけた 中折帽子 を かぶって、 洋 


服の ズボン を まくりあげて、 靴下の 上に 草鞋 を 穿 い て 、 

手に は 木の 枝 を ステッキ 代りに 持って いた。 

「や あ。 よく 来たね。 さあ、 はいりた まえ ご 

僕 は 片膝 を 立てながら 声をかけ ると、 赤 座 は 懐かし 

そうな 眼 をして 僕の 方 を じっと見ながら、 そのまま 

引つ 返して 表の 方へ 出て ゆく らしい。 連れで も 待たせ 

て あるの かと 思った が、 どうもそう ではない らしい の 

で、 僕 はすこし 変に 思って すぐに 起って 入口に 出る と、 

赤 座 は 見返り もしないで 山の 方へ すたすた 登って ゆく。 

僕 はいよ いよお かしく 思った ので、 そこに ある 宿屋の 

藁 草履 を 突つ かけて 彼の あと を 追って 出た。 


「おい、 赤 座 君。 どこへ 行 くんだ。 おい、 おい、 赤 座 

君 ご 

赤 座 は 返事 もしないで、 やはり 足 を 早めて ゆく。 僕 

は 彼の 名 を 呼びながら 続いて 追って ゆく と、 妙義の 

社の あたりで 彼のす がた を 見失って しまった。 陰つ 

た 冬の 日 はもう 暮れ かかって、 大きい 杉の 木立ちの あ 

いだ はう す 暗くな つていた。 僕 は 一種の 不安に 襲われ 

ながら、 声 を 張り あげてし きりに 彼の 名 を 呼んで いる 

と、 杉の あいだから 赤 座 は 迷うよう に、 ふらふらと 出 

て 来た。 

「寒い、 寒い ご と、 彼 は 口の 中で 言った。 


「寒い とも …… 。 日が 暮れたら 急に 寒くなる。 早く 宿 

へ 来て 炉の 火に あたりた まえ。 それとも 先にお 詣りを 

して 行く のか ご 

それに は 答えないで、 彼 は 無言で 右の 手 を 僕の まえ 

にっき 出した。 薄暗い なかで 透かして みると、 その 人 

なまち 

差 指と 中指と に 生血が にじみ 出して いるら しかった。 

木の 枝に でも 突つ かけて 怪我 をした のだろう と 察した 

ま ご 

ので、 僕 は袂を さぐって 原稿紙の 反古 を 出した。 

「まあ、 ともかくも これで 押さえて おいて、 早く 宿へ 

来た まえよ ご 

彼 はや はりなん にも 言わないで、 僕の 手から その 原 


稿 紙 を 受取って、 自分の 右の 手の甲 を掩 つた かと 思う 

と、 また そのまま すたすた あるき 出した。 あと 戻り を 

する ので はなく、 どこまでも 山の 上 を 目 ざして 登 るら 

しい。 僕 はお どろいて また 呼び止めた。 

「おい、 君。 これから 山へ 登って どうす るんだ。 山へ 

は あした 案内す る。 きょうはもう 帰る 方が いいよ。 途 

中で 暗くな つたら 大変 だ ご 

こんな 注意 を 耳に も かけない ように、 赤 座 は 強情に 

登って ゆく。 僕 はいよ いよ 不安に なって、 幾た びか 呼 

び 返しながら その あと を 追って 行った。 八月 以来 ここ 

らの 山路に は 歩き 馴れて いるので、 僕 も かなりに 足が 


早い つもりで あるが、 彼の 歩み はさら に 早い。 わずか 

のうちに 一 一間 離れ、 三 間 離れて ゆく ので、 僕 は 息 を 切つ 

て 登っても、 なかなか 追い付け そう もない。 あたり は 

だんだんに 暗くな つて、 寒い 雨が しとしとと 降って 来 

る。 勿論、 ほかに 往来の 人な どのあろう はず もない の 

で、 僕 は 誰の 加勢 を 頼む わけに もい かない。 薄暗い な 

ふくろう 

かで 彼のう しろ 姿 を 見失う まいと、 梟 のよう な 眼 を 

しながら 唯 ひとりで 一生懸命に 追いつ づけた が、 途中 

の 坂路の 曲り角で とうとう 彼 を 見 はぐ つ てし ま つ た。 

「赤 座 君。 赤 座 君 ご 

こだま 

僕の 声 は そこらの 森に 砑 する ばかりで、 どこから 


も 答える 者はなかった。 それでも 僕 は 根よ く 追つ かけ 

て、 とうとう 一本杉の 茶屋の 前まで 来たが、 赤 座の 姿 

はどうしても 見付からな いので、 僕の 不安 はいよ いよ 

大きくな つた。 茶屋の 人 を 呼んで 訊ねて みたが、 日 は 

暮れて いる、 雨 はふる、 誰も 表に は 出て いないので、 

そんな 人が 通った かどう だか 知らない という。 これ か 

ら先は 妙義の 難所で、 第一 の 石 門 はもう 眼の 前に そび 

えてい る。 いくら 土地の 勝手 を 知っていても、 この 暗 

がりに 石 門 をく ぐって ゆく ほどの 勇気 はない ので、 僕 

は あきらめて 立ち 停ま つ た。 

路 はいよ いよ 暗くな つたので、 僕 は 顔なじみの 茶屋 


から 提灯 を 借りて、 雨の なか を 下山した。 雨具 をつ け 

ていない 僕 は 頭から びしょ濡れ になって、 宿へ 帰りつ 

く 頃に は 骨まで 凍りそう になって しまった。 宿で も 僕 

の 帰りの 遅い の を 心配して、 そこらまで 迎えに 出よう 

かと 言って いると ころであった ので、 みんな も 安心し 

てす ぐに 炉の そばへ 連れて行って くれた。 ぬれた 身体 

を 焚火に あたためて、 僕 は 初めて ほっとし たが、 赤 座 

に対する 不安 は 大きい 石の ように 僕の 胸 を 重く した。 

僕の 話 をき いて 宿の 者 も 顔をしかめ たが、 その 中には、 

こんな 解釈 をく だす もの もあった。 

ぎよ ラ 

「そういうお 宗旨の 人なら ば、 なに かの 行 をす るた 


めに、 わざわざ 暗い 時刻に 山へ 登った のか も 知れ ませ 

ん。 山伏 や 行者の ような 人 は 時々 に そんな こと をし ま 

す 力ら 」 

二月の 大雪の なか を 第二の 石 門まで 登って 行った 行 

者の あった こと を 宿の 者 は 話した。 しかし さっき 出 

逢った ときの 赤 座の 様子から 考える と、 彼 はそんな 行 

者の ような 難行苦行 をす る 人間ら しく も 思われな か つ 

た。 夜が ふけても 彼 は 帰って来なかった。 彼 は 宿の 者 

が 言うよう に、 どこかの 石 門の 下で この 寒い 雨の 夜に 

こも 

お籠りで もして いるので あろう か、 なに かの 行 法を修 

している のであろう か。 


そんな こと を 考えつ づけながら、 僕 は その 一夜 をお 

ちお ち 眠らずに 明かして しまった。 夜が あける と 雨 は 

やんで いた。 あさ 飯 を 食って しまう と、 僕 は 宿の 者 ふ 

たりと 案内 者 一人と を 連れて、 赤 座の ゆくえ を 探しに 

出た。 

ゆうべの 一本杉の 茶屋まで 行きつ く 間、 我れ われ は 

木立ちの 奥まで 隈なく 探して あるいた が、 どこに も 彼 

の 姿 は 見付からなかった。 ゆうべ 無暗 に龃け 歩いた せ 

いか、 けさ は 妙に 足が すくんで 思うよう に 歩かれない 

の で、 僕 はこの 茶屋で しばらく 休息す る ことにして、 

他の 三人 は 石 門 をく ぐって 登った。 それから 三十 分と 


経たない うちに、 その ひとりが 引つ 返して 来て、 蠟燭 

岩から 谷間へ ころげ 落ちて いる 男の 姿 を 発見した と、 

しょうぎ 

僕に 報告して くれた。 僕 は 跳ね あがる ように 床几 を 離 

れて、 すぐに 彼と 一 緒に 第 一 の 石 門 をく ぐった。 

茶屋の 者 は 僕の 宿へ その 出来事 を しらせに 行った。 

宿から も 手伝いの 男が 蚯け つけて 来て、 ともかくも 

赤 座の 死体 を 宿まで 運んで 来たの は、 午前 十 一時にち 

かい 頃であった。 雨 あがりの 初冬の 曰 は あかるく 美し 


く かがやいて、 杉の 木立ちの なかで は 小鳥の さえずる 

声が きこえた。 

「あご 

こう 言った ままで、 僕 はしば らく その 死体 を 見つめ 

ていた。 男の 死体 は 岩石で 額 を 打 たれて 半面に 血 を 浴 

びて いるのと、 泥 や 木の葉が ねばり 着いて いるのと で、 

今まで は その 人相 をよ くも 見と どけずに、 その 服装に 

いちず 

よって 一 途に それが 赤 座で あると 思い込んで いたので 

あつたが、 宿へ 帰って 入口の 土間に その 死体 を 横たえ 

て、 僕 も はじめて 落着いて、 もう 一度 その 顔 をの ぞい 

てみ ると、 それ は 確かに 赤 座で ない、 かって 見た こと 


もない 別人であった。 そんな はず はない といぶ かりな 

がら、 あかるい 日光の もとで 横から も 縦から も視 いた 

が、 彼 はどうしても 赤 座ではなかった。 

「どういう 訳だろう ご 

僕 は 夢の ような 心 持で、 その 死体 を ぼんやり 眺めて 

いた。 勿論、 きのう はもう 薄暗い 時刻で あつたが、 僕 

をたず ねて 来た 赤 座の 服装 はたし かに これであった。 

死体 は 洋服 をき て、 靴下に 草鞋 を 穿いて いるば かリ か、 

谷間で 発見した 中折帽子まで も、 僕が きのうの 夕方に 

見た ものと 寸分 違わない ように 思われた。 それでも ま 

だ こんな 疑いがないでも なかった。 登山者の 服装な ど 


は どの 人 もたいて い 似寄って いるから、 あるいは きの 

う 僕が 見た 赤 座と は 全く 別人で あるか も 知れない。 そ 

の 事実 をた しかめる ために、 僕 はなに かの 手がかり を 

得ようと して、 死体の かくし を あらため ると、 まず 僕 

の 手に 触れた もの は 皺 だらけの 原稿紙であった。 

原稿紙 II それ は妙義 神社の 前で、 赤 座の 指の 傷 を 

おさえる ために、 僕の 抉から 出して やった 原稿紙で は 

ないか。 しかも 初めの 二、 三 行に は 僕の ペンの 痕がぁ 

リ ありと 残って いるで はない か。 僕 は 更に 死体の 手先 

を あらため ると、 右の 人差指と 中指に は、 摺 りむいた 

ような 傷の あとが 残って いる。 原稿紙に も 血の あとが 


にじんで いる。 こういう 証拠が 揃ってい る 以上 は、 ゆ 

うべ の 男 はたし かに この 死体に 相違ない。 それ を 赤 座 

だと 思った の は 僕の あやまりであろう か。 しかし 彼 は 

僕 をたず ねて 来たので ある。 うす 暗がりで はあった が、 

僕 もた しかに 彼 を 赤 座と 認めた。 それが いつの 間に か 

別人に 変って いる。 どう 考えても その 理屈が わからな 

いので、 僕 はいよ いよ 夢の ような 心 持で、 手に 握った 

原稿紙と 死体の 顔と をい つまで も ぼんやりと 見 くらべ 

ていた。 

駐在所の 巡査 も 宿屋の 者 も、 僕の 説明 を 聴いて 不思 

議 そうに 首をかしげ ていた。 たしかに 不思議に 相違な 


い。 この 奇怪な 死人 は 蟇 口に 二 円 あまりの 金 を 入れて 

いる だけで、 ほかに は 何の 手がかり となる ような 物 も 

持って いなかった。 彼 は 身許 不明の 死亡者と して 町 役 

場へ 引渡された。 

これで この 事件 は ひとまず 解決した ので あるが、 僕 

の 胸に 大きく 横たわ つ ている 疑問 は 決して 解決し な 

かった。 僕 はすぐ に 越後へ 手紙 を 送って、 赤 座の 安否 

を 聞き合せ ると、 兄から も 妹から も 何の 返事 もなかつ 

た。 

疑い はます ます 大きくなる ばかりで、 僕 はなんだ か 

落着いて いられな いので、 とうとう 思い切って 彼の 郷 


里まで たずねて 行こうと 決心した。 幸いに ここから は 

さの み 遠い ところではな いので、 僕 は 妙 義の山 を 降つ 

て 松 井田から 汽車に 乗って、 信 州 を 越えて 越後へ は 

いった。 〇〇 教の 支社 をたず ねて、 赤 座 朔郎に 逢いた 

いと 申入れ ると、 世話役の ような 男が 出て 来て、 講師 

の 赤 座 はもう 死んだ というの であった。 いや、 赤 座ば 

かりで ない、 妹の 伊佐子 もこの 世に はいない というの 

を 聞かされて、 僕 は 頭が ぼうとす る 程に 驚かされた。 

赤 座の 兄妹 はどうして 死んだ か。 その 事情に ついて 

は、 世話役ら しい 男 もと かくに 言い渋って いたが、 僕 

が あくまでも 斬り 込んで 詮議す るので、 彼 もとうと う 


包み 切れないで その 事情 をく わしく 教えて くれた。 

この 春、 赤 座が 僕に 話した 通り、 彼 は 妻 を 迎えよう 

としても 適当な 女が 見あたらない。 妹 も 兄が 妻帯す る 

まで は 他へ 嫁入りす るの を 見 あわせて、 兄の 世話 をし 

ている という 決心であった。 こうして、 兄妹 は 仲よ く 

暮らして いた。 そのうちに、 町の 或る 銀行に 勤めて い 

る 内 田と いう 男が やはりお なじ 信者で ある 関係から、 

伊佐子 を 自分の 妻に 貰いたい と 申込んだ が、 赤 座 は そ 

の 人物 を あまり 好まな か つたと みえて ぎょく 断った。 

内 田 は それでも 思い切れないで、 さらに 直接 伊佐子に 

交渉した が、 伊佐子 も 同じく 断った。 


兄に も 妹に も 撥ね付けられて、 内 田 は 失望した。 そ 

の 失望から 彼 は 根 もない こと を 捏造して、 赤 座 兄妹 を 

傷つけ ようと 企らん だ。 彼 は 土地の 新聞社に 知人が あ 

るの を 幸いに、 〇〇 教の 講師 兄妹の あいだに 不倫の 関 

係が あると いう こと を まことしやかに 報告した。 妹が 

年頃に な つ て も 他へ 縁付かな いのは そのため であると 

言った。 おなじ 信徒の 報告で あるから 新聞社の 方で も 

うつかり 信用して、 その 記事 を麗々 しく 掲げた ので、 

たちまち 土地の 大 評判に なった。 

信徒の 多数 は それ を 信じなかった が、 ともかく もこ 

んな噂 を 伝えられ ると いう こと は 非常な 迷惑で あ つ た。 


ひいては 布教の 上に も 直接 間接の 影響 を あたえる の は 

判り 切って いた。 支社の 方で は 新聞社に 交渉して、 ま 

ず その 記事の 出 所 を 確かめよう としたが、 これ は 新聞 

の 習いと して 原稿の 出 所 を 明白に 説明す る こと を 拒ん 

だ。 事実が 相違して いるならば、 取消し は 出す と 言つ 

た。 

それから 幾日 かの 後に、 その 新聞紙 上に 五、 六 行の 

取消し 記事が 掲載され たが、 そんな 形式的の 事で は 赤 

座 は 満足で きなかった。 しかし 彼 は 決して 人を怨 まな 

かった。 彼 は それ を 自分の 信ずる 神の 罰 だと 思った。 

自分の 信仰が 至らない ために 〇〇 教の 神から 大 いなる 


刑罰 を 下された ので あると 信じて いた。 彼 は 堪えが た 

きょうく 

い 恐懼と 煩悶と に ひと 月 あまり を かさねた 末に、 彼 は 

更に 最後の 審判 をう ける ベ く 怖ろ しい 決心 を 固めた。 

かりぎぬ 

彼 はいつ も 神前に 礼拝す る 時に 着用す る 白い 狩 衣の 

ような もの を 身に つけて、 それに 石油 をした たかに 注 

ぎ かけて おいて、 社の 広 庭の まん 中に 突っ立って、 自 

分で 自分の からだに マッチの 火 をす り 付けた ので あつ 

た。 聞いた だけで も 実に 身の 毛の よだつ 話で、 彼 はた 

ちまち 一面の 火焰に 包まれて しまった。 それ を 見つけ 

て 妹の 伊佐子が 龃け 付けた 時 はもう 遅かった。 それで 

も 何とかして 揉み消そうと 思った のか、 あるいは 咄嗟 


の あいだに 何 かの 決心 を 据えた のか、 伊佐子 は 燃えて 

いる 兄のから だ を 抱えた ままで 一 緒に 倒れた。 

他の 人々 がお どろいて 龃 けつけ た 時 はいよ いよ 遅 

かった。 兄 はもう 焼けた だれて 息がなかった。 妹 は 全 

おお、 0- ナど 

身に 大火 傷 を 負って 虫の息であった。 すぐに 医師 を 呼 

んで 応急手当 を 加えた 上で、 ともかくも 町の 病院へ か 

つぎ 込んだ が、 伊佐子 は それから 四時 間の 後に 死んだ。 

その 凄惨の 出来事 は 前の 記事 以上に 世間 を おどろか 

して、 赤 座の 死因に ついては いろいろの 想像 説が 伝え 

られ たが、 所詮 はかの 新聞記事が 敬虔なる 〇〇 教の講 

師を 殺した という ことに 世間の 評判が 一 致した ので、 


新聞社で もさす がに その 軽率 を 侮んで、 半ば 謝罪 的に 

講師 兄妹の 死 を 悼む ような 記事 を 掲げた。 それと 同時 

にお そらく その 社の ある 者が 洩らした のであろう。 か 

の 新聞記事 は 内 田の 投書で あると いう 噂が また 世間に 

伝えられ たので、 彼 も 土地に はいたた まれ なくなった 

らしく、 自分の 勤めて いる 銀行に は 無断で、 一週間 ほ 

ど 以前に どこへ か 姿 を 隠した。 

「その内 田と いう 男の 居処 はま だ 知れません かご と、 

僕 は 訊いた。 

「知れません ごと、 それ を 話した 世話役 は 答えた。 「銀 

行の 方に は 別に 不都合はなかった ようです から、 まつ 


たく 世間の 評判が 怖ろ しかった ので あろうと 思われ ま 

すご 

「内 田 はいくつ ぐらいの 男です か。」 

「二十 八 九です ご 

「家出 をした 時には、 どんな 服装 をして いたか 判り ま 

せんか ご と、 僕 はまた 訊いた。 

「銀行から 家へ 帰らずに、 すぐに 東京行きの 汽車に 乗 

リ 込んだら しいので すが、 銀行 を 出た 時には 鼠色の 洋 

服 を 着て、 中折帽子 を かぶって いたそう です ご 

僕の 総身 は 氷の ように 冷たくな つた。 


「そうすると、 妙 義へ君 をたず ねて 行った の は、 その 

内 田と いう 男な のかね ご 

青蛙 堂の 主人 は その 話の とぎれる の を 待ち かねた よ 

うにたず ねる と、 第三の 男 は 大きい 溜 息をつきながら 

うなずいた。 

「そうだ。 僕の 話 を 聴いて、 彼の 親戚と 銀行の 者と が 

僕と 一緒に 妙義へ 来て みると、 蠟燭 谷の 谷底に 横た 

わって いた 死体 は、 たしかに 内 田に 相違ない という こ 

とが 判った。 しかし 彼が なぜ 僕 をたず ねて 来たの か、 

それ は 誰に も 判らない。 僕に も 無論 わからなかった。 

それが 怖ろ しい 秘密 だよ。 赤 座 兄妹の 身の上に そんな 


変事が あろうと は 僕 は 夢にも 知らない でいた。 そこへ 

赤 座 —— 僕の 眼に は 確かにそう 見えた —— が 不意にた 

ずね て 来た。 しかも それ は 赤 座 自身で はない、 却って 

かたき 

赤 座の 仇 であって、 原因不明の 変死 を 遂げて しまった。 

その 秘密 を 君 はどう 解釈す るかね ご 

「兄妹の 魂が かれ を 誘い出して 来たと でもい うの か 

ね ご と、 主人 は 考えながら 言った。 

「まずそう だ。 僕 もそう 解釈して いた。 それにしても、 

赤 座 は 僕に 一度 逢いたい ので、 その たましいが 彼の か 

ら だに 乗りう つって 来たの か。 あるいは 自分た ちの 死 

を 報告す るた めに、 彼 を 使いに よこした のか。 内 田と 


いう 男が どうして 僕の 居 どころ を 知っていた のか。 僕 

に はどう も はっき リ 判らない ので、 その後 も いろいろ 

の 学者た ちに 逢って その 説明 を 求めた が、 どの 人 も 僕 

に 十分の 満足 を あたえる ほどの 解答 を 示して くれない。 

しかし 大体の 意見 はこうい うこと に 一 致して いるら 

しい。 すなわち 内 田と いう 人間 は 一種の 自己 催眠に か 

かって、 そういう 不思議の 行動 を 取った のであろう、 

というの だ。 内 田 は 一旦の 出来 ごころ で、 赤 座の 兄妹 

を 傷つけ ようと 企てた が、 その 結果が 予想 以上に 大き 

くな つて、 兄妹が あまりに 物凄い 死に 方 をした ので、 

彼 も 急に おそろしく なった。 彼 もお なじ 宗教の 信者で 


ある だけに、 いよいよ その 罪 を おそろしく 感じた かも 

知れない。 そうして、 兄妹の 怨恨が かならず 自分の 上 

に 報って 来る というよ うな こと を 強く 信じて いたか も 

知れない。 その 結果、 彼 は 赤 座に 導かれた ような 心 持 

になって、 ふらふらと 僕 をたず ねて 来た。 彼が どうし 

て 僕の 居処を 知ってい たかと いうの は、 おなじ 信者で 

はあり、 且は 妹に 結婚 を 申込む くらいの 間柄で あるか 

ら、 赤 座の 家へ も 親しく 出入 リを していて、 僕が 妙義 

の 宿から たびたび 送った 絵葉書 を 見た ことがある かも 

知れない。 僕が 赤 座の 親友で ある こと を 知ってい たか 

も 知れない。 自己 催眠に かかった 彼 は 赤 座に 導かれて 


赤 座の 親友 をたず ねる つもりで、 妙義の 山まで わざ わ 

ざ 来たの だろう。 

 と、 こういう ことにな つてい るんだ が、 僕 は 催 

眠 術 をく わしく 研究して いないから、 果して どう だか 

判らない。 外国へ 行った ときに 心霊 専門に 研究して い 

る 学者た ちに も 訊いて みたが、 その 意見 はまち まちで 

やはり 正確な 判断 を 下す までに 至らなかった の は 残念 

だ。 しかし 学者の 意見 はどうであろう とも、 実際、 か 

の 内 田が 自己 催眠に 罹って いたにしても —— 僕の 眼に 

それが 赤 座の 姿と 見えた の はどうい う 訳だろう。 ある 

いは 自己 催眠の 結果、 内 田 自身 ももう 赤 座に なり 澄ま 


したよう な 心 持に なって、 言語 動作から 風采まで が自 

然に赤 座に 似て 来たの だろう か。 それとも 僕 も その 当 

時、 一種の 催眠術に かかって いたのだろう かご 


さる  め 

猿の 眼 


i 

第 四の 女 は 語る。 

ぶんき ゆう  とりどし 

わたくし は 文久 元年 酉 歳の 生れで ございま すから、 

力 力， U 

当年 は 六十 五になります。 江戸が 瓦解に なりました 明 

き リ ほど 

治 元年が 八つの 年で、 吉 原の 切 解きが 明治 五 年の 十月、 

わたくしが 十一 一 の 冬で ございました。 御 承知で も ござ 


こよみ 

いまし ようが、 この 年の 十 一 月に 暦が 変り まして、 十 

一 一月 三日が 正月 元日と なった ので ございます。 いえ、 

どうも 年 をと ります とお 話が くどくな つ てな りません 

ほんもん 

前置き はまず このく らいに 致しまして、 本文に 取リか 

くだ 

かりましょう。 まことに 下らない 話で、 みなさま がた 

の 前で 子細ら しく 申 上げる ような ことで はない ので ご 

ざいます が、 席順が 丁度 わたくしの 番に 廻って まいり 

ましたので、 ほんの 申 訳ば かりにお 話 をいた します の 

ですから、 どうぞお 笑いな くお 聴きく ださい。 

まことにお 恥 かしい ことで ございま すが、 その 頃 わ 

くるわう ち  ひきて 

たくしの 家は吉 原の 廓 内に ありまして、 引手 茶屋 を 


商売に いたして おりました。 江戸の 昔に は、 吉 原の 

ぎろう 

妓楼 や 引手 茶屋の 主人に もなかな か 風流 人が ございま 

して、 俳諧 を やったり 書画 をい じくった りして、 いわ 

ぶんじん ぼ つ かく 

ゆる 文人墨客と いうよう な 人た ちとお 附 合い をした も 

ので ございます。 わたくしの 祖父 や 父 もまず そのお 仲 

まう 〈-っ 

間で ございまして、 歌 麿の かいた 屛風 だと か、 抱 一 上 

たくさん 

人の かいた 掛軸 だと か いうよう な ものが 沢山に しま つ 

て ありました。 

祖父 はわた くしが 三つの 年に 歿しまして、 明治 元年、 

江戸が 東京と 変り ました ときには、 当主の 父 は 三十 一 一 

で、 名 は 巿兵衛 と 申しました。 それが 代々 の 主人の 名 


だそう でございます。 なにしろ 急に 世の中が 引つ くり 

返った ような 騒ぎです から、 世間 一 統が ひどい 不景気 

で、 芝居 町 ゃ吉原 やすべての 遊び場 所が みんな 火の 消 

えたよう な 始末。 おまけに 新 富 町に は 新 島 原の 廓が 新 

しく 出来ました ので、 その 方へ お 客 を 引かれる。 わた 

くしの 父 なぞ は、 いっそもう 商売 を やめて しまおう か 

なぞと 言った くらいで したが、 母 や 同 商売の 人に も 意 

見され て、 もう 少し 世の 成行き を 見て いようと いうう 

ちに、 京 橋の まん 中に 遊廓 なぞ を 置く の はよ くないと 

いうので、 新 島 原 は 間もなくお 取 潰しに なりまして、 

妓楼 は みんな 吉 原へ 移される ことにな りました。 


これで 少し は 息が つける かと 思って いると、 明治 五 

年に は 前に 申した 通りの 切 解きで …… 。 今までの 遊女 

や 芸妓 は 人身売買で あるから よろしくない というので、 

一 度に みんな 解放 を 命ぜられました。 こんにち では 

しょうぎ 

娼妓 解放と 申します が、 そのころ は 普通 一 般に切 解き 

と 申して おりました。 さあ、 これが また 大変で、 早く 

いえば 吉 原の 廓が ぶつ 潰される ような 大騒ぎで >  J ざ い 

ました。 

しかし その 時代の ことです から、 何事 もお 上のお 指 

図 次第で、 だれも 苦情の 申しよう は ございません。 勿 

論、 それで 吉 原が 潰れつ 切りに なった わけで はなく、 


ふたたび 備え を 立て直して 相 変らず 商売 をつ づけて 行 

くこと になった のです が、 前々 から 廃業した いという 

下心が あつたと ころへ、 こんな 騒ぎが またもや 出来 

したので、 父の 巿兵衛 はいよ いよ 見切り を 付けまして 

百 何十 年 も つづけて 来た 商売 をとうと うやめ る ことに 

決心し ました。 さリ とて 不馴れの 商売 なぞ をう つかり 

始める の は 不安心で、 士族の 商法と いう 生きた 手本が 

たまち  いま ど 

たくさんあります から、 田 町と 今 戸辺に 五、 六 軒の 家 

作が あるの を 頼りに、 小 体の しもた 家 暮らし をす る こ 

とに なりました。 

父 は 若い ときから 俳諧が 好きでして、 下手 か 上手 か 


知りません が、 三代 目 夜 雪 庵の 門人で 羅 香と 呼んで お 

リ ゆうぎ 

リ まして、 すでに 立 机の 披露 も 済ませて いるので すか 

ら、 曲り なりに も 宗匠 格で ございます。 そこで この 場 

合、 自分の 好きな 道に ゆっくり 遊びたい というのと、 

一 一 つに は 芸が身 を 助ける というよ うな 意味 もま じ つ て 

俳諧の 宗匠と して 世 を 渡る ことにし ましたが、 今まで 

と は 違って 小さい 家へ 引 籠る のです から、 余計な 荷物 

の 置き どころ がない のと、 邪魔な もの は 売 払って お金 

にしておく 方が いいと いうので、 不用の がらくた は 勿 

論の こと、 祖父の 代から 集めて いました、 書画 や 骨董 

のた ぐい も 大抵 売 払って しまいました。 


御 承知 で も、》 J ざい ましよ うが 、 明治 初年の 書画骨董 

ときたら ほんとうの 捨て売りで、 菊 池 容斎ゃ 渡 辺畢山 

の 名画が 一 円 五十 銭 か 二 円ぐ らいで 古道具屋の 店 ざら 

しにな つてい る 時節で したから、 歌 麿 も 抱 一 上人 も 

あった もので ございません、 みんな 二束三文に 売 払つ 

てし まった ので ございます。 その 時分で も 母な ど は 何 

だか 惜しい よう だと 言って おり ましたが、 父 は 思い切 

りの いい 方で、 未練な しに 片 つばし から 処分し ました 

が、 それでも 自分の 好きな 書画 七、 八 点と 屛風 一双と 

骨董 類 五、 六 点 だけ を 残して おきました。 

その 骨董 類 は、 床の 置物と か 花生けと か 文 台と かい 


うたぐ いの 物でした が、 そのな かに 一 つ、 木彫りの 猿 

の 仮面が ありました。 それ は 父が 近い ころに 手に入れ 

たもので、 なんでも その 前年、 明治 四 年の 十二月の 寒 

むしろ 

ぃ晚に 上野の 広小路 を 通ります と、 路ば たに 薄い 筵 

を 敷いて、 ちっとば かりの 古道具 をなら ベて いる 夜店 

さかやき 

が 出て いました。 芝居に 出る 浪人 者の ように 月 代 を 長 

くのば して、 肌寒そう な 服装 をした 四十 恰好の 男が、 

九つ か 十 歳ぐ らいの 男の子と 一緒に、 筵の 上に しょん 

ぼり と 坐 つ て 店番 をして います。 

その 頃に はそう いう 夜店 商人が いくら も 出て いまし 

たので、 これ も 落ちぶれた 士族さん が 家の 道具 を 持 出 


して 来たので あろうと、 父 はすぐ に 推量して、 気の毒 

に 思いながら その 店 をの ぞいて 見る と、 目 ぼしい 品 は 

もう 大抵 売尽 してし まった とみえて、 店に は 碌な 物 も 

列んで いませんで したが、 そのな かにた だ 一 つ 古びた 

仮面が ある。 それが 眼に ついて 父 は 立 止り ました。 

「これ はお 払いになる ので ございます かご 

相手が 普通の 夜店 商人で ない とみて、 父 も 丁寧に こ 

き  えしゃく 

う 訊いた のです。 すると、 相手 も 丁寧に 会釈して、 ど 

ぅぞ お求めく ださいと 言いました ので、 父 はふた たび 

会釈して その 仮面 を 手に 取って、 うす 暗い 燈 火の ひか 

りで 透かして みると、 時代 も 相応に 付いている ものら 


しく、 顔 一面が 黒く 古びて いました が、 彫りが なかな 

かよく 出来て いるので、 骨董 好きの 父 はふら ふらと 買 

う 気になりました。 

「失礼ながら おい くらで ございます かご 

「いえ、 いくらでもよ ろしゅう ございます。」 

あきんど 

まことに 士族の 商人ら しい 挨拶です。 そこへ 付け込 

んで 値切り 倒す ほどの 悪い 料簡 もない のと、 いくらか 

気の毒 だと 思う 心 も あるのと で、 父 は それ を 三 歩に 買 

おうと 言います と、 相手 は 大層 よろこんで、 いや 三 歩 

に は 及ばない、 二 歩で 結構 だとい うの を、 父 は 無理に 

すすめて 三 歩に 買う ことにしました。 なんだかお 話が 


逆さまの ようです が、 この 時分に はこん な ことが 往々 

あつたそう でございます。 

き 

いよいよ 売買の 掛 合いが 済んで から、 父 は 相手に 訊 

きました。 

「このお 面 は 古くから お持ち 伝えに な つてい るので ご 

ざいます かご 

「さあ、 いつの 頃に 手に入れ たもの か 判りません。 実 

はこん な ものが 手前 方に 伝わ つ ている こと も 存じ ませ 

れいらく 

ん でした が、 御覧の 通りに 零落して、 それから それへ 

と 家財 を 売 払います ときに、 古長 持の 底から 見つけ 出 

したので すご 


「箱に でも はいつ ておりました かご 

「箱はありません。 ただ 欝 金の きれに 包んで ありまし 

きれ 

た。 少し 不思議に 思われた の は、 猿の 両眼 を 白い 布で 

掩 つて、 その 布の 両端 をう しろで 結んで、 ちょうど 眼 

隠し をした ような 形に なって いる ことです。 いつの 頃 

に 誰が そんな こと をして おいた のか、 別になん にも 言 

い 伝えがない ので、 ちっとも 判りません。 一体 それが 

一 一歩 三 歩の 値の ある もの かどう だか、 それすら も 手前 

に は 判らない のです ご 

売る 人 はあくまで も 正直で、 なにもかも 打ち明けて 

話しました。 


それだけ のこと を 聞かされて、 その 仮面 を 受取って、 

父は吉 原の 家へ 帰って来 ましたが、 あくる 日に なって 

よく 見る と、 ゆうべ 薄暗い ところで 見た のと は 余 ほど 

違って いて、 かなりに 古い ものに は 相違ない のです が、 

刀の 使い方 もずい ぶん 不器用で、 さの みの 上作と は 思 

われません。 これが 三 歩で は 少し 買いかぶ つたと 今 さ 

ら 後悔す るよう な 心 持に なった のです が、 むこうが 一 一 

歩で いい と言うの を こちらから 無理に 買 上げた のです 

から、 苦情の 言いよう もありません。 「こんな もの は 

仕方がない。 まあ、 困って いる 士族さん に 恵んで あげ 

たと 思えば いいの だ ご 


こう 諦めて、 父 は その 仮面 を 戸棚の 奥へ 押 込んで お 

いたままで、 自分で ももう 忘れて しまった くらいで し 

たが、 今度い よいよ 吉 原の 店 をし まう という 段に なつ 

て、 いろいろの 書画骨董 類 を 整理 するとき に、 ふと 見 

つけ 出した のが 彼の 仮面で、 もちろん ほかの 品々 と 一 

緒に 売 払つ てし まう はずで したが、 いざと いう 時に な 

ると、 父 はなんだ か 惜しくて ならぬ ような 気になった 

そうです。 

そこで、 これ はま あこの ままに 残して おこうと 言つ 

て、 前に 申した 通り、 五、 六 点の 骨董のう ちに 加えて 

持ち出す ことにな つたので した。 なぜ それが 急に 惜し 


くな つたの か、 自分に も その 時の 心 持 はよ く 判らない 

と、 父 は 後に なって 話しました。 

とにかく そういう 訳で、 わたくし 共の 一 家が 多年 住 

みなれた 吉 原の 廓 を 立 退き ましたの は 明治 六 年の 四月、 

新しい 暦で は 花見 月の 中頃で ございました。 今度 引 移 

よ ま 

りました の は 今 戸の 小さい 家で、 間かず は 四 間の ほか 

に 四畳半の 離屋 がありまして、 そこの 庭先から は、 隅 

田 川が ひと 目に 見渡されます。 父 はこの 四 量 半に 閉じ 

こもって、 宗匠の 机 を 据える ことにな りました。 

二 


それから 小 ひと 月ば かり は 何 かごた ごた してい まし 

たが、 それが ようよう 落着く と 五月の なかばで、 新暦 

でも 日中 はよ ほど 夏ら しくな つ てまい りました。 

父 は 今 ま で 世間の 附合 い を 広く して いたせいで ござ 

いましょう、 今 戸へ 引 移りまして から も 尋ねて 来る 人 

がた くさん あります。 俳諧のお 友 だち も 大勢み えます。 

吉原を 立 退いたら ば さぞ 寂しい こと だろうと、 わたく 

しも 子供心に 悲しく 思って いたので すが、 そういう わ 

けで 人出 入り もなかな か 多く、 思った ほどに は 寂しい 

こと もない ので、 母 も わたくし も 内々 よろこんで おり 


しゅったい 

ますう ちに、 こんな 事件が 出来 したので ございます。 

前に も 申した 通リ、 今度の 家 は 四 間で、 玄関の 寄付 

きが 三 畳、 女中 部屋が 四畳半、 茶の間が 六 畳、 座敷が 

八 畳と いう 間取りで ござ いまして、 その 八 畳の 間に 両 

親と わたくしが 一緒に 寝る ことにな つてい ました。 そ 

こへ 一 人の 泊り客が 出来ました ので、 まさかに 玄関へ 

寝かす わけに もい かず、 茶の間へ も 寝かされず、 父が 

机 を 控え ている 離れの 四畳半が 夜 は 明い ている ので、 

そこ へ 泊める ことにし たので ございます。 

その 泊り客 は 四 谷の 井田さん という 質屋の 息子で、 

これ も 俳諧に 凝って いる 人な ので、 夕方から たずねて 


来て、 好きな 話に 夜が ふける。 おまけに 雨が 強く 降つ 

て 来る。 唯今と ちがって、 電車 も 自動車 もない 時代で 

ございま すから、 今 戸から 四 谷まで 帰る の は 大変 だと 

いうので、 こちらで もお 泊り なさい と 言い、 井田さん 

の 方で も 泊めても らおう という ことにな つたので す。 

女中に 案内され て、 井田さん は 離れの 四畳半に 寝る。 

わたくし 共 はいつ もの 通りに 八 畳に 寝る。 女中 ふたり 

は 台所のと なりの 四畳半に 寝る。 雨に は 風が まじって 

来たと みえて、 雨戸 を ゆする ような 音 も 聞え ます。 場 

所が 今 戸の 河岸です から、 隅 田 川の 水が ざ ぶん ざ ぶ ん 

と 岸 を 打つ 音が 枕に 近く ひびきます。 なんだか 怖い よ 


うな 晚 だと 思いながら、 わたくし は 寝床へ はいって い 

つかう とうとと 眠ります と、 やがて 父と 母との 話し声 

で 眼が さめました。 

「井田さん はどう かしたん でしよう かご と、 母が 不安 

らしく 言います と、 「なんだかうな つ ている よう だな ご 

と、 父 も 不審そう に 言って います。 

それ を 聴いて、 わたくし はまた にわかに 怖くな り ま 

した。 夜が ふけて、 雨 や 風 や 浪の音 はいよ いよ 高く き 

こえます。 

「ともかくも 行って みょう ご 

てしょく 

父 は もとの 手 lg をと ぼして、 縁側へ 出ました。 母 


も 床の 上に 起き直って 様子 をう かが つ ている ようです。 

離れと いっても、 すぐ そこの 庭先に あるので、 父 は 傘 

もささないで 出て 行って、 離れへ はいって 何 か 井田 さ 

んと 話して いるよう でした が、 雨風の 音に 消されて よ 

くも 聞え ませんで した。 そのうちに 父 は 帰って来て、 

笑いながら 母に 話して いました。 

ばけもの 

「井田さん も 若い な。 何 か あの 座敷に 化物が 出た とい 

うの だ。 冗談 じゃあな いご 

「まあ、 どうしたんで しょうご 

母 は 半信半疑 のように 考えて いると、 父 はまた 笑い 

ました。 


「若い といっても、 もう 二十 二 だ。 子供 じゃあない。 

つまらな いこと を 言つ て、 夜な かに 人騒がせ をし ちゃ 

あ 困る よご 

父 も 母 も それぎ り 寝て しまった ようです が、 わたく 

しはいよ いよ 怖くな つて 寝られませんでした。 ほんと 

うにお 化けが 出た のか しら。 こんな 晚 だからお 化けが 

出ない とも 限らない。 そう 思う と 眼が 冴えて、 小さい 

胸に 動悸 を 打って、 とても 再び 眠る こと は 出来ません。 

早く 夜が 明けて くれれば いいと 祈って いると、 浅 草 

の 鐘が 二 時を撞 く。 その 途端に 離れの 方で は、 何 かど 

たばたい うような 音が また 聞え たので、 わたくし は 


はっと 思って、 髪の こわれる の もい とわずに、 あたま 

から 夜具 を 引つ かぶ つ て 小さくな つ ています と、 父 も 

母 もこの 物音で 眼 を さました ようです。 

「また 何 か 騒ぎ 出した のか。 どうも 困るな ご 

くちこごと 

父 は 口 叱 言 を 言 いながら 再び 手燭 をつ けて 出ました 

が、 急に おどろい たような 声 を 出して、 母 をよ び まし 

た。 母 もお どろいて 縁側へ 出た かと 思う と、 また 引つ 

あんどん 

返して あわただしく 行燈 をつ けました。 どうも 唯 事で 

はない らしい ので、 わたくし も 竦んで ばか リ いられな 

くな つて、 怖い もの 見た さに 夜具から そっと 首 を 出し 

ますと、 父 は 雨に ぬれながら 井田さん を 抱え込んで 来 


ました。 

井田さん は、 真つ 蒼に なって、 ただ 黙って いるので 

ねまき 

すが、 離れから 庭へ ころげ 落ちた とみえて、 寝 衣の 白 

い 浴衣が 泥 だらけに なって います。 母 は 女中た ち を 呼 

びお こして、 台所から 水 を 汲んで 来て 井田さん の 手足 

を 洗わせる。 ほかの 寝 衣 を 着かえ させる。 暫く ごた ご 

たした 後に、 井田さん もようよう 落ちついて、 水 を 一 

杯 くれと いう。 水 を 飲んで ほっとした ようで したが、 

それでも 井田さん の 顔 はま だ 水色 をして いました。 

「おまえ 達 はもう いいから、 あっちへ 行って お休み ご 

父 は 女中た ち を 部屋へ さがらせて、 それから 井田 さ 


んに むかって 一体 どうした のかと 訊きます と、 井田 さ 

んは 低い 声で 言い出しました。 

「どうも たびたび、 お騒がせ 申しまして 相 済みません。 

さっき も 申した 通り、 あの 四畳半の 離れに 寝かして い 

ただいて、 枕に ついて うとうと 眠った かと 思います と、 

急に なんだか 寝苦しく なって、 誰かが 髪の毛 をつ かん 

で 引抜く ように 思われる ので、 夢中で 声 を あげます と、 

それが あなた 方に も 聞え まして、 宗匠が わざわざ 起き 

て 来て 下さいました。 宗匠 は 夢で も 見た のだろう と 

おっしゃい ましたが、 夢 か 現 か 自分に も はっきりと 

は 判りませんでした。 それから 再び 枕に つき ましたが、 


どうも 眼が 冴えて 眠られません。 幾度 も 寝が えり をし 

ている うちに、 またなん だか 胸が 重つ 苦しくな つて、 

髪の毛が 搔き むしられる ように 思われ ますので、 今度 

は 一生懸命 になって、 からだ を 半分 起き直らせて、 枕 

もと を じっと 窺います と、 暗い なかで 何 か 光る ものが 

あります。 はて、 なに か 知らん と 怖 ごわ 見 あげる と、 

柱に かけて ある 猿の 面 …… 。 その 二つの 眼が 青い 火の 

ように 光り輝いて、 こっち を 睨みつ けて いるので ござ 

います。 わたし はもう 堪らなくなりまして あわてて 飛 

び 出そうと しました が、 雨戸の 栓が なかなか 外れない。 

ようよう こじ 明けて 庭先へ 転げ 出す と、 土 は 雨に 濡れ 


ている ので 滑って 倒れて …… 重ねが さね 御 厄介 を かけ 

るよう な ことにな りました ご 

井田さん の 話が 噓 でない らしい こと は、 その 顔色 を 

見ても 知れます。 

洒落 や 冗談に そんな 人騒がせ をす るよう な 人で ない 

こと も ふだんから 判つ ている ので、 父 も 不思議 そうに 

聴いて いました が、 ともかくも 念のために 見届けよう 

と 言って 起ち あがりました。 母 はなんだ か 不安ら しい 

顔 をして、 父の 袂を そっと 引いた ようで したが、 父 は 

物に 屈しない 質でした から、 かまわずに 振 切って 離れ 

の 方へ 出て 行き ましたが、 やがて 帰って来て、 うなる 


ように 溜息 を つきました。 

「どうも 不思議 だな ご 

わたくし はまた ぎょっと しました。 父が そういう 以 

上、 それが いよいよ 本当で あるに 相違ありません。 母 

も 井田さん も 黙って 父の 顔 を ながめて いるよう でした _ 

仮面 は 戸棚の 奥に しまい 込んで おいた の を、 今度 初 

めて 離れの 柱に かけた のです が、 誰も 四畳半に 寝る 者 

はない ので、 その 眼が 光る かどう だか、 小 ひと 月の あ 

いだ も 知らずに 済んで いたので すが、 今夜 この 井田 さ 

んを 寝かした ために、 初めて その 不思議 を 見つけ 出し 

たという わけです。 木彫りの 猿の 眼が 鬼火の ように 青 


く 光る と は、 聞いた だけで も 気味の わるい 話です。 

なにしろ 夜が 明けたら ばもう 一 度よ く 調べて みょう 

と いう ことにな つ て、 井田さん を 茶の間の 六 畳に 寝か 

し 付けて、 その 晚は それぎ リ 無事にす みました が、 東 

が 白んで、 雨風の 音 もやんで、 八幡 さまの 森に 明 鴉の 

声が きこえる 頃まで、 わたくし はおち おち 眠られ ませ 


夜が 明ける と、 きょうは 近頃 にないく らいの いいお 


天気で、 隅 田 川の 濁った 水の 上に 青々 した 大空が 広く 

みえました。 夏の 初めの 晴れた 朝 は、 まことに 気分の 

さわやかな もので ございます。 

ゆうべろ くろく 寝ません ので、 わたくし はなんだ か 

頭が 重い ようで ございま したが、 座敷の 窓から 川 を 見 

晴らして、 涼しい 朝風に そよ そよ 吹かれて いますと、 

次第に 気分 も はっきり となって 来ました。 そのうちに 

朝のお 膳の 支度が 出来まして、 父と 井田さん と は 差 向 

いで 御飯 をた ベる。 わたくし がそのお 給仕 をす る こと 

になり ました。 

御飯の あいだに も ゆうべの 話が 出まして、 父 は あの 


猿の 仮面 を 手に入れた 由来 をく わしく 井田さん に 話し 

ていました。 

「あなた 一人でな く、 現に わたくし も 見た のです から、 

心の 迷いと か、 眼の せいだと かいう 訳に はいき ませ 

んご と、 父 は 箸 を やすめて 言いました。 「それで 思い 

あたる こと は、 あの 面 を 売った 士族の 人が、 いつの 頃 

に 誰が したの か 知らないが、 猿の 面に は 白 布 をき せて 

目隠し をして あつたと 言いました。 その ときには 別に 

なんとも 思いませんで したが、 今にな つて 考える と、 

あの 猿の 眼に は 何 かの 不思議が あるので、 それで 目 隠 

し をして おいた のか も 知れません ご 


「は あ、 そんな 事が ありました かご と、 井田さん も 箸 

を やすめて 考えて いました。 「そういう 訳で は、 売つ 

た 人の 居 どころ はわ かります まいね ご 

「判りません。 なにしろお とどし の 暮れの ことです か 

ら、 その後に も 広小路 を たびたび 通り ましたが、 そん 

な 古道具屋の すがた を 再び 見かけた ことはありません 

でした。 商売の 場所 を かえた か、 それとも 在所へ でも 

引っ込んだ かで しょうね ご 

御飯が 済んで から、 父と 井田さん は 離れへ 行って、 

明るい 所で 猿の 仮面の 正体 を 見届ける ことにな り まし 

たので、 母 も わたくし も 女中た ち も 怖い もの 見た さに、 


あとから そ つ と 付いて行って 遠くから 視 いてお ります 

と、 父 も 井田さん も 声 を そろえて、 どうも 不思議 だ不 

思議 だと 言って います。 

どうした のかと 訊いて みると、 その 仮面が どこへ か 

消えて なくなった というの です。 井田さん が 戸 を こじ 

開けて ころげ 出してから、 夜の あける まで 誰も その 離 

れへ 行った 者 はない のです から、 こっちの どさくさ ま 

ぎれ に 何者かが 忍び込んで 盗んで 行った のかと も 思わ 

れ ますが、 ほかの 物 は みんな 無事で、 ただ その 仮面 一 

つ だけが 紛失した の は、 どうもお かしい と 父 は 首 を か 

しげて いました。 しかしい くら 詮議しても、 評議して 


も、 無い もの はない のです から、 どうも 仕方が ござい 

ません。 ただ 不思議 ふしぎ を 繰 返す ばかりで、 なんに 

も 判らず じまいに な つ てし まいました。 

けさに なっても 井田さん は、 気分が まだ ほんとうに 

好くない らしく、 蒼い 顔 をして 早々 に 帰りました ので 

父 も 母 も 気の毒 そうに 見送って いました。 

ちと 

それが 因と いう わけで もないで しょうが、 井田さん 

は その後 間もなく ぶらぶら 病いで 床に ついて、 その 年 

の 十月に とうとうい けなくな つてし まいました。 その 

辞世の 句 は、 上 五 文字 を わすれ ましたが 「猿の 眼に 沁 

む 秋の 風」 というの だった そうで、 父 はまた 考えて い 


ました。 

「辞世にまで 猿の 眼 を 詠む ようで は、 やっぱり 猿の 一 

件が 祟 つていた のか も 知れな い 。 」 

そうは 言っても、 父 は 相 変らず 離れの 四畳半に 机 を 

ひかえて、 好きな 俳諧に 日 を 送って いるう ちに、 お 弟 

子 も だんだんに 出来ました。 どうにかこう にか 一 人前 

の 宗匠 株に なりました ので ござ います。 

それから 三年 ほど は 無事に 済みまして、 明治 十 年、 

御 承知の 西南 戦争の あった 年で ございます。 その 時に 

父 は 四十 一、 わたくし は 十七に なって おり ましたが、 

その 年の 三月 末に 孝 平と いう 男が ぶら りと 尋ねて まい 


りました。 以前 は吉 原の 封 巾 間であった のです が、 師匠 

くるわ  したや 

に 破門され て 廓に も いられず、 今では 下 谷で 小さい 

骨董 屋 のよう な こと を 始め、 傍らに は 昔な じみのお 客 

のと ころ を 廻って 野 封 巾 間の 真似 もして いると いう 男で、 

父と は 以前から 知っている のです。 それが 久 振りで 顔 

を 出しまして、 実は こんな ものが 手に入り ましたから 

お 目に かけたい と 存じて 持参し ましたと いう。 いや、 

お前 も 知っている 通り、 わたし は 商売 を やめる ときに 

代々 持ち 伝えて いた 書画骨董 類 もみん な 手放して し 

まったくら いだから、 どんな 掘 出し物 だか 知らないが、 

わたしの ところへ 持って来ても 駄目 だよ、 と 父 は 一旦 


断り ましたが、 まあ ともかくも 品物 を みてくれ、 あな 

たの 気に入らなかったら どこ へ か 世話 をして くれと、 

孝 平 は 臆面な しに 頼みながら、 風呂敷 を あけても つた 

いらし く 取 出した の は、 一 つの 古びた 面 箱でした。 

「これ はさる お 旗本のお 屋敷から 出ました もので、 箱 

書に は 大野 出目の 作と ございます。 出 どころ が 確かで 

ございま すから、 品 はお 堅い と 存じます が …… ご 

紐 を 解いて、 蓋 を あけて 取 出した 仮面 を ひと 目み る 

と、 父 はび つくりし ました。 それ はかの 猿の 仮面に 相 

違ない のです。 

孝 平 は それ を どこかで 手に入れて、 大野 出目の 作な 


ぞ という いい加減の 箱 を こしらえて、 高い 値に 売 込 も 

うとい うた くらみと 見えました。 そんな こと は 骨董 屋 

商売と して 珍しく もない ことです から、 父 もさの みに 

驚き もしませんで したが、 ただお どろいた の は、 その 

仮面が どこ を どう 廻り まわって、 再び この 家へ 来た か 

という ことです。 

その 出 所 を きびしく 詮議され て、 孝 平の 化けの皮 も 

だんだんに はげて 来て、 実は 四 谷 通りの 夜店で 買った 

の だと 白状に 及びました。 その 売手 は どんな 人 だと 訊 

きます と、 年 ごろ は 四十 六 七、 やがて 五十 近い かと 思 

われる 士族ら しい 男 だとい うのです。 男の児 を 連れて 


いたかと 訊く と、 自分 ひとりで 筵の 上に 坐って いたと 

いう。 その 人相な ど を いろいろ 聞きた だすと、 どうも 

上野に 夜店 を 出して いた 男らしく 思われる のです。 い 

くらで 買った と 訊きます と、 十五 銭で 買った という こ 

とでした。 十五 銭で 買った 仮面 を 箱に 入れて、 大野 出 

目の 作で ござい なぞ は、 なん ぼ この 時代で もずい ぶん 

ひどい こと をす る 男で、 これ だから 師匠に 破門され た 

のか も 知れません。 

なんにしても、 そんな もの はすぐ に 突き戻して しま 

えば よかった のです が、 その 猿の 仮面が ほんとうに 光 

るか どうか、 父 はもう 一 度た めして みたい ような 気に 


なった ので、 ともかくも 二、 三日 あずけて おいて くれ 

と 言います と、 孝 平 は 二つ返事で 承知して、 その 仮面 

を 父に わたして 帰りました。 

母 は そのと き 少し 加減が 悪くて、 寝たり 起きたり し 

ていたので すが、 あとで その 話 を 聞いて いやな 顔 をし 

ました。 

「あなた、 なぜ そんな 物 を また 引取った のです ご 

「引取った わけ じ やない。 まったく 不思議が あるかな 

いか、 試して 見る だけの こと だ ご と、 父 は 平気で いま 

した。 

以前と 違って、 わたくし ももう 十七に なって いまし 


たから、 ただむ やみに 怖い 怖い ばかりで もありません 

でした が、 井田さん の 死んだ こと なぞ を 考える と、 やつ 

ぱり 気味が 悪くて なりませんでした。 父 は 以前の 通リ 

その 仮面 を 離れの 四畳半に かけて おいて、 夜な かに 様 

子 を 見に ゆく ことにしまして、 母と 二人で 八 畳の 間に 

床 をなら ベて 寝ました。 わたくし はもう 大きくな つて 

いるので、 この頃 は 茶の間の 六 畳に 寝る ことにし てい 

ました。 

なま 

旧暦で は 何日に あたる か 知りません が、 その 晚は生 

あたたかく 陰って いて、 低い 空に は 弱い 星の ひかりが 

二つ 三つ 洩れて いました。 おまえ 達 はかまわず 寝て し 


まえと 父 は 言い ましたが、 仮面の 一 件が どうも 気にな 

るので、 床へ はいっても 寝付かれません。 そのうちに 

十二時の 時計が 鳴る の を 合図に、 次の間に 寝て いた 父 

は そっと 起きて ゆく ようです から、 わたくし も 少し 起 

き 返って、 じっと 耳 をす ましてう かがって いますと、 

父 は 抜 足 をして 庭へ 出て、 離れの 方へ 忍んで ゆく よう 

です。 

そうして 四畳半の 戸 を しずかに 開けた かと 思う 途端 

に、 次の間で あっとい う 母の 声が きこえた ので、 思わ 

ず 飛び起きて 襖 を あけて 見ました が、 行燈は 消えて い 

るので よく 判りません。 あわてて 手探りで 火 をと ぼし 


ますと、 母 は 寝床から 半分 ほど もから だ を 這い 出させ 

て、 畳の 上に 俯伏しに 倒れて いました が、 誰かに 髻 を 

つかんで 引摺り 出された ように、 丸鬅 がめ ちゃめち や 

にこ われて います。 わたくし は 泣き声 を あげて 呼び ま 

した。 

「おつかさん、 おつかさん。 どうし たんです よご 

その 声に おどろいて 女中た ち も 起きて 来ました。 父 

も 庭 口から 戻って 来ました。 水 や 薬 をの ませて 介抱し 

て、 母 はやが て 正気に かえり ましたが、 その 話に よる 

と 誰かが 不意に 母の 丸鬅を 引つ 摑ん で、 ぐいぐいと 寝 

床から 引摺り 出した と いう ことです。 


「むむ うご と、 父 は 溜 息をつきました。 「どうも 不思 

議だ。 猿の 眼 は やっぱり 青く 光って いたご 

わたくし はまた ぞ つ としました。 

あくる 日、 父 は 孝 平 を 呼んで その 事 を 話します と、 

孝 平 も 青くな つて 慄ぇ あがりました。 こんな もの を 残 

してお くの はよ くないから、 いっそ 打 毀して 焚いて し 

まおうと 父が 言います と、 もともと 十五 銭で 買った も 

のです から、 孝 平に も 異存はありません。 父と 二人で 

庭先へ 出て、 その 仮面 をい くつに も 叩き割って、 火 を 

かけて すっかり 焼いた 上で、 その 灰 は 隅 田 川に 流して 

しまいました。 


「それにしても、 その 古道具屋 というの は 変な 奴です 

ね。 あなたに 面 を 売った のと 同じ 人間 だか どう だか、 

念のために 調べ て 見よう じゃありません かご 

孝 平 は 父 を 誘い出して、 その 晚 わざわざ 山の手まで 

登 つ て 行き ましたが、 四 谷の 大通りに そんな 古道具屋 

の 夜店 は 出て いません でした。 ここの 処に 出て いたと 

孝 平の 教えた 場所 は、 丁度 かの 井田さん の 質屋の そば 

であった ので、 さすがの 父 もなん だかい やな 心 持に 

なった そうです。 母 は その後 どうと いう こと も ありま 

せんで したが、 だんだんに からだが 弱くなりまして、 

それから 三年 目に 亡くなりました。 


「お 話 はこれ だけで ございます。 その 猿の 眼に は 何 か 

薬で も 塗つ てあつた ので はない かと 言う 人 も ありまし 

たが、 それにしても、 その 仮面が 消えたり 出たり した 

のが 判りません。 井田さん の 髪の毛 を搔 きむ しったり、 

母の 髻を 摑ん だり したの も、 何者の 仕業 だか 判リま 

せん。 いかがな もので しょうご 

「ま つ たく 判りません なご 

青蛙 堂 主人 も 溜息 まじりに 答えた。 


じ やせ い 

蛇 精 


i 

第五の 男 は 語る。 

わたしの 郷里に は 蛇に 関する 一 種の 怪談が 伝えられ 

ている。 勿論、 蛇と 怪談と は 離れられない 因縁に なつ 

ていて、 蛇に 魅 まれた とか、 蛇に 祟られた とかいうた 

ぐいの 怪談 は、 むかしから 数え 尽 されない ほどで ある 


が、 これからお 話 をす るの は、 その 種の 怪談と 少しく 

こと 

類 を 異にする もの だと 思っても らいたい。 

かたやまざと 

わたしの 郷里 は 九州の 片山里で、 山に 近いのと 気候 

の あたたかい のとで 蛇の 類が すこぶる 多い。 しかし そ 

の 種類 は 普通の 青大将 や、 やまかがし や、 なめら や、 

地 もぐりの たぐいで、 人に 害 を 加える ような もの は少 

まむし 

ない。 蝮に 咬まれた という 噂 を 折りお りに 聞く が、 

うわばみ 

かのお そろし いはぶな ど は 棲んで いない。 蟒 蛇に はか 

なり 大きい のがい る。 近年 はだん だんに その 跡 を 絶つ 

たが、 むかし は 一 丈 五 尺 乃至 二 丈ぐ らいの うわばみが 

悠々 とのた くつ ていたと いう ことで ある。 


その 有害 無害 は 別と して、 誰に でも 嫌われる の は 蛇 

である。 ここらの 人間 は 子供のと きから 見馴れて いる 

ので、 他国の 者 ほどに は それ を 嫌い もせず、 恐れ もし 

ない ので あるが、 それでも 蝮と うわばみ だけ は 恐れず 

に はいられない。 蝮 は 毒蛇で あるから、 誰でも 恐れる 

の は 当然で あるが、 しかし ここらで は 蝮の ために 命 を 

うしなった とか、 不具に なった とかいう 例 は 甚だ 少な 

い。 むかしから 皆 その 療治 法 を 心得て いて、 蝮に かま 

れ たと 気が付く とすぐ に 応急の 手当 を 加える ので、 大 

抵は 大難が 小難です むらしい。 殊に 蝮 は 紺の 匂い を 嫌 

うとい うので、 蝮の 多そう な 山な どへ はいる ときには 


紺の 脚絆 や 紺 足袋 を はいて、 樹の 枝の 杖な ど を 持って 

行って、 見あたり 次第にぶ ち 殺して しまう ので ある。 

ほかの 土地に は 蝮 捕りと か 蛇 捕りと かいう 一 種の 職業 

が あるそう であるが、 ここらに そんな 商売 はない。 蛇 

を 食う 者 もない。 まむし 酒 を 飲む 者 もない。 ただぶ ち 

殺して 捨てる だけで ある。 

蝮 は 山ば かりで なく、 里に もた くさん 棲んで いるが、 

馴れて いる 者 は 手拭 をし ごいて 二つ 折りに して、 わざ 

とその 前に 突きつ ける と、 蝮 は 怒って たちまちに その 

手拭に かみつく。 その 途端にぐ いと 引く と 白髪の よう 

な 蝮の 歯 は 手拭に 食い込ん だままで、 もろく も 抜け 落 


ちて しまう ので ある。 毒牙 をう しなった 蝮 は、 武器 を 

うしなった 軍人と 同じ ことで、 その 運命 はもう 知れて 

いる。 こういう わけで あるから、 ここらの 人間 はたと 

い 蝮 を 恐れる といっても、 他国の 者 ほどに は 強く 恐れ 

ていない。 かれは 一面に 危険な ものであると 認められ 

ていながら、 また 一 面に は 与し 易き ものであると 侮ら 

れて もい る。 蝮が 怖い などと いうと 笑われる くらいで 

ある。 

どうじ つ 

しかし、 かの うわばみに いたって は、 蝮と 同日の 論 

ではない。 その 強大なる もの は 家畜 を 巻き 殺して 呑む。 

あるとき は、 子洪を 呑む こと も ある。 それ を 退治す る 


の は 非常に 困難で、 前にい つた 蝮 退治の ような 手軽の 

事で は 済まない ので あるから、 ここらの 人間もう わば 

みに 対して はほんと うに 恐れて いる。 その 恐怖から 生 

み 出された 古来の 伝説が またたく さんに 残って いて、 

それが いよいよ 彼らの 恐怖 を 募らせて いるら しい。 

それが ために、 いつの 代から 始まった のか 知らない 

が、 ここらの 村で は 旧暦の 四月の はじめ、 かのう わば 

みが そろそろ 活動 を 始めよう とする 頃に、 蛇祭リ とい 

うの を 執行す るの が 年々 の 例で、 長い 青竹 を 胴に して 

それに 草の葉 を 編みつ けた 大蛇の 形代 を こしらえ、 な 

ん とかいう 唄 を 歌いながら 大勢が それ を引摺 つて 行つ 


はだ まも リ 

て、 近所の 大 川へ 流して しまう。 その 草の葉 を 肌 守 

のなかに 入れて おくと、 大蛇に 出逢わない とか、 魅 ま 

れな いと かいうので、 女子供 は 争って むしり 取る。 こ 

ん な 年中行事が 遠い昔 か ら 絶えず 繰 返さ れ ている の を 

見ても、 いかに かの うわばみが ここらの 人間に 禍 いし、 

いかに ここらの 人間に 恐れられて いるか を 想像す る こ 

とが 出来る であろう。 

そのな かで ただ ひとり、 かの うわばみ を ちっとも 恐 

れ ない 人間 —— むしろ うわばみの 方から 恐れられ てい 

るか も 知れない、 と 思われる ような 人間が この 村に 棲 

ん でいた。 彼 は 本名 を 吉次郎 というの であるが、 一般 


の 人の あいだに は その 渾名の 蛇吉を もって 知られて い 

た。 彼 は 二 代 目の 蛇吉 で、 先代の 吉次郎 は 四十 年 ほど 

前に どこから か 流れ込んで 来て、 屋根屋 を 職業に して 

いたので あるが、 ある 動機から うわばみ 退治の 名人で 

あると 認められて、 夏の あいだ は うわばみ 退治が その 

本職の ようにな つ てし ま つ た。 

その 吉次郎 は 既に 世 を 去って、 そのせ がれの 吉次郎 

が やはり 父の あと を 継いで 屋根屋と うわばみ 退治と を 

兼業に していた が、 その 手腕 はむしろ 先代 をし のぐ と 

いうので、 二 代 目の 蛇吉は 大いに 村の 人々 から 信頼 さ 

れ ていた。 かれは 六十に 近い 老母と 二人 暮らしで、 こ 


こらの 人間と して はまず 普通の 生活 をして いたが、 い 

つか 本職の 屋根屋 を 廃業して、 うわばみ 退治 専門に 

なった。 彼 は 夏の 間 だけ 働いて、 冬の あいだ は 寝て 暮 

らした。 

彼 はどうい う 手段で うわばみ を 退治す るかと いうと、 

それに は 二つの 方法が あるら しい。 その 一 つ は、 うわ 

ばみ の 出没し そうな 場所 を 選んで、 そこに 深い 穴 を ほ 

リ、 そのな かで 一 種の 薬 を 焼く ので ある。 うわばみ は 

その 匂い を かぎ 付けて、 どこから か 這い 出して 来て、 

そのお とし 穴の 底に のたり 込む と、 穴が 深いので 再び 

這い あがる ことが 出来ない ばかり か、 その 薬の 香に 酔 


わされて 遂に 麻痺した ようになる。 そう なれば 生か そ 

うと 殺そうと 彼の 自由で ある。 ただし その 薬が どんな 

もので あるか、 彼 は 堅く 秘 して 人に 洩らさなかった。 

単に これ だけの ことで あれば、 その 秘密の 薬 さえ 手 

に 入れば 誰に でも 出来そう な ことで、 特に 蛇吉の 手腕 

を 認める わけに はいかな いが、 第二の 方法 は 彼で なけ 

れば 殆んど 不可能の ことであった。 たとえば うわばみ 

が 村の ある 場所に あらわれ たという 急報に 接して、 今 

更に わかに おとし 穴 を 作ったり、 例の 秘薬 を 焼いたり 

している ような 余裕の ない 場合に はどうす るかと いう 

と、 彼 は 一挺の 手斧 を 持ち、 一つの 麻袋 を 腰に つけて 


あかつち  こなぐすり 

出かける ので ある。 麻袋の 中には 赭土 色 をした 粉薬 

のよう な ものが 貯えて あって、 まず 蛇の 来る 前 路にそ 

の 粉薬 を 一文字に ふりまく。 それから 四、 五 間 ほど 引 

下がった ところに また 振り まく。 さらに 四、 五 間 離れ 

たと ころに また ふリ 撒く。 こうして、 蛇の 前路に 三本 

の 線 を 引いて 敵 を 待つ ので ある。 

「おれ はきつ と 二 本 目で くい 止めて みせる。 三本 目 を 

越して 来る ようで は、 おれの 命が あぶない ご 

かれは 常にこう 言って いた。 そうして、 かの 手斧 を 

持って、 第一線 を 前にして 立って いると、 うわばみ は 

眼 をい からせて 向って 来る が、 第一線の 前に 来て す こ 


し 躊躇す る。 その 隙 をみ て、 かれは 猶予なく 飛び か 

かって 敵の 真っ向 をう ち 砕く ので ある。 もし 第一線 を 

躊躇せ ずに 進んで 来る と、 彼 は 後ろ向き のままで 蛇よ 

り も 早く するすると 引下が つて、 更に 第二 線 を 守る の 

である。 第一線 を 乗り越えた 敵 も、 第二 線に 来る とさ 

すがに 躊躇す る。 躊躇した が 最後、 蛇 吉の斧 は その 頭 

の 上に 打ちお ろされ るので ある。 彼の 言う 通り、 大抵 

の うわばみ は 第一線に ほろぼされ、 たとい 頑固に それ 

を 乗り越えて 来ても、 第二 線の 前に はかならず その 頭 

をう しなう ので あ つ た。 

口で いうと この 通りで あるが、 なにしろ 正面から 


向って 来る 蛇に 対してまず 第一線で 支え、 もし 危 いと 

見れば すぐに 退いて 第一 一線 を 守る というので あるから、 

飛鳥と いおうか、 走 蛇と いおうか、 すこぶる 敏捷に 立 

廻らなければ ならない。 蛇吉 の蛇吉 たると ころ はこ こ 

にある と 言 つ てよ い。 

ところが、 ある 時、 その 第二 線 を も 平気で 乗り越え 

て 来た 大蛇が あつたので、 見物して いる 人々 は 手に 汗 

を 握った。 蛇吉も 顔の 色 を 変えた。 彼 は あわてて 退い 

て 第三 線 を 守る と、 敵 は 更に 進んで 乗り越えた。 

「ああ、 駄目 だ ご 

人 々 は 思わず 溜息 を ついた。 


蛇吉が 退治に 出る とき は、 いつでも 赤裸で、 わずか 

に 紺 染めの 半 股引 を 穿いて いる だけで ある。 きょう も 

その 通りの 姿で あつたが、 最後の 一線 もい よいよ 破ら 

れて 万事休すと 見る や、 彼 は 手早く その 半 股引 をぬ ぎ 

取って、 なに か 呪文の ような こと を 唱えて 跳り 上がり 

ながら、 その 股の まん 中から 二つに 引裂く と、 そのう 

わば み も 口の 上下から 二つに 裂けて 死んだ。 蛇 吉はひ 

どく 疲れたよ うに 倒れて しまったが、 人々 に 介抱され 

て やがて 正気に かえった。 

その 以来、 人々 はいよ いよ 蛇吉を 畏敬す るよう に 

なった。 彼が 振り まく 粉薬 も 一種の 秘薬で、 蛇 を 毒す 


る ものに 相違ない。 その 毒に 弱る ところ を 撃ち殺す と 

いう、 その 理屈 は 今までに も 大抵 判って いたが、 今度 

のこと は 何とも 判断が 付かなかった。 九死一生の 場に 

なって、 彼が なに かの 呪文 を 唱えながら 自分の 股引 を 

二つに 引裂く と、 蛇 もまた 二つに 引裂かれて 死んだ。 

こうなる と、 一種の 魔法と いっても よい。 もちろん 

彼に 訊いた ところで、 その 説明 を あたえな いのは 知れ 

切って いるので、 誰も あらためて 詮議す る 者 もなかつ 

たが、 彼 はどう もた だの 人間で はない らしい という 噂 

が、 諸人の 口から 耳へ とさ さやかれ た。 

「蛇 吉は 人間で ない。 あれ は 蛇の 精 だ ご 


こんな こと を 言う 者 も 出て 来た。 

二 

人間で も、 蛇の 精で も、 蛇吉の 存在 はこの 村の 幸い 

であるから、 誰も 彼に 対して 反感 や 敵意 をいだ く 者 も 

なかった。 万一 彼の 感情 を 害したら、 どんな 祟り をう 

ける かも 知れない という 恐怖 もま じって、 人々 はいよ 

いよ 彼 を 尊敬す るよう になった。 かの 股引の 一件が 

あってから 半年 ほどの 後に、 蛇 吉の母 は 頓死の ように 

とむら 

死んで、 村 じゅうの 人々 から ねんごろに 弔われた。 


母の ない あと は蛇吉 ひとりで ある。 かれはもう 三十 

を 一 つ 二つ 越えて いる。 本来なら ばとうに 嫁 を 貰って 

いる はずで あるが、 なにぶん にも 蛇吉と いう 名が わず 

らい をな して、 村 内 はもち ろん、 近 村から も 進んで 縁 

談を 申込む 者はなかった。 彼 は 村の 者から も 尊敬され 

ている。 うわばみの 種の 尽きない 限り は、 その 生活 も 

保証され ている。 しかも 彼と 縁組 を するとい うこと に 

なると、 さすがに 二の足を踏む ものが 多い ので、 彼 は 

この 年になる まで 独身であった。 

「今まで はお ふくろが いました から 何とも 思わな か つ 

たが、 自分 ひとりになる とどう もさび しい。 第一 に 朝 


晚の 煮炊きに も 困ります。 誰か 相当の 嫁 をお 世話 下さ 

いません かご と、 彼 は あるとき 庄屋の 家へ 来て 頼んだ。 

かげぐち 

庄屋 も 気の毒に 思った。 なんの かのと 陰口 をい う も 

のの、 かれは 多年 この 村の ためにな つて くれた 男で あ 

る。 ふだんの 行状 も 別に 悪く はない。 それが 母 をう し 

なって 不自由で あるから 嫁 を 貰いたい という。 まこと 

ち つ とち 

に 道理の ことで あるから、 なんとかして やろうと 請け 

合って おいて、 村の 重立った 者に それ を 相談す ると、 

誰も 彼 も 首をかしげた。 

「まったく あの 男 も 気の毒 だが な あご 

気の毒 だと は 言いながら、 さて 自分の 娘 を やろうと 


も、 妹 を くれよう ともいう 者 はない ので、 庄屋 も 始末 

に 困って いると、 そのな かで 小利口な 一人が こんな こ 

と を 言い出した。 

「では、 どうだろう。 このあいだから 重 助の 家に 遠縁 

の 者 だと かいつ て、 三十 五六の 女が ころげ 込んで いる。 

なんでも どこか の だるま 茶屋に 奉公して いたと かいう 

の だが、 重 助に 相談して あの 女 を 世話して やる ことに 

して は …… ご 

「だが、 あの 女に は 悪い 病い が あるので、 重 助 も 困つ 

ている よう だぞご と、 また ひとりが 言った。 

「しかし、 ともかくも そういう 心 あたりが あるなら、 


重 助 を よんで 訊いて みょう ご 

庄屋 はすぐ に 重 助 を 呼んだ。 彼 は、 水呑み百姓で、 

一 家内 四 人の 暮らし さえ も 細 ぼ そで あると ころへ、 こ 

の 間から 自分の 従弟の 娘と いうの が 転げ込んで 来て い 

るので、 まったく 困る とこ ぼし 抜いて いた。 娘と いつ 

て もこと し 三十 七で、 若い ときから 身 持が 悪くて 方々 

の だるま 茶屋な ど を 流れ 渡って いたので、 重い 瘡 毒に 

かかって いる。 それで、 もう どこに も 勤める ことが 出 

来 なくなつ たので、 親類の 縁 をた よって 自分の 家へ 来 

ている が、 達者な からだな らば 格別、 半病人で 毎日 寝 

たり 起きたり している ので あるから、 世話が 焼ける ば 


かりで 何の 役に も 立たない。 と、 かれは 庄屋の 前で 

一 ^を 打明けた。 

「半病人で は 困るな ご と、 庄屋 も 顔をしかめた。 「実 

は 嫁の 相談が あるの だが …… ご 

「あんな 奴 を 嫁に 貰う 人が あります かしら ご と、 重 助 

は 不思議 そうに 訊いた。 

「き つ と 貰う かどう か は 判らな いが、 あの 吉次郎 が 嫁 

を 探して いるの だ ご 

「は あ、 あの 蛇吉 です かご 

蛇吉 でも 何でも 構わない。 あんな 奴 を 引取って くれ 

る 者が あるならば、 どうぞお 世話 をね がいたい と 重 助 


はしき りに 頼んだ。 しかし 半病人で はどうに もなら な 

いから、 いずれ 達者な 体に なって からの 相談に しょう 

と、 庄屋 は 彼に 言い聞かせて 帰した。 

それから 半月 ほど 経って、 重 助 は 再び 庄屋の 家へ 来 

て、 女の 病気 はもう 癒った からこの あいだの 話 を どう 

ぞ まとめて くれと 言った。 彼 は 余程 その 女の 始末に 

困って いるら しい。 したがって その 病気 全快と いうの 

もなん だか 疑わしい ので、 庄屋 も その 返事に 渋って い 

ると ころへ、 あたかも かの 蛇吉が 催促に 来て、 まだな 

ん にも 心 当り はない かと 言った。 

嫁に やりたい という 人、 嫁 を 貰いたい という 人、 そ 


れが 同時に 落ち合つ たの は 何 かの 縁 かも 知れない と 

思った ので、 庄屋 は ともかくも その 話 を 切 出して みる 

と、 蛇吉は 二つ返事で 何分よ ろしく 頼む と 答えた。 女 

は 三十 七で 自分よりも 五つ 年上で ある こと、 女 は 茶屋 

奉公の あがりで 悪い 病気の ある こと、 それら をす ベ て 

承知の 上で 自分の 嫁に 貰いたい と 彼 は 言った。 

こう なれば、 もう 子細 はない。 話 はすべ るよう に 進 

行して、 それから 更に 半月と は 過ぎない うちに、 蛇吉 

としま 

の 家に は 年増の 女房が 坐り込んで いるよう になった。 

とし 

女房の 名 はお 年と いうので あ つ た。 

庄屋の 疑って いた 通り、 お 年 はま だほん とうに 全快 


している のではなかった。 無理に 起きて はいる ものの、 

お 年 は 真つ 蒼な 顔 をして 幽霊の ように 痩せ衰えて いた。 

よん どころ ない 羽目で 世話 をした ものの、 あれで 無事 

に 納まって くれれば いいが と、 庄屋 も 内々 心配して い 

ると、 不思議な ことに は、 それから また 半月と 過ぎ、 

ひと 月と 過ぎて ゆく うちに、 お 年 はめき めきと 元気が 

つやつや 

付いて 来て、 顔の 色 も 見 ちがえる ように 艷々 しくな つ 

た。 

「蛇吉 が 蛇の 黒 焼で も 食わした のか も 知れね えぞ ごと、 

陰で は 噂 をす る 者 も あ つ た。 

それ はどう だか 判らない が、 お 年が 健康 を 回復した 


の は 事実であった。 そうして、 年下の 亭主と 仲よ く暮 

らして いるの を 見て、 庄屋 もまず 安心した。 実際、 か 

れらの 夫婦仲 は 他人の 想像 以上に むつまじかった。 多 

ばくれん おんな 

年 大勢の 男 を 翻弄して 来た 莫蓮女 のお 年 も、 蛇吉と 

いう 男に 対して は 我れ ながら 怪しまれる ほどに 濃厚の 

愛情 を ささげて 仕えた。 蛇吉も 勿論 かれ を 熱愛した。 

こうして 三年 あまり も 同棲して いる あいだに、 蛇吉は 

自分の 仕事の 上の 秘密 を大 かたは 妻に 打明けて しまつ 

た。 

彼の 家のう しろに は 屋根の 低い 小屋が ある。 北向き 

に 建てられて、 あたりに は 樹木が 繁 つてい るので、 昼 


でも 薄暗く、 年中 じめじめ している。 その 小屋の 隅に 

きのこ 

見なれ ない 茸の 二つ 三 つ 生えて いるの をお 年が 見つ 

けて、 あれ は 何 だと 蛇吉 にたず ねる と、 それ は 蛇 を 捕 

る 薬で あると 彼 は 説明した。 大小 幾 匹の 蛇 を 殺して、 

その 死骸 を 土の 底 ふかく 埋めて おくと、 二、 三年の 後 

かけ ぼし 

に は その上に 一種の 茸が 生える。 それ を 陰 干に したの 

を 細かく 刻み、 更に 女の 髪の毛 を 細かく 切って、 別に 

一種の 薬 を まぜて 煉り 合せる。 そうして 出来上がった 

薬 を 焼く と、 うわばみ は その 句い を 慕って 近寄る ので 

あると 言った。 ただし 他の 一種の 薬 だけ は、 蛇 吉も容 

易に その 秘密 を 明かさなかった。 もう 一 つ、 かのう わ 


ばみ と 戦う ときに 振り まく 粉薬と いうの も、 やはり そ 

の 物に 何物 か を 調合す るので あった。 たとい その 秘密 

をく わしく 知った ところで、 他人に はしょ せん 出来 そ 

う もない 仕事で あるから、 お 年 も その 以上に は 深く 立 

入って 詮議 もしなかった。 

夫婦の 仲 も むつまじく、 生活に 困る ので もな く、 一 

家 はまこと に 円満に 暮らして いるので あるが、 なぜか 

この頃 は 蛇吉の 元気が だんだんに 衰えて 来たよう にも 

見られた。 彼 は 時々 に ひとりで 溜 息をつい ている こと 

もあった。 お 年 もなん だか 不安に 思って、 どこか 悪い 

ので はない かと 訊いても、 夫 は 別に 何事 もない と 答え 


た。 しかし、 ある 時 こんな 事 を 問わず語りに 言い出し 

た。 

「おれ もこん な こと を 長く はやって いられそう もない 

よご 

お 年 は 別に 現在の 職業 を 嫌っても いなかつ たが、 老 

人に なったら ば こんな 商売 も 出来ないで あろうと は 察 

していた。 今のう ちから 覚悟して、 ほかの 商売 を はじ 

める 元手で も 稼ぎた める か、 廉ぃ 田地で も 買う ことに 

たつき 

する か、 なんとかして 老後の 生計 を 考えて おかな けれ 

ばなる まいと 思って、 それ を 夫に 相談す ると、 蛇吉は 

うなずいた。 


「おれ はどうで もい いが、 お前が 困る ような ことが 

あって はならない。 そのつ もりで 今のう ちに 精々 かせ 

いでお く かな。」 

彼 はまた、 こんな こと を 話した。 

うち 

「村の 人 は みんな 知っている こと だが、 家のお ふくろ 

が 死ぬ 少し 前に、 おれ は 怖し い うわばみに 出逢って、 

あぶなく こ つちが 負けそう になった。 相手が 三本 目の 

筋まで 平気で 乗り越して 来た 時には、 おれ ももう 途方 

にくれ てし まった が、 その 時、 ふっと 思い出し たの は、 

死んだ 親父の 遺言 だ 。 おやじが 大病で 所詮 むずかしい 

というと きに、 おれの 亡い 後、 もし 一生に 一度の 大難 


に 出逢った らば、 おれの 名 を 呼んで こういう 呪文 を唱 

えろ。 おれが きっと 救って やる よ。 しかし 二度 はなら 

ない。 一生に 一度ぎ リだぞ と、 くれぐれも 念 を 押して 

言い残された ことがある。 おれ は それ を 思い出し たの 

で、 半分 は 夢中で 股引 をぬ いで、 おやじの 名 を 呼んで 

呪文 を 唱えながら、 それ を まつ 二つに 引裂く と、 不思 

議に 相手 もまつ 一 一つに 裂けて 死んだ。 どういう 料簡で、 

おれが 股引 を 引裂いた のか、 自分に も わからない。 た 

ぶん 死んだ 親父が そうしろ と 教えて くれたの だろう。 

家へ 帰って その 話 をす ると、 おふくろ は 喜び もし 嘆き 

もした。 一生に 一度と いう 約束 を 果してし まった から、 


お父さん も 二度と おまえ を 救って は 下さるまい。 これ 

から は そのつ もりで 用心し ろと 言った。 その 当座 は そ 

れ ほどに も 思わなかった が、 このごろ は それが 思い出 

されて、 なんだか 馬鹿に 気が 弱くな つてなら ない。 な 

に、 おれ 一人なら ば どうに でもなる が、 お前の こと を 

考える と、 うかう かして はいられな いご 

何に つけても 自分 を 思って くれる 夫の 親切 を、 お 年 

は 身にしみて 嬉しく 感じた。 


ふたりが 同棲して から 四 度 目の 夏が 来た。 ことし は 

隣リ 村に 大きい うわばみが 出て、 田畑 を あらし 廻る の 

で、 男 も 女 もみな 恐れ をな して、 野良仕事に 出る 者 も 

なくなった。 このまま にして おいて は 田畑に 草が 生え 

るば かりで あるから、 なんとかして うわばみ 退治の 方 

法 をめ ぐらさなければ ならない と、 村 じゅうが あつ 

まって 相談の 末に、 かの 蛇吉を 頼んで 来る ことにな つ 

た。 首尾よく 退治 すれば 金 一 両に米 三 俵 を 付けて くれ 

ると いうので あつたが、 その 相談 を 蛇吉は 断った。 

隣リ 村で は よくよく 困った とみえて、 さらに 庄屋の 

ところへ 頼んで 来て、 お前さんから 何とか 蛇吉を 説得 


しても らいたい と 言い 込んだ。 隣り 村の 難儀 を 庄屋 も 

気の毒に 思 つ て、 あらためて 自分から 蛇吉に 言い聞か 

せる と、 彼 はや はり 断った。 今度の 仕事 はどう も 気 乗 

りが しないから 勘弁して くれと 言った が、 庄屋 は それ 

を 許さなかった。 

「おまえ も 商売で はない か。 金 一 両に米 三 俵 を くれる 

よしみ 

という 仕事 を なぜ 断る。 第一 に 隣り 同士の 好誼と いう 

こと も ある。 五 年 前、 こっちの 村に 水の 出た 時には、 

隣り 村の 者が 来て 加勢して くれた こと をお 前 も 知って 

いる はず だ。 言わばお 互いの こと だから、 むこうの 難 

儀 を こっちが ただ 見物して いて は 義理が 立たない。 誰 


にで も 出来る ことならば 他の 者 を やる が、 こればかり 

はお 前で なければ ならない から、 わたし もこう して 頼 

むの だ。 どうぞ 頼まれて 行って くれ ご 

こう 言われる と、 蛇吉も あくまで 強情 を 張って いる 

わけに もい かなくな つた。 彼 はとうとう 無理往生に 承 

知 させられる ことにな つたが、 家へ 帰っても 何だか 沈 

み 勝であった。 あくる 朝、 身支度 をして 出て ゆく 時に 

も、 なみだ を 含んで 妻に 別れた。 

隣り 村で は よろこんで 彼 を 迎えた。 彼 は 庄屋の 家へ 

案内され ていろ いろの 馳走に なった 上で、 いつもの 通 

り、 うわばみ 退治の 用意に 取り かかった が、 彼が この 


村へ 足 を 踏み込ん でから、 かの うわばみ は 一度 も その 

姿 をみ せ なくなった。 蛇吉の 来たの を 知って、 さすが 

の うわばみ も 遠く 隠れた ので は あるまい かな どと 言う 

者 もあった が、 相手が 姿 をみ せない 以上、 それ を 釣り 

出す より ほか はない ので、 蛇吉は 蛇の 出そう な 場所 を 

見立てて、 そこに 例のお とし 穴 を こしらえて、 例の 秘 

密のー 薬 を 焼いた。 しかも それ は 何の 効 もなかった。 

小 蛇 一 匹す らも その 穴に は墜 ちなかった。 

折角 来た ものであるから、 もう 少し 辛抱して くれと 

引 留められて、 蛇吉 はこ こに 幾日 か を 暮らした が、 う 

わば みは 遂に その 姿 を あらわさなかった。 おとし 穴に 


も かからなかった。 

「あまり 遅くなる と、 家の 方で も 案じましょう から、 

わたし はもう 帰ります ご と、 彼 は 十 一 日 目の 朝に なつ 

て、 どうしても 帰る と 言い出した。 

相手の 方で もい つまで 引 留めて おくわけ に はいかな 

いので、 それで はまた あらためて お願い 申す という こ 

とに なって、 村 方から 彼に 二 歩の 礼金 を くれた。 うわ 

ばみ 退治に 成功し なかった が、 ともかくも 彼が ここへ 

来てから、 その 姿 を 見せ なくなつ たの は 事実で ある。 

からて 

殊に 十日 以上の 暇 を つぶさせて は、 このまま 空手で 帰 

す こと も 出来ない ので、 その 礼 心に それだけの 金 を 


贈った ので ある。 

「なんの 役に も 立たないで お気の毒で すが、 折角のお 

志 だから 頂きます ご 

彼 は その 金 を 貰って 出ようと する 時、 村の 者の 一人 

が あわただしく 龃 けて 来て、 山つ づきの 藪ぎ わに 大き 

い うわばみが 姿 を あらわし たと 注進した ので、 一 同 は 

にわかに 色めいた。 

「もう 一 と 足で 吉 さん を 帰して しまう ところであった _ 

さあ、 どうぞ 頼みます ご 

もともと それが ため 来たので あるから、 蛇吉も 猶予 

する こと は 出来なかった。 彼 はすぐ に 身 ごしら え をし 


て、 案内 者と 一緒に その 場へ 龃 けつけ ると、 果して 大 

蛇 は 藪から 半身 を あらわして 眠った ように 腹 這って い 

た。 

蛇吉は 用意の 粉薬 を 取 出して、 川と いう 字 を 横にし 

たような 三本の 線 を 地上に 描いた。 彼 は 第一線 を 前に 

して 突っ立ちながら、 なに か 大きな 叫び声 を あげる と、 

今まで 眠って いたよう な うわばみ は 眼 を ひからせて 頭 

まのお 

を あげた。 と 思う と、 たちまちに 火焰 のよう な 舌 を 吐 

きながら、 蛇吉の 方へ 向って ざらざらと 走リ かか つ て 

来たが、 第一線 も 第二 線 もなん の 障碍 をな さな いら 

しく、 敵 は まっしぐらに それ を 乗り越えて 来た。 第三 


線 もまた 破られた。 

蛇吉は 先度の ように 呪文 を 唱えなかった。 股引 も 脱 

がなかった。 彼 は 持って いる 手斧 を ふりあげて 正面 か 

ら 敵の 真っ向 を 撃った。 その 狙い は 狂わなかった が、 

敵 はこの 一と 撃ちに 弱らない らしく、 その 強い 尾 を 働 

かせて 彼の 左の 足から 腰へ、 腰から 胸へ と 巻きつ いて、 

人の 顔と 蛇の 首と が摺れ 合う ほどに 向い合った。 もう 

こうな つて は 組 討の ほか はない。 蛇吉は 手斧 をな げ捨 

てて、 両手で 力ま かせに 蛇の 喉 首 を 絞めつ ける と、 敵 

も 満身の 力 を こめて 彼のから だ を 締め付けた。 

この 怖ろ しい 格闘 を 諸人 は 息 をのんで 見物して いる 


と、 敵の 急所 を摑ん でい る だけに、 この 闘い は 蛇吉の 

方が 有利であった。 さすがの 大蛇 も 喉の 骨 を 挫かれて、 

次第々々 に 弱って 来た。 

しっぽ 

「こいつの 尻尾 を 斬って くれ ご と、 蛇 吉は呶 鳴った。 

大勢の なかから 気の 強い 若者が 龃け 出して 行って、 

鋭い 鎌の 刃で 蛇の 尾 を 斬り 裂いた。 尾 を 斬られ 頸 を 傷 

めら れて、 大蛇 もい よいよ 弱り果て たの を 見て、 さら 

に 五、 六 人が 龃け 寄って 来て、 思い思いの 武器 を ふるつ 

たので、 大蛇 は 蟻に さいなまれる みみずの ようにの た 

うち 廻って、 その 長いな きがら を 朝日の 下に さらした。 

それと 同時に、 蛇吉も 正気 をう しなって 大地に 倒れ 


た。 

うち 

彼 は 庄屋の 家へ かつぎ 込まれて、 大勢の 介抱 をう け 

てよう やくに 息 を ふき 返した。 別に 怪我 をした という 

でもない が、 彼 は ひどく 衰弱して、 ふたたび 起き あが 

る 気力 もなかった。 

蛇吉は 戸板に のせて 送リ 帰された ときに、 お 年 は 声 

を あげて 泣いた。 村の 者 もお どろいて 龃け 付けて 来た。 

自分が 無理に すすめて 出して やって、 こんな ことに 

なった ので あるから、 庄屋 はとり わけて 胸 を 痛めて、 

うわごと 

お 年 を なぐさめ、 蛇吉を 介抱して いると、 彼 は 譫言の 

ように 叫んだ。 


「もういい から、 みんな 行って くれ、 行って くれ ご 

彼 は 続けて それ を 叫ぶ ので、 病人に 逆らう の もよ く 

ないから 一 とまず ここ を 引取ろう ではない かと 庄屋 は 

言い出した。 親類の 重 助 を ひとり あとに 残して、 なに 

か 変 つたこ とが あ つ たらば すぐに 知らせる ようにお 年 

にも 言い聞かせて、 一同 は 帰った。 

朝のう ち は 晴れて いたが、 午後から 陰って 蒸し暑く、 

六月な かばの 宵 は 雨に なった。 お 年と 重 助 はだ まって 

病人の 枕 もとに 坐って いた。 雨の 宵 はだん だんに さび 

しく 更けて、 雨の 音に まじって 蛙の 声 もき こえた。 

「重 助 も 帰って くれ ご と、 蛇吉 はうな るよう に 言った。 


ふたり は 顔 を 見合せ ている と、 病人 はまた うなった _ 

「お 年 も 行って くれ ご 

「どこへ 行 くんです ご と、 お 年 は 訊いた。 

「どこでも いい。 重 助と 一緒に 行け。 いつまでも おれ 

を 苦しませる なご 

「じゃあ、 行きます よご 

ふたり はうな ずき 合って そこ を 起った。 一本の 傘 を 

相 合に さして、 暗い 雨の 中 を 四、 五 間ば かリ 歩き 出し 

かどぐち 

たが、 また 抜 足 をして 引つ 返して 来て、 門口から そつ 

と 窺う と、 内 は ひっそりして うなり 声 もき こえな かつ 

た。 ふたり は 再び 顔 を 見合せ ながら、 さらに 忍んで 内 


をの ぞくと、 病人の 寝床 は 藻ぬ けの 殻で、 蛇吉 のす が 

たは 見えなかった。 

それが また 村 じゅうの 騒ぎに なって、 大勢 は 手分け 

をして そこら を 探し 廻った が、 蛇吉 のす がた は どこに 

も 見いだ されなかった。 彼 は 住み 馴れた 家 を 捨て、 最 

愛の 妻 を 捨て、 永久に この 村から 消え失せて しまった 

のであった。 

彼が 妻に むかって、 この 商売 を 長く はやって いられ 

ない と 言った こと や、 隣リ 村へ ゆく こと を ひどく 嫌つ 

たこと や、 それらの 事情 を 綜合して 考える と、 あるい 

は 自分の 運命 を 予覚して いたので はない かと も 思われ 


るが、 彼 は 果して 死んで しまった のか、 それとも どこ 

かに 隠れて 生きて いるの か、 それ は いつまでも 一種の 

謎と して 残されて いた。 

しかし 村人の 多数 は、 彼の 死 を 信じて いた。 そうし 

て、 こういう 風に 解釈して いた。 

「あれ は やっぱり ただの 人間で はない。 蛇 だ、 蛇の 精 

だ。 死ぬ ときの 姿 をみ せまいと 思って、 山奥へ 隠れて 

しまったの だ。」 

彼が 蛇の 精で あると すれば、 その 父 や 母 もお なじく 

蛇で なければ ならない。 そんな ことのあろう はずが な 

いと、 お 年 は 絶対に それ を 否認して いた。 しかも、 な 


ぜ 自分の 夫が 周囲の 人々 を 遠ざけて、 その 留守の あい 

だに 姿 を 隠した のか。 その子 細 は 彼女に も 判らな かつ 

た。 

これ は 江戸の 末期、 文久 年間の 話で あるそう だ。 


しみず  いど 

清水の 井 


i 

第 六の 男 は 語る。 

唯今 は 九州のお 話が 出た が、 僕の 郷里 もや はリ 九州 

で、 あの 辺に は いわゆる 平家 伝説と いう ものがた くさ 

ん 残って いる。 伝説に はと かく 怪奇の 口 ー マンスが 付 

きまと つて いるもの であるが、 これな ども その 一 つ だ 


ただし これ は 最近の 出来事で はない。 なんでも 今から 

て，？ ぽぅ 

九十 年 ほど も 昔の 天 保 初年の こと だと 聴いて いる。 

僕の 郷里の 町から 十三 里 ほど も 離れた ところに 杉 堂 

という 村が ある。 そこから 更に また 三 里 あまり 引っ込 

んだ ところ だとい うから、 今日で は ともかくも、 その 

へ んぴ 

ころで は、 かなり 辺鄙な 土地で あつたに 相違ない。 そ 

こに 由 か 吉左衛 門と い う 豪家が あった。 なんでも 先祖 

は 菊 池の 家来で あつたが、 菊 池が ほろびてから ここに 

隠れて、 刀 を 差しながら 田畑 を 耕して いたの だそう 

だが、 理財の 道に も 長け ていた 人物と みえて、 だんだ 

んに 土地 を 開拓して、 ここらで は 珍しい ほどの 大 百姓 


になり すました。 そうして 子孫 連綿と して 徳川 時代 ま 

で つづいて 来たので あるから、 土地の もの は 勿論、 代々 

の 領主 も その 家に 対して は 特別の 待遇 を あたえて、 苗 

字 帯刀 を 許される 以外に、 新年に はかならず 登城して 

領主に 御 祝儀 を 申 上げる ことに もな つ ていた。 

そんな わけで、 百姓と はいう ものの 一種の 郷士の よ 

うな 形で、 主人が 外出す る 時には 大小 を 差し、 その 屋 

敷に は 武具 や 馬具な ども 飾って あると いう 半士 半農の 

生活 を 営んで いて、 男の 雇人ば かリ でも 三 四十 人 も 

使って、 大きい 屋敷の まわりに は 竹 藪 をめ ぐらし、 ま 

ほり 

た その外に は 自然の 小川 を 利用して 小さい 濠の ような 


もの を 作って いた。 土地の 者が その 門前 を 通る とき は、 

笠 をぬ ぎ、 頰 かむ リを 取って、 いちいち 丁寧に 挨拶し 

て 行き過ぎる という 風で、 その 近所 近辺の 村び とに は 

大方なら ず 尊敬され ていた。 当主 は 代々 吉左衛 門の 名 

を 継ぐ ことにな つていて、 この 話の 天 保 初年に は 十六 

代 目の 吉左衛 門が 当主で あ つたそう だ。 

由 井 吉左衛 門に ふたりの 娘が あって、 姉 はお そよ、 

きょうだ い 

妹 はおつ ぎと いった。 この 姉妹が ある 年の 秋の はじ 

め 頃から だんだんに 痩せお とろえ て、 いわゆる ぶら ぶ 

ら病 いという 風で、 昼の 食事 も 進まず、 夜 も おちおち 

と は 眠られない ようにな つたので、 両親 も ひどく 心配 


して 遠い 熊 本の 城下から 良い 医師 を わざわざ 呼び迎え 

て、 いろいろに 手 あつい 療治 を 加えた が、 姉妹と もに 

どうも 涉々 しくない。 どの 医師 もいた ずらに 首 を かし 

げる ばかりで、 一体なん という 病症で あるか も 判らな 

ヽ 0 
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おそよ は 十八、 おつぎ は 十六、 どっち も 年頃の 若い 

娘で あるから、 世に いう 恋煩いの たぐいで はない か 

とも 疑われた が、 ひとり ならず、 姉妹 揃ってお なじ 恋 

煩いと いうの も 少しお かしい。 勿論、 ふたりともに 

どっと 寝付いて いると いう わけで もな く、 天気の いい 

L こん ま 

日 や、 気分の いい 日に は、 寝床から 起き 出して 田圃 や 


庭な ど を ぶらぶら 歩いて いるので あるが、 それでも 病 

人 は 病人に 相違ない ので、 親た ちの 苦労 は 絶えな かつ 

た。 

そうすると、 親た ちに も いろいろの 迷いが 出る。 土 

地の 者 も いろいろ のこと を 言い ふらす ようになる。 由 

つきもの 

井の 家の 娘に は 何 かの 憑物が している か、 さもな けれ 

ば 由 井の 家に 何 か 祟って いるので あろうと いう 噂が、 

それから それへ と 拡がって 行く ので、 親た ち も それ を 

ぎょうじ や 

気に 病んで、 神主 や 僧侶 や 山伏 や 行者な ど を 代る が 

わるに 呼び迎えて、 あらゆる 加持 祈禱を さしてみ たが、 

いずれも 効験がない。 そのうちに、 下男の ひとりが こ 


ういう 秘密 を 主人 夫婦に ささやいた。 

その 下男 は 夜半に 一 度ず つ 屋敷 内 を 見 まわる のが 役 

目で、 師走の 月の 冴えた夜に いつもの 通り 見 まわって 

歩く と、 裏手の 古井戸の そばに 二人の 女の 立って いる 

姿 をみ つけた。 夜目 遠目で は あるが、 今夜の 月 は 明る 

いので、 その 女た ちが 主人の 娘 ふたりに 相違ない こと 

を 早く も 知って、 彼 は 不思議に 思った。 大きい 木の か 

げに 隠れて、 なお も その 様子 をう かがって いると、 姉 

妹 は 手 を 引合って むつまじく 寄り添いながら、 一心に 

井戸の 底 をの ぞいて いるら しかった。 まさかに 身を投 

げ るので も あるまい と 油断な く 窺って いると、 やがて 


姉妹 は 嬉しそうに 笑いながら、 手 を 引合った ままで 内 

へ はいった。 

下男の 密告 は 単に それだけに 過ぎない が、 考えて み 

ると、 不審 は 重 々 であると 言わなければ ならない。 

若い 女、 ことに 半病人の 女た ちが、 なんの 用が あって 

寒い 夜 ふけに 裏口へ 出て、 古井戸の なか を視 いている 

のかと、 吉左衛 門 夫婦 も 眉 を ひそめた。 そこで、 その 

下男に 言いつけて、 あくる 夜 も そっと 井戸の あたりに 

忍ばせて おくと、 その 晚も 夜の ふけた 頃に かの 姉妹が 

手 を 引合って 出て 来た。 そうして、 ゆうべと 同じよう 

に 井戸 をの ぞいて、 やはり 嬉しそうに 帰って 行く ので 


あった。 

こういう 不思議な 挙動が ふた 晚も つづ いた 以上、 親 

たち ももう 打ち捨てて おくわけ に はいか なくなった。 

しかし 姉妹 ふたり を 一 緒に 詮議して はかえ つ て 実 を 吐 

くまいと 思った ので、 吉左衛 門 夫婦 はまず 妹のお つぎ 

を 問い 轧す ことにした。 年が 若いだ けに、 妹の 方が 容 

易に 白状す るで あろうと 思った からであった。 おつぎ 

は 奥の ひと 間へ 呼び入れられて、 両親が 膝づ めで 詮議 

すると、 最初 は 強情に 口 をつ ぐんで いたが、 いろいろ 

に 責められて とうとう 白状した。 

その 白状が また 奇怪な ものであった。 おそよ とおつ 


ぎ は 奥の 八 畳の 間に 毎夜の 寝床 をなら べるの を 例と し 

ていたが、 八月 はじめの ある 夜の ことで ある。 おつぎ 

が 夜半に ふと 眼 を さます と、 自分のと なりに 寝て いる 

かわや 

姉が そっと 起きて ゆく。 初めは 厠へ でも 行く のかと 

思って いると、 おそよ は 縁先の 雨戸 を あけて 庭 口の 方 

へ 忍んで 出る らしい ので、 お つぎ もなん だか 不思議に 

思った。 一種の 不安と 好奇心と に 誘われて、 妹 も そつ 

と 姉の あと をつ けて 出る と、 おそよ は 庭 口から 裏手へ 

あきち 

まわった。 そこに は 広い 空地が あって、 古い 井戸の ほ 

とりに は 大きい 椿が 一本 立って いる。 おそよ は その 井 

戸の そばへ 忍び寄って、 月 あかりに 井戸の 底を視 いて 


いるら しかった。 

それから 毎晚 注意して いると、 おそよ の 同じ 行動 は 

四日 も 五日 も 続いて 繰 返された。 おつぎ は それ を 両親 

に 密告し ようかと も 思った が、 ふだんから 仲好しの 姉 

の 秘密 をむ やみに 訴える の は 好くない と 考えて、 ある 

晚、 姉が いつもの ように 出て ゆく ところ を 呼びと めて、 

一 体なん のために そんな こと をす るの かと 聞きた だす 

と、 おそよ は 心願が あるの だと 言った。 それが どうも 

疑わしい ので、 おつぎ は 更に 根掘リ 葉ほリ 詮議す ると、 

おそよ もとうと う 包み 切れ なくなって、 初めて その 秘 

密を 妹に 打明けた。 


今から 一と 月 ほど 前の 午 ごろに、 おそよ がかの 古 井 

戸の ほとり を 通る と、 二 匹の 大きい 美しい 蝶が もつれ 

合って 飛んで いて、 やがて その 二つの 蝶 は 重なり合つ 

たままで 井戸の なかへ 落ちて 行った。 おそよ は その ゆ 

くえ を 見定めよ うとして 井戸の そばへ 寄つ て 見お ろす 

と、 蝶の 姿 はもう 見えなかった。 水に 落ちて しまった 

のかと、 じっと 底の 方を視 いている と、 水のう えに 二 

つの 美しい 男の 顔が 映った。 おどろいて 左右 を 見返つ 

たが、 あたりに は 誰もい ない。 ふたつの 蝶が 二つの 男 

の 顔に 変った わけで も あるまい。 不思議に 思って いつ 

まで も視 いている と、 その 男の 顔 はこつ ち を 見 あげて 


にっこりと 笑った ので、 おそよ は ぞっとして 飛びの い 

た。 

しかし 薄 気味の 悪かった の は 単に その 一 剎那 だけで、 

おそよ は 再び その美し い 男の 顔が 見た くな つた。 かれ 

は 左右 を 窺いながら、 抜 足 をして 井戸の そばへ 立ち 

寄って、 そっと 水の 上を視 いてみ たが、 男の 顔 はもう 

浮かんで いなかった。 おそよ は 言い 知れない 強い 失望 

を 感じて、 すごすごと そこ を 立 去った が、 あくる 日 ふ 

たたび その 井戸端 を 通る と、 かれは 今日 も その上に ふ 

たつの 蝶の もつれて 飛んで いるの を 見た。 蝶 は どこへ 

か 姿 を 隠して しまったが、 おそよ は その 蝶の ゆくえ を 


追うよう にきよう も 井戸の なか を視 いてみ ると、 二つ 

の 顔 はまた あらわれた。 おそよ は いつまでも 飽かずに 

その 顔 を 見つめて いた。 

それが 始まりで、 おそよ は 一 日のう ちに 幾た びか そ 

の 古井戸 を のぞきに 行った。 そうして いるう ちに、 明 

るい 真昼に は 男の 顔が 見え なくなって、 彼らの 美しい 

顔 は 夜で なければ 水の 上に 浮かばない ようになった。 

夜なら ば 月夜 はもち ろん、 闇の 夜で も 男の 顔 ははつ き 

リと 見えて、 宵のう ちよりも 真夜中の 方が 一 層 あざ や 

かに 浮き出し ていた。 

おそよ が このごろ 夜 ふけに 寝床 を 抜け出して ゆく 子 


細 は それで 判った が、 妹のお つぎに はま だ 十分に 信じ 

られ なかった ので、 かれは 姉に たのんで 一緒に 連れて 

行っても らう ことにな つた。 古井戸の 水の 上に は果し 

て 二つの 白い 顔が 映って いて、 いずれも 絵に かいたお 

公家 さまの ような、 ここらで はかって 見た こと もない 

優美な 若い 男た ちであった ので、 おつぎ も 暫く は 夢の 

ような 心 持で、 その 顔 を 見つめて いた。 そうして、 姉 

が毎晚 かかさずに ここへ 忍んで 来る の も、 なるほど 無 

理 はない とうなず かれた。 

井戸の 水に 映る 顔 は 二つで、 今まで は 姉 ひとりが そ 

れを 眺めて いたので あるが、 その後 は 二つの 顔に 向い 


あう 女の 顔 も 二つに なった。 姉妹 は 毎夜 誘い あわせて、 

その 井戸端へ 通いつ づけて いたので ある。 勿論、 その 

顔を靦 くだけの ことで、 ほかに はどうに も 仕様がない 

ので あるが、 かの 猿猴が 水の 月 をす くう とおな じょう 

に、 この 姉妹 も 水に うつる 二つの 美しい 顔 をす くい 上 

げたいよ うな 心 持で、 夜の ふける の を 待ち かねて 毎晚 

毎晚 忍んで 行った。 そうして、 身 も 痩せる ばかりの 

は か  やる せ 

果敢ない、 遣 瀬ない 思いに 悩みつ づけて いるので あつ 

た。 

二 


吉左衛 門 夫婦 はさら に 姉 娘のお そよ を 呼出して 詮議 

すると、 妹が もういつ さい を 白状して しまったの であ 

るから、 姉 も 今更つつ み 隠す こと は 出来なかった。 お 

そよ も 親た ちの 前で 正直に 何もかも 打明けた が、 その 

申 口 はおつ ぎと ちっとも 変らない ので、 吉左衛 門 夫婦 

ももう 疑う 余地はなかった。 念のために 夫婦 は その 夜 

ふけに 井戸 を のぞきに 行った が、 姉妹の 父母の 眼に は 

なんにも 映らなかった。 

「この 井戸の 底に 何 か 怪しい 物が 棲んで いて、 娘た ち 

を まどわす に 相違ない。 底 を さらって あらためてみ 


ろご と、 吉左衛 門 は 命令した。 

師走の なかばで は あるが、 きょうは 朝から うらら か 

に 晴れた 日で、 どこかで 笹 鳴きの うぐいすの 声 もき こ 

えた。 男女の 奉公人が ほとんど 総が かりで、 朝の 五つ 

(午前 八 時) 頃から 井戸 さらい を はじめた が、 水 はな か 

なか 汲み ほせそう もなか つ た。 

由 井の 屋敷 内に は 幾 力 所の 井戸が あるが、 この 井戸 

は そのな かで も 最も 古い もので、 由 井の 先祖が 初めて 

ここに 移住した 頃から、 すでに 井戸の 形 をな していた 

というので あるから、 遠い昔の 人が 掘った ものに 相違 

ない。 しかし この 井戸が 最も 深く、 水 もまた 最も 清冽 


で、 どんな 旱魃に も かって 涸れた ことがない ので、 こ 

の 屋敷で は 清水の 井戸と いっていた。 

その 井戸 を 汲み ほそうと する ので あるから、 容易な 

ことで な いのは 判り 切って いた。 汲んでも、 汲んでも、 

あとから 湧き出して くる 水の 多い のに、 奉公人 ども も 

ほと ほと 持て余して しまったが、 それでも 大勢の 力で、 

水嵩 はふ だんよりも 余 ほど 減って 来た。 

ぬし 

底に は どんな 怪物が ひそんで いるか、 池の 主と いつ 

たような 鯉 かなまず か、 それともが まかい もり かな ど 

と、 諸人が 想像して いたよう な 物の 姿 は、 どうも 見い 

だされそう もない ので、 吉左衛 門 は 更に 命令した。 


くまで 

「熊手 をお ろして みろ ご 

鉄の 熊手 は 太い 綱 をつ けて 井戸の 底へ 繰 下げられた。 

なに か 引つ かかる 物 はない かと、 幾た びか 引つ 搔 きま 

わして いるう ちに、 小さい 割に は 重い ものが 熊手に か 

ちと 

かって 引 揚げられ たので、 明るい 日光の 下で 大勢が 眼 

を あつめて 見る と、 それ は 小さい 鏡であった。 鏡 はよ 

ほど 古い ものら しく、 しかも 高貴の 人が 持って いた 品 

であるら しいの は、 それに 精巧な 彫刻な どが 施して あ 

るの を 見ても 知られた。 まだ 何 か 出る かも 知れない と 

いうので、 さらに 熊手 をお ろして 探る と、 また 一面の 

鏡が 引 揚げられた。 これ も 前のと 同じような 品で あつ 


た。 

そのほかに はもう なんにも 掘 出し物 はない らしい の 

で、 その 日の 井戸 さらい はまず 中止に なって、 さらに 

その 二つの 鏡の 詮議に 取り かかった が、 単に 古い 物で 

あろうと いうば かりで、 いつの 時代に 誰が 沈めた もの 

か、 ほとんど 想像が 付かなかった。 しかし 水に 映る 顔 

が 二つで、 今や 二つの 鏡 を 引 揚げた 以上、 その 顔の 

もちぬし 

持主と この 鏡の 持主との あいだに、 なに かの 関係が あ 

る こと だけ は、 誰に も 容易に 想像され た。 

吉左衛 門 は 大家に 育った だけに、 相当の 学問の 素養 

も あるので、 この 古い 鏡の 発見に ついて 少なからぬ 興 


味 を もった。 且は その 鏡に 自分の 娘 ふたり を 蠱惑す る 

不可思議な 魔力が ひそんで いるら しい こと を 認めた の 

で、 いよいよ そのままに は 捨てお かれない と 思って、 

まず その 両面の 鏡 を 白木の 箱の なかへ 厳重に 封 じこめ 

た。 それから 城下へ 出て 行って 有名な 学者 や 鑑定家な 

ゆいしょ 

ど を 尋ね まわって、 その 鏡の 作られた 時代 や 由緒に つ 

いて 考証 や 鑑定 を 求めた が、 それ は 日本で 作られた も 

のでない、 おそらく 支那から 渡来した もので あろうと 

いう 以上に は、 なんの 発見 もなかつ たので、 吉左衛 門 

も 失望した。 

その 鏡 を 引 揚げて 以来、 井戸の なかには 男の 影が 映 


ら なくなった。 それから 考えても、 その 鏡に は 何 かの 

秘密が ひそんで いるに 相違ない と 信じられ たので、 士 口 

せんさく 

左 衛門は 隣国まで 手 を まわして、 いろいろに 詮索した。 

なにしろ 大家で 金銭に 不自由 はない のと、 由 井の 家の 

名 は 遠方 ま で もき こえて いるのと で、 こうい う 場合に 

は 何 かの 都合 もよ かった ので あるが、 それでも この 詮 

索ば かり は 思うよう にいかないで、 あくる 年の 四、 五 

月 ごろまで むなしく 月日 を 過して しまった。 姉妹の 娘 

も その後 は 夢から 醒めた ようで、 なんとも 知れない 怪 

しい 病気 も だんだんに 消え去って、 もとの 健康な 人間 

に 立ち かえった。 


娘が 元のから だに 返って、 その後 なんの 変事 もない 

以上、 もう そのままに 打 捨てて おいても よいので ある 

が、 吉左衛 門 はま だ 気がすまなかった。 彼 は 金と 時間 

と を 惜しまずに 幾年 かかっても 構わない から、 どうし 

て も その 鏡の 由緒 を 探りき わめようと 決心して、 熊 本 

はもち ろん、 佐賀、 小 倉、 長 崎、 博 多から いろいろの 

学者 を 招きよ せて、 自分の 屋敷 内に 一種の 研究所の よ 

うな もの を 作って、 熱心に その 研究 をつ づけて いると 

その 年の暮れ、 その 鏡が 世に あらわれてから 丁度 一年 

目に、 いっさいの 秘密が はじめて 明白に なった。 

その 発見の 手つ づき はまず こうであった。 由 井の 家 


に 集まった 人々 が 協議の 上で、 鏡の 由来 その他の 詮索 

よりも、 まず その 井戸が いつの 時代に 掘られた のか、 

また 由 井の 先祖が ここに 移住す る 前に は、 何者が 住ん 

でいた のかと いう こと を 詮索す る 方針 を 取った ので あ 

る。 

それ もまた 容易に 判らなかった ので あるが、 古い 記 

録ゃ 故老の 口碑 をたず ねて、 南北朝の 初め 頃まで はこ 

こに 越智七 郎左衛 門と いう 武士が 住んで いた こと を 初 

めて 発見した。 七 郎左衛 門 は 源平 時代から ここに 屋敷 

を 構えて いて、 相当に 有力の 武士であった らしい ので 

あるが、 南北朝時代に 菊 池の ために 亡ぼされて、 その 


子孫 は どこへ か 立 去った という ことが 判った ので、 さ 

らに その子 孫の ゆくえ を 詮議す る ことにな つたが、 何 

分に も 遠い昔の ことで あるから、 それ も 容易に は 判ら 

ない。 いろいろに 手を尽 して 詮索した 末に、 越 智の家 

うるし や 

の 子孫 は 博 多へ 流れて 行って、 今では 巴屋 という 漆屋 

になって いる こと を 突きと めた。 口で 言う と、 単に こ 

れ だけの 手つ づきで あるが、 これ だけの こと を 確かめ 

るまでに 殆んど 一 年間 を 費 したので あった。 

それから 博 多の 巴屋 について、 越智の 家に 関する 古 

い 記録 を 詮議す ると、 巴屋 にも 別に 記録の ような もの 

は 何にも 残って いなかった。 しかし 遠い 先祖の ことに 


ついて、 こういう 一種の 伝説が あると いって、 当代の 

主人が 話して くれた。 

それが 何代目で あるか 判らない が、 源平 時代に 越智 

の 家 は 最も 繁昌して いたらし い。 その 越智の 屋敷へ 或 

る 年の 春の 夕 ぐれに、 二人連れの 若い 美しい 女が たず 

ねて 来た。 主人の 七 郎左衛 門に 逢って、 どういう 話 を 

した か 知らないが、 その 女た ち は その 夜から ここに 足 

をと どめて、 屋敷 内の人に なって しまった。 主人 は 一 

家の 者に 堅く 口止め をして、 かの 女た ち を 秘密に 養つ 

ておいた ので ある。 女た ち も 人目 を 避けて、 めったに 

外へ 出なかった。 


その 人柄 や 風俗から 察する と、 かれら は 都の 人々 で、 

おそらく 平家の 官女が 壇の 浦から 落ちて 来て、 ここに 

隠れ家 を 求めた ので あろうと、 屋敷 内の 者 は ひそかに 

鑑定して いた。 主人の 七 郎左衛 門 は その 当時 二十 二三 

歳で、 まだ 独身であった。 その ふところへ 都 生れの 若 

い 女が 迷い込んで 来たので あるから、 その 成行き も 想 

像す るに 難くない。 やがて その 二人の 女 は 主人と 寝食 

をと もに する ようになって、 三年 あまり を むつまじく 

暮らして いた。 どっちが 妻 だか わからな いが、 家来ら 

は その 一 人 を 梅 殿と いい、 他の ひとり を 桜 殿と 呼んで 

尊敬して いた。 


そうして いるう ちに、 ここに 一 つの 事件が 起った。 

それ は 近郷の 滝 沢と いう 武士から 七 郎左衛 門に 結婚 を 

申込んで 来たので ある。 滝 沢 もこ こらで は 有力の 武士 

で、 それと 縁 を 組む こと は 越智の 家に 取っても 都合が 

よかった。 ことに 滝 沢の 娘と いうの はこと し 十七の 美 

人で あるので、 七 郎左衛 門の こころ は 動いた。 実際 は 

たとい どういう 関係であろう とも、 梅 殿と 桜 殿と は 

しょせん 

所詮、 日 かげの 身の上で あるから、 表向きに はなん と 

言う こと も 出来なかった。 縁談 は 故障な く 運んで、 い 

よいよ 今夜 は 嫁御の 輿入れと いうめ でたい 日の 朝で あ 

る。 越智の 屋敷の 家来ら は 思い も よらない 椿事に おど 


ろかされ た。 

主人の 七 郎左衛 門 は その 寝床で 刺し殺され ていたの 

である。 彼 は 刃物で 左右の 胸 を 突き 透され て 仰向けに 

なって 死んで いた。 ひとつ 部屋に 寝て いる はずの 梅 殿 

も 桜 殿 も その 姿 をみ せなかった。 屋敷 じゅうで はお ど 

ろき 騒いで、 そこら を 隈なく 詮索す ると、 ふたりの 女 

なきがら 

の 亡骸 は 庭の 井戸から 発見され た。 前後の 事情から か 

ん がえ ると、 今度の 縁談に 対する 怨みと 妬みと で、 梅 

と 桜と が 主人 を 殺して、 かれら 自身 も 一 緒に 入水して 

果てた ものと 認める の ほかはなかった。 勿論、 それが 

疑い もない 事実で あるら しかった。 


しかも その 二 つの 亡骸 を 井戸から 引 揚げた ときに、 

家来ら はまた もや 意外の 事実 に おどろかされた、 今 ま 

で 都の 官女との み 一途に 信じて いた 梅と 桜と は、 まが 

うかた なき 男であった。 彼ら はお そらく 平家の 名 ある 

きんだち 

人々 の 公達で、 みやこ 育ちの 優美な 人柄で あるの を 幸 

いに、 官女の すがた を 仮り て 落ちの びて 来た もので あ 

やまが 

ろう。 山家 育ちの 田舎侍な どの 眼に、 それが まことの 

女らしく 見えた の は 当然で あると しても、 七 郎左衛 門 

までが 欺かれる はず はない。 彼 は 二人の 正体 を 知りな 

がら、 梅と 桜と を 我が ものにして、 秘密の 快楽に ふけつ 

ていたの であろう。 その 罪 はまた、 かの ふたりの 手に 


因って 報いられた。 

梅と 桜と が 身 を 沈めた の は、 かの 清水の 井戸で あつ 

た。 二つの 鏡 はお そらく この 二人の 胸に 抱かれて いた 

の を、 引 揚げる 時に あやまって 沈めて しまった のか、 

あるいは 家来ら が 取って 投げ込んだ ものであろう。 主 

人の 七 郎左衛 門 をう しなった のち、 越 智の家 は 親戚の 

子に よって 相続され た。 そうして、 前に もい う 通リ南 

北朝 時代に 至って 滅亡した。 それから 幾 十 年の あいだ 

は 草ぶ かい 野原に なって いた 跡へ、 由 井の 家の 先祖が 

来たり 住んだ ので ある。 後 住 者が 木 を 伐り、 草 を 刈つ 

て、 新しい did み 家 を 作る ときに、 測らず もこ こに 埋も 


れ たる 古井戸の あるの を 発見して、 水の 清い の を 喜ん 

で そのままに 用い 来たった ものら しい。 

源平 時代から この 天 保 初年まで は 六 百 余 年 を 経過し 

ている。 その 間、 平家の 公達の たましい を 宿した 二つ 

の 鏡 は、 古井戸の 底に 眠った ように 沈んで いたので あ 

ろう。 それが どうして 長い 眠りから 醒めて、 なんの 

由縁 もない 後 住 者の 子孫 を 蠱惑し ようと 試みた のか、 

それ は 永久の 謎で ある。 鏡 は 由 井家の 菩提寺へ 納めら 

れて、 吉左衛 門が 施主と なって 盛大な 供養の 式 を 営ん 

だ。 

その 鏡 はなん とかいう 寺の 宝物の ようにな つていて、 


明治 以後に も 虫 干の 時には 陳列して 見せた そうで ある 

が、 今 はどうな つた か 判らない。 由 井の 家 は 西南 戦争 

の 際に、 薩 軍の 味方 をした ために、 兵火に 焼かれて 跡 

方 も なくなって しまったが、 家族 は 長 崎の 方へ 行って、 

今でも 相当に 暮らして いると いう 噂で ある。 その 井戸 

は  それ もどう した か 判らない。 今では あの 辺 もよ 

ほど 開けた というから、 やはり 清水の 井戸と して 大勢 

の 人に 便利 を あたえて いるか も 知れない。 


ようへ ん 

窯 変 


第 七の 男 は 語る。 


明治 三十 七 年 八月 二十 九日の 夕方で ある。 僕 は その 

当時、 日露戦争の 従軍 新聞記者 として 満洲の 戦地に 

ようか てん 

あって、 この 日 は 午後 三時 ごろに 楊 家 店と いう 小さい 

しゅざんぼう 

村に 行き着いた。 前方 は遼陽 攻撃 戦の 最中で、 首山堡 


の 高地 はま だ 陥らない。 鉄砲の 音 は 絶え間な しに ひび 

いている。 

僕たち は毎晚 つづいて 野宿 同様の 苦 をし のいで 来た 

ので、 今夜 は 人家 をたず ねて 休息す る ことにして、 二 

三人 あるいは 四、 五 人ず つ 別れ別れに なって 今夜の や 

どリを 探して あるいた。 楊 家 店 は 文字通りに 柳の 多い 

村で ある。 その 柳の あいだ をく ぐり 抜けて、 僕たち 四 

人の 一組 は 石の 古井戸 を 前にした、 相当に 大きい 家 を 

みつけた。 

井戸の ほとりに は 十八 九ぐ らいの 若い 男が バケツに 

綱 を 付けた の を 繰り さげて、 荷い 桶に 水 を 汲み こんで 


いる。 おまえ はこの 家の 者 かと、 僕たち はお ぼっかな 

い 支那 語で きくと、 彼 は 恐れる ように 頭 を ふった。 

うち 

ここの 家の 姓 はなん という かと 重ねて 訊く と、 彼 は そ 

こらに 落ちて いる 木の 枝 を 拾って、 土の 上に 徐 という 

字 を 書いて みせた。 そうして、 日本の 大人ら は そこへ 

何の 用事で ゆく のかと 訊き かえした。 

今夜 はこ この 家に 泊めても らうつ もりで あると 僕た 

ちが 答える と、 彼 は 再び 頭 を ふり、 手 を 振って、 それ 

はいけ ない というら しいので ある。 しかし 僕たち は 支 

那語 によく 通じてい ない 上に、 相手 は 満洲な まりが 強 

いと 来て いるので、 その 言う ことが は つ きりと 判らな 


い。 彼 は 何 か 我れ われ をお どす ような 表情 や 手真似 を 

して、 そこへ 泊る の は 止せと いうらし いので あるが、 

その 意味が どうも 十分に 呑み込めな いので、 僕たち も 

焦れ 出した。 

「まあ、 いい。 なんでも 構わない から、 内へ はいって 

交渉して 見よう ご 

気の 早い 三人 は 先に 立って 門 内に はいり 込んだ。 僕 

も 続いて はいろう とすると、 かの 男 は 僕の 腰に つけて 

いる 雑囊 をつ かんで、 なに か 口早に 同じような こと を 

繰 返す ので ある。 僕 は 無言で その 手 を 振 払って 去った。 

門 は あいたが、 内に は 人の いるら しい 様子 もみえ な 


い。 四 人 は 声 を そろえて 呼んだ が、 誰も 答える 者 はな 

かった。 

「あき 家 かしら ご 

四 人 は 顔 をみ あわせて、 さらに あたり を 見廻す と、 

門 を はいった 右側に 小さい 一棟の 建物が ある。 正面の 

おもや 

奥に も 立 木の あいだに 母屋ら しい 大きい 建物が みえる。 

ともかくも 近いと ころに ある 小さい 建物の 扉 を 押し 

て 見る と、 これ もす ぐに あいたが、 内に は 人の 影 もな 

かった。 

僕たち はもう 疲れ切って いるので、 なにしろ ここで 

休もうと いう ことにな つて、 破れた アン ペラ を 敷いて 


ある 床の 上に 腰 を かけた。 腹 はすいて いるが、 食い も 

の はない。 せめて は 水で も 飲もうと、 四 人 は 肩に かけ 

ひるめし 

ている 水筒 をと つて 飲み はじめた が、 午 飯のと きの 飲 

み 残りぐ らいで は 足りない ので、 僕 は 門前の 井戸へ 汲 

みに 出る と、 かの 男 はま だ そこの 柳の 下に 立って いた。 

僕が 水 を くれ と言うと、 彼 は 快く バケツの 水 を 水筒 

に 入れて くれたが、 やはり 何 か 口早に ささやく ので あ 

る。 それが 僕に はどうしても 呑み込めな いので、 彼 も 

焦れて 来たらし く、 再び 木の 枝 を 取って、 「家 有妖」 と 

土に 書いた。 それで 僕に も 大抵 は 想像が 付いた。 僕 は 

「鬼」 という 字 を 土に 書いて 見せる と、 それ は 知らない。 


しかし あの 家に は妖が あると 彼 は 答えた。 この場合、 

鬼と 妖と はどう 違う のか 判らなかった が、 この 家 はな 

にか 一 種の 化物 屋敷と でもい う ものである らしい こと 

だけ はまず 判った。 要するに、 あの 家に は妖が あるか 

ら、 うかつに 入り込む の はよ せとい うので ある。 僕 は 

彼に 礼 をい つて 別れた。 

引つ 返して みると、 僕の 出た あとへ 一 人の 老人が 来 

て、 しずかに 他の 人た ちと 話して いた。 四 人のう ちで 

は 比較的 支那 語 をよ くす る T 君が その 通訳に あた つ て 

いて、 僕たちに 説明して くれた。 

「この 老人 はこの 家に 三十 年 も 奉公して いる 男で、 ほ 


かに も 四、 五 人の 奉公人が いるそう だ。 このあいだ か 

ら 眼の まえで 戦争が はじまって いるので、 家内の 者 は 

みな 奥に かくれて いる。 したがって、 別段お かまい 申 

す こと は 出来ない が、 茶と 砂糖 は ある。 裏の 畑に 野菜 

が ある。 泊り たければ ここへ 自由にお 泊り なさい と、 

ひどく 親切に 言って くれる の だ。 泊めて もら おうじゃ 

、 ゝ o 一 

るレカ 」 

「もちろん だ。 多謝、 多謝 ご と、 僕たち は 口 を そろ 

えて かの 老人に 感謝した。 

老人 は 笑いながら 立 去った。 あとで T 君 は 畑に どん 

な ものが あるか 見て 来ようと 言って 出た が、 やがて 五、 


六本の 見事な 唐 もろこし を かかえ 込んで 来た。 それ は 

いい ものが あると 喜んで、 M 君が また 龃け 出して 取り 

に 行った。 家の 土間に は 土 竈が 築いて あるので、 僕 

かまど  コゥリ ヤン 

たち は その 竈 の 下に 高粱 の 枯枝を 焚いて 唐 もろこし 

を あぶった。 めいめいの 雑嚢の 中には 食塩 を 用意して 

いたので、 それ を 唐 もろこしに 振り かけて 食う と、 さ 

すが は 本場 だけに、 その 旨い 味 は 日本の 唐 もろこしの 

たぐいで ない。 

僕たち は 代る がわる に 畑から それ を 取って来て むさ 

ぼり 食らって いると、 かの 老人 は 十五 六の 少年に 湯 わ 

かし を 持たせて、 自分 は 紙に つつんだ 砂糖と 茶 を 持つ 


て 来て くれたので、 僕たち は 再び 多謝 をく り 返して、 

すぐに 茶 を こしらえる 支度 をして、 その 茶に 砂糖 を 入 

れて がぶがぶと 飲み はじめた。 唐 もろこし を 腹い っぱ 

いに 食い、 さらに あたたかい 茶 を 飲んで、 大いに 元気 

を 回復した の を、 老人 はに こに こしながら 眺めて いた 

が、 やがて T 君に むかって 小声で 言い出した。 この 一 

行のう ちに 薬 を 持って いる 人 はない かと いうので ある。 

実は 主人 夫婦の あいだに ことし 十七になる 娘が あつ 

て、 それが 先頃から 病気に かかって いる。 ここらで は 

遼 陽の 城内 ま で 薬 を 買いに 行かなければ ならない ので 

あるが、 この頃 は 戦争の ために 城内と 城外との 交通が 


絶えて しまったので、 薬 を 求める 法がない。 日本の 

大人ら のうちに、 もし 薬 を 持つ ている 人が あるならば、 

どうかお 恵みに あずかり たいと 彼 は 懇願す るよう に 

言った。 

彼が 我れ われに 厚意 を 見せた の は、 そういう 下 ごこ 

ろが あつたた めで ある ことが 判って みると、 我れ われ 

の 感謝 も 幾分 か 割引 をし なければ ならな いこと になる 

が、 その 事情 をき けば 全く 気の毒で も ある。 由来、 こ 

こらの 人 は 日本人 をみ な 医者 か 薬屋と でも 心得て いる 

のか、 僕たちの 顔 を 見る と、 とかくに 病気 を 診察して 

くれと か、 薬 を くれと か 言う。 今までに も その 咧 はた 


びた び あるので、 この 老人の 無心 も 別にめ ずらしい と 

は 思わなかった が、 病人の 容体 をよ く 聴かないで 無暗 

に 薬 を やる こと は 困る。 現に 海 城の 宿舎に いたと きに 

せ いきす い 

も、 胃腸病の 患者に 眼 薬の 精 錡水を やって、 あとで そ 

れに 気がついて、 大いに 狼狽して 取 戻した ことがある。 

その 失敗に かんがみて、 その後 は 確かに その 病人 を 見 

届けない 限り は、 うかつに 薬 を あたえない 事に してい 

た。 

T 君 は その 事情 を 彼に 話して、 ともかくも その 病人 

に 一 度 逢わせても らいたい と言うと、 老人 はすこぶ る 

難儀ら しい 顔 をして、 しばらく 思い煩つ ている らし 


かった が、 こっちの 言い分に も 無理 はない ので、 それ 

では 主人と も 一 応 相談して みょうとい うこと にな つ て、 

彼 は 他の 少年と 一 緒に 奥へ 引つ 返して 行った。 

僕たち はもち ろん 医者で はない が、 それでも でたら 

めに 薬 を やる より は、 一 応 その 本人の 様子 を 見て、 親 

しく その 容体 をき いた 上で、 それに 相当し そうな 薬 を 

あたえた 方が 安全で ある。 殊に その 当時 は 僕たち もま 

だ 若かった から、 その 病人が 十七の 娘で あると いうの 

で、 どんな 女 か 見て やりたい というよ うな 一種の 興味 

も 伴って いたのであった。 

「どんな 女だろう。 まだ 若 いんだ ぜご 


「 一 体なん の 病気だろう ご 

「婦人病 だと 困る ぜ。 そんな 薬 は 誰も 用意して 来な 

かった からな ご 

「悪く すると 肺病 だぜ。 支那で は癆 とかいう の だそう 

だ ご 

そんな 噂 をして いるう ちに、 僕 はかの 「家 有妖」 の 

一 件 を 思い出した。 

「門の 前の 井戸で 水 を 汲んで いた 男 …… あの 男の 話に 

ラち 

よると、 ここの 家に は 化物が 出る か、 なに かの 祟りが 

あるか、 なにしろ 怪しい 家ら しい ぜ。 あの 男 は 家有妖 

と 書いて 見せた よご 


「むむ うご と、 ほかの 三人 も 首をかしげた。 

「それじゃ あ、 その 娘と いうの も 何 かに 取 憑かれて で 

もい るの かも 知れない なご と T 君 は 言った。 

「そうなる と、 我れ われの 薬 じゃあ 療治 は 届かない 

ぞご と M 君 は 笑い出した。 

僕たち も 一緒に 笑った。 ふだんな らば ともかくも、 

ほうえんだんう 

いわゆる 砲煙弾雨の あいだ をく ぐって、 まかり 間違え 

ば 砲弾のお 見舞 を 受けない とも 限らない 現在の 我れ わ 

れに 取って は、 家に 妖 ありぐ らい は 余り 問題に ならな 

いのであった。 

「それにしても、 娘 は 遅い なご 


「支那の 女 はめった に 外人に 顔 をみ せない というから、 

出て 来る の を 渋って いるの かも 知れない ご 

「ことに 相手が 我れ われで は、 いよいよ 渋って いるの 

だろう ご 

前面に は 砲声が 絶えずと どろいて いるが、 この頃の 

僕たち はもう それに 馴れ 切って しまったので、 重砲の 

ひびき も 曳光弾の ひかり も、 さの みに 我れ われの 神経 

を 刺戟し なくなった。 僕たち は そこらに 行儀 わるく 寝 

ころんで、 しきりに 娘の 噂 をして いる あいだに、 きょ 

うの 日 ももう 暮れ かかって、 秋の 早い 満洲の ゆうべ は 

薄ら寒く なって 来たので、 土間の 隅に 積んで ある 


高粱 を 折りく ベ て、 僕たち は 霜 を 恐れる きりぎりす 

かまど 

のように 竈 の 前に あつまった。 

二 

「敵 も いい加減 にしない かな。 早く 遼 陽へ 行って みた 

いもの だ ご 

むすめの 噂 も 飽きて 来て、 さらにい つもの 戦争のう 

わさに 移った ときに、 足音 をぬ すむ ようにして かの 老 

人が 再び ここへ 姿 を あらわして、 主人の 娘 を 今 ここへ 

連れて来 るから 何分よ ろしく おねがい 申す と 言った。 


それ を 聴いて、 僕たち は 待ち かねた ように 起ち あがつ 

かどぐち 

て、 老人の あとに 付いて 門口に 出る と、 外 はもう 暗く 

なって、 大きい 柳の 葉の ゆるくな びいて いる 影が 星 あ 

かりの 下に 薄白く 見える ばかりであった。 そこらで は 

こおろぎの むせぶ 声 もき こえた。 

やがて 奥の 木立ちの 間に 一 つの 燈 籠の 灯が ぼんやり 

がとう 

と 浮き出した。 それ はこ こらで しばしば 見る 画燈 であ 

せんとう しんわ 

る。 僕 はにわ かに 剪燈新 話の 牡丹 燈記を 思い出した。 

あわせて 円 朝の 牡丹 燈籠を 思い出した。 そうして、 そ 

の 灯 をたず さえて 来る のが 美しい 幽霊の ような 女で あ 

る こと を 想像して、 一 種の 幽怪 凄絶の 気分に 誘い出さ 


れた。 灯が だんだんに 近寄って 来る と、 それに 照らし 

出された 影 は ひとつではなかった。 問題の 娘ら しい 若 

い 女 は 老女に 扶 けられて、 その そばに はまた ひとりの 

若い 女が 画燈を さげて 附 添って いたが、 いずれも 繡の 

靴 を はいている とみえて、 もう 夜露のお りている らし 

い 土の 上 を 音 もな しに 歩いて 来た。 

老女 はむ すめの 母で ない。 画燈を さげた 若い 女と 共 

にこの 家の 召使で あるら しい こと は、 その 風俗 を 見て 

すぐに 覚られ たので、 僕たち はかれら ふた リを 問題に 

はしないで、 一斉に 注意の 眼 をまん 中の 娘に あつめる 

と、 娘 は 十七と いうに して は 頗るお となび ていた。 痩 


せて はいるが 背 も 高い 方で、 うすい 桃色 地に 萌 葱の ふ 

ち を 取った 絹の 着物 を 着て、 片手 を 老女に ひかれな が 

お お 

ら、 片手の 袖 は 顔 半分 を うずめる よう 掩 つていた。 そ 

の 袖の あいだから かなり 強い 咳の 声が 時 どき 洩れた。 

画燈に 照らされた 三つの 影が ひと 株の 柳の 下にと ど 

まると、 かの 老人 は 静かに 近寄って 老女に 何事 か を さ 

さやいた。 老女 は 彼の 妻で あるら しい。 老人 はさら に 

僕たちに 向って、 病人の 娘が 来ました から、 御 診察 を 

ねがいた いと 丁寧に 言った。 さあ、 こうなる と 四 人の 

うちで 誰が 進んで 病人 を 診察す るかと、 僕たち も 今更 

すこしく 躊躇した が、 なんとい つても T 君が 比較的に 


支那 語に 通じてい るので あるから、 これが お 医者 さま 

になる より ほか はない。 T 君 も 覚悟して 進み出て、 い 

よいよ 病人の 脈 を 取る ことにな つた。 T 君 は 病人の 顔 

を 見せろ と言うと、 老人 は あたかも それ を 通訳す るよ 

うに 老女に ささやいて、 青い 袖の 影に 隠されて いる 娘 

の 顔 を 画燈の 下に さらさせた。 その 娘 は 僕が ひそかに 

想像して いた 通り、 色の 蒼白い、 まったく 幽霊の よう 

な 美しい 女であった。 剪燈新 話の 女 鬼 —— それが 再び 

僕の 頭に ひらめいた。 

T 君 は 娘の 顔 をな がめ、 脈 を 取り、 さらに 体温器で 

その 熱度 を はかった。 その あいだに も 娘 は 時 どきに 血 


を 吐きそう な 強い 咳 をして、 老女に 介抱され ていた。 

T 君 は 僕たち を 見返つ て 小声で 言った。 

「君。 どうしても 肺病 だね ご 

「むむ ご と、 僕たち は 一 度に うなずいた。 かれが 呼吸 

器 病の 患者で ある こと は、 我れ われの 素人 眼に も殆ん 

ど 疑う の 余地がなかった。 

「熱 は 八 度 七 分ぐ らい ある ご と、 T 君 はさら に 説明し 

た。 「軍医 部が 近いと ころに あれば、 その 容体 をい つ 

て 薬 を 貰つ て 来て やる の だが、 今 はどうす る こと も 出 

げね つ ざ い 

来ない。 まあ 気休めに 解熱剤で も あたえて おこう かご 

「まあ、 そんな こと だな ご と、 僕 も 言った。 


こなく す リ 

T 君 は 雑嚢から 解熱剤の 白い 粉薬 を 出して、 その 

用法 を 説明して あたえる と、 老人 は 地に ひざまずいて 

押し戴いた。 それ をみ ていて、 僕 は ひどく 気の毒に 

なった。 満洲の 土人 は 薬 をめ つたに 飲んだ ことがない 

ききめ 

ので、 日本人に くらべる と 非常に 薬の 効目が ある。 現 

に 宝 丹 をのんで 肺炎が 癒った などと いう 話 もき いた。 

しかし この 娘の 病気 —— 殊に この 年頃で この 病気 —— 

それが 普通の 解熱剤ぐ らいで 救われようと は、 とても 

想像の 許さない ところで ある。 いつ 時の 気休めに 過ぎ 

しろうと 

ない 解熱剤の 二日 分 や 三日 分 を 貰って、 素人 医者の 前 

に ひざまずいて 拝謝す る 老 人 —— 彼 は 恐 らくこの 家の 


忠僕であろう。  その 姿 を 見る に 堪えない ような 悼 

ましい 心 持に なって、 僕 はお もわず 顔 を そむけた。 

「夜風に 長く 吹かれない 方が い い。」 

T 君から 注意され て、 娘た ち は うやうやしく 黙礼し 

て 引つ 返して 行った。 女 三人 は、 初めから 一度 も 口 を 

利かなかった が、 画燈 のかげ が 遠く 微かに 消えて 行く 

あいだに、 娘の 咳の 声ば かり は 時 どきに ひびいた。 そ 

れを 見送って、 老人 も 僕たちに 敬礼して 立 去った。 

「可 哀 そうだな。 あの 娘 も 長く は 生きられない ぜご 

今まで は、 どんな 娘だろう などと 一種の 興味 を もつ 

て 待ち受けて いたので あるが、 さて その 本人の 悼まし 


い 姿 をみ せられる と、 僕たち ももう 笑って はいられな 

くな つた。 四 人 は 顔 を 見合せ て 一度に 溜 息をついた。 

竈の 下の 高 梁 もたいて い 燃え 尽 してし まった ので、 再 

びそれ を 折りく ベて いると、 門の 外で 何 か 笑う 声が き 

こえて、 ここへ はいって 来る 足音が ひびいた ので、 誰 

が 来たの かと 表 をの ぞいて 見る と、 ひとりの 男が 戸の 

外に 立って いた。 

「従軍記者 諸君 はお い でです かご 

「は あご と、 僕 は 答えた。 「わたしで すご 

それが 通訳の S 君で ある こと を 知って、 僕たち は 愛 

想よ く 迎えた。 


「s さんです か。 どうぞお はいりく ださい ご 

S 君 は 会釈して 竈の 前に 来た。 S 君 は 軍隊 付の 支那 

通訳で あるが、 ふだんから 非常に まじめな 人で、 且は 

親切に いろいろの 通信 材料 を 我れ われに 提供して くれ 

るので、 我れ われ 従軍記者の あいだに も 尊敬され てい 

た。 今夜 は 何 かの 徴発の ために この 村へ 来たと ころが、 

ある 支那 人から 妙な 話 をき いたので、 ここに は 一体 誰 

が 泊って いるの かと 見届けに 来たと いうので ある。 

「ある 家の 若い 支那 人が、 今夜 この 村の 徐 という 家に 

泊った 日本人が ある。 わたしが 注意した けれども、 肯 

かないで はいって しまった と言うの です。 それ は どん 


きれ 

な 人 たちだと 訊く と、 新聞と かいた 白い 布 を 腕に まい 

ていたと 言う。 それで は 従軍記者 諸君に 違いない が、 

いったい 誰々 だろうかと 思って、 ちょっと その 顔ぶれ 

を 見に 来たので すよ ご と、 S 君 は まじめな 顔に 微笑 を 

漂わせながら 言った。 

「若い 支那 人が …… ごと、 僕 はすぐ に 思い出した。 「で 

は、 家に 妖 ありと 言う のじゃありません かご 

「そうです ご と、 S 君 はうな ずいた。 「支那 人 はしき 

リに 止めた そうです が …… ご 

「止めた に は 止めた が、 家に 妖 あり だけで は 訳が 判ら 

ない ので、 僕たち も 取合わなかった のです が、 その 妖 


というの は どんな 訳なので すかね ご と、 僕 は 訊いた。 

「では、 その子 細 は 御 承知ない のです ね ご 

「彼 はしき りに しゃべる のです が、 僕たち は 支那 語が 

不十分の 上に、 相手 は 満洲な まりが 強いと 来て いるの 

で、 なに を 言って いるの か 一向 わからな いのです。 要 

する に、 ここの 家に は 何 か 怪しい ことがあ るから 泊る 

な と言うら しいので すが …… ご 

「そうです、 そうです ご と、 S 君が またうな ずいた。 

「実は わたし も 家に 妖ぁリ だけで は、 なんの こと だか 

よく 判らなかった のです。 それに、 あなたの 言う 通リ 

あの 若い 支那 人 は 訛りが 強くて、 わたしに も はっきり 


と は 聴き 取れなかった のです が、 幸いに その 祖父 だと 

いう 老人が いて、 それが よく 話して くれたので、 その 

妖の 子細が 初めて 判った のです ご 

じょ さ い 

如才 のない T 君が 茶 を こしらえて 出す と、 S 君 は、 

「や あ、 御馳走 さまです ご と 喜んで 飲んだ。 実際、 砂 

糖 を 入れた 一杯の 茶で も、 戦地で はたい へんな 御馳走 

である。 S 君 は その 茶 をす すり 終えて 例の まじめな 口 

調で 「家 有妖」 の 由来 を 説き はじめた。 

夜に なっても 戦闘 は 継続して いるら しい。 天 を つん 

ざく ような 砲弾の 音と、 豆 を 煎る ような 小銃 弾の ひび 

きが、 前方に は 遠く 近くき こえて いる。 それ をよ そに 


して、 S 君 はこの 暗い 家の なかで 妖を 説く ので ある。 

我れ われ 四 人 も 彼 を 取 巻いて、 高粱の 火の 前で その 怪 

談に耳 を かたむけた。 

「ここの 家の 姓は徐 といい ます。 今から 五代 前、 とい 

うと 大変に 遠い昔 話の ようです が、 四十 年 ほど 前の こ 

とだと いいます から、 日本で は 元 治 か 慶応の 初年、 支 

那 では 同 治 三年 か 四 年頃に あたる でしよう。 丁度 かの 

こうしゅ ぅぜ ん 

長髪 賊の 洪秀全 が ほろびた 頃です ね ご 


S 君 はさす がに 支那の 歴史 を そらんじ ていて、 まず 

その 年代 を 明らかにした。 

うち 

「ここの 家 も 現在 は 農です が、 その 当時 は 瓦屋で あつ 

かまど 

たそうです。 自分の 家に 竈 を 設けて 瓦 を 焼く のです。 

あまり 大きな 家で はない。 主人と 枠 ふたりで 焼いて い 

た。 それへ 冬の 日の 夕方、 なんでも 雪の 降って いる 日 

であった そうです が、 二人の 旅び とがたず ねて 来た。 

たずねて 来たと いっても、 物に 追われた ように あわた 

だしく 龃け 込んで 来たので す。 その 旅び と は 主人に む 

かって、 我れ われ は 捕吏に 追われて いる 者で あるから、 

どうぞ 隠 まっても らいたい。 その代りに 我れ われの 


持って いる 金 を 半分 わけて あげる と 言って、 重そう な 

革袋 を 出して 渡した。 主人 も 欲に 眼が くらんで、 すぐ 

によろ しいと 引受けた。 が、 さて それ を 隠す ところが 

かわらが ま 

ない ので、 あたかも 瓦 竈に 火 を 入れて なかった を 幸 

いに、 ふたり を その 竈の なかへ 押 込んで 戸 を 閉める と、 

続いて その あとから 巡警が 五、 六 人 追って 来て、 今 こ 

こへ 怪しい 二人 づれの 旅び とが 来なかった かと 詮議し 

たが、 主人 は 空と ぼけて 何にも 知らない と言う。 しか 

し 巡 警らは 承知し ない、 たしかに この 家へ 逃げ込んだ 

やさが 

に 相違ない といって、 家 探し を 始め かかった ので、 主 

人 も 困った。 これ は 飛んでも ない こと をした と、 いま 


さら 侮んでも もう 遅い。 あわや 絶体絶命の 鍔 際にな つ 

たと きに、 枠の 兄が 弟に 眼く ばせ をして、 素知らぬ顔 

で その 竈に 火 を 焚き付けて しまった。 いや、 どうも 怖 

ろしい 話です。 

巡警ら は 家内 を 残らず 捜索し たが、 どこに も 人の 姿 

が 見あたらない。 竈に は 火が かかって いるので、 まさ 

かその なかに 人間が 隠して あろうと は 思わない。 結局 

不審な がらに 引 揚げた ので、 主人 はまず ほ つ としたが、 

さて 気に かかる の は 竈の なかの 人間です。 

瓦と 同じように 焼かれて は 堪らない。 どうも ひどい 

事 をした もの だ と言うと、 せがれ 達の 言う に は、 あの 


二人 は、 なに か 重い罪 を 犯した ものに 相違ない。 それ 

を 隠 まった という ことが 露顕 すれば、 我れ われ 親子 も 

重い 罰 をう けなければ ならない。 こうな つたら 仕方が 

ないから、 彼ら を 焼き殺して、 我れ われの 禍ぃを 逃が 

れ るより ほか はない。 彼ら とても 追手に 捕われて、 苦 

しい 拷問 やむ ごたら しい 処刑 をう ける よりも、 いっそ 

一 と 思いに 焼き殺された 方が まし かも 知れない。 我れ 

われが 早くに 竈へ 火 を かけ たれば こそ、 追手 も 油断し 

て 帰った が、 さもなければ 真っ先に 竈の 中 を あらため 

て、 彼ら は 勿論、 我れ われ も 今ごろ は 手枷 や 首枷 を は 

めら れて いるであろう と言う。 


それ を 聞く と 主人 も 枠た ちの 残酷 を 責める 気に もな 

れ なくなって、 そんなら 思い切って 十分に 焼いて しま 

えとい うので、 自分 も 手伝って、 焚き物 を たくさんに 

入れて、 哀れな 旅び とふたり を 火葬に して しまったの 

です。 旅び と は 何者 だか 判りません が、 おそらく 長髪 

賊の 余類だろう という ことです。 江 南の 賊が 満洲 へ 逃 

げ 込んで 来る の もお かしい ように 思われ ますが、 ここ 

ら ではそう 言つ て いるので す。 

いずれにしても、 旅び と は 死んで 金袋 は 残った。 無 

事 旅び と を 助けて やれば、 その 半分 を 貰う はずでした 

が、 相手が みな 死んで しまったので、 その 金 は 丸取り 


です。 金高 はいくら だか 知りません が、 徐の 家が にわ 

くめん 

かに 工面よ くな つたの は 事実で、 近所で も 内々 不思議 

に 思って いると、 その 以来、 徐の瓦 竈に はさま ざまの 

奇怪な ことが 起った のです。 

まず 第一 は 瓦が 満足に 焼けないで、 とかくに 焼けく 

ずれが 出来て しまう ことです が、 さらに 奇怪な の は 

窯 変です。 御 承知で もありましょう が、 窯 変と いうの 

は 竈の 中で 形が ゆがんで さまざまの 物の 形に 変る の を 

いうので、 数 ある 焼物のう ちに 稀に そういう こと も あ 

る もの だそう です が、 徐の 家の 竈に は その 窯 変が しば 

しば 続いて、 もとより 瓦 を 焼く つもりで あるのに、 そ 


れを 竈から 取 出して 見る と、 たくさんの 瓦が みな 人間 

の 顔 や 手 や 足の 形に 変って いる。 

それが また 近所の 噂に なって、 徐 のうちの 窯 変に は 

何 かの子 細が あるら しいと 噂され ている うちに、 或る 

日 その 若い せがれが 竈の 中で 焼け死んで いるの を 発見 

した。 弟が 竈に はいって いるの を 知らないで、 兄が 外 

から 戸 をし めて 火 を かけた とかいう のです。 つづいて 

その 兄 も 発狂して 死ぬ という わけで、 不幸に 不幸が 重 

な つ て 来ました。 

それでも 主人 は 強情に 商売 をつ づけて いたが、 相 変 

ら ずの 窯 変が つづく ので どうす る こと も 出来ない。 結 


局 根負けが して 瓦屋 を 廃業して、 土地 や 畑 を 買って 農 

業 を 営む ことと なった が、 その後 は 別に 異変 もな く、 

むしろ 身上 は 大きくなる 方で、 それから 十 年 あまり 

の 後に 主人 は 死んだ。 その 死にぎ わに いろいろ のこと 

を 口走った ので、 瓦 竈の 秘密が 初めて 世間に 洩れた と 

いうので すが、 何分に も 十 年余の 昔の ことで も あり、 

確かな 証拠 もない ことです から、 それ は 単に 重病 人の 

うわごと 

譫言と いう だけで 済んで しまった そうです。 しかし、 

かの 窯 変と いい、 兄弟の 死に 方と いい、 それ は 事実に 

相違ない と 近所の 者 は 今でも 信じて いるので す。 

兄弟の せがれ は 父よりも 早く 死んだ ので、 徐の 家で 


は 女の子 を 貰って それに 婿 を 取った のです が、 それ も 

主人が 死んで から 二、 三年の 後に は 夫婦と もに 死ぬ。 

つづいて 養子、 つづいて 養女、 それが みな 七、 八 年と 

は 続かな いでばたば たと 倒れて しまって、 僅かの あい 

だに 今の 主人が 六 代 目 というわけだ そうです。 

今の 主人 もや はリ 養子で、 年 も 若い ので、 三十 年 奉 

公して いる 王と いう 男が、 万事の 世話 をして いる。 こ 

れは なかなかの 忠義 者で、 家に 妖 ある 事 を 知りながら、 

引き つづく 不幸の 中に 立って、 徐の 一 家 を 忠実に 守護 

している の だそう です。 そういう 次第で、 近所で も 王 

の 忠義に は 同情して いるが、 家に 妖 ありと して 徐のー 


家 を ひどく 恐れ 嫌って いる。 諸君 はなん にも 知らない 

で、 うかう かその 門 をく ぐろうと する の を 見て、 かの 

ことば 

若い 支那 人 は 親切に 注意した が、 詞 がよく 通じない 

ので 諸君 は 顧り みずして 去った と 言って、 あとで まだ 

不安に 思って いるよう でした ご 

「はは あ、 そういう わけです か。 実はもう その 妖に逢 

いました よご と、 T 君 は まじめで 言った。 

「妖に 逢った …… 。 どんな ことがあ つたので すご と、 

S 君 も まじめで 訊き かえした。 

「いや、 冗談です よご と、 僕 は 気の毒に なって 打消し 

た。 「なに、 ここの 家の むすめの 病気 を 診て くれと 頼 


まれて、 T 君が 例の 美人 療治 を やった のです よご 

「は あ、 そうでした かご と、 S 君 も 微笑した。 「娘と 

いうの はお そらく 嫁でしょう。 私 は その 娘の こと を 聴 

きました。 徐の家 は 呪われて いると いうので、 近い 処 

から は 誰も 嫁に 来る ものがない。 忠僕の 王が 山 東 省 ま 

で 出かけて 行って、 美人の 娘 を さがして 来た。 といつ 

て も、 実は 高い 金 を 出して 買って 来たので しょう。 と 

ころが、 ここへ 来る とすぐ に 病人に なって、 いつまで 

も 癒らない ので 困って いると いう ことです。 よその 人 

に対して は、 主人の 妻と いうの を 憚って、 主人の 娘と 

いったの でしよう。 病気 はなんで すご 


「たしかに 肺病です ね ご と、 T 君 は 答えた。 

「可哀 そうです なご と、 S 君 も 顔をしかめた。 「まさ 

かに、 ここの 家へ 貰われて 来たせいで もないでしょう 

が、 遅 かれ 速 かれ、 家に 妖 ありの 材料が また ひとつ 殖 

える わけです な。 いや、 どうも 長話 をし ました。 諸君 

は ここにお 泊り でしよう から、 まあ 注意して 妖に 祟ら 

れ ない 方が いいです よ。 女妖 というの はなお 怖ろ しい 

ですから ご 

まじめな 顔で 冗談 を 言 いながら、 S 君が 我れ われの 

まき 

まどい を 離れた 頃に は、 高粱の 薪 ももう 大方 は 灰と 

なって、 弱い 火が 寂しく ちろ ちろ と 燃えて いた。 僕た 


ち 四 人 も 門前まで 送って 出る と、 空に は 銀の ような 星 

が 一 面に 光って、 そこらに は こおろぎの 声が みだれて 

聞え た。 今夜 はもう 霜が おりたの かと 思われる ほどに、 

重 い 夜露が 暗い なかに 薄白く 見えた。 

「寒い、 寒い。 もう 一度、 高粱 を 焚こう ご 

S 君 を 見送る と 僕たち は 早々 に 内へ はい つた。 

あくる 朝 ここ を 出る ときに、 かの 老人 は 再び 湯と 茶 

と 砂糖と を 持って来て くれた。 彼 は 愛想よ く 我れ われ 

に 挨拶して いたが、 気のせい かその 顔に は 暗い 影が 

宿って いた。 ゆうべの 薬 をの ませたら、 病人 もけ さは 

非常に 気分が いいと 言って、 彼 は 繰返して 礼 をい つて 


いた。 

前方の 銃声が けさ は 取 分けて 烈しく きこえる ので、 

僕たち も それにうな がされる ように 急いで 身支度 をし 

た。 S 君の ゆうべの 話 を 再び 考える ひま もな しに、 僕 

たち は 所属 師団 司令部の 所在地へ 龃 けて 行った。 老人 

は 門前まで 送って 来て、 あわただしく 出て 行く 我れ わ 

えしゃく 

れ に対して、 いちいち 会釈して いた。 

我れ われが 遼 陽の 城外に ゆき 着いた の は、 それから 

三日の 後で ある。 その後、 僕 は 徐の家 を 訪問す る 機会 

がなかった が、 かの 老人 はどうし たか、 病める 娘 は ど 

うした か。 妖 ある 家 は 遂に ほろびた か、 あるいは 依然 


として 栄えて いるか。 今 ときどきに 思い出さずに はい 

られ ない。 


第 八の 女 は 語る。 

これ はわた くしの 祖母から 聴き ましたお 話で ござい 

ます。 わたく の 郷里 は 越後の 柏 崎で、 祖父の 代まで は 

こく や 

穀屋を 商売に いたして おり ましたが、 父の 代に なり ま 

して 石油 事業に 関係して、 店 は 他人に 譲って しまい ま 


した。 それ を 譲り受けた 人 もまた 代替り がしまして、 

今では 別の 商売に なって いますが、 それでも 店 だけ は 

幾分 か 昔の すがた を 残して いまして、 毎年の 夏休みに 

帰省し ます ときには、 いつも 何だか 懐かしい ような 心 

持で、 その 店 をの ぞいて 通る ので ございます。 

祖母 は 震災の 前年に 七十 六 歳で 歿し ましたが、 嘉永 

さる 

元年 申 歳の 生れで、 それが 十八の 時の こと だと 申し ま 

すから、 たぶん 慶応 初年の ことで ございましよう。 祖 

母 はお 初と 申しまして、 お 初の 父 —— すなわち わたく 

しの 曾祖父に あたる 人 は 増 右衛門、 それが そのころ の 

当主で、 年 は 四十 三 四であった とか 申します。 先祖 は 


出 羽の 国から 出て 来たと かいう ことで、 家 号 は 山形 屋 

といって いました。 土地で は 旧家の 方で も あり、 その 

ころ は 商売 も かなり 手広く やって いました ので、 店の 

こと は 番頭 どもに 大抵 任せて おきまして、 主人と はい 

いながら、 曾祖父の 増 右衛門 は 自分の 好きな 俳諧 を 

やつたり、 書画骨董 など をい じくった りして、 半分 は 

遊びながら 世 を 送って いたらし いのです。 そういう 訳 

でした から、 書家と か 画家と か 俳諧師と いう 人た ちが 

北国の 方へ 旅 まわりして 来る と、 きっと わたくしの 家 

わらじ 

へ 草鞋 をぬ ぐの が 習いで、 中には 二月 も 三月 も 逗留し 

て 行く の もあった といい ます。 


このお 話の 時分に も、 やはり ふたりの 客が 逗留して 

やすい 

いました。 ひとり は 名 古屋の 俳諧師で 野 水と いい、 ひ 

ぶん あ 

とり は 江戸の 画家で 文 阿と いう 人で、 文 阿の 方が 

二十日 ほど も 先に 来て、 ひと 月 以上 も 逗留して いる。 

野 水の 方 はおくれ て 来て、 半月ば かり も 逗留して いる。 

そこで、 なんでも 九月の はじめの 晚 のこと だとい いま 

す。 主人の 増 右衛門が 自分の 知人で やはり 俳諧 や 骨董 

の 趣味の ある もの 四 人 を 呼びまして、 それに、 野 水と 

文 阿 を 加えて 主人と 客が 七 人、 奥の 広い 座敷で 酒宴 を 

催す ことにな りました。 

呼ばれた 四 人 は 近所の 人た ちで、 暮れ六つ ごろに み 


な 集まって 来ました。 お膳 を 据える 前に、 まずお 茶 や 

お菓子 を 出して、 七 人が いろいろの 世間話な ど をして 

いると ころへ、 ぶら りと たずねて 来たの は 坂 部 

与 茂四郎 という 浪人でした。 浪人と いっても、 羊羹 色 

の 黒 羽織な ど を 着て いるので はなく、 なかなか 立派な 

風 をして いたそう です。 

御 承知 で も > ざい ましよ うが 、 江戸時代に は そこら 

とびち 

は 桑 名 藩の 飛地であった そうで、 町に は 藩の 陣屋が あ 

リ ました。 その 陣屋に 勤めて いる 坂 部 与 五郎と いう 役 

人 は、 年 こそ 若い がたいそう 評判の よい 人であった そ 

あ こ 

うで、 与 茂四郎 という 浪人 は その 兄さんに 当る のです 


が、 子供のと きから どうも からだが 丈夫で な いので、 

こんにちで いえば まあ 廃嫡と いうよう なわけ にな つ て、 

次男の 与 五郎が 家督 を 相続して、 本国の 桑 名から ここ 

の 陣屋 詰 を 申 付かって 来て いる。 

兄さんの 与 茂 四郎は 早くから 家 を 出て、 京都への 

ぼって 或る 人相見のお 弟子に なって いたので すが、 そ 

れ がだん だんに 上達して、 今では 一 本 立ちの 先生に 

なって 諸国 を めぐりある いている。 人相 を 見る ばかり 

でな く、 占い もたいそう 上手 だとい うこと で、 この 時 

は 年 ごろ 三十 一 一三、 やはり 普通の 侍の ように 刀 を さし 

ていて、 服装 も 立派、 人柄 も 立派、 なんにも 知らない 


人に は、 立派な お 武家 さまと みえる ような 人物でした 

から、 なおさら 諸人が 尊敬した わけです。 

その 人が 諸国 をめ ぐって 信 州から 越 後路へ はいつ て、 

自分の 弟が 柏 崎の 陣屋に いるの をたず ねて 来て、 しば 

らく そこに 足 をと めて いる。 曾祖父の 増 右衛門 も ふだ 

ん から 与 五郎と いう 人と は 懇意に していました ので、 

その 縁故から 兄の 与 茂四郎 とも 自然 懇意に なりまして、 

時 どき はこ ちらの 家へ も 遊びに 来る ことがありました。 

今夜 も 突然に たずねて 来たので す。 こちらから 案内し 

たのではありません が、 丁度よ いところ へ 来て くれた 

といって、 増 右衛門 は よろこんで 奥へ 通しました。 


「これ はお 客 来の 折 柄、 とんだお 邪魔 をいた した ご と 

与 茂 四郎は 気の毒 そうに 座に 着きました。 

「いや、 お気の毒 どころではない。 実はお 招き 申した 

いくらいで あつたが、 御迷惑で あろうと 存じて 差 控え 

ておりました ところへ、 折よ くお 越しく だされて 有難 

いこと でございます ご と、 增 右衛門 は 丁寧に 挨拶して、 

一座の 人々 を も 与 茂 四郎に 紹介し ました。 勿論、 その 

なかには、 前々 から 顔なじみの 人 もあります ので、 一 

同 うちとけて 話し はじめました。 

よいと ころへ よい 客が 来て くれたと 主人 は 喜んでい 

るので すが、 不意に 飛 入りのお 客が ひとり 殖えた ので、 


台所の 方で は 少し 慌てました。 前に 申 上げた 祖母のお 

初 はま だ 十八の 娘で、 今夜のお 給仕 役 を 勤める はずに 

なって いるので、 なに かの 手落ちが あって はならない 

と 台所の 方へ 見 まわりに 行きます と、 お 料理 はお 杉と 

ばあや 

いう 老婢が 受持ちで、 ほかの 男 や 女中た ち を 指図して 

忙しそう に 働いて いました が、 祖母の 顔 をみ ると 小声 

で 言いました。 

「お 客 さまが 急に ふえて 困りました ご 

「間に合わない のかえ ご と、 祖母 も 眉 をよ せながら 訊 

きました。 

「いえ、 ほかのお 料理 はどうに でもなります が、 ただ 


困る の は 蟹で ございます よご 

増 右衛門 はふ だんから 蟹が 大好きで、 今夜の 御馳走 

にも 大きい 蟹が 出る はずに なって いるので すが、 主人 

と 客 を あわせて 七 人前の つもりで すから、 蟹 は 七 匹し 

か 用意して ない ところへ、 不意に ひとりのお 客が ふえ 

たので どうす る こと も 出来ない。 

出入りの 魚屋へ 聞き合せ にや つ たが、 思うよう なの 

がない。 なにぶん にも 物が 物です から、 その 大小が 不 

揃いで あると 甚だ 恰好が 悪い。 あとでき つと 旦那 さま 

に 叱られる。 台所の 者 もみな 心配して、 半兵衛 という 

若い者が どこかで 見付けて 来る とい つ て さっきから 出 


て 行った が、 それ もま だ 帰らない。 その 蟹の 顔 を 見な 

いうち は 迂濶に ほかのお 料理 を 運び出す こと も 出来な 

いので、 まことに 困って いると、 お 杉 は 顔をしかめて 

話しました。 

「まったく 困る ねえ ご と、 祖母 もい よいよ 眉 をよ せま 

した。 ほかに も 相当の 料理が 幾 品 も 揃ってい るので す 

から、 い つ そ 蟹 だけ を はぶいたら どうかと も 思った の 

です が、 なにしろ 父の 増 右衛門が 大好きの 物です から、 

廷濶に はぶ いたら 機嫌 を 悪く する に 決ま つてい るので、 

祖母 もしば らく 考えて いますと、 奥の 座敷で 手 を 鳴ら 

す 声が きこえました。 


祖母 は 引つ 返して 奥へ ゆきます と、 増 右衛門 は 待ち 

かねた ように 廊下に 出て 来ました。 

「おい、 なに をして いるの だ。 早くお 膳 を 出さない 

かご 

催促され たの を 幸いに、 祖母 は 蟹の 一件 を そっと 訴 

えます と、 増 右衛門 はちつ とも 取合いませんでした。 

「なに、 一匹 や 二 匹の 蟹が 間に合わな いという ことが 

ある もの か。 町に なければ 浜 じゅう を さがして みろ、 

今夜 はうまい 蟹 を 御馳走い たします と、 お 客 さまた ち 

に か 聴して しまったの だ。 蟹がなければ 御馳走に は 

ならない ぞご 


こう 言われる と、 もう 取 付く 島 もない ので、 祖母 も 

よん どころ なしに 台所へ また 引つ 返して 来る と、 台所 

の 者 はいよ いよ 心配して、 かの 半 兵衛が 帰って来 るの 

を 今か今かと 首 をのば して 待って いるう ちに、 時刻 は 

だんだん 過ぎて ゆく。 奥で は 焦れて 催促す る。 

誰も 彼 も 気が 気で なく、 ただう ろうろ している とこ 

ろへ、 半 兵 衛が息 を 切って 帰って きました。 それ 帰つ 

たという ので、 みんなが あわてて 龃け 出して みると、 

半 兵衛は ひとりの 見馴れない 小僧 を 連れていました。 

小僧 は 十五 六で、 膝つ きりの 短い 汚れた 筒袖 を 着て、 

さかな かご 

古い 魚 籠 を かかえて いました。 それ をみ て 皆まず 


ほ つ とした そうです。 

その 魚 籠の なかには、 三 匹の 蟹が 入れて あつたので、 

こっちに 準備して ある 七 匹の 蟹と 引合せて、 それに 似 

寄りの 大きさの を 一 匹 買おうと したと ころが、 その 小 

僧 は 遠い ところから わざわざ 連れて来られ たの だから、 

三 匹 を みんな 買って くれと いうので す。 

何分 こっち も 急いでい る 場合、 かれこれと 押 問答 を 

しても いられな いので、 その 言う 通りに みな 買つ て や 

る ことにして、 ffi 段 も その 言う 通りに 渡して やる と、 

小僧 は 空の 籠 を かかえて どこかへ 立 去つ てし まい まし 

た。 


「まず これでい いご 

みなも 急に 元気が 出て、 すぐに その 蟹 を 茹で はじめ 

ました。 

二 

お 酒が 出る、 お 料理が だんだんに 出る。 主人 も 客 も 

うち くつろいで、 いい 心 持そう に 飲んで いるう ちに、 

かの 蟹が 大きい 皿の 上に 盛られて、 めいめいの 前に 運 

び 出されました。 

「さっき も 申 上げた 通り、 今夜の 御馳走 はこれ だけで 


す。 どうぞ 召 上がって ください ご 

こう 言って、 増 右衛門 は 一 座の 人た ちに すすめ まし 

た。 わたくしの 郷里の 方で 普通に 取れます 蟹 は、 俗に 

いばら 蟹と いいまして、 甲の 形が やや 三角形に なって 

いばら  とげ 

いて、 その 甲 や 足に 茨の ような 棘が たくさん 生えて 

いるので ございま すが、 今晩の は 俗に かざみと いい ま 

して、 甲の 形が やや 菱形に なって いて、 その 色 は 赤黒 

い 上に 白い 斑の ような ものが あります。 海の 蟹で はこ 

れが 一 等うまい の だと 申します が、 わたくし は 一 向存 

じません。 

なにしろ 今夜 はこの 蟹 を 御馳走す るの が 主人 側の 自 


慢 なのです から、 増 右衛門 は 人に もす すめ 自分 も 箸 を 

着けよう とします と、 上座に 控えて いました かの 坂 部 

与 茂 四郎と いう 人が 急に 声をかけました。 

「御主人、 しばらく ご 

その 声が いかにも 子細 ありげ にき こえました ので、 

増 右衛門 も 思わず 箸 を やめて、 声をかけた 人の 方 をみ 

かえると、 与 茂 四郎は ひたいに 皺 を よせてまず 主人の 

顔 を じっと見つ めました。 それから 片手に 燭台 をと つ 

て、 一座の 人た ちの 顔 を 順々 に照らして みた 後に、 ふ 

ところから 小さい 鏡 をと り 出して 自分の 顔 を も 照らし 

て 見ました。 そうして、 しばらく 溜 ft をつ いて 考えて 


いました が、 やがて こんな こと を 言い出しました。 

「はて、 不思議な ことが ござる。 この 座に ある 人々 の 

うちで、 その 顔に 死相の あらわれ ている 人が ある ご 

一 座の 人た ち は 蒼くな りました。 人相見 や 占いが 上 

手で あると いう この 人の 口から、 まじめに こう 言い出 

された のです から 驚かずに はいられません。 どの 人 も 

ただ 黙って 与 茂 四郎の 暗い 顔 を 眺めて いるば かりで し 

た。 お 給仕に 出て いた 祖母 も 身体 じゅうが 氷の ように 

な つたそう です。 

すると、 与 茂 四郎は 急に 気がつい たように、 祖母の 

方へ 向き 直りました。 この 人 は 今まで 主人と 客との 顔 


だけ を 見 まわして、 この 席で たった 一人の 若い 女の 顔 

を 見落して いたのです。 それに 気がついて、 さらに 燭 

台 を 祖母の 顔の 方へ 差 向けられた ときには、 祖母 は 

まったく 死んだ ような 心 持であった そうです。 それで 

も 祖母に は 別に 変った こと もない らしく、 与 茂 四郎も 

黙って うなずきました。 そうして、 また しずかに 言い 

出しました。 

「折角の 御馳走で は あるが、 この 蟹に は どなた も 箸 を 

おつけに ならぬ 方が よろしかろう。 そのままで お下げ 

ください ご 

してみ ると、 この 蟹に 子細が あるに 相違ありません _ 


死相の あらわれ ている 人 は 誰で あるか。 あらわに その 

名 は 指しません けれども、 主人の 増 右衛門ら しく 思わ 

れ ます。 殊に 祖母に は 思い当る ことがあります。 とい 

うの は、 前から 準備して あった 七 匹の 蟹 は 七 人の 客の 

前に 出して、 あとから 買った 一 匹 を 主人の 膳に 付けた 

のです から、 その 蟹に 何 かの 毒で も あるので はない か 

と は、 誰でも 考え付く ことです。 

主人 も それ を 聴いて、 すぐに その 蟹 を 下げる ように 

言付けました ので、 祖母 も 心得て その 皿 をのせ たお 膳 

を 片付け はじめる と、 与 茂四郎 はまた 注意し ました。 

「その 蟹 は 台所の 人た ちに も 食わせて はならぬ。 みな 


お 取捨て なさい ご 

「かしこまりました ご 

祖母 は 台所へ 行って その 話 をし ますと、 そこにい る 

者 もみな 顔の 色 を 変えました。 とりわけて 半兵衛 は、 

その 蟹 を 自分が 探して 来たので すから、 いよいよ 驚き 

ました。 そこで 念のために 家の 飼犬 を 呼んで 来て、 主 

人の 前に 持 出した 蟹 を 食わせて みると、 たちまちに 苦 

しんで 死んで しまったので、 みなも ぞっとし ました。 

それから 近所の 犬 を 連れて来て、 試しに ほかの 蟹 を 食 

わせて みると、 これ はみ な 別条がない。 こうなる と、 

もう 疑う まで もありません。 あとから 買った 一 匹の 蟹 


に 毒が あって、 それ を 食おうと した 主人の 顔に 死相が 

あらわれ たのです。 

与 茂四郎 という 人のお かげで、 主人 は 危うい ところ 

を 助かって、 こんな 目 出たい こと はない のです が、 な 

にしろ こういう ことがあ つたので、 一座 もなん となく 

白けて しまって、 酒 も 興 も 醒めた という 形、 折角の 御 

馳走 もさん ざん になって、 どの 人 も そこそこに 座 を 

起って 帰りました。 

お 客に 対して 気の毒 は 勿論です が、 怪しい 蟹 を 食わ 

されて、 あぶなく 命 を 取られよ うとした 主人のお どろ 

きと 怒り は 一 と 通りでありません。 台所の 者 一 同 はす 


ぐに 呼びつ けられて、 きびしい 詮議 をう ける ことにな 

リ ましたが、 前に 言った ような わけです から、 誰も 彼 

もた だ 不思議に 思う ばかりです。 ともかくも 半 兵衛は 

当の 責任者で すから、 あした は 早朝から その 怪しい 小 

僧 を 探し あるいて、 一体 その 蟹 を どこから 捕って 来た 

かとい うこと を 詮議す る はずで、 その 晚は そのまま 寝 

てし まいました。 

小僧 は 三 匹の 蟹 を 無理に 売 付けて 行った のです から、 

まだ 二 匹 は 残って います。 これに も 毒が あるかな いか 

を 試して みなければ ならない のです が、 もう 夜 も ふけ 

たので、 それ も あしたの ことにしよう といって、 台所 


の 土間の 隅に ほうり 出して おきます と、 夜の 明けない 

うちに 二 匹ながら 姿 を 隠して しまいました。 死んで い 

ると 思って いた 蟹が 実は まだ 生きて いて、 いつの 間に 

か 這い 出した のか、 それとも 犬 か 猫が くわえ 出した の 

か、 それ も 結局 わかりませんでした。 

えび 

一体、 蝦 や 蟹の たぐいに はどう かする と 中毒す る こ 

とがあります。 したがって、 その 蟹に 毒が あつたから 

といって、 さの み 不思議が るに も 及ばない のか も 知れ 

■ つち 

ません が、 この 時には 主人 を はじめ、 家 じゅうの 者が 

みな 不思議が つ て 騒ぎ 立 つてい ると ころへ、 残った 二 

匹 も ゆくえ 知れずに なった というので、 いよいよ その 


騒ぎが 大きくなりまして、 半 兵衛は 伊助と いう 若い者 

と 一 緒に 早朝から かの 小僧の ありか を 探しに 出ました。 

半 兵衛は 勿論、 台所に 居 あわせた 者のう ちで 誰も そ 

の 小僧の 顔 を 見知って いる 者がない のです。 浜の 漁師 

の 子供なら ば、 誰かが その 顔 を 見知って いそうな はず 

であるから、 あるいは ほかの 土地から 来た 者で はない 

かとい うのです。 こんな 事が あろうと は 思い も よらず、 

暗い 時で はあり、 こっち も 無暗に 急いでい たので、 実 

は その 小僧の 人相 や 風体 を 確かに 見届けて はいない の 

ですから、 こうなる と 探し出す のが 余 ほどの 難儀です。 

その 難儀 を覚捂 で、 ふたり は 早々 に 出て ゆく と、 そ 


の あとで 主人の 増 右衛門 は 陣屋へ 行って、 坂 部 与 五郎 

という 人の 屋敷 をたず ねました。 兄さんの 与 茂 四郎に 

逢って、 ゆうべ はお 蔭 さまで 命拾い をした という 礼 を 

あつく 述べ ますと、 与 茂 四郎は 更にこう 言った そうで 

ちょうじょ ラ 

「まずまず 御 無事で 重 畳で ござった。 但し 手前の 見 

ると ころで は、 まだまだ ほんとうに 禍 いが 去った と 

は 存じられぬ。 近いうちに は、 御 家内に 何 かの 禍 いが 

ない とも 限らぬ。 せ いせい 御用 心が 大切で ござる ぞ。 」 

増 右衛門 はまた ぎょっと しました。 なんとかして そ 

の 禍ぃを 攘ぅ法 は あるまい かと 相談し ましたが、 与 茂 


四郎は 別に その 方法 を 教えて くれなかった そうです。 

ただこの 後 は 決して 蟹 を 食うな と 戒めた だけでした。 

大好きの 蟹 を 封 じられ て、 増 右衛門 もす こし 困った 

のです が、 この場合、 とても そんな 事 をい つて はいら 

れな いので、 蟹 はもう 一生た ベません と、 与 茂 四郎の 

前で 誓って 帰った のです が、 どうも 安心が 出来ません。 

といって、 どう すれば よいと いう こと も 判らない ので 

すから、 家内の 者に 向つ て どういう 注意 を 与える こと 

も 出来ない。 それでも 祖母 だけに は 与 茂四郎 から 注意 

された こと を ささやいて、 当分 は 万事に 気をつけ ろと 

言い聞かせた そうです。 


一 方の 半 兵衛と 伊助 は 早朝に 出て 行った ままで、 

ひるごろ 

午 頃に なっても 帰らない ので、 これ もどう した かと 案 

じている と、 九つ 半 —— 今の 午後 一 時 頃 だそう で ござ 

います —— 頃に なって、 伊助 ひとりが 青くな つて 帰つ 

て 来ました。 半兵衛 はどうし たと 訊いても、 容易に 返 

事が 出来ない のです。 その 顔色と いい、 その 様子 をみ 

て、 みんな はまた ぎょっと しました。 


ぼんやり している 伊助 を 取 巻いて、 大勢が だんだん 


詮議す ると、 出先で こういう 事件が 出来して いる こ 

とが 判りました。 

半 兵衛は ゆうべ 家 を かけ 出して、 ふだんから 懇意に 

している 漁師の 家 をたず ねたので すが、 どこの 家に も、 

蟹がない。 いばら 蟹 や 高足蟹が あっても、 かざみが な 

い。 それから それへ と 聞き あるいて、 だんだんに 北の 

方へ 行って、 路ば たに 立って いる 小僧 を 見つけた ので 

した。 

それです から、 きょう も 伊助と 二人連れで、 とも か 

くも 北の 方角 —— 出 雲 崎 の 方角 で ) J ざい ま す —— を 指 

して 尋ねて 行き ましたが、 ゆうべ の 小僧ら しい 者の 姿 


さばい しが わ 

を 見ない。 知らず 識ら ずに 進んで 鯖 石 川の 岸の 辺まで 

来ます と、 御 承知 かも 知れません が、 この 川 は 海へ そ 

そいで おります。 その 海 寄りの 岸のと ころに 突っ立つ 

て 水 を ながめて いる 小僧、 そのうし ろ 姿が どうも それ 

らしく 思われる ので、 半 兵衛が あわてて 追つ かけ まし 

た。 

一方 は 海、 一方 は 川です から、 ほかに 逃げ道 もない 

と 多寡 をく く つ て、 伊助 は あとから ぶらぶら 行きます 

と、 真っ先に 龃 けて 行った 半 兵衛は そのうし ろから 摑 

まえて、 なに かひと 言 ふた 言い つ ていた かと 思う うち 

に、 どうしたの かよく 判りません が、 半 兵衛は その 小 


僧に ひきずられ たように 水の なかへ はい つてい つてし 

まった のです。 

それ をみ て、 伊助 もび つくりして、 これ も 慌てて そ 

の 場へ 龃け 付け ましたが、 半 兵衛も 小僧 も、 水に 呑ま 

れ たらしく、 もう その 姿が みえない のです。 いよいよ 

驚いて うろたえて、 近所の 漁師の 家へ 龃け 込んで、 こ 

ういう わけで 山形 屋の 店の 者が 沈んだ から 早く 引 揚げ 

て くれと 頼みます と、 わたくしの 店の 名 はこ こらで も 

皆 知ってい ますので、 すぐに 七、 八 人の 者 を 呼び集め 

て、 水の なか を 探して くれたので すが、 二人ともに 見 

付からない。 なにしろ 川の 落ち口で 流れの 早い ところ 


ですから、 あるいは 海の 方へ 押し やられて しまった か 

も 知れない というので、 伊助 も 途方に 暮れて しまい ま 

したが、 今更 どうす る こと も 出来ません。 ともかくも 

出来るだけ は 探して くれと 頼んで おいて、 そのこと を 

注進す るた めに 引つ 返して 来たと いう わけです。 

家の 者 も それ を 聴いて 驚きました。 取 分けて 主人の 

増 右衛門 はかの 与 茂四郎 から 注意され たこと も ありま 

すので、 いよいよ 胸 を 痛めて、 早速 ひとりの 番頭に 店 

の 者 五、 六 人 を 付けて、 伊助と 一 緒に 出して ゃリ まし 

た。 画家の 文 阿 も 出て 行きました。 

前に も 申 上げた 通り、 わたくしの 家に は 俳諧師の 野 


水と 画家の 文 阿が 逗留して いまして、 野 水 は そのと き 

近所へ 出て いて、 留守でした。 文 阿 は 自分の 座敷に あ 

てられた 八 畳の 間で 絵 を かいていました。 文 阿 は 

ぶんちょう 

文晃の 又弟子と かに あたる 人で、 年 は 若い が 江戸で 

も 相当に 名 を 知られて いる 画家 だそう です。 

主人 は 蟹が 好きな ので、 逗留 中に 百 蟹の 図 を かいて 

くれと 頼んだ ところが、 文 阿 は 自分の 未熟の 腕前で は 

どうも 百 蟹 はお ぼっかない。 せめて 十 蟹の 図 を かいて 

みましょう というので、 このあいだから その 座敷に 閉 

じ 籠って、 いろいろの 蟹 を 標本に して 了 $ にかいて い 

るので した。 その 九 匹 はもう 出来 あがって、 残りの 一 


匹 を かいている 最中に この 事件が 出来 t したので、 文 

阿 は 絵筆 をお いて 起ちました。 

「先生 も お出でになる のです かご と、 増 右衛門 は 止め 

るよう に 言いました。 

「は あ。 どうも 気になり ますから ご 

そう 言い捨てて、 文 阿 は 大勢と 一緒に 出て 行って し 

まいました。 しいて 止める にも 及ばない ので、 その ま 

ま 出して ゃリ ますと、 それ を 聞き伝えて 近所から も、 

また 大勢の 人が どやどやと 付いて ゆく。 漁師町から も 

加勢の 者が 出て ゆく。 どうも 大変な 騒ぎに なりました 

が、 主人 はま さかに 出て ゆく わけに もまい りません。 


家に いてた だ 心配して いるば かりです。 

祖母 を はじめ、 ほかの 者 はみ な 店先に 出て、 そのた 

より を 待ちわびて いますと、 そこへ かの 坂 部 与 茂四郎 

という 人が 来ました。 途中で その 噂 を 聴いた とみえ ま 

して、 半 兵衛の 一件 をもう 知っている らしい のです。 

「どうも 飛んだ ことで ござった。 御主人 はお 出かけに 

なり はしまい なご 

「はい、 父 は 宅に おります ご と、 祖母 は 答えました。 

それでまず 安心した というよ うな 顔 をして、 与 茂 四 

郎は 祖母の 案内で 奥へ 通されました。 

「どうも 飛んだ ことで …… ご と、 与 茂四郎 はか さねて 


言いました。 「しかし、 たとい どんな ことがあろう とも 

御主人 はお 出かけに な つ て はなり ませぬ ぞご 

「かしこまりました ご と、 增 右衛門 は 謹んで 答え まし 

さと 

た。 「家内に 何 かの 禍 いが あると いうお 諭しで ござり 

ましたが、 まったく その 通りで 驚き入りました ご 

「お 店から は どなたが お出でになりました なご 

「番頭の 久 右衛門に 店の 者 五、 六 人 を 付けて 出し まし 

た ご 

「ほかに は 誰もまい り ませぬな ご と、 与 茂 四 郎は念 を 

押す ように また 訊きました。 

「ほかに は 絵 かきの 文 阿 先生が …… ご 


「あご と、 与 茂 四郎は 小声で 叫びました。 「誰か を 走 

ら せて、 あの人 だけ はすぐ に 呼び戻す がよ ろしい ご 

「はい、 はいご 

おびえ 切って いる 増 右衛門 は あわてて 店へ 飛んで 出 

て、 すぐに 文 阿 先生 を 呼び戻して 来い、 早く 連れて来 

いと 言い付けて いると ころへ、 店の 者の ひとりが 顔の 

色 を かえて 龃 けて 帰りました。 

「文 阿 先生が …… ご 

「え、 文 阿 先生が …… 。」 

あと を 聴かないで、 増 右衛門 は そのまま 気が 遠く 

なって しまいました。 今日で いえば 脳貧血でしょう。 


蒼くな つて 卒倒した のです から、 ここに また ひと 騒動 

おこりました。 すぐに 医師 を よんで 手当 をして、 幸い 

に 正気 は 付いた のです が、 しばらく は そっと 寝かして 

おけと いう ことで、 奥の 一と 間へ かつぎ 入れて 寝かせ 

ました。 内と 外と に 騒動が 出来した のです から、 実 

に 大変です。 

そこで、 一方の 文 阿 先生 はどうし たかと いうと、 大 

勢と 一緒に 鯖 石 川の 岸へ 行って、 漁師た ちが 死体 捜索 

に 働いて いるの を 見て いるう ちに、 どうした はずみ か 

自分の 足 もとの 土が にわかに 崩れ落ちて、 あっとい う 

間 もな しに 文 阿 は 水の なかへ 転げ込んで しまったので 


ここで もまた ひと 騒ぎ 出来して、 漁師た ち はすぐ に 

それ を 引 揚げようと したので すが、 もう その 形が 見え 

なくなりました。 半兵衛 のとき は ともかくも、 今度 は 

そこに 大勢の 漁師 や 船頭 も 働いて いたので すが、 文 阿 

は どこに 沈んだ か、 どこへ 流された か、 どうしても そ 

の 形 を 見付ける ことが 出来ない ので、 大勢 も 不思議 

がって いるば かりでした。 その 報告 をき いて、 与 茂 四 

郎は 深い 溜 息をつきました。 

「ああ、 手前が もう 少し 早く まいれば よかった。 それ 

でも 御主人の 出向かれなかった のが、 せめても の 仕 合 


せであった ご 

そう 言った ぎりで、 与 茂 四郎は 帰つ てし まいました。 

い つ とき 

主人の 方 は それから 一 刻 ほどして 起きられる ようにな 

りました が、 文 阿と 半 兵 衛の姿 はどうしても 見付かり 

ません。 そのうちに 秋の 日 も 暮れて 来たので、 もう 仕 

方がない と あきらめて、 店の 者 も 漁師た ち も 残念な が 

ら 一 とまず 引 揚げる ことにな りました。 それらが 帰つ 

て 来たので、 店先 は ごたごた している。 祖母 も 店へ 出 

て 大勢の 話 を 聴いて いますと、 奥から 俳諧師の 野 水が 

蚯け 出して 来まして、 誰か 早く 来て くれと いうので す。 

野 水と いう 人 はもう 少し 前に 帰って来て、 自分の 留 


守の あいだに いろいろの 事件が 出来して いるのに 驚か 

されて、 その 見舞ながら 奥へ 行って 主人の 増 右衛門と 

何 か 話して いたのです。 それが あわただしく 龃け 出し 

て 来たので、 大勢 はまた びっくりして その子 細 を 訊き 

ますと、 ただいま 御主人と 奥座敷で 話して いるう ちに、 

何 か 庭先で がさがさと いう 音が きこえた ので、 なに 心 

なく 視 いてみ ると、 二 匹の 大きい 蟹が 縁の下から 這い 

出して、 こっちへ 向って 鋏 を あげた。 それ を 一と 目み 

ると、 御主人 は 気 をう しなって 倒れた というの です。 

それ は 大変 だと 騒ぎ 出して、 またもや 医師 を 呼びに 

やる。 それから それへ といろ いろの 騒動が 降って湧く 


ので、 どの 人の 魂 も 不安と 恐怖と に 強く おびやかされ 

て、 なんだか 生きて いる 空 もない ようになって しまい 

ました。 それ は 薄ら寒い 秋の 宵で、 その 時の こと を考 

える と 今でも ぞ つ とすると、 祖母 は 常々 言つ て いまし 

た。 

まったくそう だろうと 思い やられます。 増 右衛門 は 

医師の 手当で 再び 正気に 戻り ましたが、 一 日のう ちに 

二度 も 卒倒した のです から、 医者 は あとの 養生が 大切 

だと 言い、 本人 も 気 分が悪いと 言って、 その後 は 半月 

ほど も 床に 就いて いました。 

二 匹の 蟹 はほんと うに 姿 を あらわした のか、 それと 


も 増 右衛門の おびえて いる 眼に 一 種の 幻影 をみ たの か、 

それ は 判りません。 しかし 本人 ばかりでなく、 野 水 も 

確かに 見た というの です。 ゆうべから ゆくえ 不明に 

なって いる 二 匹の 蟹が、 あるいは 縁の下に 隠れて いた 

ので はない かと、 大勢が 手分け をして 詮索し ましたが、 

庭の 内に は それらし い 姿 を 見いだ しません でした。 家 

が 大きい ので、 縁の下 はとても 探し 切れませんでした 

から、 あるいは 奥の 方へ 逃げ込んで しまったの かも 知 

れ ません。 

今日の 我れ われから 考えます と、 どうも それ は 主人 

と 野 水の 幻覚ら しく 思われる のです が、 一概にそうと 


も 断定ので きないの は、 ここに また 一 つの 事件が ある 

のです。 前に も 申した 通リ、 文 阿 は 十 蟹の 図 を かき か 

けて 出て 行った ので、 その 座敷 は そのまま になって い 

たのです が、 あとで あらためて みると、 絵 具 皿 は 片端 

から 引っくり返 されて、 九 匹の 蟹 を かいて ある 大幅の 

上に は 墨 や 朱 や 雌 黄 や いろいろ の 絵 具 を 散らして、 蟹 

が 横這い をしたら しい 足跡が いくつ も 残って いました。 

してみ ると、 かの 二 匹の 蟹が 文 阿の あき 巣へ 忍び込ん 

で、 その 十 蟹の 絵絹の 上 を 踏み荒らし たように 思われ 

ま ^9 

それから 一 週間 ほど 過ぎて、 文 阿と 半 兵衛の 死骸が 


浮き あがりました。 ふたりともに 顔 や 身体の 内 を 何 か 

に啖ぃ 取られて、 手足 や 肋 の 骨が あらわれて、 実に ふ 

た 目と は 見られない 酷たら しい 姿に なって いたそう で 

す。 漁師た ちの 話で は、 おそらく 蟹に 啖 われた ので あ 

ろうとい うこと でした。 

これで ともかくも 二人の 死骸 は 見付か リ ましたが、 

かの 小僧 だけ は 遂に ゆくえが 判りません。 誰に 訊いて 

も、 ここらで そんな 小僧の 姿 を 見た 者 はない から、 多 

分 ほかの 土地の 者であろう というの です。 大方 そんな 

ことか も 知れません。 まさかに 川 や 海の 中から 出て 来 

たわけで もあります ま い。 


増 右衛門 は その 以来、 決して 蟹 を 食わない ばかり か、 

掛軸で も屛 風で も、 床の間の 置物で も、 莨 入れの 金物 

でも、 すべて 蟹に ちなん だよう な もの はいつ さい 取捨 

てて しまいました。 それでも 薄暗い 時な どに は、 二 匹 

の 蟹が 庭先 へ 這 い 出して 来たな どと 騒ぎ 立 てること が 

あった そうです。 海の 蟹が 縁の下な どに 長く 棲んで い 

られる はずはありません から、 これ は 勿論、 一 種の 幻 

覚 でしよう。 


いっぽん あし おんな 

一 本 足の 女 


i 

第 九の 男 は 語る。 

ば きん 

わたし は 千 葉の 者で あるが、 馬 琴の 八 犬 伝で おなじ 

よし ざね  なリ  みち さねた か  とよ 

みの 里 見の 家 は、 義実、 義成、 義通、 実尭、 義豊、 義 

たか  ひろ  ょリ  やす  ただよし 

尭、 義弘、 義頼、 義康の 九 代 を 伝えて、 十代 目の 忠義 

で ほろびた ので ある。 それ は 元 和 元年、 すなわち 大坂 


落城の 年の 夏で、 かの 大久 保相模 守の 姻戚 関係から 滅 

亡の 禍ぃを まねいた ので あると 伝えられ ている。 

大久保 相 模守忠 隣 は 相 州 小 田 原の 城主で、 徳川家の 

譜代大名 のうちで も 羽振りの よい 一人で あつたが、 一 

朝に して その 家 は 取 潰されて しまった。 その 原因 は 明 

らか でない。 かの 大久保 石 見守 長 安の 罪に 連坐した の 

であると もい い、 または 大坂 方に 内通の 疑いが あった 

ためで あると もい い、 あるいは 本 多 佐 渡 守 父子の 讒言 

による ともいう。 いずれに して も 里 見 忠義 は 相 模守忠 

隣の むすめ を 妻に していた 関係 上、 舅 の 家が ほろび 

ほうき 

ると 間もなく、 彼 も その 所領 を 召し上げられて、 伯耆 


の 国に 流罪 を 申 付けられ、 房 州の 名家 も その 跡 を 絶つ 

たので ある。 里 見の 家が 連綿と していたら、 八 犬 伝 は 

世に出なかった に 相違ない。 馬 琴 はさら に 他の 題材 を 

選ばなければ ならない ことにな つたであろう。 

あだし ごと はさて おき 

馬 琴の 口真似 をす ると、 閑話休題、 これから わた 

しが 語ろうと する の は、 その 里 見の 家が ほろびる 前後 

のこと である。 忠義の 先代 義康は 安房の 侍従と 呼ばれ 

け い ちょ う 

た 人で、 慶長 八 年 十 一 月 十六 日、 三十 一 歳で 死んで い 

る。 その 三 周忌の ひと 月 かふた 月 前の ことで あると い 

うから、 慶長十 年の 晚秋か 初冬の 頃であろう。 

当代の 忠義に 仕えて いる 家来のう ちに、 百 石 取りの 


侍に 大滝 庄兵衛 というの があった。 百 石と いっても、 

実際 は 百 俵であった そうだが、 この 百 石 取りが 百 人 

あって、 それ を 安房の 百 人 衆と 唱え、 里 見の 部下で は 

なかなか 幅が利いた ものである という。 その 庄兵衛 が 

ちゅうげん  たてやま 

夫婦と 中間との 三人 づれで 館 山の 城下の 延命 寺へ 参 

詣に 行った。 延命 寺 は 里 見 家の 菩提寺で ある。 その 帰 

リ路 に、 夫婦 は 路傍に うずくまつ ている 一人の 少女 を 

みた。 

少女 は 乞食で あるら しく、 夫婦が ここへ 通りかかつ 

たの を 見て、 無言で 土に 頭 を 下げる と、 夫婦 も 思わず 

立ち どまった。 仏参の 帰りに 乞食 をみ て、 夫婦 はいく 


ら かの 銭 を 恵んで やろうと したので はない。 今度の 忠 

義の 代に な つ てから、 乞食に 物 を 恵む こと を 禁じられ 

ていた。 乞食な ど は 国土の 費えで ある。 ひっきよ うか 

れらに 施し 恵む 者が あれば こそ、 乞食な どと いう もの 

が 殖える ので あるから、 ひと 粒の 米、 一 文の 銭 も かれ 

らに 与えて はならぬ と 触れ 渡されて いた。 庄兵衛 夫婦 

も 勿論 その 趣旨に 従わなければ ならない ので あるから、 

今や 自分た ちの 前に 頭 を 下げて いる この 乞食 を みても、 

素知らぬ顔 をして 通り過ぎる のが 当然で あつたが、 こ 

こで 彼ら 夫婦が 思わず 足 をと どめた の は、 その 少女が 

いかにも 美しく 可憐に 見えた からであった。 


少女 はま だ 八つ か 九つぐ らいで、 袖の せまい 上 総 木 

ひとえもの 

綿の 単衣、 それ も 縞 目の 判らない ほどに 垢 付いてい 

るの を 肌寒そう に 着て いた。 髪 はもち ろん 振リ 散らし 

ていた。 そのお どろ 髪の あいだから 現われて いるかれ 

の 顔 は、 磨かない 玉の ようにみ えた。 

「まあ、 可愛らし いご と、 庄兵衛 の 妻 は ひとりごとの 

ように 言った。 

「むむ ご と、 夫 も 溜 息をついた。 

物 を 恵む とか 恵まない とかいう の は 一 一の 次と して、 

夫婦 はこの 可憐な 少女 を 見捨てて 行く のに 忍び ない よ 

とし 

うな 気がした ので、 妻 は 立 寄つ て その 歳 や 名 をき くと、 


歳 は 九 つで 名 は 知らな い と 答えた。 

「生れた ところ は ご 

「知りません ご 

「両親の 名 は ご 

「知りません ご 

しょ-つ こ < 

こういう 身の上の 少女が 生国 を 知らず、 ふた 親の 

名 を 知らず、 わが 名 を 知らな いのは、 さの み 珍しい こ 

とで もない。 少女 は 妻の 問いに 対して、 自分 は 赤 児の 

ときに 路傍に 捨てられ ていたの を 或る人に 拾われた が、 

三つの 年に また 捨てられた。 それから 又 ある 人に 拾わ 

れ たが、 これ も 一年ば かりで また 捨てられた。 拾われ 


て は 捨てられ、 捨てられて は 拾われ、 その後 二、 三人 

の 手 を 経る うちに、 少女 は ともかくも 七つに なった。 

これまで 生長 すれば、 乞食 をしても どうにか 生きて ゆ 

かれる ので、 人の なさけに すがりながら 今まで 露命 を 

つないで いると 話した。 

「まあ、 可哀 そうに …… ご と、 庄兵衛 の 妻 は 涙ぐんだ。 

「おまえの ような 可愛らしい 子が、 なぜ 行く先 ざき で 

捨てられ るの かご 

かたわ もの 

「それ はわた くしが 不具者で あるから でございます ご 

と、 少女 は その美し い 眼に 涙 を やどした。 「世に も少 

ない 不具者 を 誰が 養って くれましょう。 はじめは 不憫 


を 加えて くれましても、 やがて は 愛想 をつ かされる の 

でございます ご 

かれは 年よりも ませた 口ぶりで 言った。 しかし 見た 

なりかたち 

ところでは、 人並す ぐれた 容形 で、 別に 不具者ら しい 

様子 もない ので、 妻 も 庄兵衛 も 不思議に 思った。 恥 か 

しいの か、 悲しい のか、 少女 は 身 をす くめ、 身 を ふる 

わせて、 ただ すすり泣 きをして いるば かりで あるの を 

夫婦が いろいろに なだめす かして 詮議す ると、 かれが 

不具で ある 子細が 初めて 判った。 

土に 坐つ ている ので 今まで は 気が付かなかった が、 

少女 は 一本 足であった。 かれは 左の 足 を もっている だ 


けで、 右の 足 は 膝の 上から 切断され ている のであった。 

生れ 落ちる とからの 不具で はない。 さりと て 何 かの 病 

いのた めに 切断した ので もない。 おそらく 何 かの子 細 

で路 ばた に 捨てられ ていたと ころ を、 野良犬 か 狼の よ 

けもの 

うな 獣の ために 片足 を啖ぃ 切られたら しいと、 その 

疵口の 模様に よ つ て 庄兵衛 は 判断した。 

こうなる と、 夫婦 はいよ いよ 不憫が 増して 来て、 ど 

うしても このままに 見捨てて ゆく 気に はなれな くな つ 

た。 こういう 美しい、 いじらしい 少女 を 乞食に してお 

くと いう ことが 不憫で ある ばかりでなく、 前に もい う 

なんぴと 

通りのお 触れが 出て いる 以上、 かれは 何人の 恵み を も 


受ける ことが 出来 なくなって、 早く 他領へ 立 退く か、 

あるいは ここでみ すみす 飢え死にし なければ ならない 

ので ある。 庄兵衛 は 試みに 少女に 訊いた。 

「おまえ は 乞食に 物 を やるな と いうお 触れの 出て いる 

の を 知らないの かご 

「知りません ご と、 かれは まったく 何にも 知らないよ 

うに 答えた。 

庄兵衛 の 妻 はまた 泣かされた。 かれは 夫 を 小 蔭へ ま 

ねいて、 なんとかして かの 少女 を 救って やろうで はな 

いかと ささやく と、 庄兵衛 にも 異存はなかった。 しか 

し 自分 も 里 見 家に つかえる 身の上で、 この 際お もて 向 


きに 乞食 を 保護す るな どは穏 かで ない と 思 つたので、 

彼 はきょうの 供に 連れて来た 中間の 与巿を 呼んで 相談 

した。 

にしみ さき 

与 巿は館 山の 城下から 遠くない 西 岬と いう 村の 者 

で、 実家 は 農で あるが、 武家 奉公 を 望んで 二、 三年 前 

から 庄兵衛 の 屋敷に 勤めて いるので ある。 年 は 若い が 

リちぎ 

正直 律義の 者で、 実家に は 母 も 兄 も ある。 庄兵衛 はか 

の 少女 を ひとまず 与巿の 実家へ あずけて おきたい と 

思って、 ひそかに その 相談 をす ると、 与巿は 素直に 承 

知した。 

「それで はすぐ に 連れて行つ て くれ ご 


主人の 命令に そむかない 与巿 は、 一本 足の 乞食の 少 

女 を 背負って、 すぐに 自分の 実家へ 運んで 行った。 ま 

ず これで 安心して 庄兵衛 夫婦 も そのまま 自分の 屋敷へ 

帰る と、 日の 暮れる ころに 与巿は 戻って 来て、 かれ を 

確かに 母 や 兄に 頼んで まいり ましたと 報告した。 

それから 半月 ほどの 後に、 庄兵衛 の 妻 は その 様子 を 

見届けな がらに 西 岬の 家へ たずねて ゆく と、 少女 はつ 

つがな く 暮らして いた。 与 巿の母 や 兄 も 律義者で、 主 

人の 指図 を 大事に 心得て いるば かりで なく、 彼ら は不 

ふびん 

具の 少女に 不便 を 加えて、 心から 親切に 優しく いた 

わって いるら しいので、 妻 もい よいよ 安心して 帰った- 


それから ふた 月 か 三月 ほど 過ぎて、 その 年の暮れに 

なると、 更にお どろく ベ き 命令が 領主 の 忠義から 下さ 

れた。 さきに 触れ 渡して、 乞食 どもに はいつ さい 施す 

なと 言い聞かせて あるのに、 乞食 ども はや はり 城下 や 

きんぜ い 

近在に うろうろと 立ち迷って いるの は、 禁制 を 破って 

ひそかに 彼らに 恵む 者が あるの か、 あるいは 彼らが 盗 

み 食いでも する のか、 いずれにしても 先度の 触れ 渡し 

の 趣意が 徹底 しないの は、 遺憾で あると いうので、 さ 

らに 領内の 宿無し 又は 乞食の たぐいに 対して、 三日 以 

内に 他領へ 立 退くべき こと を 命令した。 その 期限 を 過 

ぎても なお そこらに 徘徊して いるもの は、 見つけ 次第 


に 打殺す というの である。 

この 厳重な 触れ 渡しに おびやかされて、 乞食 ども は 

みな 早々 に 逃げ 散った が、 中には その 触れ 渡し を 知ら 

ないで 居残って いた 者 や、 あるいは 逃げお くれて 捕 わ 

れた者 や、 それら は 法の ごとくに 打殺され るの も あつ 

た。 生き埋め にされ るの もあった。 こうして、 里 見の 

領内の 乞食 や 宿無しの たぐい は 一 掃され た。 

「早くに あの 娘 を 助けてよ かった ご と、 庄兵衛 夫婦 は 

ひそかに 語り合った。 

歩行 も 自由で ない 一 本 足の 少女な ど は、 この場合お 

そらく 逃げお くれて 最初の 生贄 となった であろう。 夫 


婦が 少女 を 救った こと は 幸いに 誰に も 知られなかった。 

勿論、 与 巿には 堅く 口止め をして おいた。 

二 

幸運の 少女 は 与 市の 実家で 親切に 養われて いた。 庄 

兵 衛の妻 も 時 どきに そっと 彼女 をたず ねて、 着物 や 小 

遣 銭な ど を 恵んで いた。 なんとか 名 をつ けなければ い 

けない というので、 少女 をお 冬と 呼ばせる ことにした。 

そのうちに 五 年 過ぎて、 お 冬 もい つか 十六の 春 を 迎え 

た。 


あめ 風に さらされ、 砂 ほこりに まみれて、 往来の 土 

の 上に 這 いっくば つていた 頃です らも、 庄兵衛 夫婦 の 

眼 を ひいた 程の 少女 は、 だんだん 生長す るに 連れて、 

玉の 光りが いよいよ 輝く ようになった。 子どもの 時 か 

ら 馴れて いるので、 杖に すがれば 近所 を あるく に は 差 

支え もなかった。 人間 も 利口で、 且は 器用な 質で ある 

こうしゃ 

ので、 針仕事な ど は 年に もまして 巧者であった。 

「これで 足さえ 揃って いれば 申 分 はない の だが …… ご 

と、 与 巿の母 や 兄 も 一層 かれの 不幸 を あわれんだ。 

不具に もよ るが、 一本 足と いうので はまず 嫁入りの 

口 も むずかしい。 殊に ここら はみ な 農家で、 男 も 女 も 


きりょう 

働かなければ ならない ので あるから、 いかに 容貌が よ 

くても、 人間が 利口で も、 一 本 足の 不具者 を 嫁に 貰う 

もの はなさそう である。 あたら 容貌 を 持ちながら 一 生 

を 日 かげの 花で 終る のかと 思う と、 与 巿の母 や 兄ば か 

りで なく、 時 どきに たずねて ゆく 庄兵衛 の 妻 も 暗い 思 

い を させられた。 

庄兵衛 夫婦 には子 供がない。 かれらが 不具の 少女 を 

拾い あげたの も、 勿論 その 不幸 を あわれむ 心から 出た 

に は 相違ない が、 子の ない 夫婦の 子供 好きと いう こと 

も 半分 はま じってい たので、 妻 は 一面に 暗い 思い をし 

ながら も、 また 一 面に はだん だんに 美しく 生長して ゆ 


くお 冬の 顔 をみ るの を 楽しみに、 時 どきに 忍んで 逢い 

に 行く のであった。 そうして いくらかの 附金 をして 

やっても よいから、 どこかで 嫁に 貰って くれる 家 は あ 

るまい かな どと、 与 巿の母 や 兄に 相談す る こと も あつ 

たが、 前にい つたよう な 訳で あるから、 この 相談 は容 

易に 運びそう もなか つ た。 

こうして、 また 一年 二 年と 送る うちに、 お 冬 はいよ 

いよ 美しい 娘盛りと なって、 いつも 近所の 若い 男 ども 

の 噂に のぼった。 中にはい たずら 半分に その 袖 を ひく 

者 もあった が、 利口な お 冬 は 振 向き もしなかった。 か 

れは与 巿の母 や 兄 を 主人と も 敬い、 親兄弟と も 慕って、 


おとなしく つ つまし やかに 暮らして いた。 

慶長 十九 年、 お 冬が 十八の 春に は、 その 大恩 人た る 

大滝庄 兵衛の 主人の 家に、 暗い 雲が 掩ぃ かかって 来た。 

かの 大久保 相 模守忠 隣が 幕府の 命令に よ つ て 突然に 小 

田 原 領五万 石 を 召 上げられ、 あわせて 小 田 原 城 を 破 却 

された ので ある。 

へ きれき 

その子 細 は 知らず、 なにしろ 青天の霹靂 ともいうべ 

きこの 出来事に 対して、 関東一円 は 動揺した が、 とり 

わけて 大久 保と 縁 を 組んで いる 里 見の 家で は、 やみ 夜 

ともしび  しゅうしょう 

に燈火 をう しなった ように 周 章 狼狽した。 あるいは 

大久 保と おなじ 処分 をう けて、 領地 召 上げ、 お 家 滅亡、 


そんな ことになる かも 知れない という 噂が それから そ 

れと 伝えられて、 不安の 空気が 城内に もみな ぎった。 

庄兵衛 も その 不安 を 感じた 一 人で あるら しく、 この 

すの さき 

ごろ は 洲先 神社に 参詣す る ことにな つた。 洲先は 頼 朝 

いくさ 

が 石橋 山の 軍に 負けて、 安房へ 落ちて 来たと きに 初 

めて 上陸した ところで、 おなじ 源氏の 流れ を 汲む 里 見 

そんすう 

の 家で は 日ごろ 尊崇して いる 神社で あるから、 庄兵衛 

がそれ に 参詣して 主家の 安泰 を 祈る の は 無理 もな いこ 

とであった。 

神社 は 西 岬 村の はずれに あるので、 庄兵衛 は その 途 

中、 与 市の 実家へ 久 振りで 立 寄った。 彼 は 娘盛りのお 


冬 をみ て、 年毎に その美し くな り まさって 行く のに 驚 

かされた。 その 以来、 彼 は 参詣の 都度に 与 市の 家 をた 

ずね るよう になった。 そのうちに 江戸 表から 洩れて 来 

まきぞえ 

る 種々 の 情報に よると、 どうで も 里 見 家に 連坐の 祟り 

なしで は 済みそう もない というので、 一家 中の 不安 は 

いよいよ 大きくな つた。 庄兵衛 は洲先 神社へ 夜 詣りを 

始めた。 

彼の 夜 詣りは 三月から 始まって 五月まで つづ いた。 

当番 その他の よん どころ ない 差支えで ない 限り、 ひと 

ち つ とち 

晚 でも 参詣 を 怠らなかった。 主家 を 案じる の は 道理で 

あるが、 夜詣り をす るよう になって から、 彼 は 決して 


供 を 連れて行かな いという ことが 妻の 注意 を ひいた。 

まだ そのほか にも 何 か 思い当る ことがあ つたと 見えて 

妻 は 与巿を 呼んで ささやいた。 

「庄 兵衛 殿が この頃の 様子、 どうも 腑に 落ちない こと 

が あるので、 きょうは そっと その あと を 付けて みょう 

と 思います。 おまえ 案内して くれない かご 

与巿は 承知して 主人の 妻 を 案内す る ことにな つた。 

みちの リ 

近いと いっても 相当の 路程が あるので、 庄兵衛 は 日の 

暮れる の を 待ち かねる ように 出て ゆく。 妻と 与 巿とは 

少しく おくれて 出る と、 途中で 五月の 日 はすつ かリ暮 

れ 切って、 ゆく 手の 村 は 青葉の 闇につつ まれて しまつ 


たので、 かれら は 尾け て ゆく 人の すがた を 見失った。 

「どうしょう かご と、 妻 は 立 止まって 思案した。 

「ともかくも 洲 先まで 行って 御覧な されて はいかが ご 

と、 与巿は 言った。 

「そうしましょう ご 

まったく それより ほかに 仕様がな いので、 妻 は 思い 

切って また 歩き 出した が、 なにぶん にも 暗い ので、 か 

れは 当惑した。 与巿は 男で はあり、 土地の 勝手 もよ く 

知ってい るので、 さの み 困る こと もなかつ たが、 庄兵 

衛の妻 は 足 許の あぶない のに 頗る 困った。 夫の あと 

を 尾け るつ もりで 出て 来たので あるから、 もとより 


たいまつ 

松明 や 火緦の 用意 もない。 妻 はた まりかね て 声をかけ 

た。 

「与 巿。 手 を ひいて くれぬ かご 

与巿 はすこし 躊躇したら しかった が、 主人の 妻から 

重ねて 声をかけられて、 彼 はもう 辞退す る わけに も ゆ 

かなくな つた。 かれは 片手に 主人の 妻の 手 を 取って、 

暗い なか を 探る ようにして 歩き 出した。 そうして、 ま 

だ 十 間と は 行かない うちに、 路ば たの 木の かげから 何 

者 か 現われ出て、 忍びの 者な どが 持つ 龕燈 提灯 を 二人 

の 眼 先へ だしぬけに 突きつ けた。 はっと 驚いて 立ちす 

くむと、 相手 はすぐ に 呼びかけた。 


「与巿 か。 主人の 妻の 手 を 引いて、 どこへ ゆく ご 

それ は 主人の 庄兵衛 の 声であった。 庄兵衛 はつ づけ 

て 言った。 

「おのれら が 不義の 証拠、 たしかに 見届けた ぞ。 覚悟 

しろ ご 

「あれ、 飛んでも ない こと を …… ご と、 妻 はお どろい 

て 叫んだ。 

「ええ、 若い 下郎め と 手に 手 を 取って、 闇夜 を さまよ 

い あるく のが 何より 証拠 だ ご 

もう 問答の いとま もない。 庄兵衛 の 刀 は 闇に ひらめ 

いたかと 思う と、 片手 なぐりに 妻の 肩先から 斬り 下げ 


た。 

ラ しろ 

あっと 叫んで 逃げよう とする 与巿 も、 おなじく 背後 

から 肩 を 斬られた。 それでも 彼 は 夢中で 逃げ出す と、 

あたかも 自分の 家の 前に 出た ので、 やれ 嬉し やと 転げ 

込む と、 母 も 兄 も その 血み どろの 姿 を 見て びっくりし 

た。 与巿は 今夜の 始末 を 簡単に 話して、 そのまま 息が 

絶えて しま つ た。 

あくる 朝に なって、 庄兵衛 から 表向きの 届けが 出た。 

妻 は 中間の 与巿と 不義 を 働いて、 与巿の 実家へ 身 を 隠 

そうとする ところ を、 途中で 追いと めて 二人ともに 成 

敗いた したと いうので ある。 妻の 里方で は それ を 疑つ 


た。 与 巿の母 や 兄 はもち ろん 不承知であった。 しかし 

里方と しても 確かに 不義で ない という 反証 を 提出す る 

こと は 出来なかった。 与 巿の母 や 兄 は 身分ち がいの 悲 

しさに、 しょせん は 泣き寝入り にす るの ほか はな かつ 

た。 

それと 同時に、 与巿の 家へ は 庄兵衛 の 使が 来て、 左 

ふらち  やど もと 

様な 不埒 者の 宿 許へ お 冬 を 預けて おく こと は 出来ぬ と 

いうので、 迎 いの 乗物に お 冬 を 乗せて 帰った。 その 日 

から 一 本 足の 美しい 女 は 庄兵衛 の 屋敷の 奥に 養われる 

ことにな つたので ある。 

何分に も 主人の 家が 潰れる か 立つ か、 自分た ち も 生 


きる か 死ぬ か、 それさえ も 判らぬ という 危急存亡の 場 

合で あるから、 誰も そんな こと を 問題に する 者 はな 

かった。 

不安と 動揺のう ちに 一年 を 送って、 あくれば 元 和 元 

年で ある。 その 年の 五月に は 大坂は 落城して、 いよい 

よ 徳川家 一統の 世に なった。 今まで 無事で いたの を 見 

ると、 或いは このままに 救われる かと も 思って いたの 

らち 

は 空頼みで、 大 坂の 埒が あくと 間もなく、 五月の 下旬 


に 最後の 判決が 下された。 里 見の 家 は 領地 を 奪われて、 

ほうき 

忠義 は 伯耆へ 流罪 を 申 付けられ たので ある。 

主人の 家が ほろびて、 里 見の 家来 はみ な 俄 浪人と 

なった。 そのな かで 大滝庄 兵衛は 夫婦の ほかに 家族 も 

なく、 平生から 心がけ もよ かった ので、 家に は 多少の 

蓄財 も ある。 浪人しても 差し あたり 困る ような こと も 

ない ので、 僅かの 家来 どもに は 暇 を 出して、 庄兵衛 は 

館 山の 城下 を 退散した。 しかし、 彼 は 自分 ひとりと い 

うわけ に は ゆかなかった。 彼に はお 冬と いう 女が 付き 

まとって いた。 庄兵衛 も それ を 振 捨てて 行こうと は 思 

わない ので、 歩行の 不自由な 女 を 介抱しながら、 とも 


びんせん 

かく も 江戸の 方角へ 向う ことにして、 便船 をた のんで 

かずさ 

上 総へ 渡り、 さらに 木更津 から 船路の 旅 をつ づけて つ 

つがな く 江戸へ はいった。 

それ は 庄兵衛 が 不義 者と して 妻と 中間と を 成敗して 

から 一 年の 後で、 庄兵衛 は 四十 六 歳、 お 冬 は 十九 歳の 

夏であった。 

せんそう じ 

かれら はもう 公然の 夫婦で、 浅 草 寺に 近いと ころに 

仮住居 を 求め、 当分 はなす 事 もな しに 月日 を 送って い 

た。 安房の 里 見と いえば 名家で は あるが、 近年 は その 

武道 も あまり 世に きこえな いので、 里 見 浪人 を よろこ 

んで召 抱えて くれる 屋敷 もなかった。 お 冬 も 武家 奉公 


を 好まなかった。 一本 足の 女、 しかも 自分と は 親子 ほ 

ども 年の 違う 女 を、 拙者の 妻で ござる と い つ て武 家屋 

うしろ 

敷へ 連 込む こと は、 庄兵衛 もなん だか 後め たいよう 

にも 思った ので、 かたがた 二度の 主取り は 見合せ る こ 

とに したが、 いつまでも むなしく 遊んで はいられない 

ので、 彼 は 近所の 人の 勧める がま まに 手 習の 師匠 を始 

める と、 その 人が 親切に 周旋して、 とりあえず 七、 八 

人の 弟子 を あつめて 来て くれた。 そうなる と、 庄兵衛 

も 家の ことの 手伝い もして いられない。 足の 不自由な 

お 冬 だけで は 何 かにつ けて 不便な ので、 台所 働きの 下 

女 を 雇う ことにし たが、 どの 女 も ひと 月 かふた 月で み 


な 立 去って しまった。 

あまりに 奉公人が たびたび 代る ので、 近所の 人た ち 

も 不思議に 思って、 暇 を 取って 出て ゆく 一人の 女に 

そっと 訊いて みると、 こんな こと を 言った。 

「若い 御新造 は あんな 美しい 顔 をして いながら、 なん 

だか 怖い 人です。 その上に、 あんまり 旦那 さまと 仲が 

そま 

良 過ぎる ので、 とても 傍で 見て はいられません ご 

親子 ほど も 年の 違う 夫婦が 仲よ く 暮らして いる こと 

は 近所の 者 も 認めて いたが、 傍で 見て いるに 堪えられ 

ないで 奉公人ら が みな 立 去る ほどに むつまじ いという 

の は、 すこしく 案外であった。 


それから 注意して 窺う と、 庄兵衛 夫婦の むつまじい 

こと は 想像 以上で、 弟子のう ちで も 少しく 大きい 子 ど 

も は 顔を赧 くす るよう な ことが 度た びであった。 十二 

三になる 娘な ど は、 もうあのお 師匠さん へ 行く の はい 

や だと 言い出し たもの もあった。 そんな わけで、 多く 

もない 弟子が だんだんに 減って 来る ばかり か、 貯えの 

金 も 大抵 使い 果してし まった ので、 仲の よい 夫婦 も 一 

年 あまりの 後に は 世帯の 苦労が 身にしみて 来た。 

「わたくし はもと もと 乞食です から、 ふたたび 元の 身 

の 上に かえると 思えば よいので すご 

お 冬 は 平気で いるら しかった が、 庄兵衛 は 最愛の 妻 


を 伴って 乞食 をす る 気に はなれなかった。 元 和 二 年の 

しわす 

師走の 夜に、 かれが 浅 草の 並木 を 通る と、 むこうから 

来る 一人の 男に 出逢った。 それ は 町家の 奉公人で、 ど 

こへ か懸 取りに 行ったら しく 見えた ので、 庄兵衛 は 俄 

かにき ざした 出来 ごころ から 不意に その ゆく 手に 立ち 

ふさがった。 

「この 師走に 差 迫って、 浪人の 身で 難渋いた す。 

御 合力く だされ ご 

一種の 追剝 ぎと みて、 相手 も 油断し なかった。 彼 は 

何の 返事 もせずに、 だしぬけに 自分の 穿いて いる 草履 

をと つて、 庄兵衛 の 顔 を 強く うった。 そうして、 こつ 


ちの 慌てる 隙 をみ て、 かれは 一目散に 逃げ去ろ うとし 

たので ある。 

泥 草履で 真つ こう をう たれて、 庄兵 衛は赫 となった。 

斬って しまって、 いまさら 悔む 気に もな つたが、 毒 食 

わば 皿までと 度胸 をす えて、 庄兵衛 は 死人の 首に かけ 

ている 財布 を 奪い取って 逃げた。 浅 草 寺の ほとりまで 

来て、 そっと その 財布 を あらため ると、 銭が 二 貫 文 ほ 

どはいつ ている だけであった。 

「こればかりの ことで 飛んだ 罪 を 作った ご と、 彼 はい 

よいよ 後悔した。 

しかし 今の 身の上で は 二 貫 文の 銭 も 大切で ある。 庄 


兵衛は その 銭 を 懐ろ にして 家へ 帰った が、 生れてから 

きりと 

初めて 斬 取り 強盗 を 働いた ので あるから、 なんだか 気 

が 咎めて ならない。 万一 の 詮議に 逢った 時に その 証拠 

を 残して おいて はならない と 思った ので、 かれは 燈火 

の 下で 刀の 血 を 丁寧に 拭おうと している と、 お 冬が そ 

ばから 視き 込んだ。 

「もし、 それ は 人の 血で は ござり ませぬ かご 

「むむ、 途中で 追剝 ぎに 出逢った ので、 一太 刀 斬って 

追い払った」 と、 庄兵衛 は 自分の こと を 逆に 話した。 

お 冬 はうな ずいて 眺めて いたが、 やがて その 刀の 血 

な 

を 嘗めさせて くれと 言 つ た。 これに は 庄兵衛 もす こし 


驚いた が、 自分の 惑溺して いる 美しい 妻の 要求 をし り 

ぞ ける こと は 出来なくて、 彼 は その 言う がま まに 人間 

の血汐 をお 冬に ねぶらせた。 

その 夜の 閨の 内で、 彼 は 妻から どんな 註文 を 出され 

たの か 知らないが、 そ の 後 は 日の 暮れる 頃から 忍び 出 

て、 三日に 一度ぐ らいず つ は 往来の 人 を 斬って 歩いた。 

その 刀の 血 をお 冬 は 嬉しそうに ねぶった。 死人の ふと 

ころから 奪った 金 は、 夫婦の 生活費と なった。 ある 夜、 

どうしても 人 を 斬る 機会がなくて 路ば たの 犬 を 斬って 

帰る と、 お 冬 は それ を 嘗めて 顔色 を 悪く した。 

「これ は 人の 血で は ござり ませぬ。 犬の 血 で) y ざ り ま 


すご 

庄兵衛 は 一 言 もなかった。 それば かりで なく、 それ 

が 男の 血で あるか 女の 血で あるか、 あるいは 子供の 血 

であるか という ことまで も、 お 冬 はいちい ちに 鑑別し 

て 庄兵衛 を おどろかした。 それが だんだんに 劫 じて 来 

て、 庄兵衛 は 抉に 小さい 壺を 忍ばせて いて、 斬られた 

なまち 

人の 疵口から 流れ出る 生血 を そそぎ 込んで 来る ように 

なった。 

かしゃく 

彼 は その 惨虐な 行為に 対して、 時 どきに 良心の 呵責 

を 感じる ことがないでも なかった が、 その 苦しみ も 妻 

の 美しい 笑顔に 逢えば、 あさ 日に 照らされる 露の よう 


に 消えて しまった。 彼 は 一種の 殺人鬼と なって、 江戸 

の 男 や 女 を 斬って あるいた。 そうして、 妻 を 喜ばせる 

ばかりでなく、 それが 男の 血で あるか、 女の 血で ある 

か を 言い当てさせ るの も、 彼が 一 つの 興味と なった。 

ちょうり ようばつ こ 

しかし この 時代で も、 こうした 悪鬼の 跳梁跋扈 を 

いつまでも 見逃がして はおかなかった。 殊に 天下 もよ 

うやく 一  統 して、 徳川 幕府 は もっぱら 江戸の 経営に 全 

力 を そそいで いる 時節で あるから、 巿 中の 取締 リも決 

して おろそかに はしなかった。 町奉行 所では この頃し 

きりに 流行る という 辻斬りに 対して、 厳重に 探索の 網 

を 張る ことにな つた。 庄兵衛 も 薄う すそれ を覚ら ない 


ではなかった が、 今更 どうしても やめられない 羽目に 

なって、 相 変らず その 辻斬り をつ づけて いるう ちに、 

彼 は 上野の 山 下で 町 廻りの 手に 捕われた。 

牢屋に つながれて 三日 五日 を 送って いる あいだに、 

狂える 心 は 次第に 鎮まって、 庄兵衛 は 夢から 醒めた 人 

のように なった。 彼 は 役人の 吟味に 対して、 いっさい 

の 罪 を 正直に 白状した。 安房に いると きに、 妻と 中間 

と を 無体に 成敗した ことまで 隠さずに 申立てた。 

「なぜ このように 罪 を かさねました か。 我れ ながら 夢 

のよう で ござります ご 

彼 もい ちいち 記憶して いないが、 元 和 二 年の 冬から 


翌年の 夏に かけて およそ 五十人 ほど を 斬ったら しいと 

言った。 そうして、 今にな つて 考える と、 かのお 冬と 

いう 一 本 足の 女 はどう もた だの 人間で はない かも 知れ 

ない とも 言った。 その 証拠と して、 かれは 幾カ条 かの 

怪しむべき 事実 を かぞえ 立てた そうで あるが、 それ は 

秘密に 付せられ て 世に 伝わらない。 

いずれにしても、 お 冬と いう 女 も 一 応は 吟味の 必要 

が あると 認められて、 捕り 方の 者 四、 五 人が 庄兵衛 の 

留守宅に むかった。 女 ひとり を 引つ 立てて 来る のに 四、 

で ば  ぎょうさん 

五 人の 出張り はちつ と 仰山ら しいが、 庄兵衛 の 申立 

てに よって 奉行所の 方で も 幾分 か 警戒した らしい。 


それ は 六月の 末の ゆうぐれで、 お 冬 は 竹縁に 出て 蚊 

やり 火 を 焚いて いたが、 その 煙りの あいだから 捕り 方 

のす がた を 一 と 目み ると、 お 冬 は 忽ちに 起ち あがって 

庭へ 飛び降り たかと 思う 間もなく、 まばらな 生け垣 を 

かき 破って 表へ 逃げ出した。 捕り 方 は つづいて 追って 

行った。 

一本 足で ありながら、 お 冬 は 男の 足 も 及ばない ほど 

みぞ かわ 

に 早く 走った。 その 頃 はこ こらに 溝川の ような ものが 

幾す じ も 流れて いるの を、 お 冬 は それから それへ と 飛 

ぶように 跳り 越えて ゆく ので、 捕り 方の 者 ども もお ど 

ろかされ た。 それでも あくまでも 追い詰めて ゆく と、 


かれは 隅 田 川の 岸から 身 を ひるがえして 飛び込んだ。 

その 途中、 捕り 方に 加勢して かれの ゆく 手 を 遮ろうと 

した 者 もあった が、 その物す ごく 瞋 つた 顔 をみ ると 誰 

もみな 飛びの いてし まった。 

「早く 舟 を 出せ ご 

捕り 方 は 岸に つないで ある 小舟に 乗って 漕ぎ出す と、 

お 冬の すがた は 一 旦 沈んで また 浮き出した。 川の 底で 

自分から 脱いだ のか、 あるいは 自然に 脱げた もの か、 

浮き上がった 時のお 冬 は 一 糸 もっけない 赤裸で、 一 本 

足で 浪を 蹴って ゆく 女の 白い 姿が まだ 暮れ 切らない 水 

の 上に あきらかに 見えた。 


それ を 目が けて 漕いで 行く と、 あまり 急いで 棹 を 損 

じたた めか、 まだ 中流まで 行き着かな いうちに、 その 

小舟 は 横浪に 煽られて たちまち 転覆した。 捕り 方 は 水 

練の 心得が あつたので、 いずれも 幸いに 無事であった 

が、 その 騒ぎの あいだにお 冬の ゆくえ を 見失って し 

まった。 ともかくも 向う 岸の 堤 を 詮議した が、 そこら 

では 誰も そんな 女 を 見かけた 者 はない とのこと で、 捕 

リ方 もむな しく 引 揚げた。 

牢屋の なかで その 話 を 聴いて、 庄兵衛 はいよ いよ 思 

い 当った ように 嘆息した。 

ただもの 

「ま つ たく あの 女 は 唯 物で は ござら なんだ。 あれが 世 


に いう 鬼女で ござろう ご 

とおか 

それから 十日 ほど 経つ と、 庄兵衛 は 牢役人に むかつ 

て、 早くお 仕置 をね がいたい と 申出た。 実は 昨夜 かの 

お 冬が 牢の 外へ 来て、 しきりに 自分 を 誘い出 そうとし 

たが、 自分 はかた く 断って 出なかった。 みすみす 魔性 

の 者と は 思いながら も、 かれの 顔 をみ ると どうも 心が 

動きそう でなら ない。 一度 は 断っても、 二度が 三度と 

たび 重なると、 あるいは 再び 心が 狂い 出して 破牢 を 企 

てるような ことに ならない とも 限らない。 それ を 思う 

と、 我れ ながら 怖ろ しくて ならない から、 一刻も早く 

殺しても らいたい というの であった。 


その 望みの 通りに、 彼 は それから 二日の 後、 千 住で 

磔刑に かけられた。 


き  かみ 

黄い ろい 紙 


i 

第 十の 女 は 語る。 

近年 は コレラな どと いう もの もめった に 流行し なく 

なった の は、 まことに 結構な ことで ございます。 たと 

え 流行した と 申した ところで、 予防 も 消毒 も 十分に 行 

きと どきます から、 一 S の 流行 期間に 百 人 か 二百 人の 


患者が 出る のが 精々 でございます。 ところが、 以前 は 

あんせい 

なかなか そういう 訳に はまい リ ません。 安政 時代の 大 

コレラと いうの は どんなでした か、 人の 話に 聴く ばか 

りで よく 存じません が、 明治時代に なりまして は、 十 

九 年の コレラが 一 番 ひどかった と 申します。 

わたくし は 明治 元年の 生れで 丁度 十九の 夏で ござい 

ましたから、 その 頃の こと はよ く 知って おります が、 

そのと きの 流行 は ひどい もので、 東京 巿内 だけで も 一 

日に 百 五十人と か 二百 人と かいう 患者が 続々 出る とい 

う ありさまで、 まったく 怖ろ しい ことでした。 これ か 

ら申 上げる の は その 時のお 話で ございます。 


わたくしの 家 は 小 谷と 申しまして、 江戸時代から 

代々 の 医師で ございました。 父 は 若い 時に 長 崎へ 行つ 

て 修業して 来ました そうで、 明治に なりまして から 軍 

医 を 志願し まして、 西南 戦争に も 従軍し ました。 その 

とき、 日向の 延 岡で 流弾に あたって 左の 足に 負傷し ま 

して、 一 旦は訳 もな く 癒った のです が、 それから どう 

も 左の 足に 故障が 出来まして、 跛 足と いう 程で もない 

のです が、 片足が なんだか 吊れる ような 具合いで、 と 

うとう 思い切って 明治 十七 年から 辞職す る ことにな り 

ました。 それでも 幾らか 貯蓄 も あり、 年金 も 貰える の 

で、 小 体に 暮らして ゆけば 別に 困る という 程で もぁリ 


ませんで したが、 これから 無職で 暮らして 行こうと す 

るに は、 やはり それだけの 陣立て をし なければ なリま 

せん。 父 は 母と 相談して、 新 宿の 番衆 町に 地所 付きの 

家 を 買いました。 

御 承知で もありましょう が、 新 宿 も 今では 四 谷 区に 

編入され て、 見 ちがえる ように 繁昌の 土地に なり まし 

たが、 そのころ の 新 宿、 殊に 番衆 町の あたり は 全く 田 

舎と いっても よいく らいで、 人家 こそ 建ち 続いて おり 

ます けれど も、 それ は それ は 寂し いところ で， > J ざ い ま 

した。 

わたくしの 父の 買いました 家 は 昔の 武家屋敷で、 門 


ま  いえ 

の 左右 は 大きい 竹 藪に 囲まれて、 その 奥に 七 間の 家が 

あります。 地面 は 五 百 二十 坪と か あるそう で、 裏手の 

方 は 畑に なって おり ましたが、 それでも まだまだ 広い 

むじな 

あき 地が ありました。 ここらに は 狸 ゃ狢も 棲んで い 

ると いう ことで、 夜 は 時 どき 狐の 鳴き声 もき こえ まし 

た。 そういう わけで、 父 は 静かで よいと 言って ぉリま 

したが、 母 やわた くしに はちつ と 静か 過ぎて 寂し ゆう 

ございました。 お 富と いう 女中が ひとりお リ ましたが 

これ は 二十 四 五の 頑丈な 女で、 父と 一緒に 畑 仕事な ど 

もして くれました。 

番衆 町へ 来てから 足 かけ 三年 目が 明治 十九 年、 すな 


わち 大 コレラの 年で ございます。 暑さ も 暑し、 辺鄙な 

ところに 住んで おります ので、 めったに 巿内 のまん 中 

へ は 出ません から、 世間の こ ともよく 判らない ので ご 

ざいます が、 毎日の 新聞 を 見ます と、 巿 内の コレラ は 

ますます 熾になる ばかりで、 容易に やみそう も あり 

ません。 

八月の 末の 夕方で ございました。 母と わたくしが 広 

い 縁側へ 出て、 巿 内の コレラの 噂 をして、 もういい 加 

減に おしまい にな リ そうな もの だな どと 言つ てお リま 

すと、 縁に 腰 を かけて いたお 富が こんな こと を 言い出 

しました。 


「でも、 奥さん、 ここらに は コレラに なりたい と 言つ 

て いる 人が あるそう でございます よご 

「まあ、 馬鹿な こと を …… ご と、 母 は 思わず 笑い出し 

ました。 「誰が コレラに なりたい なんて …… 。 冗談に 

も 程が ある。」 

「いいえ、 それが 本当ら しいので ございま すよ。 この 

うち 

右の 横町の 飯 田と いう 家 を 御存じで しょうご 

と、 お 富 は まじめで 言いました。 「あの 家の 御新造 

です よご 

ご しん ぞ  ことば 

この 時代に は 江戸の なごりで、 御新造と いう 詞が 

まだ 用いられて いました。 それ は 奥さんの 次で、 おか 


みさん の 上です。 つまり 奥さん、 御新造さん、 おかみ 

■ つち 

さんと いう 順序になる ので、 飯 田さん という 家 はな か 

なか 立派に 暮らして いるので すが、 その 女 あるじが、 

囲い者ら しいと いうので、 近所で は 奥さんと もい わず、 

おかみさん ともい わず、 中を取って 御新造 さんと 呼ん 

でい るので した。 

「なぜ また、 あの 御新造が そんな こと を 言う のか しら、 

やっぱり 冗談だろう ご と、 母 はや はり 笑って いました。 

わたくし も、 むろん 冗談 だと 思って おりました。 と 

ころが、 お 富の 言う ところ を 聴きます と、 それが どう 

も 冗談で はな いらし いという の で) J ざ います。 


飯 田さん というの は、 わたくしの 横町 を はいります 

と、 その 中 ほどに また 右の 方へ 曲る 横町が ありまして、 

その 横町の 南側に ある 大きい 家で、 門の 両 わき は 杉の 

生け垣に なって おります が、 裏手に はや はり 大きい 竹 

藪が ございまして、 門 も 建物 も 近年 手入れ をしたら し 

ふるいえ 

く、 わたくしどもの 古家よりも よほど 立派に みえます。 

いき 

御新造さん というの は 二十 八 九 か 三十ぐ らいの 粋な人 

で、 以前 は 日本 橋と かで 芸妓 をして いたと かいう 噂で 

した。 この 人が 女 あるじで、 ほかにお 元お 仲と いう 二 

人の 女中が おりました。 お 元はもう 五十 以上のば あや 

で、 お 仲 はま だ 十八 九の 若い 女でした が、 御新造さん 


が コレラに なりたい と 言って いる こと は、 そのお 仲と 

いう 女中が お 富に 話した の だそう でございます。 

なぜ だか 知りません けれど、 御新造さん はこの ごろ 

口癖の ように コレラに なりた いと 言う。 どうしたら コ 

レラ になれ るだろう なぞと 言う。 それが だんだんに 劫 

じて 来て、 お 元ば あやの 止める の をき かずに、 お 刺身 

あらい  きゅう リ 

や 洗 肉 をた ベる。 天 ぷらを 食べる。 胡瓜 もみ を 食べる 

—— この 時代に はそんな もの を 食べる と、 コレラに な 

ると 言った ものでした。 それ を 平気で わざとら しく 食 

べるの をみ ると、 御新造さん は 洒落 や 冗談で なく、 ほ 

ん とうに コレラになる の を 願つ ている ように 思われる 


ので、 年の 若い お 仲と いう 女中 はもう 堪らなくな リま 

した。 万一 コレラに なったら ば、 それで 御新造さん は 

本望 かも 知れない が、 ほかの 事と は 違って 傍の 者が 難 

儀です。 御新造 さんが コレラに なって、 それが 自分た 

ちに うつったら 大変で あるから、 今のう ちに 早く 暇 を 

取って 立 去りたい と、 お 仲 は 泣きそう な 顔 をして いた 

と いうので ございます。 

その 話 をき いて、 母 も わたくし もい やな 心 持に なり 

ました。 

うち 

「あすこの 家の 奉公人ば かり じゃあない。 あの 家で コ 

レラ なん ぞが 始まったら 近所迷惑 だ ご と、 母 も 顔 をし 


かめました。 「それにしても、 あの 御新造 は なぜ そん 

な こと を 言う のだろう ね。 気で も 違った の じゃあない 

かしら ご 

「そうです ね。 なんだか 変です ねえ ご と、 わたくし も 

言いました。 まったく 正気の 沙汰と は 思われな いから 

でございます。 

「ところが、 お 仲さん の 話で は、 別に 気が おかしい よ 

うな 様子 はみ えない という ことです ご と、 お 富 は 言い 

ぎょうじゃ 

ました。 「なんでも 浅 草の 方に 大層え らい 行者が ぁリ 

ますそう で、 御新造 はこの 間 そこへ 何 かお 禱リを 頼み 

に 行って 来て、 それから コレラに なりたい なんて 言い 


出したら しいと いうので ございます。 その 行者が 何 か 

変な こと を 言った のじ やあります まい かご 

「でも、 自分が コレラに なりたい と言うの はお かしい 

じ やない かご 

母 は それ を 疑って いるよう で ございました。 わたく 

しに も その 理屈が よく 呑み込めませんでした。 いずれ 

にしても、 同町 内の すぐ 近所に コレラに なりたい と 

願って いる 人が 住んで いる なぞと いうの は、 どうも 薄 

気味の 悪い ことで ございます。 

「なにしろ、 い やだねえ ご と、 母 は 再び 顔をしかめて 

いました。 


「ま つ たくい やで ございます。 お 仲さん はどうしても 

今月い つ ぱいで お 暇 を もらう と 言つ ておりました が、 

御主人が 承知し ます かしら ご と、 お 富 も 不安ら しい 顔 

をして いました。 

そのうちに 父が 風呂から 上が つ てまい りました ので、 

母から その 話 をし ますと、 父 はすぐ に 笑い出しました。 

「あの 女中 は 何 か 自分に しくじり があって、 急に 暇 を 

出される ような 事に なった ので、 そのご まかしに いい 

加減な でたらめ を 言う の だ。 噓 ももう 少し ほんとうら 

しい こと を 考えれば いいのに …… 。 やっぱり 年が 若い 

からな ご 


父 は 頭から 問題に もしない ので、 話 もまず それぎ り 

にな つ てし まいました。 

成程そう いえば そんな 事がない とも 言われません。 

自分に 落度が あって 暇 を 出されても、 主人の 方が 悪い 

ように 言い触ら すの は 奉公人の 習いです から、 飯 田の 

御新造の コレラ 話 も どこまでが 本当 だか わからない。 

こう 思う と、 わたくし 共 も それにつ いて あまり 深く 考 

えない ようになりました。 

二 


それから 三日 目の 夕方に、 わたくし はお 富 を 連れて 

新 宿の 大通りまで 買物に 出ました。 夕方と いっても ま 

だ 明るい 時分で、 暑い 日の 暮れる の を 鳴き 惜しむ よう 

せみ 

な蟬の 声が、 そこらで 忙しそう に 聞え ていました。 

横町 をもう 五、 六 間で 出ぬ けようと する 時に、 むこ 

うから 二人 づれの 女が はいつ て 来ました。 お 富が 小声 

で 注意す るよう に、 お嬢さんと 呼びます ので、 わたく 

しも 気がついて よく 見ます と、 それ はかの 飯 田の 御 新 

造と 女中のお 仲です。 

近所に 住んで いながら、 特別に 親しく 附合 いもして 

えしゃく 

おりません ので、 わたくし 共 はた だ 無言で 会釈して す 


れ 違いました が、 お 仲と いう 女中 はいかに も 沈み 切つ 

た、 今にも 泣き出し そうな 顔 をして 主人の あとに 付い 

て ゆく のが、 なんだか 可哀 そうな ように も 見えました 

「お嬢さん。 ごらんなさい。 あの 御新造の 顔 を …… ご 

と、 お 富 はふり かえりながら 小声で また 言いました。 

ま つ たくお 富の 言う 通り、 飯 田の 御新造の 顔容 はし 

ばらく の 間にめ つきり とや つれ 果てて、 どうしてもた 

だの 人と は 思われな いような、 影のう すい 人に なって 

おりました。 

「もう コレラに な つ ている のじ やあります まい かごと 

お 富 は 言いました。 


「まさか ご 

と は 言い ましたが、 飯 田の 御新造の 身の上に ついて、 

わたくし も 一 種の 不安 を 感ぜずに はいられません でし 

た。 コレラ は噓 にしても、 なに かの 重い 病気に 罹って 

いるに 相違ない とわたく し は 想像し ました。 婦人病 か 

肺病で は あるまい か なぞと も 考えました。 

そういう たぐいの 病気で 容易に 癒り そう もない とこ 

ろから、 いっそ 死んで しまいたい、 コレラに でもな つ 

て 死んで しまいたい というよ うな 愚痴が 出た の を、 女 

中た ちが 一途に 真に 受けて、 御主人 は コレラに なりた 

いと 願って いる なぞと 言い触らした のであろう とも 考 


えてみ ました。 しかし 生魚 や 天 ぶら を 無暗に たべ ると 

いう 以上、 ほんとうに コレラに なって 死のうと 思って 

いるの かも 知れない なぞと も 考えられました。 

九月に な つ て も コレラ は なかなかお しまいに なり ま 

せんので、 大抵の 学校 は 九月 一日からの 授業 開始 を 当 

分 延期す るよう な 始末でした。 おまけに 今まで は 山の 

手 方面に は 比較的 少な かった コレ ラ 患者が だんだ ん に 

ふえて 来まして、 四 谷から 新 宿の 方に も 黄い ろい 紙 を 

貼つ けた 家が 目につく ようにな つ てまい りました。 

その 当時 は、 コレラ 患者の 出た 家に は 丁度 かし 家 札 

のよう な 形に 黄い ろい 紙 を 貼り付けて おく ことにな つ 


ておりました ので、 往来 を あるいて いて、 黄い ろい 紙 

の 貼って ある 家の 前 を 通る の は、 まことに いやな 心 持 

で ございました。 そういう わけで、 怖ろ しい コレラが 

だんだんに 眼と 鼻の あいだへ 押 寄せて 来ました ので、 

気の 弱い わたくし 共 はまった くびく びく もので、 早く 

寒くな つて くれれば いいと、 ただ それば かリを 念じて 

おりました。 

「飯 田さん のお 仲さん は やっぱり 勤めて いる ことに 

な つたそう です ご 

ある 日、 お 富が わたくしに 報告し ました。 お 仲 は ど 

うしても 八月 かぎりで 暇 を 取る つもりで いたと ころが 


御新造が お 仲に むか つ て、 お前 はどうして もこの 家 を 

出て ゆく 気 か、 わたし ももう 長い こと はない の だから 

どうぞ 辛抱して いて くれ。 これほど 頼む の を 無理に 振 

切って 出て ゆく というなら、 わたし はきつ とお まえ を 

怨 むから そう 思って いるが いいと、 たいへんに 怖い顔 

をして 睨まれた ので、 お 仲 は ぞっとして しまって、 仕 

方な しに また 辛抱す る ことにな つたと いうので ござい 

ます。 

お 富 はまた こんな こと を 話しました。 

むじな 

「あの 御新造 は ゆうべ 狢を 殺した そうです よご 

「むじな を …… 。 どうして …… ご と、 わたくし は 訊き 


ました。 

「なんでも きのうの 夕方、 もう 薄暗くな つた 時分に、 

どこから かむ じな が …… 。 もっとも 小さい 子 だそう で 

すが、 庭先へ ひょろひょろ 這い 出して 来たの を、 御 新 

造が みつけて、 ばあやさん とお 仲さん に 早く 捉まえろ 

と言うので、 よん どころ なしに 捉まえる と、 御新造 は 

草 刈 鎌 を 持ち出して 来て、 力ま かせに その子む じな の 

首 を斬リ 落して しまった そうで …… 。 お 仲さん はまた 

ぞ つ としたと いう ことです。 全く あの 御新造 はどう か 

してい るんで すね。 どうしても 唯 事じゃありません 

よご 


「そうか も 知れない ねえ ご 

飯 田の 御新造 は 病気が 募って 来て、 むやみに 神経が 

興奮して、 こんな 気違い じみた 乱暴な 残酷な こと をす 

るよう になった のか も 知れない と、 わたくし は 何だか 

気の毒に もな りました。 しかし そんな 乱暴が 増長す る 

と、 しまいに は どんな こと を 仕出かす か 判らない。 自 

分の 家へ 火で も 付けられたら 大変 だ —— わたくし は そ 

んな こと も 考える ようになりました。 

忘れ もしない、 九月 十二 日の 午前 八 時 頃で ございま 

した。 使に 出た お 富が 顔の 色 を かえて 帰って来まして、 

息 を 切って わたくし 共に また 報告し ました。 


「飯 田さん の 御新造が とうとう コレラに なりました。 

ゆうべの 夜半から 吐いた リ 下したり して …… 。 噓じゃ 

ありません。 警察 や 役場 の 人た ちが 来て 大騒ぎ で す。 」 

「まあ。 大変 …… ご 

わたくし も 驚いて 門の 外まで 出て 見ます と、 狭い 横 

町の 入口に は 大勢の 人が 集まって 騒いで おりまして、 

石炭酸の 臭いが 眼に しみる ようです。 病人 は 避病院へ 

送られる らしく、 黄い ろい 紙の 旗 を 立てた 釣 台 も 来て 

おりました。 なんだか 怖ろ しくな つて、 わたくし は 

早々 に 内へ 逃げ込んで しまいました。 

飯 田の 御新造 は 真症 コレラで 避病院 へ 運び込まれ ま 


したが、 その 晚の十 時 ごろに 死んだ そうで ございます。 

御 本人 は それで 本望 かも 知れません が、 交通遮断 やら 

消毒 やらで 近所 は大 迷惑で ございました。 それ も 自然 

に 発病した というの ならば、 おた がいの 災難で 仕方 も 

ない ことです が、 この 御新造 は 自分から 病気になる の 

を 願って いたらし いという 噂が 世間に ひろまって、 近 

所から ひどく 怨 まれたり、 憎まれたり しました。 

「飛んでも ない 気ち がいだ ご と、 わたくしの 父 も 言い 

ました。 

ところが、 その後に お 仲と いう 女中の 口から こうい 

う 事実が 伝えられて、 わたくしども を 不思議 がらせ ま 


した。 前に も 申す 通り、 その 当時 は 黄い ろい 紙に コレ 

かど 

ラと 黒く 書いて、 新患 者の 出た 家の 門に 貼り付ける こ 

とに なって おりました。 飯 田の 御新造 はいつ の 間に か 

うち 

その 黄い ろい 紙 を 二 枚 用意して いて、 一枚 は 自分の 家 

に 貼って、 他の 一 枚 は 柳 橋の こうこう いう 家の 門に 

貼って くれと 警察の 人に 頼んだ そうです。 

何 を 言う のかと も 思った ので すが 、 警察 の 方から 念 

のために 柳 橋へ 聞 合せる と、 果して その 家に も コレラ 

の 新患 者が 出た というので、 警察で もび つくりした そ 

うで ございます。 その 新患 者 は 柳 橋の 芸妓 だとい うこ 

とでした。 


お 仲 は 飯 田の 御新造が 番衆 町へ 引っ越して 来てから 

の 奉公人で、 むかしの 事 はなん にも 知らない のでした 

が、 お 元と いうば あやは その 以前から 長く 奉公して い 

た 女で、 いっさいの 事情 を 承知して いたので ございま 

す。 なにしろ 病気が 病気です から 誰も 悔みに 来る 者 も 

なく、 お 元と お 仲との 二人ぎ リで 寂しい 葬式 をす ませ 

たのです が、 そのお 通夜の 晚 にお 元が 初めて 御新造の 

秘密 を お 仲に 打明けた そうで ございます。 


御新造 は 世間の 噂の 通り、 以前 は 柳 橋の 芸妓で あつ 

たという ことで、 ある 立派な 官 員さん の 御 貝顯属 にな つ 

て、 とうとう 引かされる ことにな つたので す。 その 官 

員さん という 方 は、 その後 だんだん 偉くな つて、 明治 

の 末年まで 生きて おいででして、 そのお 家 は 今でも 立 

派に 栄えて おります から、 そのお 名前 を あらわに 申 上 

げ るの は 遠慮いた さなければ なりません ので、 ここで 

はた だ 立 派な 官員さ ん と 申す だ けの ことに 致して おき 

ましょう。 その 官員 さんの 囲い もの  そのころ は 

ごん さい  ことば 

権 妻と いう 詞が 流行って おりました。 —— になって、 

この 番衆 町に 地面 や 家 を 買って もらって、 旦那 様 はと 


きどき に 忍んで 来たと いう わけで ございました。 

それで 四、 五 年 は 無事であった のです が、 この 春 ご 

ろから 旦那 様の 車が だんだんに 遠ざか つ て、 六月 頃 か 

ら はばった りと 足が 止まって しまいました。 飯 田の 御 

新造 も 心配して いろいろ 探索して みると、 旦那 様 は 柳 

橋の 芸妓に 新しい お 馴染が 出来た という ことが 判り ま 

した。 しかも その 芸妓 は、 御新造が 勤め をして いる こ 

ろに 妹分 同様にして 引立てて やった 若い 女 だと 判った 

ので、 御新造 は 歯が み をして 口惜しが つ たそうで ござ 

レます 

もっとも 旦那 様から 月々 のお 手当 はや はり 欠かさず 


に 届けて 来る ので、 生活に 困る というよ うな こと はな 

かった のです が、 妹分の 女に 旦那 を 取られた のが 無暗 

に 口惜しかった らしい。 それ は 無理 もない ことです が、 

この 御新造 は 人 一 倍に 嫉妬ぶ かい 質と みえまして、 相 

手の 芸妓が 憎くて ならなかった のです。 

旦那 様が 番衆 町の 方から 遠の いたの は、 わたくしの 

想像した 通り、 御新造に 頑固な 婦人病が あつたからで、 

これまで にも いろいろの 療治 をした のです が、 どうし 

て も 癒らない ばか リか、 年々 に 重って ゆく という 始末 

なので、 旦那 様 も ふたたび 元 地の 柳 橋へ 行って 新しい 

お 馴染 を こしらえ たような 訳で、 旦那 様の 方に もま あ 


無理の ない ところ も あるので ございましよう。 それで 

も 月々 のお 手当 はと どこお りなく 呉れて、 ちっとも 不 

自由 はさせ ていないの ですから、 御新造 も 旦那 様を怨 

もうと はしなかった のです が、 どう 考えても 相手の 女 

が 憎い、 怨めしい。 そのうちに 一方の 病気 はだん だん 

に 重って 来る。 御新造 はいよ いよ 實々 して、 いっそ 死 

ん でしまい たい、 コレラに でもな つてし まいたい と 言 

い 暮らして いるう ちに、 いくらか 神経 も 狂った のか も 

知れません、 ほんとうに コレラになる 気になつ たらし 

く、 お 元ば あやの 止める の もき かないで、 この 際む や 

みに 食べ て は 悪い という もの を 遠慮な しに 食べる よう 


になった ので ございます。 

むじな の 子の 首 を 鎌で むごたら しく 斬った などと い 

うの も、 やはり 神経が 狂って いるせ いでした ろうが、 

むじな がその 芸妓に でも 見えた のか、 それとも むじな 

よじょう きぬ 

を その 芸妓に なぞらえて 予 譲の 衣と いうよう な 心 持で 

あつたの か、 そこまで は 判りません。 

いずれにしても、 御新造 は その 本望 通り コレラに 

なって しまったので ございます。 浅 草の 偉い 行者と い 

うの は どんな 人 か、 また どんなお 祈り をす るの か知リ 

ません が、 御新造 は その 行者に 秘密のお 禱り でも 頼ん 

で、 自分の 死ぬ ときには 相手の 女 も 一緒に 連れて行く 


ことが 出来る という 事 を 信じて いたらし いのです。 

それで、 あらかじめ 黄い ろい 紙 を 二 枚 用意して おい 

て、 いざと いう ときには、 一枚 を 柳 橋の こうこう いう 

かど 

家の 門に 貼って くれと 頼む ことにした ので あろうと 思 

われます。 御新造に 呪われた のか、 それとも 自然の 暗 

合 か、 とにかく その 芸妓 も 同日に コレラに 罹った の は 

事実で、 やはり その 夜な かに 死んだ そうで ございます。 

お 元と いうば あやは 御新造の 遺言で、 その 着物から 

持物 全部 を 貰って 国へ 帰りました。 このば あやは 柳 橋 

時代から 御新造に 仕えて いた 忠義 者で、 生れ は 相模の 

方 だと か 聞きました。 お 仲 はお 元から いくらかの 形見 


を 分けて もらって、 また どこへ か 奉公に 出た ようで し 

た。 残って いる 地面と 家作 は 御新造の 弟に ゆずられる 

ことにな りました が、 この 弟 は 本 所 辺で 馬具 屋 をして 

いる 男で、 評判の 道楽者であった そうです から、 半年 

と 経たない うちに、 その 地面 も 家作 もみな 人手に ゆず 

リ 渡して しまいました。 

そうなる と、 世間で は 碌な こと は 言いません。 あす 

この 家 は、 飯 田の 御新造の 幽霊が 出る の 何のと 取 留め 

もない こと を 言 い 触らす 者が ございます。 しかし その 

後に 引 移って 来た 藤 岡さん という 方の 奥さんが、 五 年 

目の 明治 二十 四 年に インフルエンザで なくなり、 また 


その あとへ 来た 陸軍 中佐の 方が 明治 一 一十 七 年の 日 清 戦 

争で 戦死し、 その 次に 来た 松 沢と いう 人が 株の 失敗で 

自殺した の は 事実で ございます。 

わたくし も 一 一十 年 ほど 前に そこ を 立 退きました ので、 

その後の こと は 存じません。 近年 は あの 辺が めっきり 

開けました ので、 飯 田さん の 家と いうの も 今 は どこら 

になって いるの か、 まるで 見当が 付か なくなって しま 

いました。 おそらく 竹 藪が 伐り 払われる と共に 取 毀 さ 

れ たので ございましよう。 


ふ えづ か 

笛 塚 

一 

第 十 一 の 男 は 語る。 

僕 は 北国の 者 だが、 僕の 藩 中 にこうい う 怪談が 伝え 

られ ている。 いや、 それ を 話す 前に、 かの 江戸の 名 奉 

みみぶ くろ 

行 根 岸 肥 前 守の かいた 随筆 「耳 袋」 の 一 節 を 紹介した 

ヽ o 

レ 

「耳 袋」 のうちに はこうい う 話が 書いて ある。 美 濃の 


金 森 兵 部少輔 の 家が 幕府から 取 潰された ときに、 家老 

のな にがし は 切腹 を 申 渡された。 その 家老が 検視の 役 

人に むかって、 自分 はこの たび 主家の 罪 を 身に 引受け 

て 切腹す るので あるから、 決して やましい ところ はな 

い。 むしろ 武士と して 本懐に 存 ずる 次第で ある。 しか 

し 実 を 申せば 拙者に は 隠れた る 罪が ある。 若い ときに 

あ い やど 

旅 をして ある 宿屋に 泊る と、 相宿の 山伏が 何 かの 話 か 

ら その 太刀 をぬ いて 見せた。 それが 世に すぐれたる 銘 

刀で あるので、 拙者 はしき りに 欲しくな つて、 相当の 

価で ゆずり 受けたい と 懇望した が、 家 重代の 品で あ 

ると いうので 断られた。 それでも やはり 思い切れない 


ので、 あくる 朝 その 山伏と 連れ立って 人通りの ない 松 

原へ 差し かかった ときに、 不意に 彼 を 斬り 殺して その 

太刀 を 奪い取って 逃げた。 それ は 遠い昔の ことで、 幸 

いに 今日まで 誰に も 覚られ ずに 月日 を 送つ て 来たが、 

今更お もえば 罪深 いこと で、 拙者 は そ の 罪 だけで も か 

ような 終り を 遂げる のが 当然で ござる と 言い残して、 

尋常に 切腹した と いう ことで ある。 これから 僕が 話す 

の も、 それに やや 似通って いるが、 それよりも、 さら 

に 複雑で 奇怪な 物語で あると 思っても らいたい。 

僕の 国で は 謡曲 や 能 狂 言が むかしから 流行す る。 し 


たがって、 謡曲 や 狂言の 師匠 もた くさん ある。 やはり 

それらからの 関係であろう、 武士のう ちに も 謡曲 はも 

しまい 

ち ろん、 仕舞ぐ らい は 舞う 者 も ある。 笛 を ふく 者 も あ 

る。 鼓 をう つ 者 も ある。 その 一 人に 矢柄 喜兵衛 という 

男が あった。 名前 はなんだ か 老人ら しいが、 その 時 は 

まだ 十九の 若侍で 御馬 廻り をつ とめて いた。 父 もお な 

じく 喜兵衛 といって、 せがれが 十六の 夏に 病死した の 

で、 まだ 元服した ばかりの ひとり 息子が 父の 名 をつ い 

で、 とどこお リ なく 跡目 を 相続した ので ある。 それ か 

ら足 かけ 四 年の あいだ、 一 一代 目の 若い 喜 兵衛も 無事に 

役目 を 勤め 通して、 別に 悪い評判 もなかつ たので、 母 


も 親類 も 安心して、 来年の 二十歳に もな つたならば、 

しかるべき 嫁 をな どと 内々 心がけて いた。 

前にい つたよう な 国風で あるので、 喜 兵衛も 前髪の 

ころから 笛 を 吹き 習って いた。 他 藩で あったら 或いは 

柔弱の そしり を 受けた かも 知れない が、 ここの 藩 中で 

は 全然 無芸の 者よりも、 こうした 嗜 みのある 者が む 

しろ 侍らし く 思われる くらいであった から、 彼が しき 

りに 笛 を ふくこと を 誰も とがめる 者はなかった。 

まる どし 

むかしから 丸 年の 者 は 歯並みが いいの で 笛吹きに 適 

している とかいう 俗説が あるが、 この 喜 兵衛も 二月 生 

れの丸 年で あるせ いか、 笛 を 吹く こと は なかなか 上手 


で、 子供のと きから 他人 も 褒める、 親た ち も 自慢す る 

という わけであった から、 その 道楽 だけ は 今 も 捨てな 

かった。 

てレま 1 つ 

天 保の 初年の ある 秋の 夜で ある。 月の いいのに 浮か 

されて、 喜 兵衛は 自分の 屋敷 を 出た。 手に は 秘蔵の 笛 

を 持って いる。 夜露 を ふんで 城外の 河原へ 出る と、 あ 

すすき  あし 

かるい 月の 下に 芒 や 芦の 穂が 白く みだれて いる。 ど 

こやら で 虫の 声 もき こえる。 喜 兵 衛は笛 を ふきながら 

しち 

河原 を 下の 方へ 遠く 降って ゆく と、 自分の ゆく 先に も 

笛の 音が きこえた。 

自分の 笛が 水に ひびく ので はない、 どこかで 別に 吹 


く 人が あるに 相違ない と 思って、 しばらく 耳 をす まし 

ている と、 その 笛の 音が 夜の 河原に 遠く 冴えて きこえ 

る。 吹く 人 も 下手で はない が、 その 笛が よほどの 名 笛 

であるら しい こと を 喜兵衛 はさと つて、 彼 は その 笛の 

持主 を 知りた くな つた。 

笛の 音に 寄る の は 秋の 鹿ば かりで はない。 喜 兵衛も 

好きの 道に たましい を 奪われて、 その 笛の 方へ 吸い 寄 

せられて ゆく と、 笛 は 河し もに 茂る 芒の あいだから 洩 

れて 来る のであった。 自分と おなじように 今夜の 月に 

浮かれて 出て、 夜露に ぬれながら 吹き 楽しむ 者が ある 

のか、 さりと は 心 僧い ことで あると、 喜兵衛 はぬ き 足 


すすき むら  やれむ しろ 

をして 芒 叢の ほとりに 忍びよ ると、 そこに は 破 筵 を 

かまぼこ 

張った 低い 小屋が ある。 いわゆる 蒲鋅 小屋で、 そこに 

住んで いる 者 は 宿無しの 乞食で ある こと を 喜 兵衛は 

知っていた。 

そこから こういう 音色の 洩れて 来ようと は 頗る 意外 

に 感じられ たので、 喜 兵衛は 不審そう に 立 停ま つ た。 

「まさかに 狐 や 狸 めがおれ を だます ので も あるまい ご 

かわうそ 

こっちの 好きに 付け込んで、 狐 か 川獺が 悪いた ずら 

をす るの かと も 疑った が、 喜 兵衛も 武士で ある。 腰に 

は 家 重代の 長曽弥 虎徹を さしてい る。 なに かの 変化で 

あったらば 一 刀に 斬って 捨てる まで だと 度胸 をす えて、 


彼 は ひと 叢 しげる 芒 を かきわけて 行く と、 小屋の 入口 

のむ しろ を あげて、 ひとりの 男が 坐りな がらに 笛 を 吹 

いていた。 

「これ、 これ ご 

声をかけられて、 男 は 笛 を 吹き やめた。 そうして、 

油断し ないような 身構え をして、 そこに 立って いる 喜 

兵衛 をみ あげた。 

月の ひかりに 照らされた 彼の 風俗 はま ぎれ もない 乞 

食の すがたで あるが、 年の ころ は 二十 七 八で、 その 人 

柄が y  J こらに 巣 を 組ん で い る 普通の 宿無し や 乞食 の た 

ぐいと はどう も 違 つ て いるら しいと 喜 兵衛は ひと 目に 


見た ので、 おのず と詞も あらたまった。 

「そこに 笛 を 吹いて ござる のか ご 

「はいご と、 笛 を ふく 男 は 低い 声で 答えた。 

「あまりに 音色が 冴えて きこえる ので、 それ を 慕 つ て 

ここまで まいった ご と、 喜 兵衛は 笑み を 含んで 言った 

その 手に も 笛 を 持って いるの を、 男の 方で も 眼 早く 

見て、 すこしく 心が 解けたら しい、 彼の 詞も打 解けて 

きこえた。 

「まことに つたない 調べで、 お 恥 かしゅう ござり ま 

すご 

「いや、 そうでない。 せんこくから 聴く ところ、 なか 


なか 稽古 を 積んだ ものと 相 見える。 勝手ながら その 笛 

をみ せて くれまい かご 

「わたくし 共の もて あそびに 吹く もので ござります。 

とてもお 前 さま 方の 御覧に 入る るよう な もので は ござ 

り ませぬ ご 

いな  けしき 

と は 言った が、 別に 否む 気色 もな しに、 彼 は そこら 

に 生えて いる 芒の 葉で 自分の 笛 を 丁寧に 押しぬ ぐ つ て、 

うやうやしく 喜兵衛 のまえ に 差 出した。 

その 態度が、 どうして ただの 乞食で ない。 おそらく 

武家の 浪人が 何 かの子 細で 落ちぶれた ので あろうと 喜 

兵衛は 推量した ので、 いよいよ 行儀よ く 挨拶した。 


「しからば 拝見 ご 

彼 は その 笛 を 受取って、 月の ひかりに 透かして みた。 

それから 一応 断った 上で、 試みに それ を 吹いて みると、 

その 音律が なみなみの もので ない、 世に も 稀なる 名 管 

であるので、 喜兵衛 はいよ いよ 彼 を 唯 者で ない と 見た。 

自分の 笛 ももち ろん 相当の もので は あるが、 とても そ 

れとは 比べ ものに ならない。 喜 兵衛は 彼が どうして こ 

んな もの を 持って いるの か、 その 来歴 を 知りた くな つ 

た。 一種の 好奇心 も 手伝って、 彼 は その 笛 を 戻しな が 

ら、 芒 を 折 敷いて 相手の そばに 腰をおろした。 

「おまえ はいつ 頃から ここに 来て いる ご 


「半月 ほど 前から まいりました ご 

「それまで は どこに いたご と、 喜兵衛 はか さねて 訊い 

た。 

「このような 身の上で ござり ますから、 どこと いう 定 

め も ござり ませぬ。 中国から 京大 坂、 伊勢 路、 近 江路、 

所々 を さまよい 歩いて おりました ご 

「お 手前 は 武家で ござろう なご と、 喜 兵衛は 突然に 訊 

いた。 

男 はだ まっていた。 この場合、 なんらの 打消しの 返 

事 を あたえな いのは、 それ を 承認した ものと 見られる 

ので、 喜 兵衛は 更にす リ 寄って 訊いた。 


「それほどの 名 笛 を 持ちながら、 こうして 流浪して い 

ら るるに は、 定めて 子細が ござろう。 御 差支えが なく 

ばお 聴かせ 下さらぬ かご 

男 はや はり 黙って いたが、 喜兵衛 から 再三 その 返事 

をうな がされて、 彼 は 渋りな がらに 口 を 開いた。 

「拙者 はこの 笛に 祟られて いるので ござる。」 

二 

いわみ 

男 は 石 見 弥次 右衛門と いう 四国の 武士であった。 彼 

も 喜兵衛 とおなじように 少年の ころから 好んで 笛 を 吹 


いた。 

弥次 右衛門が 十九 歳の 春の ゆうぐれ である。 彼は菩 

.. こ し ま 

提 寺に 参詣して 帰る 途中、 往来の すくない 田圃な かに 

ひとりの 四国 遍路の 倒れて いるの を 発見した。 見す ご 

しかねて 立 寄る と、 彼 は 四十に 近い 男で、 病苦に 悩み 

苦しんで いるので あった。 弥次 右衛門 は 近所から 清水 

を 汲んで 来て 飲ませ、 ぽ籠 にた くわえの 薬 を 取 出して 

ふくませ、 いろいろに 介抱して やった が、 男 はます ま 

す 苦しむ ばかりで、 とうとう そこで 息 を 引取って し 

まった。 

彼 は 弥次 右衛門の 親切 を 非常に 感謝して、 見ず 知ら 


ずのお 武家 さまが 我れ われ を これほどに いたわつ てく 

だされた。 その 有難い 御 恩の ほど は 何ともお 礼の 申 上 

げ ようがない。 ついては 甚だ 失礼で あるが、 これ はお 

礼のお しるしまでに 差 上げたい と 言って、 自分の 腰 か 

ら 袋入りの 笛 をと リ 出して 弥次 右衛門に ささげた。 

「これ は 世に たぐいな き 物で ござる。 しかし、 くれぐ 

れも 心して、 わたくしの ような 終り を 取らぬ ように 

なされ ませ ご 

彼 は 謎の ような 一 句 を 残して 死んだ。 弥次 右衛門 は 

しょうこく  かぷリ 

その 生国 や 姓名 を 訊いた が、 彼 は 頭 を 振って 答えな 

かった。 これ も 何 かの 因縁で あろうと 思った ので、 弥 


次 右衛門 は その 亡骸の 始末 をして、 自分の 菩提寺に 

葬って やった。 

身許 不明の 四国 遍路が 形見に のこした 笛 は、 まった 

く 世に たぐい 稀なる 名 管であった。 彼が どうして こん 

な もの を 持って いたの かと、 弥次 右衛門 も 頗る 不審に 

思った が、 いずれにしても 偶然の 出来事から 意外の 宝 

を 獲た の を よろこんで、 彼 は その 笛 を 大切に 秘蔵して 

いると、 それから 半年 ほど 後の ことで ある。 弥次 右衛 

門が きょう も 菩提寺に 参詣 して、 さきに 四国 遍路 を 発 

見した 田圃な かに 差し かかる と、 ひとりの 旅すが たの 

若侍が 彼 を 待ち受けて いるよう に 立 つていた。 


「御 貴殿 は 石 見 弥次 右衛門 殿で ござる かご と、 若侍 は 

近寄って 声をかけた。 

左様で ござる と 答える と、 かれは 更に 進み 寄って、 

噂 に きけば 御 貴殿 は 先 日 このところ において 四国 遍路 

の 病人 を 介抱して、 その 形見と して 袋入りの 笛 を 受取 

られ たという ことで あるが、 その 四国 遍路 は それがし 

の 仇で ござる。 それがし は 彼の 首と 彼の 所持す る 笛と 

を 取る ために、 はるばると 尋ねて まいった ので あるが 

かたきの 本人 は 既に 病死した と あれば 致し方がない、 

せめて は その 笛 だけで も 所望いた したいと 存じて、 先 

刻から ここにお 待ち受け 申して いたので ござる と 言 つ 


た。 

藪から 棒に こんな こと を 言い かけられて、 弥次 右衛 

門の 方で も 素直に 渡す はずがない。 彼 は 若侍に むかつ 

て、 お 身 はいず このい かなる 御仁で、 またい かなる 子 

細で かの 四国 遍路 を かたきと 怨 まれる か、 それ を 承つ 

た 上で なければ 何とも 御 挨拶 は 出来ない と 答えた が、 

相手 は それ を 詳しく 説明し ないで、 なんでも かの 笛 を 

渡して くれと 遮 一 一 無 一 一 彼に 迫る のであった。 

こうなる と 弥次 右衛門の 方に は、 いよいよ 疑いが 

起って、 彼 はこん な こと を 言い こしらえて 大切の 笛 を 

かた 

騙り 取ろうと する ので は あるまい かと も 思 つたので、 


お 身の 素姓、 かたき 討の 子細、 それらが 確かに 判らな 

いかぎ リは、 決してお 渡し 申す こと は 相 成らぬ と 手強 

く はねつけ ると、 相手の 若侍 は 顔の 色 を 変えた。 

この 上 は それがし にも 覚悟が あると 言って、 彼 は 刀 

む. 0- く 

の 柄に 手 を かけた。 問答 無益と みて、 弥次 右衛門 も 身 

がまえ した。 それから ふた 言 三 言いい 募った 後、 ふた 

つの 刀が 抜き あわされて、 素姓の 知れない 若侍 は 血み 

どろに な つ て 弥次 右衛門の 眼の まえに 倒れた。 

「その 笛 は 貴様に 祟る ぞご 

言い 終って 彼 は 死んだ。 訳 も わからずに 相手 を 殺し 

てし まって、 弥次 右衛門 はしば らく 夢の ような 心 持で 


あつたが、 取りあえず その 次第 を 届け出る と、 右の 通 

リの 事情で あるから 弥次 右衛門に 咎め はなく、 相手 は 

らくちゃく 

殺され 損で 落着した。 彼に 笛 を ゆずった 四国 遍路 は 

何者で あるか、 のちの 若侍 は 何者で あるか、 勿論 それ 

は 判らなかった。 

相手 を 斬った こと はまず それで 落着した が、 ここに 

一 つの 難儀が 起った。 というの は、 この 事件が 藩 中の 

評判と なり、 主君の 耳に もき こえて、 その 笛と いうの 

を 一度み せて くれと いう 上意が 下った ことで ある。 単 

に 御覧に 入れる だけなら ば 別に 子細 はない が、 殿のお 

あ-. こ 、 

部屋 さま は 笛が 好きで、 価 を 問わずに 良い 品 を 買い 


入れて いる こと を 弥次 右衛門 はよ く 知っていた。 迂濶 

にこの 笛 を 差 出す と、 殿の 御所 望と いう 口実で、 お 部 

屋 さまの 方へ 取上げられて しまう おそれが ある。 さり 

とて 仮り にも 殿の 上意と ある もの を、 家来の 身と して 

断る わけに はいかない。 弥次 右衛門 もこれ に は 当惑し 

たが、 どう 考えても その 笛 を 手放す のが 惜しかった。 

こうなる と、 ほかに 仕様 はない。 年の 若い 彼 は その 

笛 を かかえて 屋敷 を 出奔した。 一 管の 笛に 対する 執着 

のために、 彼 は 先祖伝来の 家禄 を 捨てた ので ある。 

むかしと 違って、 そのころ の 諸 大名 はいずれ も 内証 

が 逼迫して いるので、 新規 召 抱えな どと いう こと は 


めったにない。 弥次 右衛門 は その 笛 を かかえて 浪人す 

るより ほかはなかった。 彼 は 九州へ 渡り、 中国 を さま 

た つき 

よい、 京大 坂 をな がれ 渡って、 わが 身の 生計 を 求める 

うちに、 病気に かかる やら、 盗難に 逢う やら、 それ か 

ら それへ と 不運が 引き つづいて、 石 見 弥次 右衛門と い 

ひとかど 

う 一 廉の 侍が とうとう 乞食の 群れに 落ち 果てて しまつ 

たので ある。 

その あいだに 彼 は 大小まで も 手放した が、 その 笛 だ 

け は 手放そうと はしなかった。 そうして、 今や この 北 

国に さまよって 来て、 今夜の 月に 吹き 楽しむ その 音色 

を、 測らず も 矢柄 喜 兵衛に 聴き 付けられ たので あ つ た _ 


ここまで 話して 来て、 弥次 右衛門 は 溜 息をついた。 

「さきに 四国 遍路が 申 残した 通り、 この 笛に は 何 かの 

祟りが あるら しく 思われます。 むかしの 持主 は 何者か 

存ぜ ぬが、 手前の 知っている だけで も、 これ を 持って 

いた 四国 遍路 は路 ばた で 死ぬ。 これ を 取ろうと して 来 

た 旅の 侍 は 手前に 討 たれて 死ぬ。 手前 もまた この 笛の 

ために、 かような 身の上と 相 成りました。 それ を 思え 

ば 身の 行く末 もお そろし く、 いっそ この 笛 を 売 放す か 

折って 捨てる か、 二つに 一つと 覚悟した こと も 幾た び 

で ござった が、 む ざむ ざと 売 放す も 惜しく、 折って 捨 

つる はなお さら 惜しく、 身の 禍 いと 知りつつ も 身 を 放 


さずに 持 つ ております ご 

喜 兵 衛も溜 息をつかずに は 聴いて いられなかった。 

むかしから 刀に ついては こんな 奇怪な 因縁 話 を 聴かな 

いで もない が、 笛に ついても こんな 不思議が あろうと 

は 思わなかった ので ある。 

しかし 年の わかい 彼 はすぐ に それ を 否定した。 おそ 

らくこの 乞食の 浪人 は、 自分に その 笛 を 所望され るの 

を 恐れて、 わざと 不思議 そうな 作り話 を 聞かせた ので、 

実際 そんな 事件が あ つたので は あるまい と 思った。 

「いかに 惜しい 物であろう とも、 身の 禍 いと 知りな が 

ら、 それ を 手放さぬ というの は 判らぬ ご 


と、 かれは 詰る ように 言った。 

「それ は 手前に も 判り ませぬ ご と、 弥次 右衛門 は 言つ 

た。 「捨てよう としても 捨てられぬ。 それが 身の 禍ぃ 

とも 祟り ともいうので ござろう か。 手前 も あしかけ 十 

年、 これに は 絶えず 苦しめられ ております ご 

「絶えず 苦しめられる …… ご 

「それ は 余人に はお 話の ならぬ こと。 またお 話し 申し 

しょせん 

て も、 所詮 まことと は 思われます まいご 

だま 

それぎ りで 弥次 右衛門 は 黙って しまった。 喜 兵衛も 

黙って いた。 ただ 聞え るの は 虫の 声ば かりで ある。 河 

原 を 照らす 月の ひかり は 霜 をお いたよう に 白 か つ た。 


「もう 夜が ふけました ご と、 弥次 右衛門 はやが て 空 を 

仰ぎながら 言った。 

「もう 夜が ふけた ご 

おうむ 

喜 兵衛も 鸚鵡が えしに 言った。 彼 は 気が ついて 起ち 

あが つ た。 

とき 

浪人に 別れて 帰った 喜兵衛 は、 それから 一 刻 ほど 過 

ぎてから 再び この 河原に 姿 を あらわした。 彼 は 覆面し 

かたきうち つづれの にしき 

て 身軽に よそおつ ていた。 「仇 討 襤褸 錦」 の 芝居で 


だいあん じづ つみ 

みる 大晏寺 堤の 場と いう 形で、 彼 は 抜 足 をして 蒲鋅小 

屋へ 忍び寄った。 

喜兵衛 はかの 笛が 欲しくて 堪らない ので ある。 しか 

し 浪人の 口ぶりで は、 所詮 それ を 素直に 譲って くれ そ 

う もない ので、 いっそ 彼 を 闇 討に して 奪い取る の ほか 

はない と 決心した ので ある。 勿論、 その 決心 を かため 

るまでに は、 彼 も いくたび か 躊躇した ので あるが、 ど 

う 考えても かの 笛が ほしい。 浪人と はいえ、 相手 は 宿 

無しの 乞食で ある。 人知れずに 斬って しまえば、 格別 

に むずかしい 詮議 もなくて すむ。 こう 思う と、 彼 はい 

よいよ 悪魔に なりすまして、 一旦 わが 屋敷へ 引つ 返し 


て 身支度 をして、 夜の ふける の を 待って、 再び ここへ 

襲って きたので あった。 

噓 かほん とうか 判らない が、 さっきの 話に よると、 

かの 弥次 右衛門 は 相当の 手利きで あるら しい。 別に 武 

器ら しい もの を 持って いる 様子 もない が、 それでも 油 

断 はならない と 喜 兵衛は 思った。 自分 も ひと 通りの 剣 

術 は 修業して いるが、 なんとい つても 年が 若い。 真剣 

の 勝負な ど をした 経験 は 勿論ない。 卑怯な 闇 討 をす る 

にしても、 相当の 準備が 必要で あると 思った ので、 彼 

は 途中の 竹 藪から 一 本の 竹 を 切 出して 竹槍 を こしらえ 

て、 それ を搔ぃ 込んで 窺い 寄った ので ある、 葉 ずれの 


音 を させない ように、 彼 は そっと 芒 を かきわけて、 ま 

ず 小屋のう ちの 様子 をう かがう と、 笛の 音 はやんで い 

る。 小屋の 入口に は 筵 をお ろして 内 は ひっそり として 

いる。 

うな 

と 思う と、 内で は 低い 唸リ 声が きこえた。 それが だ 

ん だんに 高くな つて、 弥次 右衛門 はしき りに 苦しんで 

いるら しい。 それ は 病苦でなくて、 一種の 悪夢に でも 

おそわれ ている らしく 思われた ので、 喜兵衛 はすこし 

く 躊躇した。 かの 笛の ために、 彼 は あしかけ 十 年の あ 

いだ、 絶えず 苦しめられ ている という、 さっきの 話 も 

思い あわされて、 喜兵衛 はなんだ か 薄気味悪 くもな つ 


たので ある。 

息 を こらして うかがって いると、 内で はいよ いよ 苦 

しみ もがく ような 声が 激しくな つて、 弥次 右衛門 は 入 

口の 筵 を かきむしる ように はねのけて、 小屋の 外へ こ 

ろげ 出して 来た。 そうして、 その 怖ろ しい 夢 はもう 醒 

めたら しく、 彼 は ほっと 息をついて あたり を 見 まわし 

た。 

喜 兵 衛は身 を かくす 暇がなかった。 今夜の 月 は、 あ 

いに く 冴え渡って いるので、 竹槍 を かい 込んで 突つ 

立って いる 彼の 姿 は、 浪人の 眼の 前に ありあり と 照ら 

し 出された。 


こうなる と、 喜 兵衛は あわてた。 見つけられ たが 最 

後、 もう 猶予 は 出来ない。 彼 は 持って いる 槍 を 取 直し 

てた だ ひと 突きと 繰 出す と、 弥次 右衛門 は 早く も 身 を 

かわして、 その 槍の 穂 をつ かんで 強く 曳 いたので、 喜 

兵衛は 思わずよ ろめいて 草の 上に 小膝 を つ いた。 

相手が 予想 以上に 手剛 いので、 喜兵衛 はます ます 慌 

てた。 彼 は 槍 を 捨てて 刀に 手 を かけよう とすると、 弥 

次 右衛門 はすぐ に 声をかけた。 

「いや、 しばらく …… 。 御 貴殿 は 手前の 笛に 御 執心 

かご 

星 を さされて、 喜 兵衛は 一言 もない。 抜き かけた 手 


を 控えて 暫く 躊躇して いると、 弥次 右衛門 はしず かに 

言った。 

「それほど 御 執心なら ば、 おゆずり 申す ご 

弥次 右衛門 は 小屋へ はいって、 かの 笛 を 取 出して 来 

て、 そこに 黙って ひざまず いている 喜 兵衛の 手に 渡し 

た。 

「先刻の 話 をお 忘れな さるな。 身に 禍 いのない ように 

精々 お 心 を配リ なされ。」 

「ありがとう ござる ご と、 喜 兵衛は どもりながら 言つ 

た。 

「人の 見ぬ 間に 早くお 帰りな され ご と、 弥次 右衛門 は 


注意す るよ う に 言 つ た 。 

もうこうな つ て は 相手の 命令に 従うよ り ほか はない。 

からく リ 

喜 兵衛は その 笛 を 押しいた だ い て 殆んど 機械の ように 

えしゃく 

起ち あが つ て、 無言で 丁寧に 会釈して 別れた。 

ざんき 

屋敷へ 戻る 途中、 喜 兵衛は 一 種の 慚愧と 悔恨と に 打 

たれた。 世に たぐいな しと 思われる 名 管 を 手に入れた 

喜悦と 満足と を 感じながら、 また 一 面に は、 今夜の 自 

分の 恥 かしい 行為が 悔 まれた。 相手が 素直に かの 笛 を 

渡して くれた だけに、 斬 取り 強盗に ひとしい 重々 の 罪 

悪が 彼の こころに いよいよ 強い 呵責 を あたえた。 それ 


でも あやまって 相手 を 殺さなかった のが、 せめても の 

仕 合せで あると も 思 つ た。 

夜が あけたならば、 もう 一 度 かの 浪人 をたず ねて 今 

夜の 無礼 を わび、 あわせて この 笛に 対する 何 かの 謝礼 

をし なければ ならない と 決心して、 彼 は 足 を 早めて 屋 

敷へ 戻った が、 その 夜 はなんだ か 眼が 冴えて おちおち 

と 眠られなかった。 

夜の あける の を 待ち かねて、 喜 兵衛は 早々 にゅうべ 

の 場所へ たずねて 行った。 その 懐中に は 小判 三枚 を 入 

れ ていた。 河原に は 秋の あさ 霧が まだ 立ち迷つ ていて、 

どこ やらで 雁の 鳴く 声が きこえた。 


芒 を かきわけて 小屋に 近寄る と、 喜兵衛 はにわ かに 

おどろかされた。 石 見 弥次 右衛門 は 小屋の 前に 死んで 

いたので ある。 彼 は 喜 兵衛が 捨てて 行った 竹槍 を 両手 

のど 

に 持って、 我れ とわが 喉 を 突き 貫いて いた。 

その あくる 年の 春、 喜 兵 衛は妻 を 迎えて、 夫婦の 仲 

も むつまじく、 男の子 ふたり を 儲けた。 そうして 何事 

もな く 暮らして いたが、 前の 出来事から 七 年 目の 秋に、 

彼 は 勤め向きの 失策から 切腹し なければ ならない こと 

になった。 彼 は 自宅の 屋敷で 最期の 用意に かかった が、 

見届けの 役人に むか つ て 最期の きわに 一 曲の 笛 を 吹く 


こと を 願い出る と、 役人 は それ を 許した。 

笛 は 石 見 弥次 右衛門から 譲られた ものである。 喜 兵 

衛は 心しず かに 吹きす ましてい ると、 あたかも 一曲 を 

終ろうと するとき に、 その 笛 は、 怪しい 音を立てて 突 

然 ふたつに 裂けた。 不思議に 思って あらため ると、 笛 

のなかに はこん な 文字が 刻みつ けられて いた。 

にして おわる 

九 百 九十 年 終  浜 主 


喜 兵衛は 斯道の 研究者で ある だけに、 浜 主の 名 を 

おわり  むら じ はまぬ し 

知っていた。 尾 張の 連 浜 主 はわが 朝に 初めて 笛 を ひ 

ろめ た 人で 斯道の 開祖と して 仰がれて いる。 ことし は 


天 保 九 年で、 今から 逆算す ると 九 百 九十 年 前 は 仁 明 天 

皇 の嘉祥 元年、 すなわち かの 浜 主が 宮中に 笛 を 奏した 

という 承 和 十二 年から 四 年 目に 相当す る。 浜 主 は 笛吹 

きで あるが、 初めのう ち は 自ら 作って 自ら 吹いた ので 

ある。 この 笛に 浜 主の 名が 刻まれて ある 以上、 おそら 

く 彼の 手に 作られた もので あろうが、 笛の 表なら ば 格 

別、 細い 管の なかに どうして これ だけの 漢字 を 彫った 

か、 それが 一 種の 疑問であった。 

さらに 不思議な の は、 九 百 九十 年に して 終る という、 

その 九 百 九十 年 目が あたかも 今年に 相当す るら し いこ 

とで ある。 浜 主 はみ ずから その 笛 を 作って、 みずから 


その 命数 を 定めた のであろう か。 今にして 考える と、 

かの 石 見 弥次 右衛門の 因縁 話も噓 ではなかったら しい。 

怪しい 因縁 を 持った この 笛 は、 それから それへ とその 

持主に 禍 いして、 最後の 持主の ほろ ぶる 時に、 笛 もま 

た 九 百 九十 年の 命数 を 終ったら しい。 

喜兵衛 は、 あまりの 不思議に おどろかされ ると 同時 

に、 自分が この 笛と 運命 を 共に する の も 逃れが たき 因 

縁で ある こと を覚 つた。 彼 は 見届けの 役人に むかって、 

この 笛に 関する 過去の 秘密 を 一切う ち 明けた 上で、 尋 

常に 切腹した。 

それが 役人の 口から 伝えられて、 いずれも 奇異の 感 


に 打 たれた。 喜 兵衛と 生前 親しくし ていた 藩 中の 誰か 

れ がその 遺族ら と 相談の 上で、 二つに 裂けた かの 笛 を 

つぎあわせて、 さきに 石 見 弥次 右衛門が 自殺した と 思 

しるし 

われる 場所に うずめ、 標の石 をた てて 笛 塚の 二字 を 

刻ませた。 その 塚 は 明治の 後まで も 河原に 残って いた 

が、 二度の 出水の ために 今では 跡 方 も なくなつ たよう 

に 聞いて いる。 


龍馬の 池 

第 十二の 男 は 語る。 

わたし は 写真 道楽で —— といっても、 下手の横好き 

のお 仲間な のです が、 ともかく 道楽と なると、 東京 巿 

内 や 近郊 でば かり パ チリ パ チリ やって いるので はどう 

しても 満足が 出来ない ので、 忙しい 仕事の 暇 をぬ すん 

で 各地 方 を 随分め ぐり 歩きました。 その あいだに はい 


ろい ろの 失策 談ゃ 冒険談 も あるので すが、 今夜の 話題 

に ふさわし いお 話と いうの は、 今から 四 年 ほど 前の 秋、 

福島県の 方面へ 写真 旅行 を 企てた ときの 事です。 

しら かわ 

そのと きに 自分 ひとりで 出かけた のです が、 白 河の 

町に は 横 田 君と いう 人が いる。 わたし は 初対面の 人で 

すが、 友人の E 君 は 前から その 人 を 知っていて、 白 河 

へ 行ったならば 是非たず ねて みろ と 言って、 丁寧な 紹 

介 状 を 書いて くれたので、 わたし は 帰り路に そこ を訪 

ねる と、 横 田 君の 家 は 土地で も 旧家ら しい 呉服屋で、 

商売 もなかな か 手広く やって いるら しい。 わたしの 紹 

介され た 人 は そこの 若 主人で、 これ も 写真 道楽の 一 人 


ですから、 初対面の わたし を 非常に 歓待して くれ まし 

て、 別棟に なって いる 奥座敷へ 泊めて いろいろの 御馳 

走 をして くれる。 まったく 気の毒な くらいでした。 

日が 暮れてから 横 田 君 はわた しの 座敷へ 来て、 夜の 

ふける まで 話して いました が、 そのうちに 横 田 君 はこ 

んな こと を 言い出しました。 

「どうも この 近所に は 写真の 題になる ようない い 景色 

のと ころもありません。 しかし 折角お いでに なった の 

ですから、 何 か 変った ところへ 御 案内したい。 これ か 

ら五里 半 以上、 やがて 六 里 ほど も はいった ところに 龍 

馬の 池と いうの があります。 少し 遠方です が、 途中 ま 


では 乗合馬車が かよって いますから、 歩く ところ はま 

ず 半分ぐ らいでしょう。 どうです、 一度 行って 御覧に 

なりません かご 

「わたし は 旅行 馴れて いますから、 少しぐ らい 遠い の 

は 驚きません。 そこで、 その 龍馬の 池と いうの は 景色 

のい いところ なんです かご 

「景色が いいと いうよりも、 大きい 木が 一面に 繁 つて 

いて、 なんだか 薄暗い ような、 物凄い ところです。 昔 

は 非常に 大きい 池だった そうです が、 今では まあ 東京 

しのばず のい け 

の不忍 池よりも 少し 広い くらいでしょう。 遠い昔に 

は 龍が 棲んで いた。 —— おそらく 大きい 蛇 か、 山椒 


うお 

の 魚で も 棲んで いたので しょうが、 ともかくも 龍が 棲 

ん でいた というので、 昔 は 龍の 池と 呼んで いたそう で 

すが、 それが 中 ごろから 転じて 龍馬の 池と いう ことに 

なった のです。 それにつ いて 一種 奇怪の 伝説が 残って 

います。 今度 あなた を 御 案内したい というの も、 実は 

そのため なのです が …… 。 あなた はお 疲れで お 眠く は 

ありません かご 

「いえ、 わたし は 夜 ふかし をす る こと は 平気です。 そ 

の 奇怪な 伝説と いうの は どんな ことです かご と、 わた 

しも 好奇心 を そそられて 訊きました。 

「さあ、 それ をお 話し 申して おかないと、 御 案内の 価 


値がない ような ことに もなります から、 一応 はお 耳に 

入れて おきたい と 思います ご 

今夜 も 十 時 を 過ぎて、 庭に は 鳴き 弱った こおろぎの 

声が きこえる。 九月の 末で も、 ここらで は 火鉢 を 引 寄 

よさむ 

せたいく らいの 夜寒が 人に 迫つ てく るよう に 感じられ 

ました。 横 田 君 は 一と 息つ いて、 さらに その 龍馬の 池 

の 秘密 を 説き はじめました。 

「なんでも 奥州の 秀衡の 全盛時代 だとい いますから、 

およそ 八 百年 ほど もまえ のこと でしよう。 かの 龍の 池 

から 一 町 あまり も 離れた ところに、 黒 太夫と いう 豪農 

が ありました。 九郎 というの ではなく、 黒と 書く の だ 


そうです。 御 承知の 通り、 奥州 は 馬の 産地で、 近所の 

みはる 

三春に は 大きい 馬市が 立って いたくら いです から、 黒 

太夫の 家に も たくさんの 馬が 飼って ありました。 それ 

やしろ 

からまた、 龍の 池の ほとりに は 一 つの 古い 社が あり 

ました。 いつの 頃に 建てられ たもの か 知りません が、 

よほど 古い 社であった そうで、 土地の 者 は 龍神の 社と 

もくば 

も 水神の 社と も 呼んで いました が、 その 社の 前に 木馬 

が 立って いました。 普通なら ば 御 神馬と 唱えて、 ほん 

とうの 生きた 馬 を 飼って おくので すが、 ここの はほん 

とうの 馬と 同じ 大きさの 木馬で、 いつの 昔に 誰が 作つ 

たの か 知りません が、 その 彫刻 は 実に 巧妙な もので、 


ほとんど 生きて いるかと 思われる ほどで あ つたそう で 

す。 したがって、 この 木馬が 時 どきに 池の 水 を 飲みに 

出る とか、 正月 元日に は 三度い ななく とか、 いろいろ 

の 噂が 伝えられて、 土地の 者 は それ を 信じて いたので 

ところが その 木馬が ある 時 どこ へ か 姿 を 隠して し 

まった。 前の 伝説が あります から、 おそらく どこへ か 

出て 行って、 再び 戻って 来る ものと 思って いると、 そ 

れが 三月た つても 半年た つても 再び 姿 をみ せない。 元 

来が 小さい 社で 神官 も 別当 もい る わけで はない のです 

から、 馬が どうして 見え なくなつ たか、 その 事情 は 勿 


論わから ない。 まさか 盗まれた わけで も あるまい。 盗 

んだ ところで どうに もな りそう もない。 霊 ある 木馬 は 

この 池の 底へ 沈んで しまったの では あるまい か、 とい 

う 説が 多数 を 占めて、 まず そのまま になって いると、 

その 年の 秋に は 暴風雨が あって、 池の 水が 溢れ出して 

近 村が ことごとく 水に ひたされる。 そのほか にも 悪い 

病い が 流行る。 かの 木馬の 紛失 以来、 いろいろの 災厄 

が つづく ので、 土地の 者 も 不安に 襲われました。 

とりわけて 心配した の はかの 黒 太夫で、 なにぶんに 

も 所有の 土地 も 広く、 家族 も 多い のです から、 なに か 

の 災厄のお こる たびに、 その 被害が 最も 大きい。 そこ 


で 村の 者 どもと も 相談して、 黒 太夫の 一 手で かの 木馬 

を 新しく 作って、 龍神の 社 前に 供える という ことにな 

りました。 しかし その 頃の 奥州に はとても それだけの 

ひらいず み 

彫刻師 はいない。 もちろん 平 泉に は 相当の 仏師 もい 

たのです が、 今までの が 優れた 作で ある だけに、 それ 

に 劣らない ような 腕前の 職人 を 物色 するとい うこと に 

なると、 なかなか 適当の 人間が 見あたらない。 

これに は 黒 太夫 も 困って いると、 ある 晚に ひとりの 

山伏が 来て 一 夜の やどり を 求めた ので、 黒 太夫 もこ こ 

ろよ く 泊めて やる。 そうして、 なに かの 話から かの 木 

馬の 話 をす ると、 山伏の いうに は、 それに はいい こと 


が ある。 今度 奥州の 平 泉に 金色堂と いう ものが 出来る 

ばんじよ う 

について、 都から 大勢の 仏師 や 番匠ゃ いろいろの 職 

人が 下って 来る。 そのな かに 祐慶 という 名高い 仏師が 

いる。 この 人 は 仏 ばかりでなく、 花鳥 や 龍 や 鳳凰 や、 

すべての 彫刻の 名人と して 知られて いるから、 この 人 

の 通る の を 待ち受けて、 なんとか 頼んで みて はどう だ。 

わたし は 宇都 宫で 逢った から、 おそらく 一日 二日のう 

ちに はこ こへ 来る だろうと いうので す。 

それ をき いて 黒 太夫 は 非常に よろこびました。 山伏 

はあくる 朝、 ここ を 立って しまい ましたが、 黒 太夫 は 

すぐに 支度 をして、 家内の 者 四、 五 人 を 供に つれて、 


街道 筋へ 出張って 待ち うけてい ると、 果して その 祐慶 

という 人が 通りかかりました。 黒 太夫が 想像して いた 

のと は 違って、 まだ 二十 四 五の 若い 男で、 これが それ 

ほど 偉い人 かと 少しく 疑われる くらいで したが、 とも 

かく も 呼びと めて 木馬の 彫刻 をた のみます と、 祐慶 は、 

先 をい そぐ からと いうので 断りました。 それ をい ろい 

ろに 口説いて、 なにしろ その 場所 を 一度 見て くれと 

いって、 無理に 自分の 屋敷まで 連れて来る ことにな つ 

たのです。 

祐慶は 案内され て、 かの 龍神の 社へ 行って、 龍の 池 

の あたり を 暫く 眺めて いました が、 それほど お頼みな 


らば 作っても よろしい。 しかし 馬ば かり 作った ので は 

再び 立 去る おそれが あるから、 どうしても その 手綱 を 

控えて いる 者 を 添えなければ ならない が、 それでも 差 

支えない かと 念 を 押した そうです。 

もちろん、 差支え はない と言う ほかない ので、 万事 

よろしく 頼む ことになります と、 祐慶は 彫刻 をす るた 

めに 生きた 人間と 生きた 馬 を 手本に 貸して くれと いう _ 

つまり 今日の モデルと いった わけです。 前に も 申した 

通リ、 黒 太夫の 家に はたく さんの 馬が 飼って ある。 そ 

の 中から 裕慶は 白 鹿 毛の 大きい 馬 を 選び出しました。 

そこで、 その 綱 を 取って いる 者 は 誰に したら いい かと 


いう 詮議に なると、 祐慶は 大勢の 馬 飼いのう ちから 捨 

松と いうの を 選びました。 

捨松 はこと し 十五の 少年で、 赤 児のと きに 龍神の 社 

の 前に 捨てて あつたの を 黒 太夫の 家で 拾い あげて、 捨 

て 子で あるから 捨松 という 名 をつ けて、 今日まで 育て 

て 来たので、 ほんとうの 子飼いの 奉公人です。 そうい 

うわけ で、 親 も わからない、 身許 も 判らない 人間です 

から、 黒 太夫 も 不憫 を 加えて 召使って いる。 当人 も 一 

生 懸命に 働いて いる。 また 不思議に この 捨松は 馬 を あ 

つかう ことが 上手で、 まだ 年 もい かない 癖に、 どんな 

悍の 強い 馬で も 見 ごとに 鎮める というので、 大勢の 


うまかい 

馬 飼の なかで も 褒め 者に なって いる。 それらの 事情 か 

ら祐慶 も かれ を 選定す る ことにな つたの かも 知れ ませ 

ん。 いずれにしても、 青年の 仏師 は 少年の 馬 飼と 白 鹿 

毛の 馬と を モデルに して、 いよいよ かの 木馬の 製作に 

取リ かかった の は、 旧暦の 七月の 末、 ここらで はもう 

すっかりと 秋ら しくな つた 頃でした ご 

二 

「祐慶 がどうい う 風に して 製作に 従事した かとい う 事 

は 詳しく 伝わって いません が、 屋敷 内の 森の なかに 新 


しく 細工 場 を 作らせて、 モデルの 捨 松と 白 鹿 毛の ほか 

に は 誰も 立 入る こと を 許しませんでした。 主人の 黒 太 

夫も視 くこと は 出来ない。 こうして 七、 八、 九、 十、 

十一と、 あしかけ 五 力 月の 後に、 人間と 馬との 彫刻が 

出来 あがりました。 時に よると 夜通しで 仕事 をつ づけ 

ている 事 も あるら しく、 夜 ふけに 鑿 ゃ槌の 音が 微かに 

きこえる のが、 なんだか 物凄い ように も 感じられ たと 

いう ことでした。 

じょうじゅ 

いよいよ 製作が 成就して、 五 力 月ぶ リで 初めて 細 

工場 を 出て 来た 祐慶 は、 髪 や 髭 は 伸び、 頰は 落ち、 眼 

は 窪んで、 にわかに 十 年 も 年を取つ たように 見えた そ 


うです が、 それでも その 眼 は 生きい きと 光り かがやい 

ていました。 モデルの 少年 も 馬 もみな 元気が いいので、 

黒 太夫 一 家で もまず 安心し ました。 出来 あがった 木馬 

はもち ろん、 その 手綱 を 控えて いる 馬 飼の すがた 形 も 

まったく モデル を そのままで、 さながら 生きて いるよ 

うに も 見えた ので、 それ を 見た 人々 はみ な 感嘆の 声 を 

あげた そうです。 

黒 太夫 も 大層 よろこんで 手厚い 礼物 を 贈る と、 祐慶 

は 辞退して 何にも 受取らない。 彼 は 自分の 長く 伸びた 

髭 をす こし 切って、 これ を そこらの 山の なかに 埋めて、 

小さい 石 を 立てて おいて くれ、 別に 誰の 墓と もしる す 


に 及ばない と、 こう 言いお いて 早々 にこ こ を 立 去って 

しまいました。 不思議な こと だと は 思った が、 その 言 

しるし 

う 通りに して 小さい 石の 標を 立て、 誰が 言い出した 

ともなし に それ を 髭 塚と 呼ぶ ようになりました。 

そこで、 吉日 を 選んで かの 木馬 を 社 前に 据えつ ける 

事に なった の は 十二月の 初めで、 近 村の 者 もみな 集ま 

る はずに している と、 その 前夜の 夜半から にわかに 雪 

がふり 出しました。 ここらで 十一 一月に 雪の 降る の は 珍 

しく もない のです が、 暁け 方から それが いよいよ 激し 

くな つて、 眼 も あけない ような 大 吹雪と なった ので、 

黒 太夫の 家で もどう しょうかと 躊躇して いると、 ここ 


らの 人た ち は 雪に 馴れて いるの か、 それとも 信仰心が 

強いの か、 この 吹雪 を も 恐れないで 近 村 はもち ろん、 

遠い ところから も 続々 あつまって 来る ので、 もう 猶予 

ひる 

しても いられない。 午に 近い ころに なって、 黒 太夫の 

家で は 木馬 を 運び出す ことにな りました。 いい 塩梅に 

雪 もや や 小 降りに なった ので、 人々 もい よいよ 元気が 

出て、 かの 木像と 木馬 を 大きい 車に 積みの せて、 今や 

屋敷の 門から 挽き 出そうと する 時、 馬小屋の なかで に 

わかに 高い いななきの 声が きこえた かと 思う と、 これ 

まで モデルに 使われて いた 白 鹿 毛が 何 かの 物の怪で も 

付いた ように 狂い 立って、 手綱 を 振 切って 門の 外へ 飛 


び 出した のです。 

人々 も 驚いて、 あれ あれと いうと ころへ、 かの 捨松 

が 追って 来ました。 馬 は 龍の 池の 方へ 向って まっしぐ 

らに龃 けて ゆく。 捨松も つづいて 追って ゆく。 雪 はま 

た ひとしきり 激しくな つて、 人 も 馬 も 白い 渦の なかに 

巻き込まれて、 時 どきに 見えた リ 隠れたり する。 捨松 

は 途中で 手綱 を摑ん だら しいので すが、 きょうは 容易 

に 取 鎮める こと が 出来ず、 狂い 立つ 奔馬に 引きずら れ 

て 吹雪の なか を 転んだり 起きたり して 龃 けて ゆく。 ほ 

かの 馬 飼も捨 松に 加勢す るつ もりで、 あとから 続いて 

追い かけた のです が、 雪が 激しい のと、 馬が 早い のと 


で、 誰も 追い付く ことが 出来ない。 ただう しろの 方 か 

ら、 おういお うい、 と 声をかける ばかりでした。 

そのうちに 吹雪 はいよ いよ 激しくな つて、 白い 大浪 

が 馬と 人と を 巻き込ん だかと 思う と、 一 一 つながら 忽ち 

に その 影 を 見失った。 どうも 池の なかへ 吹き込まれた 

らしい のです。 騒ぎ はます ます 大きくな つて、 大勢が 

いろいろに 詮議した のです が、 捨松も 白 鹿 毛 も、 結局 

ゆくえ 不明に 終りました。 

やはり 以前の 木馬と 同じように 池の 底に 沈んだ ので 

あろうと 諦めて、 新しく 作られた 木像と 木馬 を 龍神の 

社 前に 据えつ けて、 ともかくも きょうの 式 を 終り まし 


たが、 もしゃ これ もまた 抜け出す ような こと はない か 

と、 黒 太夫の 家から は 朝に 晚に 見届けの 者 を 出して い 

ましたが、 木像 も 木馬 も 別条な く、 社 を 守る ように 立 つ 

ている ので、 まず 安心 はした ものの、 それにつ けても 

捨 松と 白 鹿 毛の 死が 悲しまれました。 

誰が 見ても、 その 木像と 木馬 はまった く捨 松と 白 鹿 

毛に よく 似て いるので、 あるいは 名人の 技倆に よって、 

人 も 馬 も その 魂 を 作品の 方に 奪われて しまって、 わが 

身 は どこ へ か 消え失せ たので はない かな どと 言う 者 も 

ありました。 それから また 付会して、 今度の 木馬 も 時 

どきに いななく とか、 木像の 捨 松が 口 をき いたと か、 


いろいろの 噂が 伝えられる ようになりました。 

そこで、 その 名人の 仏師 はどうし たかと いうと、 そ 

の 後の 消息 はよ く 判りません。 どうも 平 泉で 殺された 

らしい という ことです。 なにしろ ここで 木像と 木馬 を 

作る ために 五 力 月 を 費した ので、 平 泉へ 到着す るの が 

非常にお くれた。 それが 秀衡の 感情 を 害した 上に、 仕 

事に 取り かかって から も、 一向に 涉が ゆかない。 まる 

で 気ぬ けの した 人間の ように 見えた ので、 いよいよ 秀 

衡の 機嫌 を 損じて、 とうとう 殺されて しまった という 

噂です。 彼が 立ちぎ わに 髭 を 残して 行った のから 考え 

ると、 自分自身 にも 内々 その 覚悟が あつたの かも 知れ 


ません。 かの 池 を 以前 は 単に 龍の 池と 呼んで いたので 

すが、 この 事件が あって 以来、 さらに 馬と いう 字 を 付 

け 加えて、 龍馬の 池と 呼ぶ ようにな つたの だそう で 

すご 

「で、 その 木像と 木馬 も 今 も 残って いるので すか ご と、 

わたし はこの 話の 終る の を 待ち かねて 訊きました。 

「それに はまた お 話が あります ご と、 横 田 君 は 静かに 

言いました。 「あとで 聞く と、 その 祐慶 という 仏師 は 

日本の 人で はなく、 宋 から 渡来した 者 だそう です。 日 

本人なら ば 髪 を 切りそう なと ころ を、 髭 を 切って 残し 

たという のから 考えても、 なるほど 唐の 人ら しく 思わ 


れ ます。 それから 七 八 百年の 月日 を 過ぎる あいだに、 

土地に も いろいろの 変遷が あって、 黒 太夫の 家 は 単に 

黒 屋敷 跡と いう 名 を 残す ばかりで、 とうの 昔に ほろび 

ました。 龍馬の 池 も 山崩れ や 出水の ために いくたび か 

その 形 を かえて、 今では 昔の 半分に も 足らない ほどに 

小さくな つてし まいました。 それでも 龍神の 社 だけ は 

江戸の 末まで 残って いたので すが、 明治 元年の 奥 羽 戦 

争の 際に は、 この 白 河が 東軍 西 軍の 激戦 地と なった の 

で、 社 も 焼かれて しまいました。 もう その 跡に 新しく 

建てる もの もない ので、 そこら は 雑草に 埋められ たま 

まです ご 


「そうすると、 かの 木馬 も 一緒に 焼けて しまったので 

すね ご 

「誰も まあそう 思って いたのです。 したがって、 その 

ゆくえ を 詮議す る 者 もなかつ たのです が、 それからお 

よそ 四十 年 ほど も 過ぎて、 日露戦争の 終った 後の こと 

です。 この 白 河 出身の 者で、 今 は 南京に 雑貨店 を 開い 

ている 堀 井と いう 男が、 なに かの 商売 用で 長江 を さ 

しょく 

かの ぼって 蜀へ ゆく と、 成 都の 城外 —— と 言っても、 

六、 七 里 も 離れた 村 だそう です が、 その 寂しい 村の 川 

のほとりに 龍王 廟 というの が ある。 その 古い 廟の 前に 

大きい 柳が 立って いて、 柳の 下に 木馬が 据えて ある。 


木馬 は ともかくも、 その 馬の 手綱 を 控えて いる 少年の 

木像が 確かに 日本人に 相違ない ので、 堀 井 も 不思議に 

思いました。 

もちろん 堀 井 は 明治 以後に 生れた 男で、 龍馬の 池の 

木像 も 木馬 も 見た こと はない のです が、 かねて 話に 聴 

いている ものに よく 似て いるば かり か、 その 木像の 

顔容ゃ 風俗が 日本の 少年で あると いう ことが、 大いに 

彼の 注意 を ひきました。 土地の 者に ついて いろいろ 聞 

合せて みました が、 いつの 頃に どうして 持って来 たの 

か 一 向に わからない。 

結局、 不得要領で 帰って来た そうです が、 どうして 


も それ は 日本の ものに 相違ない と 堀 井 は 主張して いま 

した。 もし 果して それが 本当で あると すれば、 木馬 や 

木像が 自然に 支那まで 渡って ゆく はずが ありま せんか 

ら、 戦争の どさくさ まぎれに 誰かが 持 出して、 横 浜 あ 

たりに いる 支那 人に でも 売 渡した ので は あるまい かと 

も 想像され ますが、 実物大の 木像 や 木馬 を どうして 人 

知れずに 運搬した か、 それが 頗る 疑問です。 それ を 

作った 仏師が 支那の 人で あるから といって、 木像 や 木 

馬が 何百 年の 後、 自然に 支那へ 舞い戻った とも 思われ 

ません。 なにしろ 堀 井と いう 男 は 龍馬の 池の 実物 を 見 

ていないの ですから、 いかに 彼が 主張しても、 果して 


それが 本物で あるか どうか も 疑問です ご 

それから それ へ と 拡が つ て ゆく 奇怪の 物が たり を、 

わたし は 黙って 聞いて いるの ほかはありませんでした。 

横 田 君 は 最後に またこう 言いました。 

「今まで 長いお 話 をし ましたが、 近年に なって、 かの 

龍馬の 池に 新しい 不思議が 発見され たのです ご 

まだ 不思議が あるの かと、 わたし も 少し 驚いて、 や 

はり 黙って 相手の 顔 を ながめて いました。 二人の あい 

だに 据えて ある 火鉢の 火が とうに 灰にな つ ている の を 

お 互いに 気がつかない のでした。 

「あなた を 御 案内したい というの も、 それが ためで 


すご と、 横 田 君 は 言いました。 「今から 七 年 ほど 前の 

ことです。 宮城県の 中学の 教師が 生徒 を 連れて来 たと 

きに、 龍馬の 池の ほとりで 写真 を 撮って あとで 現像し 

てみ ると、 馬の 手綱 を 取った 少年の 姿が 水の 上に あり 

ありと 浮かび 出して いるので、 非常に 驚いた といい ま 

す。 その 噂が 伝わって、 その後に も いろいろの 人が 来 

て 撮影し ました。 東京から も 三、 四 人 来ました。 土地 

でも 本職の 写真師 は 勿論、 我れ われの アマチュアが 

続々 押 掛けて 行って、 たびたび 撮影 を 試み ましたが、 

めったに 成功し ません。 それで は 全然 駄目 かとい うと、 

十 人に 一 人ぐ らい は 成功して、 確かに 馬と 少年の 姿が 


浮いて みえる のです ご 

「なるほど 不思議で すね ご と、 わたし も 溜 息をつき ま 

した。 「そうして、 あなた は 成功し ました かご 

「いや、 それが 残念ながら 不成功です。 六、 七 回 も 行つ 

てみ ましたが、 いつも 失敗 を 繰 返す ので、 わたくし は 

もう 諦めて いるので すが、 あなたの お出でにな つたの 

は 幸いです。 あした は 是非お 供し ましょう ご 

「は あ、 ぜひ 御 案内 をね がいましょう ご 

わたしの 好奇心 はいよ いよ 募って 来ました。 もう 一 

つに は、 十 人に 一人ぐ らいし か 成功 しないと いう 不思 

議の 写真 を、 見 ごと 自分の カメラに 収めて みせようと 


いう 一種の 誇リも 加わって、 わたし は あしたの 来る の 

を 待ち こがれて いました。 

三 

あくる 朝 は 幸いに 晴れて いたので、 わたし は 早朝 か 

ら 支度 をして、 横 田 君と 一 緒に 出ました。 横 田 君 も 写 

真 機 携帯で、 ほかに 店の 小僧 ひとり を 連れて ゆき まし 

た。 池の 近所に 飯 を 食わせる ような 家 はない というの 

で、 弁当 ゃビ ー ル など を バスケットに 入れて、 それ を 

小僧に 持たせた のです。 


三 里 ほど は 乗合馬車に ゆられて 行って、 それから は 

畑 道 や 森 や 岡 を 越えて、 やはり 三 里 ほど も 徒歩で ゆく 

と、 だんだんに 山に 近いと ころへ 出ました。 横 田 君 や 

小僧 は 土地の人 ですから、 このく らいの 途は 平気です。 

わたし も 旅行 慣れて いるので、 別に 驚き もしませんで 

した。 小僧 は昌吉 といって、 ことし 十六 だそう です。 

年の 割に は 柄の 大きい、 見る から 丈夫そう な、 そうし 

て なかなか 利口そう な 少年でした。 したがって、 若 主 

人の 横 田 君に も 可愛がられ ている らしく、 横 田 君が ど 

こへ か 出る 時には、 いつも 彼 を 供に 連れて ゆく という 

ことでした。 


「この 昌吉 も、 ゆうべお 話 をした 木像の モデルと 同じ 

ような 身の上な のです ご と、 横 田 君 は あるきながら 話 

しました。 「これ も 両親 は 判らない のです ご 

昌吉 という 少年 も、 やはり 捨て子で、 両親 も 身 もと 

も 判らない。 それ を 横 田 君の 家で 引取って、 三つの 年 

から 育てて やった の だとい うこと でした。 それ を 聴か 

されて、 わたし も かの 捨松 という 馬 飼の むかし 話 を 思 

い 出して、 きょうの 写真 旅行に 彼 を 連れて ゆく の も、 

なんだか 一 種の 因縁が あるよう に 感じられ ましたが、 

昌吉 はまった く 利口な 人間で、 途中で も 油断な く 我れ 

われの 世話 をして くれました。 


ひる 

午に 近い 頃に 目的地へ ゆき 着き ましたが、 横 田 君の 

話で 想像して いたのと は 余 ほど 違って いて、 なるほど 

大木 もあります が、 昼で も 薄暗い というよ うな 幽暗な 

場所で はなく、 むしろ 見晴らしの いい、 明るい 気分の 

ところでした。 

「また 伐った なご と、 横 田 君 は ひとりごと のように 言 

いました。 近来し きりに この辺の 樹木 を 伐り 出す ので、 

だんだんに 周囲が 明るくな つて、 むかしの 神秘的な 気 

分が 著しく 薄れて 来たとの ことでした。 どこでも 同じ 

ことで、 これ はやむ を 得ないでしょう。 しかし 龍神の 

社の 跡 だと いうと ころ は、 人よりも 高い 雑草に うずめ 


られ て、 容易に 踏み込めそう もありませんでした。 

三人 は 池の ほとりの 大樹の 下に 一 と 休みして、 それ 

ひるめし 

から 昌吉が 尽力して 午 飯の 支度に かかりました。 横 田 

君 はいろ いろの 準備 をして 来たと みえて、 バスケット 

の 中から 湯沸し を 取 出して、 ここで 湯 を 沸かして 茶 を 

こしらえる という わけです。 朝から 晴れた 大空 は 藍色 

に 高く 澄んで、 そよ との 風 もありません。 梢の 大きい 

枯葉が 時 どきに 音 もな しに 落ちる ばかりで、 池の 水 は 

静かに 淀んで います。 岸の 一部に は 芦 や 芒が 繁 つてい 

るが、 ほかに 水草ら しい もの も 見えず、 どちら かとい 

えば 清らかな 池です。 これが いろいろの 伝説 を 蔵して 


いる 龍馬の 池で あるかと 思う と、 わたし は 軽い 失望 を 

感じて、 なんだか 横 田 君に あざむかれて いるよう にも 

思われました。 

「水 を 汲んで 来ます ご 

こう 言って、 昌吉は 湯沸し を 提げて 行きました。 池 

の 北に ある 桜の 大樹の 下に 清水の 湧く 所が ある。 その 

水が この 池に 落ちる の だそう で、 夏で も 氷の ように 冷 

たいと、 横 田 君 は 説明して いました。 

「さあ、 茶の 出来る あいだに、 仕事 を はじめます かな ご 

横 田 君 は 写真機 を 取 出しました。 わたし も 機械 を 取 

出して、 ふたり はいろ いろの 位置から 四、 五 枚 写し ま 


したが、 昌吉は なかなか 帰って来ません。 

「あいつ、 何 をして いるの かな ご 

横 田 君 は 大きい 声で 彼の 名 を 呼び ましたが、 返事が 

ない。 そのうちに 気がつく と、 かの 湯沸し は バス ケッ 

トの 傍に おいてあって、 中には 綺麗な 水が 入れて あり 

ました。 我れ われが 写真に 夢中に なって いる あいだに、 

昌吉 はもう 水 を 汲んで 来たらし いのです が、 さて その 

本人の 姿が 見えない。 いつまで 待っても いられな いの 

で、 横 田 君 は そこらの 枯枝ゃ 落葉 を 拾って 来る。 わた 

しも 手伝って 火 を 焚いて、 湯 を 沸かす、 茶 を淹れ る。 

こうして 午 飯 を 食い 始めた のです が、 昌吉 はま だ 帰ら 


ない。 ふたり はだん だんに 一種の 不安 を おぼえて、 た 

がいに 顔 を 見合せ ました。 

「どうしたので しょう。」 

「どうしました かご 

早々 に 飯 を 食って しまって、 ふた リは 昌吉の ゆくえ 

捜索に 取り かかりました。 ふた リは池 を 一 とま わりし 

て、 さらに 近所の 森 や 草原 を蚯け めぐりました。 龍神 

の 社の 跡と いう 草 むら をも搔 きわけ て、 およそ 二 時間 

ほど も 捜索 を つづけた のです が、 昌吉 はどうしても 見 

付かり ません。 横 田 君 も わたし もがつ かりして 草の 上 

に 坐つ てし まいました。 


「もう 仕様が ありません。 家へ 帰って 出直して 来 ま 

しょうご と、 横 田 君 は 言いました。 

バスケット など は そこにお いたままで、 ふたり は 

早々 に 帰り支度 をし ました。 日の 暮れ かかる 頃に 町へ 

戻って 来て そのこと を 報告す ると、 店の 人々 もお どろ 

いて、 店の 者 や 出入りの 者 や、 近所の 人な ども 一緒に 

なって、 二十 人 ほどが 龍馬の 池へ 出て ゆきました。 横 

田 君 も 先立ちに な つ て 再び 出かけました。 

「あなた はお 疲れでしょう から、 風呂へ はいって ゆつ 

くりお 休み 下さい ご 

横 田 君 はこう 言いお いて 出て 行き ましたが、 とても 


寝られる わけの ものではありません。 私 も おちつかな 

い 心 持で 捜索隊の 帰る の を 待ち暮らして いますと、 夜 

なかに な つ て 横 田 君ら は 引 揚げて 来ました。 

「昌吉 はどうしても 見つかりません ご 

その 報告 を 聴かされて、 私 もい よいよ がっかり しま 

した。 それと 同時に、 昌吉の ゆくえ 不明 は、 かの 捨松 

とおな じょうな 運命で は あるまい かと も 考えられ まし 

た。 

わたし は その 翌日 もこ こに 滞在して、 昌吉の 行く末 

を 見届けた いと 思 つ ています と、 きょうは 警察 や 青年 


団も 出張して、 犬が かりの 捜索 をつ づけた のです が、 

少年の ゆくえ は 結局 不明に 終りました。 いつまで もこ 

この 厄介に なっても いられな いので、 わたし は 次の 日 

に 出発して、 宇都 宫に 一 日 を 暮らして、 それから 真つ 

直ぐに 帰京し ましたが、 何分に も昌吉 のこと が 気に か 

かるので、 横 田 君に 手紙 を 出して その後の 模様 を 問い 

あわせる と、 二、 三日の 後に 返事が 来ました。 その 文 

句 は 大体 こんな ことでした。 

前略、 折角お 立 寄りく だされ 候と ころ、 意外の 椿 

しゅ つたい 

事 出来の ために 種々 御 心配 相 掛け、 なんとも 申 

訳無 御座 候。 昌吉の ゆくえ は 遂に 相 分り 申さず、 


さりと て 家出す るよう な 子細 も 無 之、 唯々 不思議 

と 申す の ほか 無 御座 候。 万一 かの 捨 松の 二 代 目に 

もやと 龍馬の 池の 水中 捜索 を こころみ 候え ども、 

これ も 無効に 終り 申 候。 

ここに また、 不思議に 存じられ 候 は、 当日 小生が 

撮影 五 枚のう ち、 一 枚に は 少年の すがた 朦朧と あ 

ら われお り 候 ことに 御座 候。 それ は 影の ように 薄 

く、 もちろん はっきりと 相 分り 兼ね 候え ども、 そ 

れ がどう も 昌吉の 姿ら しく も 思われ 申 候。 

貴下 御 撮影の 分 はいかが、 現像の 結果 御 しらせ 

こうじん 

下され 埃 わば 幸甚に 存じ 候。 


まず こんな 意味であった ので、 わたし も 取りあえず 

自分の 撮影した 分 を 現像して みました が、 どこに も 人 

の 影ら しい ものな ど は 見いだ されませんでした。 横 田 

君の 写真に はどうい う 影が あらわれ ている のか、 その 

実物 を 見な い のでよ く 判りません。 
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